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は し が き 





この 本 は , バス ク 語 を 学び 始め た 方 々 が ある 程度 まとまっ た た 物 
語 を 一 人 で 読む こと が で きる よう , テキ スト に 詳し い 注 を つけ た 
訳注 書 で す 。 テ キス ト と し て は , ョ ヨ セ バ ・ ゲ レニ ョ (Joseba Ge+ 
reno) の 編ん だ 『 バ スク 国 の 民話 と 伝説 』(* Euskalerriko Tpuin 
eta Kondairak”) を も と に 筆者 の 恩師 アン テ ョ ン ・ イ ディ ア ケ 
ス (Antton Idiakez) 氏 が 共通 バス ク 語 (Euskara batua) た 書 
き 直 し た も の の 中 か ら , 2 編 を 選び まし た 。 さら に , 筆者 自身 の 
手 に より , 使用 範囲 の 狭い いわ ゆる 親 称 の 2 人 称 が 使わ て て いる 
会 話 体 の 部 分 を , 使用 範囲 の 広い いわ ゆる 敬称 の 2 人 称 に 志 し て 
あり ます 。 

注 を 付け る に あたっ て は , 単語 や 接辞 , と り わ け 動 詞 の 活用 形 
に 対す る 説明 は , と くに 第 1 話 で は 初出 時 に 限ら ず , 出 て くる 都 
度 ほとん ど 毎 回 付け ま し た 。 第 2 話 で は その 頻度 を 減ら し て ある 
の で , わか ら な い 語 や 接辞 に ぶつ か っ た と き の た め に , 巻末 に 語 
押 集 を 付け まし た 

あら ゆる 点 で 未熟 な 本 で す が , バスク 語 に 興味 を 持ち 始め た 方 
方 の 一 助 に な れ ば 議 い で す 。 

本 書 を 作る に あたり , テキ スト 選び に 始ま り 様々 な 質問 に 答え 
る に 至る まで , 惜しみ な く 協 力 し て くだ さっ た イデ ィ ア ケス 先生 , 
それ に 本 書 を 世に 出す 機会 を 必 え て くだ さっ た 大 学 書 林 の 佐藤 政 
人 氏 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 
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1. BALTZOLAKO SUGEA (パル ツ ォ ラ の 蛇 ) 1 


2. LAMIA RTA GIZON APUSTULARIA 
(ラミ アァ と 賭け の 好き な 男 ) 






バス ク の 伝説 に つい て 


バス ク 地 方 に は , mito と 呼ば れる 伝説 が 数 多く 伝わっ て いま 
す 。 mito は 「 神 話 ・ 伝 説 」 と 訳 さ きれ ま す が , 本 書 で 取り 上 げた 
2 つの お 話 も , mitologfa vasca「 バ スク の 神話 ・ 伝 説 」 の 一 部 と 
し て 様々 な 本 で 取り 上 げ ら れ て いる も の で す 。 ズ バス ク の 神話 ・ 伝 
説 に つい て は , スペ イン ・ バ スク の ギプス コア (Gipuzkoa) 県 ア 
タウ ン (Ataun) 出身 の 民俗 学者 , ホ ゲル ・ デ ・ バ ラン ディ 
アラ ン (Jos6 Miguel de Barandiaran、 バ スク 語 で は Baran- 
diaran'dar Joxemiel, 1899>1991) が バス ク 地 方 を 注 狼 し て 膨大 
な 資料 を 収集 し 郊 か し い 業 績 を お さめ て いま す 。 

ズバ スク の 神話 ・ 伝 説 に は 様々 な キャ ラク ター が 登場 し ます が 。 
その 中 か ら , 本 書 の テキ スト に 登場 する 虹 の 精 , ラミ ア , 名 前 が 
出 て くる ヘン ティ ル , ソル ギン , バシ ャ ハウ ン , それ に 本 寺 の テ 
キス ト で は 言及 され て いな いけ れ ど も , すべ て の 超人 間 的 存在 の 
頂点 に 立つ と され る マリ に つい て , 上 記 の パラ ン デ ィ ア ラン の 著 
作 (参考 文献 の 項 参照 ) の 中 か ら 人 簡単 に 紹介 し た いと 思い ます 。 

な お , 以下 に 出 て くる 号 B は ビス カイ ア (BizkaiaG は ギ 
プス ュ ア (Gipuzkoa), A は アラ バ (Araba), N は ナ フ ァ ロア 
(Nafarroa), L, は ラブ ルディ (Lapurdi), BN は 低 ナ ファ ロア (Na- 
farroa Beherea), ク は スペ ロア (Zubcroa) を 表し ます 。 これら は 
伝統 的 , 民族 的 な 単位 と し て の 地方 の 名 で , 始め の 4 つ は スペ イ 
イン 側 に , あと の 3 つ は フラ ンス 側 に 属し ます 。 各 地方 名 を スペ 
ン 語 ま た は フラ ンス 語 で 言う と 。 それぞれ GuipGzcoa, Vizcaya。 
Alaba, Navarra, Labourd, Bassc Navarre, Soule と な り ま す 。 
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<〈 マ リーMari 一 > 

マリ は , バス ク 地 方 お よび 異国 の あら ゆる 神々 の 職能 を 独占 す 
る に 至っ た と され , すべ て の 神 任 , 座 性 , 精霊 , 妖精 な どの 頂点 
に 立つ 。 て そり は 優美 に 着 館 っ た 女性 で , 4 頭 立て の 居 車 で 天翔 け 
る 。 太陽 と 月 の 母 で ある 大 地 に 住み 山 の 中 に 宮 有 殿 を 持っ て いる 
と も 言わ れる 。 地 下 に 住む 超人 間 的 存在 は 久 な で り の 支配 下 に あ 
る 。 マ リ が 家 の 前 で 朋 を すい て いた り , 糸 つ むぎ を し て いた り , 
機 を 級 っ て いた りす る 姿 が 見 られ た と も 言う 。 ま だ , マリ は 嵐 を 
も た らし , と き に は 短 を 降ら せ た り し て 人 間 に 被 害 を な える 。 そ 
の 一 方 で , 彼女 の 名 を 3 回 呼ぶ と 姿 を 現し , 呼ん だ 人 を 歓待 する 
と も 言わ れる 。 ま た , 問題 が 生じ た と き は マリ に 相談 する と 。 予 
言 , 建設 的 な 助言 を し て くれ る と ゃ 言う 。 と の よう に , スク の 
神話 ・ 伝 説 の 他 の キャ ラク ター 同様 。 マリ も また , 人 間 に と っ て 
あり が た いも の と し て 現れ る こと も あれ ば , 恐ろし いも ゃ の と し て 
現れ る こと も ある 。 

マリ の 呼び 名 は 地域 に よっ て 異な る 。 例 を 挙げ る と 。 

チン ドキ (Txindoki, G) 山 周辺 の チン ドキ ュ ・ マ リ (Txindo- 
kiko Mari「 チ ンド キ の マリ 」, -ko は 位置 属 格 語尾 )。 

テア タ ウン の マリ ムン ドゥ コ (Marimunduko「 ム ンド ゥ の マリ 
-ko は 上 に 同じ )。 

オイ アル ッ ン (Oiartzun、 G) の アン ドゥ レ ・ マ リ ・ ム ノコ 
(Andre Mari Munoko「 ム ノ の マリ 様 」, andre は 既婚 女性 へ 
の 散 称 , -ko は 上 に 同じ )。 

セガ マ (Zegama, G) の ア ケ テ ギュ ・ ダ マ (Aketegiko Dama 
「 ァ ケ テ ギ の ご 婦 人 」, -ko は 上 に 同じ , dama は 「 婦 人 J)。 

サン タ ・ グ ラン (Santa Grazi の の ビデ ュ ・ エ マス テ ・ シ ュ 
リア (Bideko cmazte xuria「 路 上 の 自 い 婦 人 」, bide は 「 道 , 
-ko は 上 に 同じ , emazte は 「 婦 人 」, xuri は ぐ zuri [白い 」, -a 
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は 定形 半数 絶対 格 語尾 )。 
オニ ャ ティ (Omati,G) の ガイ スト (Gaizto 「 邪 悪 な も の 」) な ど 。 


< 蛇 の 精 一 Sugaar。 Sugoi 一 > 

本 書 の 第 1 話 に 登場 する 魔性 は 蛇 の 精 だ が , これ は シュ ガ ア ル 
(Sugaar), シェ ゴイ (Sugoi) の 名 で 知ら れ て いる 。 シュ ガ ア ル と 
は 雄 の 蛇 ,。 シュ ゴイ と は 大 蛇 の こ と で ある 。 シュ ガ ア ル は 。 前 述 
の パラ ン デ ィ ア ラン の 出身 地 ア タウ ン で は , 鎌 ま た は 半月 形 の 火 
の 姿 を 借り て 通り 過ぎ て 行く も の で , 嵐 の 予兆 だ と 言わ れ て いる 。 
蛇 の 精 は 地下 に 住み , 本 書 第 1 話 の バル ツ ォ ラ の 申 の よう に 。 地 
上 へ は 洞穴 を 通じ て 姿 を 現す 。 ア タウ ン の アガ ムン ダ (Agamun- 
da) の 淵 に 住む シュ ガ ア ル は , 親 に 反抗 的 な 者 を 前 する と 言わ れ 
て いる 。 アス ュ イ ティア (Azkoitia, G) 方 面 で は , シュ ゴイ は , 
ある と き は 蛇 , ある と き は 人 間 の 姿 を 呈す る と 言わ れ て いる 。 


く 〈 ヘ ン テ ィ ル 一 Jentil 一 > 

本 書 の 第 1 語 に , Jentil Zubi” と いう 名 の 橘 が 出 て くる が , 
ヘン ティ ル と は も と も と 「 穫 教 徒 ] の と と で ある 。 神話 ・ 伝 説 に 
は , クリ スト 教徒 と 隔絶 し て 山 や 人 里 苑 れ た 家 , 洞穴 に 住む , 並 
外れ た 力 を 持つ 野人 と し て 現れ る 。 た いて い 巨 人 で あり , ヘン テ 
ィ ル が あら ゆる 所 に 大 岩 を 放っ た 結果 , 今 ベ スク 地方 で 知ら れ て 
いる 数 々 の 岩山 と な っ た と され る 。 また, ヘン ティ ル は 最初 の 農 
耕 者 , 最初 の 鍛冶 屋 , 最初 の 粉 ひき 職人 だ っ た と ふも 言わ れる 。 

人 間 ( ク リス ト 数 徒 ) と 平和 神 に 共存 し て いた ヘン ティ ル は , オ 
ンダ ロア (Ondarroa, B)、 マル キ ニ = ャ (Markina, 同 ), エル ゲタ 
(Elgeta, G 〇 ), オニ ャ ティ , ウル ディ アブ イン (Urdiain, N), オイ ア 
ルッ ン で , クリ スト 教会 の 建設 に 協力 し た 。 そ の 公 力 の お 陰 で 仁 
事 は た い へ ん な 速 さ で は か どっ た と 言う 。 ア ラノ (Arano, N) で 
は クロ ムレ ッ ク を , アタ ウン の 山 , お よび アラ ラル (Aralar) 山系 
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で は ドル メン を 建造 し た が , それ ら は ヘン ティ ル に 因 み , それ ぞ 
れ ヘ ン テ ォ ルズ バラ ッ (Jentilbaratz, baratz は 「 畑 ), ヘン ティ 
シレ チ = (Jentiletxe, etxe は 「 家 」), ヘン ティ ラリ (Jentilarri arri 
は ぐ harri「 石 ]) と 呼ば れ て いる 。 

し か し 一 方 で は , 魔 性 の も の , 得体 の 知れ ぬ 恐 ろ し いも の と も 
みな され て いた 。 例 えば アタ ウン に は 次 の よう た 話 が 伝わる 。 ア 
タウ ン の シャ アス タリ (Saastarri) 山中 の ある 洞穴 の 中 に は 浴 ん 
だ 水 を た た えた 池 が あっ た 。 周辺 の 羊 飼い や 炭焼 き 職 人 は そこ へ 
飲み 水 を 肖 み に 行く な らい だ っ た 。 あ る 日 , 年 若い 内 焼き が その 
洞穴 へ 水 を 肖 久 に 行っ た と と ろ , どう し た こと とか, すっ か り 快 え 
て , 水 も 肖 ま ず に 小屋 へ 戻っ て 来 た 。 そ こ で , 今度 は 炭焼 き の 親 
方 が 行っ た 。 し か し 彼 も また 真っ 青 に な っ て 手ぶら で 戻っ て 来 
た 。 親 方 が 言う に は , 洞穴 の 入口 の と ころ で , 素 時 らしい 体つき 
の 若い 美女 が 髪 を と か し て いた 。 あ あい う 場 所 で ああ いう 光景 を 
見 る な ど , ろく な 前 兆 で は な か ろう と 感じ , 水流 久 も ゃ そこ と そこ に 
逃げ て 来 た の だ そう だ 。 そ の 美女 は その 洞穴 に 住む へ ン ティ ルー 
族 の 者 だ と の こと だ が , 彼女 こそ 実は マリ ムン ドゥ コ (マリ の 項 
参照 ) だ と 言 5 者 も あっ た 。 ま た , 人 間 を 食らう 一 つ 目 の 公 人 タ 
ル タ p (Tartalo。 トル ト Torto と も 言う ) も ヘン ティ ル と みな さ 
れる こと が ある 。 

そう か と 思う と , と きど き 人 里 に 下り て 来 て は 人 間 と 接触 し 
し か も 人 間 に 一 杯 食わ され る ヘン ティ ル も あっ た よう だ 。 人 間 に 
し て や られ た ヘン ティ ル の 話 と し て , 次 の よう な も の が ある 。 め 
る 山 に た い へ ん な 力 自慢 の ヘン ティ ル が 住ん で いた が , ゃ は や へ 
ン テ ィ ル た ちの 間 に は 彼 と 力 競 べ が で きる 者 は 一 人 も いな いと わ 
か る と , さら な る 挑戦 者 を 求め て ラス カオ (Lazkao, G) の 里 へ 
下り て 行っ た 。 ま ず ひ と り の 少年 と 出会い , 力 競 べ を 申し 込ん だ 
が ,「 ぼ く は まだ 小さ すぎ る 」 と 断ら れ て し まっ た 。 次 に 老人 を 
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見 つけ た が ,「 わ し は ゃ うう 年 を と りす ぎ て いる 」 と, また し て も 断 
られ た 。 し か し , 隣 村 ベア シャ イン (Beasain,G) の 鍛冶 場 へ 行 
け ば だ れ か し ら 相 手 が 見 つか る だ ろう と 聞き つけ て , そこ へ 向 か 
うと と に し た 。 さ て くだ ん の 鍛冶 場 で 。 ヘン ティ ル が 職人 を 一 人 
つか まえ えて 「 お お れ の 腕 を ね じ 曲 げ て みろ 」 と 言う と , 鍛 追 職人 は , 
「 待 っ て ろ , 指 2 本 で や っ つけ て や る か ら 』 と 言っ て 奥 か ら 真赤 に 
焼け た 火 ば さ み を 持っ て き て , それ で ヘン ティ ル の 鼻 を も ぎ 取 っ 
て し まっ た 。 ヘ へ ン テ ィ ル は ほう 人 ほう の 体 で 山 へ 逃げ 帰り , 仲間 の 
ヘン ティ ル た ち に 「 人 間 と は 恐 ち し いも の だ , E と 再び 近づく 
まい 」 と 語っ た と いう と と だ 。 





〈《 ラ ミニ ャ , ラミ ア >〉 

本 書 の 第 2 話 に 出 て くる 精 圭 (妖精 , 魔女 と も 言わ れる ) ラミ 
テア は , 神話 ・ 伝 説 に 現れ る キャ ラク ター の 中 で も と くに ポ ピ ュ ラ 
ー な も の で ある 。 パ スク 語 の 保存 され て いる 地域 な ら は ば 全域 に 
ラミ ア 伝 説 が 残っ て いる と いう 。 特に, ビス カイ ア , ギプス コア 
南部 , ナ フ ァ ロア , 低 ナ ファ ロア , ラブ ルディ お よび スペ ロア の 
山間 部 に 集中 し て いる 。 名 称 は 地域 に より 異な る が , lamia。 la- 
mina が も っ と も 広く 見 られ る 。 珍し いと と ろ で は アグ ライ ン 
(Agurain,A) の アミ ラミ ア (amilamia)、 ア ェ ス ュ ア (Aezkoa。 
N) の エイ ララ ミア (eilalamia), メン ディ ベ (Mendibe, BN) の 
シャ イン ディ ー マ イ ン デ ィ (saindi-maindi) な ど が ある 。 

伝承 に よる と , ラミ ア は 人 間 の 姿 を し て いる が , その 足 は 鶏 , 
あひる , また は 山羊 の それ で ある と 言う 。 ど ん な 足 か は 。 地域 に 
より 言い 伝え が 異な る 。 深 岸 地方 で は , その 下半身 は 魚の よう で 
ある と 信じ られ て いる 。 因みに, この 本 で と りあ げた ラミ ア 伝 説 
に も 「 ラ ミア は 人 魚の よう な も の で あっ た 』」 と の 記述 が ある が 
この 話 の 舞台 ビス カイ ア 県 レ ケ イ テ ィ オ (Lekeitio) も ふ ,。 ビス ケー 
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潜 に 面 する 漁師 町 で ある 。 ま た ほとん どの 地域 で 女性 と し て 現れ 
る が , フラ ンス ・ バ スク で は 男性 で ある と と も ある 。 ス ペロ ア で 
は 女性 の 場合 は ラミ ア , 男性 の 場合 は マイ デ (maidc) と 呼ば れる 。 
ラミ ア と 人 間 の 女性 と の 遮 い は 肌 の 色 で , ラミ ア の それ は 銅 の 
色 だ と いう 。 ビ スカ イア で は ラミ ア は 人 額 に 目 ポ ー つ だ け あ る と 言 
われ て いる 。 ま た , うな じ の と ころ に だ け 5 ペ セ タ 硬 貨 の 形 に 毅 
の 毛 が あ る , と も 言わ れる 。 

ラミ ア は いろ いろ な 作業 ・ 労 働 に 従事 する 。 そ の 種類 は 地域 に 
より いろ いろ だ が , 率 巻 き 株 と 煽 鍵 に よる 機織り , ドル メン , 橋 
家屋 , 教会 等 の 建設 , 夜間 の 洗濯 な ど が 知ら れ て いる 。 

ラミ ア に つい て は 実に 多く の エピ ビッ 語ら れ て いる だ け あ 
っ て , その 企 格 も 多岐 に 渡る 。 本書 の 第 2 話 に 出 て くる ラミ ア は ,。 
大 の 男 が シル エッ ト を 見 た だ け で も うら え て し まう よら な 存在 で 
あり , また 実際 人 間 を 食べ よう と いう の だ か ら 相 当 処 ろ る し いも の 
に 僅 い な い が , 他 の 言い 伝え で は と き に は 神 性 を 帯び が た も の と みみ 
な され , 人 間 か ら お 供え を も ら っ た り し て いる 。 供え 物 と し て は 
小 実 の パン, と うふ ゃ ふろ と し の パン, ロールパン, 豚 の 脂身 の 塩 演 
け , 林檎 酒 な ど が ある 。 そ うい っ た も の を , 夜 , 台所 に 紀 い て お 
く と , ラミ ア が 来 て 飲み 食い を する と 言わ れる 。 ま た 地域 に よっ 
て は , 羊 飼い た ち が ラ ミア の 住み か と 思しき 洞穴 へ どん ぶり に 入 
れ た ミル ク と 乳 (カー ド ) を 持っ て 行く と いう 。 農民 も 農地 の は 
ずれ に 食べ 物 を 置い て お く 。 す る と 夜 , ラミ ア が や っ て 来 て 飲み 
食い し , その お 返し に 何 が し か の 媒 作業 を する と いう 。 し か し お 
供え を 忘れ る と , ラミ ア は 把 っ て その 農家 に は 二度と 来 な く な る 。 
また , ラミ ア は と きど き 人 間 に 様々 な 協力 を 要請 する 。 よ く 知 
られ て いる の は , 近く に 住む 人 間 の 女性 に 産 弓 の 役 を 頼む 話 で あ 
る 。 産婆 は ラミ ア た ちの 住友 か へ 速 れ て 行か れれ, ラミア の 出産 を 
助け る 。 ラ ミア た ち は お 礼 に 食事 に 招待 する 。 産 淫 は ラミ ア た ち 
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の パン が 白く 美味 で ある の を 知り , 自分 の 家族 に も 食べ させ て や 
ろう と , パン の か けら を 物 に し まい と や 。 一 方 ラミ ア た ち は , お 
礼 と し て , 金 の 糸巻 き 棒 と 区 錯 を 産 肖 に 与え る 。 た だ し , 家 に 帰 
り 着 くま で 決し て 後ろ を 振り 返ら な いと いう 5 条 件 付き で 。 と ころ 
が , いと ま を 告げ る 段 に な っ て 産 竣 が 帰ら うと する と , 腰 が 椅子 
か ら 離 れ な い 。 す る と ラミ ア た ち は 「 自 分 の も ゃ の で な い 何 か を 盗 
ん だ か ら だ 」 と 言っ た 。 そ こ で 産 肖 は パン を 一 か け 盗 っ た こと を 
告白 し , その か けら を テー ブル の 上 に 思 い た 。 そ の と た ん 肌 が 椅 
子 か ら す っ と 離れ , 産 淡 は 無事 家 へ 帰る こと が で きた 。 し か し 玄 
関 の と ころ で , 乾 足 が 家 の 内 側 , も う 片 方 が まだ 家 の 外 側 に ある 
段階 で 後ろ を 振り 返っ て し まっ た 。 そ の 瞬間 , 金 の 贈り 物 の 半分 
が な く な っ て し まっ た 。 と の 昭 り 物 は , 他 の 言い 伝え で は 金 の け 
ば だ て 機 で あっ た り , 首 館 り で あっ た り , 金 に 変わ る 灰 や 石 培 で 
あっ た り , 銀 に 変わ る 脂 で あっ た りす る 。 
この 「 金 」 は , 本 書 の 蛇 の 話 に も 出 て くる よう に , バス ク の 神 
話 ・ 伝 説 に 疾 築 に 現れ る モチ ー フ で ある 。 ラ ミア の 持ち 物 と し て 
有名 な の も 金 の 柳 で ある 。 こ と の 欄 は と きど き 人 間 の 女性 に 盗ま れ 
る (男性 が 盗む こと は 減 多 に な いよ うだ )。 す る と ラミ ア は この 和 格 
を 取り 返す べく 盗人 の 家 へ 近づい て , 次 の よう に 會 迫 する (アタ 
ウン で の ケー ス )。 

ガラ シ さ ん , 私 の 模 を 返し て よ 

さも な いと 

あん た の 一 族 を 絶 や し て や る よ 
産 淡 を 食事 に 要 いた よう に , ラミ ア は 彼女 ら を 訪ね て 行く 者 を 
歓待 する と いう 。 本 書 の 第 1 話 に 出 て 来る バル ツ ォ ラ の 洞穴 に 住 
サラ ミア は 。 雨宿り の た め バ ルツ ォ ラ の 洞穴 に 飛び 込ま ざる を を 
な か っ た イン ドゥ ン シ (Hmdusi, B) の 若者 に , 一 か け の 炭 を 与え た 。 
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若者 が 洞穴 か ら 有 出る と , その 炭 は 純金 に 変わ っ た と いう 。 し か し 
いつ も 無償 の 行為 ば かり を し て いる わけ で は な く , 例え ば ビ ダ ラ 
イ (Bidarrai。BN)、 ア ロサ (Arrosa。 同 ) アン ド テ イン (An- 
doain。 G) な ど で は , 人 間 の 殆 と 引き 換え に 橋 , 教会 , 家 , 城 , 
ドル メン の 建設 を 請け 負っ た と 言わ れる 。 

ラミ ア は もう 一 つの 典 味 深い 側面 を 持っ て いる 。 そ れ は 人 間 の 
男 を 魅了 する 上 魅 意 的 な 女性 と いう 面 で ある 。 美しい ラミ ア は 一 度 
な ら ず 人 間 の 男 の 心 を と ら え て いる 。 アラ シャ テ (Arrasate, G) 
の ュ リ オ ネ (Korrione) 館 の 若者 は コバ ウン ディ (Kobaundi ご 
koba 「 洞 穴 」 十 haundi [大き な 」) 洞窟 の 入り 口 の と ころ で 一 人 の 
ラミ ア を 見 か け , 恋 に 沙 ち た 。 二 人 は 結婚 する と と に な っ た 。 た 
だ し , 若者 が ラミ ア の 年 齢 を 当て る と いう の が 条件 だ っ た 。 そ こ 
で 若者 の 隙 人 の ある 女性 が コバ ウ ン デ ィ へ 行き , 洞穴 の 入り 口 に 
薄 を 向け て 立ち も , その まま 前 屈み に 英 体 を 倒し , 脚 と 脚 の 間 に 頭 
を 挟ん で 洞穴 の 中 を 見 た 。 す る と 女 の お か し た 姿勢 を 見 た ラミ ア 
が 洞穴 か ら 飛 び 出 し て 来 て , 「105 年 も 生き て きた けど , こん な の 
は 初め て 見 た 1」 と 叫ん だ 。 こう し て , コリ オ ネ の 若者 は ラミ ア 
の 歳 を 知る こと が で きた 。 し か し , 自分 の 恋し た 女 が あひる の 足 
を し て いる の を 見 て , 彼女 が 人 間 で な いこ と に 気づき , も は や 結 
婚 で き な い こと を 悟っ た 若者 は , 悲し 久 に 打ち ひし が れ て 病 に 倒 
れ , その まま 死ん で し まっ た 。 ラ ミア は コリ オ ネ 館 へ 行き , くる 
タ の 外皮 で 作っ た シー ツ で 若者 の 遺骨 を 覆い , 教会 に 着く まで 発 
列 に 参列 し た と いう 。 

魔 任 の も の と し て の ラミ ア は し ば し ば 人 間 を 拉致 する 。 オ ロス 
コ (Orozko, B) の み ウシ (Ui) と いう 名 の 紅 家 の 娘 は レシ ア か 
(Leziaga) 洞窟 で ラミ ア た ち に 遺 遇 し た 。 ラ ミア た ち は , も う 5 二 
度 と 再び その 場所 へ 来 な いと 娘 に 約 東 さ 呈 , まとまっ た 量 の 黄金 
を 与え た 。 し か し 娘 は 約束 を 人 遊 え , 後に 再び くだ ん の 洞窟 を 訪れ 
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た 。 そ し て 洞窟 に 入っ た まま 戻ら な か っ た 。 家 族 が 娘 を 探し て 洞 
閑 ま で 来 た と き , 中 か ら 「 将 来 ウ シン の 家 に は 金 の 絶え ん る こと が な 
い だ ろ うら 。 し か し 同時 に 狂 女 の 絶え る こと と も な い だ ろ う 」 と 言う 
声 が 聞こ と を た と いう 。 本 書 の 第 1 話 に 出 て くる 村 デ ィ マ (Dimal 
B) の アッ ェ ミ ン (Atzemin) と いう 名 の 農 家 の 男 は , ベル ナオ ラ 
(Bernaola) の 淵 の 近く で 炭焼 き を 営ん で いた が , ある 夜 , 労働 が 
あま り に 辛い の で , つい 声 に 出し て 悪 参 を つい て し まっ た 。 そ の 
瞬間 , 何者 か の 力 に 引か れ , 傍ら に 積ん で あっ た 炭 の 山 の 回 り を 
3 庶 回 ら せ ら れ た あげ く , 消え て し まっ た 。 男 は , 8 日 間 の 抽 ネ 索 
の すえ ベル ナオ ラ の 洲 の 中 で 弟 見 され た 。 助 け 出 され た 男 は , ラ 
ミア に 捕え られ て いた こと , その 間 ヘ ー ゼ ルナ ッ ツ で ラミ ア に 義 
われ た こと を 語っ た 。 ま た マニ ャ リア (Mataria, B) で は , ある 
若い 機 級 り 女 が , ある 夜 山 の 中 の 聖 ロ レン ツ の お 堂 の 近く の 洞窟 
の そば を 通っ た 。 す る と ラミ ア た ち が 現 れ , も う 二 度 と その 場所 
へ 来 な いよ うに と 娘 に 言っ た 。 し か し 娘 は その 四 告 に 従わ ず , 2 
度 ま で も そこ へ 舞い 戻っ た 。 三 夜 あ に , 娘 は ラミ ア た ち に さら わ 
れ た 。 娘 の 消息 は 査 と し て 知れ ず , た だ 娘 の 持っ て いた 数 珠 の 玉 
が そこ とこ に ば ら ば ら に 散ら ば っ て いる の が 見 つか っ た 。 

で は ラミ ア に 拉致 され な いた め に は どう すれ ば いい の か 。 セ ア 
ぇ リ (Zeanuri、B) の アル ッ ス タ (Altzusta) 地区 で は , ラミ ア が 
住ん で いる と 言わ れる メ ミ ニョ (Memino) 谷 の 近く を 通る 際 に 
は , 鼻 を 隠し て 「 私 た ち は 金 曜日 に 鮨 を 食べ た 」 と 呼ば わる 習慣 
が あっ た と いう 。 また , 本 書 の 第 1 話 に も 出 て くる が , お 等 り 
(kuttan), 特に ヘン ルー ダ と セロ リ を 合 む お 守り が 有効 で ある 。 
また 本 書 第 2 話 で は , 男 が ラミ ア に 捕まり か か っ た わけ だ が , 一 
番 各 の 鳴き 声 に 救 わ れ た 。 

と ころ で 本 書 の 第 2 話 に 登場 する ラミ ア は , 人 間 を 食 ら お うと 
する 魔性 の も の で ある と 同時 に , 人 間にあっ さり 騙さ れ て し まう 
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間 披 け な 面 を も 持っ て いる 。 メ ンダ ロ (Mendaro, G) で は , ラミ 
テ が 人 間 に 捕 まり , 拉致 され て し まっ た 。 人 間 の 家 に 連れ て 行か 
れ た が , 一 言 も 口 を きか な か っ た 。 誘 拐 者 た ちや は 負 に ミル ク を 満 
た し て 火 に か けた が , ミル ク が 沸い て 吹き こぼれ そう に な っ た と 
き , ラミ ア は 「 白 いも の は 上 へ ! (Txuria goo00ora り )」 と 叫ん で , 
灯 突 を つた っ て 逃げ た と 言う り 。 また イス トゥ リツ ェ (Tsturitze。 
BN) の ガス テル メン ディ (Gaztelumendi gaztelu は 「 城 ], 
mendi は 「 山 」) と いう 丘 の 上 の 塔 に 住む ラ ミア は , 州 の オチ ョ 
エライ (Otwozelai otso は 「 銀 」 zelai は 「 平 地 ]) と いう 棋 家 
へ 夜 ご と や っ て 来 て は , お か みさ ん に 食べ 物 を ね だ っ て いた 。 ラ 
ミア が お か みさ ん に 名 前 を 尋ね る と , お か みさ ん は 「 ニ ・=・ ネ 
み (Ni-ni-neu,「 私 私, この 私 」 の 意 ) っ て 名 だ よ 」 と 答え た 。 
ある 夜 , ラミ ア の 無心 が あま り 毎 史 続 く の で , お か みさ ん は 融 に 
来 て フラ イ バ パン に 熱し て あっ た 油 を ラミ ア に 浴び せ か けた 。 火 働 
を 負っ た ラミ ア は 泣き 叶 び な が ら 逃 げ 去 っ た 。 塔 に 戻り , 仲間 た 
も が だ れ が こん な 酷い こと を し た の か と 寺 ね る の で , 「=・=・ ネ 
ッ が や っ た の よ 」 と 答え る と , 仲間 た ち は 「 な ー ん だ 自 業 自 得 
か 。 じ ゃ , 我慢 する ん だ ね 」 と 答え た と いう こと だ 。 と の よう に 
ラミ ア は , ある と き は 神 性 , あ る と きけ 魔性 を 前 面 に 出し な が ら > 
人 間 に 他 肪 な く 負 け て し まう 「 人 間 的 」 な 側面 を ゃ 持っ て いる 。 
さき て , バス ク 地 方 で 信じ られ 伝え られ て いる と こと ろ に よる と , | 
ラミ ア の 時 代 は まだ 終わ っ て いな い 。 その 一 方 で ラミ ア た も は 消 
滅 し て し まっ た と 言い 切る 語り 伝え ゃ ある 。 どの よ うに 消滅 する 
か と 言う と , 地域 に よる が , お 堂 と か 祈 庄 と か 教会 の 傍 の 音 と 
か 。 静 い と か に よっ て 消 を て し まう と 言わ れる 。 サ ラ (Sara 葉 ) 
で は , 村内 に 散在 する お 堂 は ラミ ア が いな く な る の を 願っ て の も 
の だ と 言う 。 ラウ ディ オ (Laudio, A) で は 。 住民 が こぞって 祈 
限 し た 結果 ラミ ア が いな く な っ た と 言う 9。 ア ラシャ ので は た 
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ン ッ テス (Arantzazu) の 聖母 マリ ア に よ り 追 放さ れ た と 言う 。 
ディ マ で は , 聖 フ ラン シス コ の お 堂 の お か げ ば で バル ツ ォ ラ の 洞穴 
か ら ラ ミア が 追放 され た と 言う 。 ビ ダラ イ の エ ブ プラ イン (Ebrain) 
し た ラミ ア は , ある 僧 に よっ て 何 年 間 か の 追放 を 宣告 き 
オロ スコ で は 。 数 会 と お 堂 で 組織 的 に 祈願 し た 結果 , ラミ 
7 は 地 中 に 埋め られ た う 。 ま た , ラミ ア は 福音 に よっ て す で 
に 地下 に 埋め られ て し まっ た の で も は や 存在 し な いと も 言う 

この よう に 広く 親しま れ て いる ラミ ア で ある か ら , ラミ ア に 因 
ん だ 地名 は ほぼ バス タク 地方 全域 に 見 られ る 。 主 な も の を 挙げ る と , 

オニ ャ ティ の ラミ アテ ギ (Lamiategi -tegi は 「 場 所 」)。 

ベラ (Bera。 N) の ラミ オシ ン (Lamiosin。 o8in は 「 淵 J ラ 
ミア ュ (Lamiako,-ko は 位 履 属 格 語尾 ) ラミ オン シン ゴマ エレ カ 
(Lamiosingocrreka, -go は -ko に 同じ , erreka は 「 小 川 J)。 

アタ ウン の ラミ ノシ ン (Laminosin)。 

イス トゥ リツ ょ の ラミ ン シ ロ (Laminzilo) また は ラミ ネ シ ロ 











(Lamine-2ilo, zilo は 「 和 容 ])。 

スガ ラム ルディ (Zugarramurdi, N) の ラミ エン レセ (Lamien- 
lczc。-en は 定形 複数 所 有 属 格 語尾 。 leze は 「 洞 穴 ])。 

アリ スタ クン (Arizkun,、 N), ビリ アト ッ ゥ (Biriatt。 ) の ラミ ア 
り (Lamiarri。 arri は く harri 「 石 )。 

アリ スク ン , オン ダリ ビア (Hondarribia G) の ラミ アリ エタ 
(Lamiarrieta。 arrieta は 「 石 の ある と ころ J)。 

ムン ダ カ (Mundaka, B),、 ウシ ャ ン ツ ロ (Usansolo, 同 ) の テラ 
ミ ァ ラン (Lamiaran。aran は て haran 「 谷 」)。 ケア 

こう いっ た 地名 か ら も うか が える よ ら うに, ラミ ア は だ いた い 洞 
火 、 小川 や 泉 , 北 な ど 水 の ある と ころ 住ん で いる と 考え られ て 
来 た 。 す で に 述べ た よら に と の 本 の 第 1 話 に 出 て 来る バル ツ ォ ラ 
の 洞穴 に も ラミ ア 伝 説 が 残っ て いる 。 
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〈 パ ツル ギン 一 Sorgin 一 魔女 , 魔法 使い 一 > 

ツル ギン と は 何 か , と いう 問い た 対す る 答え は いろ いろ ある よ 
りら だ が その 主 な も の は , ツル ギン は 普通 で な いこ と と を や っ て の け 
る 精霊 で ある と する も の , また 魔性 を 帯び た 人 間 で ある と する も 
の で ある 。 ま た ソル ギン は マリ に 仕え る と 言う 。 

麻 任 を 帯び た 人 間 と し て の ソル ギン は 一 まれ に 男 で ある と と も 
ある が , まず ほとん ど 常 に 女 で ある 一 邪悪 な も の で あり , 彼女 ら 
に か か わる と , 凶作 , 水車 や 鍛冶 場 で の 器具 の 故障 , 病気 , 子供 
や 船乗り や 漁師 の 変死 な ど を 招く 。 また , 呪 視 (人 に 不 率 を も た 
ら す 魔性 の 視線 ) や 呪 語 の 飛び 交 ら 異様 な 夜 の 集会 に 参加 し , 雄 
山羊 の 姿 を し た 悪魔 が 主催 する 儀式 に 立ち 会 う 。 集 会 は スガ ラム 
ルディ の ア ケ ラ レ (Akelarre), ディ マ の ペトラ ラン ダ (Petralan- 
da), サラ の フィ コ セ ラ イ (Fikozela)。 アス カイ ネ (Azkaine, 工 ) 
の ラル ネ (Larrune) な ど で た いて い 水 陵 か 金 昌 の 夜 に 開か れる 。 
集会 場 と し て は ア ケ ラ レ が 最も 有名 で , 集会 その も の を 指し て ア 
ケラ レ と 言う こと が ある 。 さ て この 集会 へ 行く に は , まず ある 種 
の 戦 育 を 体 に 次 っ て 空中 に 浮き ,「 全 て の 茨 の 上 を , 全て の 雲 の 下 
を (Sasi guztien gainetik, hodei guztien azpitik)」 と 唱え る 
こと に よっ て , 物 湊 い 勢 いで 二 を 移動 する 。 人 間 の 姿 に 戻る に は 
一 番 鶏 が 鳴く の と 同時 に , ある い は 教会 の 夜明け の 鏡 が 鳴る 前 に 
帰宅 し な けれ ば な ら な い , 

で は 何 が きっ か け で 人 間 は ソル ギン に な っ て し まう の か 。 伝承 
に よる と , 教会 の 回 り を 3 周 し た り , きち ん と 洗礼 を 受け て いな 
か っ た り , 他 の ソル ギン と つき あっ た り , その 衣類 や 針 入れ , 針 
さ し を も ら っ た り , 悪魔 と キス し た りす る と , ツル ギン に な っ て 
し まり と され る 。 ソ ツル ギン に な っ た 人 間 は , 魔法 に より , 様々 な 
姿 一 と り わ け , 足 と か 尻尾 と か 頭 な ど 身 体 の 一 部 が 欠け た 動物 の 
姿 を と る こと と が で きる 。 最 も 多い の は 狂 で ある 。 犬 , 雄 羊 。 堆 生 
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胡 , 暴 な どの と と も ある 。 た だ し 聖なる 動物 と 久 な され て いる ろ 
ば の 姿 を と る こと は ほとん ど な い 。 セガ マ で は , ツル ギン は 木 の 
周り を 3 度 回 る を だけ で どん た 動物 に も 姿 を 変え られ る と いう 。 

鷹 作 の も の で ある ソル ギン の 名 は , ある 地域 で は 足 避 で あっ た 。 
例え ば 本 書 の 第 2 話 で 扱っ た ビス カイ ア 県 の レ ケ イ テ ィ オ や ギブ 
ス ュ ア 県 の 沿岸 の 町 オン ダリ ビア の 漁師 た ち は , 遠洋 に 出 て いる 
間 は 決し て ツル ギン の 名 を 口 に し な か っ た と いう 5。 

ソル ギン か ら 英 を 守る た め に は , イエ ズ ス の 名 を 唱え る と よい 。 
十字 架 , セロ リ , ヘ へ シル ー ダ , 石 談 な ども お 守り と し て 有効 で あ 
る と いう 。 

と と ろ で , ツル ギン は 本 当 に 存在 し た と 広く 信じ られ て いる 。 
ェ ル ドゥ プイ ン (Elduain。 で G) で は , 機織り 女 た ち が ソル ギン の 
存 問 を さき し は さん だ と ころ ,「 な に し ろ こ こと に 1 万 4 千 の ツ 
ル が いる の だ か ら 」 と 言い な が ら ソ ル ギ ン が 現れ た と いう 。 
イガ ン ツ ィ (Hgantzi、N) の アル ガタ (Argata) 地区 で は , ソル 
ギン の 存在 を 信じ て いな か っ た 娘 が , 夜 , ソル ギン が 出没 する と 
言わ れる 泉 へ 水 を 波 久 に 行っ た 際 ソ ル ギ ン た ち に さら われ て し ま 
い , 二度と 家 に 帰ら な か っ た 。 そ し て 次 の よう に 言う 声 が 聞こ え 
た 。「 夜 の も の は 夜 の も の の た め に , アル ガタ の 娘 は わた し の た 
め に , そし て 桶 は あな た の た め に 」。 この よう に ソル ギン は 実在 
する と 信じ られ て いた た め , 感じ の 悪い 人 や 挙動 不審 た 人 た ち が 
ツル ギン で は な いか と の 疑い を か けら れる に 至っ た 。 ズ スク 地方 
で は 16, 17 世紀 に , 多く ぐ の 人 が ソル ギン で ある と し て 告発 され 
情け 容 吉 な く 迫 害さ れる と いう 魔女 狩り の 冊 が 吹き 荒れ た 。 を 

潜 和 お, ツル ギン の 名 も , ラミ ア 同 様 , お び た だ し い 地 名 に 現れ 
る 。 そ の 主 な も の は , 

ゴル ダラ ス (Goldaraz, N), アタ ウン の ソル ギ ニ ト ッ ゥ ッ リ (Sorgi- 
niturri iturri は 「 泉 ])。 
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ム ト ッ ゥ リク (Mutriku。 G) の ソル ギ ネ レ カ (Sorginerreka, er- 
reka は 「 小 川 」)。 

アン ボ ト (Anboto, B) 山 の ツ ソル ギン ュ バ (Sorginkoba, koba 
は 「 洞 穴 ])。 

セガ マ , アタ ウン の ツル ギン スロ (Sorginzulo。 zulo は 「 容 , 
洲 J)。 

エル ナニ = (Hernani, G) の ソル ギン チュ ロ (Sorgintxulo, txulo 
は 「 小 さい 穴 , 小さ い 淵 J)。 

イシ ュ パ ステ ル (Hspazter, B) の ソル ギン ガス タニ ェ タ (Sor- 
gingaztaineta,gaztaineta は 「 栗 林 」)。 

スガ ラム ルディ の ソル ギ ネ ン レセ (Sorginenleze、-cn は 定形 
復 数 所 有 履 格 語尾 , eze は 「 洞 穴 」)。 

ソル ギ ネ チ = (Sorginetxe, etxe 「 家 」) は , アグ ライ ン 周 辺 の 
ドル メン の 呼称 。 





〈 バ シャ ハウ ン 一 Basajaun。 Baxajaun 一 森 の 主 > 

バシ ャ ハウ ン は た いて い 森 の 奥深 くに , ある い は 高い と と ろ に 
ある 洞穴 の 中 に 住む と 言わ れる 。 人間 の よう な 体つき で 背 が 高く , 
全身 毛 で 覆 わ れ て いる 。 毅 の 毛 は 長く , 顔 , 胸 , 腹部 を 隠し て 膝 
まで 垂れ 下がっ て いる 。 止 方 の 足 は 人 間 の それ の よう だ が , も う 
一 方 の 足 は 丸く 平 べ っ た い 板 の よう で ある 。 

バシ ャ ハウ ン は 家計 の 群れ の 守護 者 と みな され て いる 。 風 が 近 
づく と , 山中 に 叫び 声 を 響かせ , 半 飼 いた ち に 早く 羊 を 連れ て 引 
き 揚 げ る よう 知ら せる 。 ま た , バシ ャ ハウ ン が 家斉 の 囲い の 中 や 
その 近く に 姿 を 現す と , 狼 が 近づけ な く な る 。 羊 た もち は, バシ ャ 
ハウ ン の 到来 と 同時 に 一斉 に 首 の 鈴 を 鳴ら し て 羊 飼い に 知ら せ 
る 。 す る と 羊 飼 い は , その 夜 は 羊 た ち は 安全 で ある , と 請け 合っ 
て も ら っ た こと に た なり , 安心 し て 眼 り に つく こと が で きる 。 
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バシ ャ ハウ ン は こと の よら に 人 間 の 役に立つ 半面 , 怪力 を 持つ 恐 
る し い ゃ の , 邪 棒 な も の と し て 現れ る こと も ある 。 ま た ある と き 
友 初 の 虹 耕 者 と し て 現れ る 。 人間 は 策 を 弄 し て 農耕 者 と し て 
の バシ ャ ハウ ン か ら 小 大 の 種 を 手 に 入れ , その 栽培 法 を も 学ん だ 。 
また 最初 の 鍛冶 屋 , 最初 の 粉 ひき 職人 と し て の バシ ャ ハウ ン か ら 
急 と 水車 の 軸 の 作り 方 , それ に 金属 片 の 繋ぎ 方 の 秘訣 を 盗ん 
だ 。 こう し た 秘密 を 盗み 出し た の は , シャ マル ティ ンチ キ (Sa- 
martintxiki Samartin は ぐ San Martin 「 型 マル ティ ン 」, txiki 
は 「 小 さい 」), つま り 聖 マル ティ ン で ある 。 伝説 に は 型 マ ル テ ィ 
ェ ュ (San Martiniko)、 シ ャ マル ティ ンチ キ の 名 で よく 登場 する , 
六 明 化 促進 の 英雄 で ある 。 で は 彼 は どの よう に し て バシ ャ ハウ ン 
の 技術 を 盗ん だ の か 。 

バ パシャ ハウ ン は アタ ウン の ム ス キ ギア (Muskia) で 小 雲 を 作っ て 
チキ は , ある 日 , ば か で か い 式 を 履い て , 
ち を 訪ね た 。 の 中 に は 小 大 が 山積 み に 
な っ て いた 。 シャ マル ティ ンチ キ は だ れ が その 小 凌 の 山 を も ゃ っ と 
も 上 手 に 跳び 越え る こと が で きる か , 賭け を し よら と 提案 し た 。 
バシ ャ ハウ ン た もち は 楽 々 と 小 大 の 山 を 跳び 越え た 。 し か し シャ マ 
ル テ ィ ン チキ は 小 実 の 中 に 着地 し た の で , 彼 の ば か で か い 典 は 小 
次 で 一 杯 に な っ た 。 彼 は パシ ャ ハウ ン た ち に いと ま を 告げ , 谷 の 
方 へ 向かっ た 。 バ シャ ハウ ン た ち は シ ャ マル ティ ンチ キ が まん ま 
と 小 凌 を 持ち 出し た と と に 気づき , シャ マル ティ ンチ キ め が け て 
発 を 投げ つけ た 。 発 は 洞穴 か ら 1 キロ 離れ た サン ・ グ レゴ リ 誠 
(San Gregorio) 地区 の メ ュ アル デ (Mckoalde) の 東 の 木 に 突き 
刺さ っ た が , シャ マル ティ ンチ キ は すでに さら に 遠く まで 逃げ お 
お せ て いた の で 助かっ た 。 こ うし て 人 間 は 小 壮 を 手 に 入れ た が , 
さて いつ 種 栖 き を すれ ば いい の か 。 わか ら な か っ た 。 あ る と き , 
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シャ マル ティ ンチ キ は バシ ャ ハウ ン が 洞穴 の 奥 で 次 の よう 歌っ 
で いる の を 聞い た : 「 も し 人 間 ど も が と の 歌 を 知っ て いれ ば , う 
まく や れる の $ う も ろ こ し は 葉っぱ が 軸 て くる 頃 に , 小 宏 は 
業 っ ば が 落ち る 頃 に , カブ は 型 レ ン ソ の 日 の 頃 に 植え る の だ 」。 
お か げ で シャ マル ティ ンチ ギ は 秋 に 小 圧 を 植え , 初め て 小 実 を 収 
処す る こと が で きた 。 そ の 後 。 小 実 の 栽培 は 広く 普及 し た 。 

また セラ イン (Zerain、G) で は , シャ マル ティ ンチ キ は と う ゃ も 
ろ こ し の 租 を 盗み , その あと こん な 歌 を 開い た : 「 さ ん ぎし ば 花 
盛り 、。 と う も ろ と し は 植わっ て 上 り に 就 い て いる 」。 この 歌 に よ 
る と , さん ざし の 満開 の 頃 が , と う も ろ こ と し の 種 固 き と 発 工 の 間 
の 時 期 と いう と と に な る 。 因みに 「 芽 吹く 」 に あたる バス ク 語 は 
erne だ が , この 語 は 同時 に 「 目 覚め て いる 」 ゃ 表す 。 

オイ ヤル ツン に 伝え られ る と ころ に よる と , シャ マル ティ ンチ 
キ は 鍋 の 作り 方 の 秘訣 を も パシ ャ ハウ ン か ら 引 き 軸 し て いる 。 ズ 
シャ ハウ ン は 銀製 作 し て いた が , シャ マル ティ ンチ キ は その 作 
り 方 を 知り た く 思 っ た 。 そ と で 村 に 使い を 送り ,「 シ ャ マル ティ ン 
チキ が 銅 作り に 成功 し た 」 と 呼ば わら せ た 。 そ れ を 聞い た パシ ャ 
ハウ ン は 使い に 「 お 前 の 主人 は 栗 の 葉 を 見 た の か ?」 と 時 ね た 。 
使い は 「 い や , まだ 見 て な いよ , で も も うす ぐ 見 る は ず だ 」 と 答 
えた 。 シャ マル ティ ンチ ギ は 使い か ら 話 を 聞く と , 林 の ぎざぎざ 
の 葉 を 見 て , その 形 に な る よう 鉄 を 涼 く 延ばし た 。 夜 に な っ て 。 
ペ シ ャ ハ ウン は シャ マル ティ ンチ キ が 本 当 に 鍋 を 作っ た の か 確か 
あめ を た 彼 の 鍛冶 場 へ 忍び 込ん だ 。 そし て 鋼 を 見 つけ る と , 役に立た 
な くし て や ろう と , 魚の 赤 を 交互 に ね じ 曲 げた と ころ , 幼 は ます 
ます 良い も の に な っ た 。 と うし て シャ マル ティ ォ ン チキ の 幼 は バシ 
ャ ハウ ン の より ふも 良い と の 評判 に な り , 世間 に 広まっ た 。 

シャ マル ティ ンチ キ は 似 た よう な 手 を 使っ て , 2 つの 鉄片 を く 
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っ つけ る や り 方 も 調べ あげ た 。 鍋 の と き と 同 じ く , 使い を ュ ル テ 
スピ (Kortezubi, B) に 送り , 「 シ ャ マル ティ ンチ キ が 鉄 乾 同士 を 
くっ つけ る 方 法 を 発見 し た 」 と . ぁ ふれ まわ ら せ た 。 それ を 開い た ズ 
シャ ハウ ン は 「 や つ は 粘土 を 溶い た 水 を 使っ た の か ?」 と 尋ね た 。 
使い は 「 い や , まだ 使っ て な いよ , で も そう する は ず だ 」 と 答え 
た 。 こ うし て シャ マル ティ ンチ キ は 水溶 き の 粘 士 で 鉄片 と 鉄片 を 
県 ぐ こ と を 知り , その 後 こ の 技法 は 村々 に 普及 し た 。 

サラ 方 面 で は , 同じ ょ うな 手口 で 水車 の 軸 の 秘密 を 探り 出し た 。 
シャ マル ティ ンチ キ の 水車 の 山 は オー ク 製 だ っ た の で , じき に 磨 
示し て 役に立た な く な っ て いた 。 そ れ に た 引き か え , シャ ハウ ン 
の 水車 の 軸 は 長保 ち だ っ た 。 シ ャ マル ティ ンチ キ は 使い を 送り , 
「 シ ャ マル ティ ンチ キ の 水車 の 軸 が す ど く 長 保ち する よら に な っ 
た 」 と 呼ば わら せ た 。 す る と パシ ャ ハウ ン が 「 と いう と と は ヘン 
ノ キ を 使っ た と いう と と だ な 」 と 言っ た 。「 そ うす る は ず だ 」 と | 
使い は 答え た 。 こ と うし て , シャ マル ティ ンチ キ の 策略 に より , 人 
人 は より 長保 ちの 軸 を 獲得 する と と が で きた と いう 。 
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…… 他 動 自 …… 
自 / 他 ] 自動 所 扱い に ゃ 他動詞 
扱い に も な る 動詞 
自助 ]… 自 動詞 に つく 助動詞 他 助 ]… 他 動詞 に つく 助動詞 

連 ]…… 名 詞 の 前 に つく 形容 詞 名 詞 の 後に つく 形容 詞 
形 / 連 ] 名 詞 の 前 に も 後に も 立 田 詞 































ち も 得 る 形容 詞 
名 ]…… 名 詞 


代 ]……- 代 名 同 











名 / 副 ] な ど と な っ て いる の は 「 名 詞 と し て も 副詞 と し て ゃ 用 
いら れる 語 」 な ど を 表す 。 

動詞 の 表記 (で ager-tu な ど と な っ で いる の は ハイ フン 以前 の 
部 分 が 語根 で ある と と を 示す 。 

区 名 詞 の 格 変化 表 は , -a で 終わ ら な い 一 般 名 詞 の も の を 掲げ た 。 


1. BALTZOLAKO SUGEA 
パル ツ ォ ラ の 双 } 


Baltzolako: Baltzola [ 央 名 ] 「 バ ルツ ォ ラ 」 十 位置 必 格 語尾 -ko 
「 こ の 」 で 「 バ ルッ ォ ラ の 」。 バ ルツ ォ ラ は スペ イン 側 の バス ク 
地方 ビス カイ ア 県 (Bizkaia。 ス Vizcaya) に ある 地名 。 位 置 属 
格 語尾 -ko は , 場所 や 位 由 を 表す 。「 こ の , に ある 」 ( 表 2。 
《 バ ルツ ォ ラ の 》 

ggeai suge [名 ] 「 申 」 填 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。 バ スク 語 の 名 
詞 ・ 形 容 詞 は , 14 こ 16 の 格 を 持ち も , それ ぞ れ 不定 形 , 定形 単数 
定形 複数 が ある 。 (固有 名 詞 に は その 区 別 は な い 。) 変化 の し か 
た は , その 語 が 生物 を 家 す か 無生物 を 表す か (動物 は 生物 , 筐 
物 は 無生物 と する ), 固有 名 詞 で ある か , また 母音 で 終わ る か 衝 
音 で 終わ る か に よっ て 少し ずつ 異な る 。 こ の 項 で は まず 最も 
本 的 な 格 , 絶対 格 の 形 を 学ぶ こと に し よう ( 表 1)。sugc を 例 に 
と る と , 不定 形 は 語尾 9 で suge。 定形 単数 は 語尾 -s を 付 し 





寺 来 中 
絶対 格 「ー が ・ は ・9] 
生物 ・ 無 生物 と も 
母音 で 終わ る 語 子音 で 終わ る 語 
不定 形 9 9 
定形 単数 人 人 
定形 複数 -ak -ak 








sugea。 定形 複数 は 語尾 -ak を 付 し sugcak と な る 。 定形 語 
は , 英語 で 言え ば 定冠詞 the に 当たる も の と され る が , 実際 に 
は その 使用 簡 囲 は 広く , 英語 で 不定 完 詞 を 用 いて “This js a 
table.” と 言う よう な 場合 で も , バス ク 語 で は 定形 が 用 いら れ 
る 。 辞書 の 見 出し は , この 不定 形 絶対 格 の 形 を と っ て お り , こ 
の 形 は いわ ば 最も 基本 的 な 裸 の 形 で ある 。 絶 対格 の 役割 に つい 
て は 後述 する 。( 姫 ) 





Kondaira edo Elezahar hau Bizkaia aldckoa da. 

Dima Bizkaiko herri polit bat da. Dimak hain- 
bat auzo ditu inguruetako mendietan zabaldurik. 
Anuzo hauetako bat Indusi da。 eta Urrekoatxa 
mendi ondoan aurkitzen da. Auzo honetatik ordu 
erdi ingurura Baltzolako leze-zuloa dago. Leze- 
zulo honen aurrean harrizko zubi bat, berezko zubi 
bat dago. Harkaitzezko zubi horren izena, “Jentil 
Zubi "da. 





1. Kondaira edo Elezahar hau Bizkaia aldekoa da. 

主 証 補 語 動詞 
Kondaira edo Elezahar hau: この 文 の 主語 。kondaira [名 ] 
[伝説 」, edo [接続 ]「 ま た は : 言い 換え れ ば 」, clezahar [名 ] 「 普 
話 , 言い 伝え 」。 指示 形容 詞 hau に 修飾 され る た め , kondaira。 
elezahar と も に 不定 形 絶対 格 。 hau は kondaira と clezahar 
に か か る 指示 形容 詞 「 こ の 一 」, 絶対 格 。 名 詞 が 付加 的 な 修飾 語 
を 伴う 時 , つま り 『 名 詞 十 修飾 語 1 寺 修 飾 語 2 十 … 十 修 節 語 n』 の 

負っ 








介 で は , 最後 の 修飾 語 の み が 格 語尾 を 取っ て 旬 全 体 の 格 を 決定 す 
る 。 それ 以外 の 語 は 不定 形 絶対 格 と な る 。 つま り kondaira 
hau の 句 全体 が 絶対 格 と な り , 自動 詞 文 の 主語 と な っ て いる 。 こ 
の , 「 自 動詞 文 の 主語 と し て 立つ 」 と いう の が , 絶対 格 の 主要 な 役 
沖の 一 つ で ある 。 ま た , 形容 詞 に は , 名 詞 の 前 に 立つ も の (これ 
を 連 体 詞 と 呼ぶ こと に する ) と , 名 詞 の 後ろ に 立つ も の (これ を 
単に 形容 庁 と 呼ぶ こと に する ) と が ある が , 指示 形容 詞 は 後者 で 
ある 。「 と の 伝説 。 また は 言い 伝え は J」。 

Bizkaia aldekoa: この 文 の 主格 補語 。 Bizkaia [ 固 名 ]「 ビ ス 
カイ ア 」。 ス ペイ ン 側 バス ク 地 方 西端 の 県 。 工 業 都市 Bilbo (ビル 
ボス Bilbao,。 ビル バ オ ) を 抱え る 。aldekoa は alde [名 ] 「 側 , 
」 二 定形 単数 位 連 属 格 語尾 -ko「 の 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -4。 








名 詞 (名) の 位 履 

属 格 形 や 所 有 属 一 表 2 一 

格 形 (後述 ) に 位置 届 格 「 こ の 」 

定形 語尾 が 付い 無生物 (生物 は な し ) 

て 「 こ の も の ] 母音 で 終わ る 同 子音 で 終わ る 語 
の 意 の 名 詞 が 作 | 不定 形 -tako -ctako 
られ る 。 ま た , 定形 単数 -ko -eko 

『 地 名 十 alde』 定形 複数 -ctako 

で 「< の 方 , ~ 





の 側 」。 全体 が 絶対 格 で 自動 詞 文 の 補語 と 
な っ て いる 。 こ の 様 に 「A は B で ある 」 の 
型 の 文 に お いて 主語 だ け で な く 主 格 補 語 
な る の も 絶対 格 の 役割 で ある 。「 ビ スカ イ 
ア 方 面 の も の 」 ( 右 表 参 照 )。 

da : 英語 の be 動詞 に あたる 自動 詞 izan 


ーー 擬 - っ w 








「 こ で ある 」 の 直 説 法 現在 NOR 活用 単純 形 の 一 つ 。NOR 活用 
は 2 タイ ブ あ る 自動 詞 の 活用 の うち の 一 つ 。NOR 活用 は , 「A が 
ン す る 」「A は B で ある 」 の 型 の 自動 詞 文 に 現れ る も の で , NOR 
は 自動 詞 文 に 立つ 主語 (絶対 格 を と る ) を 表す 。da は NOR ( 宇 
語 ) が 3 人 称 単数 の 場合 の 形 で , 大 ま か 人 言え ば 英語 の 3 に あ た 
り 「3 人 称 単数 の 人 ・ 物 (以下 3 単 と 略す ) は ー で ある 」 を 表す 。 
動詞 の 単純 形 に つい て は 後述 する ( ゆ 1.5-6)。 

《 こ の 伝説 言い 換え れ ば 言い 伝え は , ビス カイ ア 方 面 の も の で 
ある 。》 





一 表 :3 一 
izan [ 自 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 単純 形 
NOR ( 生 語 ) 活用 


sg. 1 人称 mi naiz 「 私 は だ 」 
2 hi hai2 「 お 前 は っ だ 」 
3 hura 。 da 「 彼 ( 女 ) は < だ 」 
pl.1 gu gara 「 私 達 は こ だ 」 
2 zu** zara 「 あ な た ・ 君 は こ だ 」 
グ zuek zarete「 あ な た 達 ・ 寿 達 は こと だ] 
3 haick dira 「 彼 ( 女 ) ら は < だ ]」 


* hi は いわ ゆる 親 称 の 2 人 称 だ が 使用 範囲 か な り 狭 い 。 
** zu は いわ ゆる 敬称 の 2 人 称 単数 だ が この 様 な パラ ダイ ム 
で は 複数 扱い され る 。 
な お izan は 自動 詞 支配 の 助動詞 と し て ゃ 同様 の 活用 形 を 
持つ ( ゆ L5 aurkitzen da の 項 )。 














2. Dima Bizkaiko herri polit bat da. 
主語 補 語 動詞 

Dima: [ 岡 名 ] ディ マ 。 自動 詞 da の 主語 で 絶対 格 。「 デ ィ マ 
は J」。 

Bizkaiko herri polit bat: 主格 補語 。 Bizkaiko は Bizkaia 
「 ビ スカ イア 」 二 定形 位 居 属 格 語尾 -ko「 こ の 」。 位置 属 格 語 中 -ko 
が 付く と と に より Bizkaia の 語末 の -a が 落ち る 。-a で 終わ る 
地名 に は , 格 変化 の 際 , -a が 落ち る も の と 保 た れる も の が ある 。 
herri は 【 名 ]「 国 , 地方 , 町 , 村 」。 後 に 形容 己 が 続く た め 不 定形 
池 対 格 。polit は [ 形 ]「 き れい な , 可愛 い 」], herri に か か る 形容 
詞 で ある 。 後に さら に bat と いう 修 侵 語 が 続く た め 不 定形 絶対 
格 。bat [数 ] 「1」 は 数 形容 詞 と し て herri polit に か か り , 名 詞 
名 herri polit bat の 格 を 規定 する (11)。 数 詞 は 名 詞 人 に 前 区 
され る の が 原則 だ が , bat は 常に 後 話 され る 。 Bizkaiko bat 
人 は 自動詞 の 補語 。「 ビ スカ イア の 美しい 一 つの 村 」。 

da: ご an [ 自 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 単純 形 「3 単 は で 
ある 」( ツ 1L1 お よび 表 3)。 

《 デ ィ マ は ビス カイ ア の 美しい 一 つの 村 で ある 。》 





2-3. Dimak hainbat auzo ditu 
主語 走 接 目的 語 動詞 
Dimak: Dima の 能 格 形 。 こ の 文 の 主語 。「 デ ィ マ は 」。 能 格 
は 他動詞 文 の 主語 と し て 立つ 格 で , その 標識 は -k。 ( 表 4 参照 ) 
hainbat auzo: 他動詞 ditu の 直接 目的 語 。hainbat [ 連 ] は , 
「 あ ん な に た くさ ん の 」。auzo は 【 名 ] 「 地 区 」「 集 落 」。 前 に 珠 量 
を 表す 修飾 語 が 付く た め 不 定形 絶対 格 。 全体 が 他動詞 の 目的 語 。 
この 様 に , 絶対 格 は 自動 詞 文 で は 主語 他動詞 文 で は 直接 目的 語 
ーー 

















と し て 立つ 。「 あ | 
ん な に 多く の 集落 Ni 
を 」。 能 格 「 こ が 」 
生物 ・ 無 生物 と も 
坪 音 で 終わ る 語 子音 で 終わ る 語 
不定 形 玉 -ek 
定形 単数 -ak 

定形 複数 -ek 



































izan[ 他 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 単純 形 
NOR ( 記 接 目 的 語 ) が 3 単 /3 復 の 場合 
「 こ が 3 単 /3 複 を 持っ て いる 」 
NORK (主語 ) 活用 
sgx.1 n 朱  dGtOut* 「 私 は 3 単 /3 複 を 持っ て いる 」 
2 hik diOuk/n**「 お 前 は 3 単 /3 複 を 持っ て いる 」 
3 hark dtOu 「 彼 ( 女 ) は 3 単 /3 複 を 持っ て いる 」 
PL 1 guk dGUDugu 「 私 達 は 3 単 /8 複 を 持っ て いる 」 
2 zuk duzu 「 あ な た ・ 履 は 3 単 /3 複 を 持っ て いる 」 
2 zuek duzue「 あ な た 達 * 用 達 は 3 単 /3 復 を 持っ て いる 」 
3 haiek dtOu(2)te***「 彼 ( 女 ) ら は 3 単 /8 複 を 持っ て いる 」 
* 接 中 辞 -t- は 複数 標識 で , 目的 語 が 83 人称 複 数 の 時 現れ る 。 
** -k は hik が 男性 の 時 , -n は 女性 の 時 に 現れ る 。 
*4 キ -z- は -it- と と も に 現れ る 繋 ぎの 子音 。 


な izan は 他動詞 支配 の 助動詞 と し て も 同様 の 活用 形 を 持つ 
(1.21 zitazten)。 





























ditu: izan [ 他 ] 「 持 っ て いる 」 の 直 説 法 現 在 NOR-NORK 
活用 単純 形 の 活用 形 の 一 つ 。 NOR-NORIK と は 2 タイプ ある 
他動詞 の 活用 の 一 つ で , 「A は B を こす る ] の 型 の 他動詞 文 に 現 
れる 。 NOR は 他動詞 お いて 絶対 格 で 現れ る 直接 目的 語 , 
NORK は 能 格 で 現れ る 主語 を 表す 。 ditu は NOR (直接 目的 
語 ) が 3 複 , NORK ( が 3 単 の 場合 の 形 で 「3 単 は 3 人 称 
複数 の 人 ・ 物 (以下 3 複 と 略す ) を 持っ て いる 」。 こ の よう に , ズバ 
スク 語 の 動詞 の 活用 に は 。 主語 の 人 称 ・ 数 だ け で な く , 目的 語 の 
人 称 ・ 数 も 関 選 す ずる ( ゆ 1.24。 1.26)。 この 文 で は 3 複 の NOR 
(直接 目的 語 王 絶対 格 ) は hainbat auzo,3 単 の NORK ( 生 語 
= 能 格 ) は Dimak と いう わけ で ある 。 

《 デ ィ マ は あん な に 多く の 集落 を 持っ て いる 》 

















3. inguruetako memdietan zabaldarik. 

inguructako: inguru [名 ]「 周 囲 」 定形 複数 位置 属 格 語 屈 
-ctako,「 周 囲 の 」。 

mendietan: mendi [名 ] 「 山 」 二 定形 複数 内 格 語尾 -ctan,「 山 





補 6 
内 格 「 こ に お いて 」 
母音 で 終わ 子音 で 終わ 母音 で 終わ 子音 で 終わ 
る 語 る 語 る 語 る 語 
不定 形 -rengan -cngan -tan -etan 
定形 単数 -arengan -an -ean 
定形 複数 -cngan -etan 





三牧: 王 





々 の 中 に 」。 内 格 は 「 こ に お いて 」 を 表す 場所 的 な 格 で , その 標 
識 は -n。( 表 6 参照 ) 

zabaldurik: zabal-du [ 自 ] 「 広 が る 」 填 状態 を 表す 副詞 を 作る 
語尾 rik [接尾 ]。「 広 が っ て (いる 状態 で )」。 

《 周 時 の 山々 に 広がっ て いる 状態 で 》 


4. Auzo hauetako bat Tndusi da。 
主語 補語 重則 

Auzo hauctako bat: この 文 の 主語 。 auzo [名 ] [集落 」。 修 
館 語 hauctako を 伴う の で 不定 形 絶対 格 。 hauetako は hauek 
[ 形 ]「 こ れ ら の 」 の 位 岬 属 格 形 「 こ とれ ら の て の 」 で, auzo に か か 
る 。 bat [数 ]「1」 は 絶対 格 。 こ こ で は 名 詞 的 に 「 ひ と つ 」 の 意 。 
「 こ れ ら の 集落 の ひと つが 」。 

Indusi: [ 岡 名 ]「 イ ンド ッ シ 」, この 文 の 主格 補語 。 

da: く ian [ 自 ] 直 説 法 現在 NOR 活用 単純 形 「3 羊 は っ で 
ある 」( ツ 1.1, 表 3)。 

《 こ れ ら の 集落 の 一 つが イン ドゥ シン で ある 》 


4-5. eta Urrekoatxa mendi ondoan aurkitzen da. 
接続 詞 副詞 旬 動 詞 


eta: [接続 ] そし て 。 

Urrekoatxa mendi ondoan: Urrekoatxa [ 固 名 ] 「 ウ ゥ レ ュ ア 
チャ 」 と mendi [名 ]「 山 」 で 「 ウ レ ュ アチャ 山 」。 ondoan は 
ondo [名 ]「 側 , 横 、 脇 」 二 定形 単数 内 格 語尾 -an、「 そ ば に お い 
て 」。『 名 詞 の 不定 形 絶対 格 十 ondo』 で 「 こ の そば 」。「 ウ レ ュ ア 
チャ 山 の そ ば に 」。 

aurkitzcn da: aurkitzen は aurki-tu [ 自 ]「 見 出さ れる , 存 





で (: 層 ニス 








在 する 」 の 不 完了 分 詞 。da は , 助動詞 izan の 自動 詞 用 の 活用 の 
ひと つ , NOR 活用 の 直 説 法 現在 , NOR (主語 = 絶対 格 ) が 3 単 
の 場合 の 形 で , 「3 単 か こす る 」。 既出 の 自動 詞 izan の 単純 形 と 
同様 の 活用 を する 。 ベ スク 語 の 動詞 部 は , 基本 的 に 本 動詞 と 助 重 
詞 か ら 成 る (1.1 の da,1.3 の ditn は それ ぞ れ izan [ 自 」 izan 
【 他 ] の 単純 形 で , 助動詞 な し で 機能 で きる 。 つ 後述 )。 木 動詞 は 
藤 書 的 意味 を 担う ほ か , 接尾 辞 を 付加 し て 完了 , 不 完了 , 未来 の 
分 詞 を 形成 し 三 つ の アス ペク ト を 表す 。 自動 詞 aurki-tu の 三 つ 
の 分 詞 形 は aurkitu、 aurkitzen、aurkituko と な る 。 と の よう に 
評 書 の 見 出し に も な る 原形 と も 言え る 形 は その まま 完了 分 詞 形 で 
も あり , また aurki- の 部 分 が 語根 で ある 。 一 方 , 助動詞 izan 
は , 法 , 時 制 の ほか に , 主語 , 直接 目的 語 , 間接 目的 語 の 人 称 お 
よび 数 を 表す 。 例 えば , この da は , 店 説法 , 現在 時 人 制 , そし て 
主語 が 3 人称 単数 で ある こと を 衣 し て いる (自動 詞 用 の 活用 形 な 
の で , 目的 語 は 関わ あら な い )。 本 動詞 が 担う 三 つ の アス ペク ト と , 
肪 動詞 が 担う 二 つ の 時 創 と の 組合 わせ は 6 と お りあ る わけ だ が , 
ここ で の aurkitzen da は , アス ペク ト は 不 完了 , 時 制 は 現在 で , 
現在 に お ける 習慣 ・ 反 復 また は 単純 な 現在 を 表す (現在 時 側 不 完 
了 相 )。3 単 の 主語 は Indusi で ある 。 
《 そ し て (イン ドゥ シ は ) ウレ ュ ア チャ 山 の そ ば に 見 出さ れる 。》 


5-6. Anzo honetatik ordn erdi ingurura 


副 記 名 B 
Baltzolako leze-Zzuloa dago/ 


主 還 動 過 
Auzo honetatik ordu erdi ingurura: auzo【 名 ] 「 集 落 」。 
不定 形 絶対 格 , honetatik は hau [ 形 ]「 と この 」 の 春 格 形 「 こ の > 
3 








か ら 」 で auzo に か か る 。「 こ の 集落 か ら 」。ordu crdi ingurura 
の ordu は [名 ] 「Q) 時 間 」 不定 形 絶対 衝 , erdi は [名 / 形 ] 「 半 
分 」, ordu crdi は 「30 分 」 を 表す 。 ingurura は inguru [名 
「 周 囲 」 二 定形 単数 方 格 語尾 -ra,「 周 囲 へ 」。 方 格 は 「 こ へ ] を 天 
す 格 で , その 標識 は -ra。( 表 7 参照) 『 陸 間 を 表す 語句 十 inguru- 
ra』 は 「 だ いた いく らい の と と ろ へ 」 を 表す 。 こ と こま で 「 こ の 
集落 か ら だ いた い 80 分 行っ た と ころ に 」。 





EE た 
方 客 「< こ へ] 
生 物 無生物 
母音 で 終わ 子音 で 終わ 母音 で 終わ 子音 で 終わ 
る 語 る 語 る 語 る 語 
不定 形 -rengana  -engana -tara -ctara 
定形 単数 -4Tengana -Ta -GTa 
定形 複数 -Cngana -etara 








Baltzolako leze-zuloa: 自動 詞 dago の 主語 で 絶対 格 。Bal- 
tzolako は Baltzola[ 固 名 ] 十 定形 単数 位置 属 格 語尾 -ko 「 バ ル 
ッ ォ ラ の 」。1eze-zuloa は leze-zulo [名 ] 「 洞 穴 」 十 定形 単数 絶対 
閣 語 屈 -a。 leze は leize と も 級 ら われ, それだけ で も 「 洞 穴 」 の 
意味 が ある 。zulo は 「 容 」。「 バ ルツ ォ ラ の 洞穴 が 」。 

dago: egon[ 自 ]「 い る , ある , 存在 する 」 の 直 説 法 現 在 NOR 
活用 単純 形 , NOR=3 単 の 場合 の 形 で 「3 単 が 存在 し て いる 」。 前 
述 の よう に , バス ク 語 の 動詞 部 は 原則 と し て 木 動詞 と 助動詞 か ら 
形成 きれ る が (動詞 の 複合 形 上 ゆ 1.$, いく つか の 動詞 は , 複合 
形 の ほか に 助動詞 な し で それ 自体 が 活用 変化 する 単純 形 を も 拓 


ーー 一 

















ーー 
cgon[ 自 ] 直 説法 現在 NOR 活用 単純 形 
「 い る ,。 ある , だ 」 
NOR (主語 ) 活用 
sg. 1 人称 mi nago 「 私 は いる 」 
g ji hago 「 お 前 は いる 」 


3 hura dago  「 彼 ( 女 ) は いる 」 
pL 1 gu gaude [ 有 半 は いる 」 
2 zu zaude 「 あ な た ・ 君 は いる 」 
2 zuck zaudete 「 あ な た 達 ・ 妊 達 は いる 」 
の haiek daude 「 彼 ( 女 ) ら は いる 」 











つ 。 既 田 の izan や この cgon が それ で ある 。cgon の 赴 説 法 現在 
NOR 活用 の 3 人称 単数 の 複合 形 は cgoten da, 単純 形 は dago 
で あり , 両方 と も 不 完了 相 で ある が , 前 者 は 習慣 ・ 反 復 的 行為, 
つま り 「 時 々 ・ く りか え し 存在 し て いる 」, 後者 は 進行 継続, つ 
まり 「 つ ね に 存在 し て いる 」 を 表す 。 単純 形 と 複合 形 の 倍 い に つ 
いて は 1.70 izan zen の 項 で さら に 詳し く 述 べ る 。cgon の 直 説 
法 現 在 NOR 活用 単純 形 は 上 の と お り 。 

《 こ の 集落 か ら 30 分 くら ちい の と と ろ に バル ツ ォ ラ の 洞穴 が あ 
る 


6-8. Leze-zulo honen aurrean テ 














副詞 旬 
harrizko zubi bat。 Derezko zubi bat dago. 
【 財 格 一 ] 動 同 
ra 


一 1 一 





Teze-zulo honen aurrean: 場所 を 表す 副詞 句 。1eze-zulo は 
[名 ] 「 洞 穴 」 不 定形 絶対 格 。honen は hau [ 形 ]「 こ の 」 の 所 有 属 
格 「 こ の < の 」, leze-zulo を 修飾 する 。「 と の 洞穴 の 」。 aurrean 
は aurre [名 ] 「 前 ] 士 定形 単数 内 格 語尾 -an,「 前 に お いて 」。 こ 
こと まで 「 こ の 洞穴 の 前 に 」。 

harrizko zubi bat: この 文 の 主語 。 harrizko は harri [名 ] 
「 石 」 に 「ー で で きた , 一 製 の 」 の 意 の 連 体 詞 を 作る 語尾 -2ko が 
付い た 形 で , 全体 が 「 石 で で きた 」 と い 2 連 体 詞 と な り , zubi を 
修飾 する 。-2ko は さら に 『 具 格 語尾 -2 (手段 や 材料 を 表す ) 十 位 
岬 届 格 語尾 -ko』 と 分 析 で きる 。-ko で 終わ る 形容 詞 は , -ko が 
位置 属 格 に 由来 する た め , 名 詞 に 前 息 さ れる 。z2ubi は [名] 「 橋 」 
不定 形 絶対 格 , bat は [数 ] 「1」 は zubi に か か り , 自動 詞 dago 
の 主語 で 絶対 格 。「 石 で で きた 一 つの 橋 が 」。 

berezko zubi bat: 前 項 の harrizko zubi bat と 同じ 構造 , 
同格 で dago の 主語 。 berezko [ 館 ]「 自 然 の , 自ずと で きた 」。 
後続 の 名 詞 zubi に か か る 。「 自 然 に で きた 一 つの 橋 が 」。 

dago: ぐ [ 自 ] cgon「 あ る , いる 」, 直 説 決 現 在 NOR 活用 単 
純 形 , NOR=3 単 ,「3 単 が 存在 し て いる 」( ウ 1 6 表 8)。 


《 こ の 洞穴 の 前 に 石 の 橋 , 自然 に で きた 橋 が ある 》 


8-9. THarkaitzezko zubi horren izena、“Jentil ZZubi ク 2 da. 
主 語 補 語 動詞 

harkaitzezko zubi horren izena: この 句 は 自動 詞 da の 主 
語 で 絶対 格 。harkaitzezko は harkaitz [名 ] 「 岩 」 に 「ー で で き 
た 」 の 意 の 連 体 詞 を 作る 語尾 -ezko が 付い た 形 。-czko は 1.7 
の harrizko の -zko と 同じ 。 子音 で 終わ る 語 に 付く 場合 , 繋ぎ 
の 母音 -- が 挿入 され る 。zubi [名 ] 「 橋 」 不定 形 絶対 格 , horren 


ーー 








以 hori [ 形 ]「 そ の 」 の 所 有 属 格 「 そ の て の 」 で , zubi に か か る 。 
lena は izen [名 ] 「 名 前 」 定 形 単数 絶対 格 語尾 -a。 こ こま で 自 
動詞 da の 主語 。「 そ の 橋 の 名 前 は 」。 

Jentil Zubi: jentil [名 ] は バス ク の 伝説 に 登場 する キャ ラク 
#ー の 一 つ で ,「 教 徒 (クリ スト 教 徒 で な い 者 )」 を 意味 し , 魔物 
衣 存 在 と し て 現れ る 。zubi は [名 ] 「 橋 」。 Jentil Zubi は 固有 名 
過 と し て 「 魔 物 の 橋 」。 
dai く [ 自 ] 2an,「3 単 は ン で ある 」 (上 1, 表 8。 


《 岩 で で きた この 橋 の 名 は ,「 魔 物 の 据 ] で ある 》 





〈 似 〉 この 伝説 言い換えれ ば 語 は , ビス カイ ア 方 面 の も ゃ の で 
す 。 ディ マ は ビス カイ ア の 美しい 村 で す 。 デ ィ マ に せ は, 周り の 山 
肌 の 中 に 点々 と, 沢山 の 集落 が あり ます 。 そ の 集落 の 中 の 一 つが 
イン ドゥ シ で , ウレ ュ ア チャ 山 の 傍ら に 侍 ん で いま す 。 こ の 集落 
か ら 30 分 ば か り 行っ た と と ろ に , バル ツ ォ ラ の 洞穴 が あり ます 。 
と の 洞穴 の 前 に , 石 で で きた 天然 の 橋 が 掛か っ て いま す 。 そ の 橋 
の 名 は ,「 魔 物 の 橋 ]」 と いい ます 。 





Kondaira hau leze-zulo horretantxe gertatu omen no 
2Cn. 

Baltzolako lezearen ondoan Iturriondobeti izeneko 
baserria dago. Leze-zuloa bera baino apurtxo ba 
bcheraxeago aurkitzen da. Aspaldi。 ctxe horretan 
zazpi lagun bizi omen ziren: gurasoak ceta bostis 
seme-alaba。bi mutil eta hiru neska. 





こっ 








10-11. Kondaira han leze-zulo horretantxe 
宇田 重 詞 名 





gertatu omen Zem。 
動 局 


kondaira hau: 自動 詞 gertatu zen の 主語 で 絶対 格 。 kon< 
daira は [名]「 伝 説 」 後ろ に 修 館 語 を 伴う の で 不定 形 絶対 格 。 
hau は 「[ 形 ]「 こ の 」 絶対 格 。「 こ の 伝説 は 」。 

1eze-zulo horretantxe: 場所 を 表す 副詞 句 。 Jeze-zulo [名 ] 
「 洞 容 」, horretantxe は 指示 形容 詞 hori 「 そ の 」 の 内 格 形 hor< 
retan「 そ の っ に お いて 」 十 強調 語尾 -tke で 「 ま さ に その っ に お 
いて 」。「 ま さ に その 洞穴 に お いて 」。 

gertatu omen zen: この 文 の 動詞 部 。gertatu [ 自 ]「 起 こる 」 
は 完了 分 詞 。 zen は 助動詞 izan の 直 説 法 過去 NOR 活用 , 
NOR (主語 ) が 3 単 の 場合 の 形 。「3 単 が こし た 」。 

つま り da の 央 形 。 活用 は 下 の と お り 。 『 動 賠 の 完了 分 詞 





izan [自助 / 自 ] 直 
NOR (主語 ) 活用 
sg 1 mi nintzen「 私 は と し た / だ っ た 」 
2 hi hintzen「 お 前 は と し た / だ っ た 」 
3 hura zen 「 彼 ( 女 ) は こし た /~ だ っ た 」 
plL 1 gu ginen 「 私 達 は ン とし た / だ っ た 」 
2 zu Zincn 「 あ な た ・ 君 は こし た /ー だ っ た 」 
2 zunek zineten「 あ な た 達 ・ 君 達 は ン し た / だ っ た 」 
3 haiek ziren 「 彼 ( 女 ) ら は こし た /-ー だ っ た 」 














を ーー 


助動詞 の 過去 形 』 は 過去 に お ける 完了 し た 行為 を 表す ( 渦 去 時 制 
売 了 相 )。 omen は 伝 開 を 表す 小 辞 で 「 ン だ そら だ 」 を 表す 。 動 詞 
の 複合 形 と 共に 用 いら れる 時 は 必ず 本 動詞 と 助動詞 の 間 に 挿 入 き 
れ , 単純 形 で は その 直前 に 四 か れる 。「 起 と っ た そう だ 」。 

《 こ の 伝説 は まさ に その 洞穴 で 起こ っ た の だ そう だ 》 


12-3. Baltzolako lezearen ondoan 
硬 詞 名 

Iturriondobeti izeneko baserria dago. 

詩 生 動詞 
Baltzolako lezearen ondoan: 場所 を 表す 副詞 句 。Baltzola- 
ko 「 バ ルッ ュ ラ の 」, lezearen は leze [名 ] 「 洞 穴 」 十 定形 単数 所 
者 必 格 語尾 -arcn, 「 洞 穴 の 」。 所 有 属 格 は 「 ン の 」「 こ の も の で あ 
る と ころ の 」 を 表 [ 











す 格 で その 概 隊 は ー 表 10 一 

*⑦en ( 右 表 参照 )。 所 有 属 格 「 こ の ]」 

Ondoan は ondo 生物 ・ 無 生物 と も 

向け 側 ]† 定 形 常 和音 で 終わ る 語 子音 で 終わ る 硬 
数 内 格 語尾 -an の | 太 足 形 ce 
形 で 所有 展 格 名 | mW si 

大 () に 後 連 さ れ , | と 形 析 数 も 

「 こ の 側 に お いて 」 





( ゆ 1.5)。「 バ ルッ ォ ラ の 洞穴 の 側 に 」。 テア 
Iturriondobeti izeneko baserria: この 文 の 主語 。 自 動詞 da- 
gO の 主語 で 絶対 格 。Tturriondobeti は [ 固 名 ]「 イ トゥ リオ ンド 
ペティ 」, izeneko は izen [名 ]「 名 前 ] 二 定形 単数 位置 届 格 語 
・cko, 「 名 前 の 」( ツ 表 2)。『 固 有名 詞 十 zeneko』 で 「 と いう 名 
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14-5. Aspaldi。etxe horretan zazpi agun bizi omen Ziren: 
副詞 副詞 名 主 証 動詞 
aspaldi: [ 副 ]「 ず っ と 以前 」。 
ctxe horretan: 場所 を 表す 副詞 句 。ctxe [名] 「 家 ], horretan 
は hori [ 形 ]「 そ の 」 の 内 格 形 で 「 そ の っ で ・ に 」。「 そ の 家 に 」。 
zazPi lagun: 自動 詞 bizi ziren の 主語 な の で 絶対 格 。zazpi 
は [数] 「7」。 と と で は 「7 人 の 」 の 意 で lagun を 修飾 する 。 lagun 
[名 ] 「 友 達 人 」, 数 詞 に 修 館 さ れ て いる の で 不定 形 絶対 格 。「7 人 
の 人 が 」。 
bizi omen ziren: bizi ziren は bizi izan [ 自 ]「 住 む , 住ん 
で いる , 暮らす , 生き る 」 の izan の 部 分 が , 直 説 法 過 夫 NOR 
活用 , NOR =3 複 の 場合 の 形 ziren に 活用 し た も の で , 「3 複 は 
住ん で いた 」( 叶 表 9)。bizi は 元 来 「 生 き て いる , 生き 生き し て 
いる 生活 , 生命 」 の 意 だ が , bizi izan の 形 で 熟語 的 な 動詞 と 
な る 。 ズ スク 語 に は ,、 この よう に 名 詞 や 形容 詞 と izan な ど が 結 
び 付 いた 熱 語 的 な 動詞 が いく つか ある 。omen は 伝 開 の 小 辞 「< 
だ そう だ 」( ツ 1.10)。 「③ 拓 が ) 住ん で いた そう だ 」。 
《 そ の 家 に は , ずっ と 以前 , 7 人 の 人 間 が 住ん で いた そう だ 。》 


前 の 」。baserria は baserri [名 ] 「( 山 の ) 農家 , 田舎 家 」 十 定形 単 
数 絶対 格 語 尾 -a。「 イ トゥ リオ ンド ベティ と 言う 名 の 農 家 が 」。 
dago: ぐ egon [ 自 ]「 あ る , いる 」 直 説 法 現在 NOR 活用 単 
純 形 、 NOR=3 単 ,「8 単 が 存在 し て いる 」( ウ 16, 表 8)。 
《 バ ルッ ツ ュ ラ の 洞穴 の 側 に , イ トゥ リオ ンド ペティ と いう 名 の 紅 
家 が ある 》 





13-4. Leze-zuloa bera baino apurtxo bat beheraxeago 
副詞 名 





aurkitzen da。 
動 過 

leze-zuloa bera baino apurtxo bat beheraxeago: 場所 を 
表す 副詞 句 。 leze-zuloa は leze-zulo [名 ] 「 洞 穴 」 十 定形 単数 絶 
対格 語尾 -a。bera は 3 単 代名詞 hura (絶対 格 ) の 強調 形 。leze- 
zuloa と 同格 で ,「 洞 穴 それ 自体 」 を 表す 。「 自 体 」 を 表す 『 名 
扇 句 十 bera』 の 句 で は , 名 詞 句 ふ bera も 同じ 格 語尾 を 取る 。! 
baino は [ 挨 続 ] 「ー よ り も 」。 こ こと まで 「 洞 穴 それ 自体 より も 」。 
apurtxo bat は apur bat [ 副 ]「 少 し 」 の apur に 指 小 辞 -txo 
が つい た も の で 「 ほ ん の 少し 」。 副詞 的 に 用 いら れ て いる 。 bche- 
raxeago は behe [名 ] 「 下 」 十 方 格 語尾 -ra「- へ 」 十 指 小 の 接 中 
辞 -*e-「 ほ ん の 少し 」+ 形容詞 ・ 副 詞 の 比較 級 語尾 -ago で 「 も 
少し 下 の 方 へ 」。 接続 詞 baino と 呼 店 し ,「 こ ょ りほ ん の 少し 
下 の 方 に 」。 

aurkitzen da: aurkitzen は aurki-tu [ 自 ]「 見 出さ れる 」 の 
不 完了 分 詞 , da は an [自助 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 , NOR 
3 単 ,「3 単 は こす る 」( ゆ 1.5, 表 3。 NOR (主語 ) は 前 出 の 
Tturriondobeti izeneko baserria。 


《 そ の 農家 は , その 洞穴 自体 より も る ほん の 少し 下 の 方 に ある 。》 


15-6. gurasoak eta bost seme-alaba。 bi mutil eta hiru neska. 


式 bost seme-alaba と bi mutil eta hiru neska は 同格 , また 
この 和 句 全 体 と 前 文 の zazpi 1agun が 同格 。 

gurasoak は guraso [名 ] 「 親 」 十 定形 複数 絶対 格 語尾 -ak, 【 語 
親 」。cta は [接続 ]「 こ と ー」。 

bost seme-alaba: bost [数 ] 「5( の )] 次 の 名 詞 に か か る 。 
seme-alaba [名 ] 「 息 子 と 娘 」, 修飾 語 を 伴う の で 不定 形 絶対 格 。 
「5 人 の 息子 と 娘 」。 
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bi mutil eta hiru neska: hbi [数 ] 「2」 決 の 名 詞 に か か る 。 
mutL「 名 ] 「 少 年 。 青年 」。cta [接続 ]「 こ と >」。hiru [数 ] 「3 
次 の 名 詞 に か か る 。 neska [名 ] 「 少 女 , 着い 放 性 」。 mutil も 
neska も 修飾 語 を 伴う の で 不定 形 衝 対格 。 数 詞 は 形容 詞 と し て は 
彼 修飾 語 に 前 置 され る (た だ し bat は 常に 後生 bi は どちら で 
も よい )。 ま た alaba「 娘 」, neska「 少 女 」 の よう に も と も と -a 
で 終わ っ て いる 語 は , 絶対 格 の 不定 形 と 定形 単数 が 同形 と な る 。 


(両親 と 5 人 の 息子 と 娘 , すなわち 2 人 の 背 年 と 3 人 の 娘 。) 


〈 択 〉 この 伝説 は ,、 ほかなら ぬ その 洞穴 で 起こ っ た こ と だ そう で 
す 。 ペル ツ ォ ラ の 洞 究 の そば に 。 イ トッ ゥ リオ ンド ベティ と いう 名 
の 農家 が あり ます 。 そ れ は その 洞穴 より も ほん の 少し だ け 下 の 方 
人 位置 し て いま す 。,。 その 家 に は 7 人 の 家族 , つま り 両 親 と 5 
人 の 子供 一 息子 が ふた り と 娘 が 3 人 一 が 住ん で いた そう で す 。 








Bazuten nahikoa belardi eta soro, eta ardiak eta 
behiak, berriz, ugari. Etxeko artzainak mutil biak 
Ziren. 

Egun batean, bcstectan bezala, goizean goiz。 2 
atera zituzten ardiak larrera、cta iluntzean。 etxe- 
ratzeko ordua iritsi zencan。 joan ziren Baltzolako 
leze-zulora、 han utzita zituzten gauzak jasotzcra。 
eta。bapatean。suge handi bat agertu zitzaien. 





188 こ 。 




















17-6. Bazuten nahikoa belardi eta soro, 
動詞 直接 目的 語 
efa ardiak eta behiak, berriz。ugari. 
接続 詞 主語 (動詞 省略 ) 補語 
bazuten: ba は 背 定 を 表す 接頭 辞 。 動 詞 zuten 「3 複 が 9 間 
を 持っ て いた 」 を 強め ,「 持 っ て いな か っ た の で は な く て , 確か に 
暮 っ て いた の だ 」 と いう ニュ アン ス を 持た せ て いる 。 zuten は 
lewn [ 他 ]「 持 っ て いる 」 の 直 説 法 周 去 NOR-NORK 活用 単純 
形 で , NOR ( 雇 接 目的 語 )=3 間 , NORK ( 生 語 )=9 複 の 場合 ( 表 
1 参照 )。「3 複 は 3 単 を 持っ て いた 」。 dute の 過去 ( ゆ 1.2<3, 
ditu の 項 )。 主語 は , 3 人 称 複数 で ある 事 と 文脈 か ら , 前 出 の 「7 
人 の 家族 」 で ある こと が わか る 。 























ー 表 エー 

izan [ 他 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 単純 形 
NOR ( 門 接 目的 語 )=8 音 /3 複 の 場合 

NORK ( 生 新 ) 活用 

ME 1 nik naGOnuen 





「 私 は 3 単 /3 複 を 持っ て いた 」 
2 hik hGDuen 「 お 前 は 3 単 /3 複 を 持っ て いた 」 
3 hark zGUuen 「 役 ( 女 ) は 3 単 /3 複 を 持っ て いた ] 
DL 1 guk gen(it)uen「 私 培 は 3 単 /8 複 を 持っ て いた 」 
zuk zen(Duen「 あ な た ・ 君 は 3 単 /3 複 を 持っ て いた 」 
zuek zen(it)u(z)ten Me 君達 は 3 単 /3 複 を 持 地 | 


haiek zGDu( の ten「 彼 ( 女 ) ら は 3 単 /3 手 持っ て いた 」 


六 it- は 直接 目的 語 が 複数 の 時 現れ る 複数 標識 。 ま た -z- は 複数 禁 
識 挿 入 と と も に 現れ る 繋ぎ の 子音 。 
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nahikoa bclardi eta soro: 他動詞 bazuten の 目的 語 。 na< 
hikoa [ 連 ]「 充 分 な 」, 後続 の 二 つ の 名 詞 に か か る 。 blardi [名 ] 
「 草 地 」。cta [接続 ] 「 こ と <」。soro は [ 釧 ] 「 畑 」 だ が , 通常 一 竹 
類 の 作物 が 植え を られ て いる も の を 指す 。 belardi。 soro と も に 数 
量 を 表す 語 nahikoa に 修飾 され る の で 不定 形 絶 対格 。 

etai 「 そ し て 」。 

ardiak cta behiak, berriz, ugari: ardiak は ardi [名] 「 半 」 
十 定 形 複数 絶対 格 語尾 -ak,「 羊 た ち は 」。cta は 「 こ と <」。be- 
hiak は behi [名 ] 「 雌 生 」 二 定形 複数 絶対 格 語尾 -ak, 「 雌 邊 た ち 
は 」。berriz は [接続 ]「 一 方 , また 」, 文頭 で な く 文中 で 用 いら れ 
る 。 ugari は [ 形 ]「 豊 定 な 」。 省略 され て いる と 考え られ る 自動 
詞 ziren「3 被 は ー だ っ た 」( 字 表 9) の 主 箇 に な る 。 

《( 彼 ら は ) 充分 な 草地 と 畑 を 持っ て いた , そし て 一 方 , 羊 と 牛 
は 豊富 で あっ た 。》 


18-9. Etxeko artzainak matil biak ziren. 
主語 補語 動詞 
ctxeko artzainak: 自動 詞 ziren の 主語 で 絶対 格 。etxeko は 
etxe [名 ] 「 家 , 家庭 」 十 定形 単数 位置 属 閣 語尾 -ko,「 家 の , 家庭 
の 」。artzainak は artzain [名 ] 「 羊 飼い , 羊 の 世話 を する も の 」 
士 定形 複数 絶対 格 語尾 -ak, 「 家 の 壮 飼 い は 」。 
mutil biak: 自動 詞 ziren の 補語 。mutil [名 ] 「 少 年 , 青年 」。 
biak は bi [数 ] 「2]+ 定 形 複数 絶対 格 語尾 -ak で mutil に か か 
る が , 数 詞 bi に 定形 語尾 が 付い て 「 そ の 特定 の 二 人 の 」 の = ょ ュ 
アン ス が 加わ る 。「 そ の 二 人 の 青年 」。 
ziren: て izan [ 自 ] 直 説 法 現在 NOR 活用 単純 形 , NOR= 
一 9206 一 








3 複 ,「3 複 は だ っ た 」( ツ 11 da の 項 , 表 9)。 
《 そ の 家 の 羊 飼い は , 二 人 の 息子 た ち だ っ た 》 


20-1. gun batean。 besteetan bezala, goizean goiZ。 
atera Zituztem ardiak 1arrera。 
動 市 直接 目的 語 

cgun batean: 副詞 名 と し て 「 あ る 日 ]」。 egun は 「 名 ]「 還 
日 中 」 不定 形 絶対 格 , batean は bat [数 ] 「1」 十 定形 単数 内 格 語 
尾 -can。 こ の bat は ある 不 特定 の も の を 指す 不定 冠詞 の よう た な 
働き を し て いる 。 

besteetan bezala: besteetan は beste [名 ] 「 ほ か の 人 ・ 物 ] 
定形 複数 内 格 語尾 -etan で , こと で は 「 他 の 日 々 に お S い て ]」 
「 今 まで は 」 の 意 。 bezala は [接続] 「ー の よう に 」。 こと まで 
「 他 の 日 々 の よう に つ 今 まで の よう に た 」。 

goizean goiz: 全体 と し て 副詞 的 に 「 間 早く 」。 goizean は 
goiz [名 ]「 其 定形 単数 内 格 語 選 -can,「 期 に 」。 goiz は [ 副 ] 
「 早 く 」。 

atera zituzten: この 文 の 動詞 部 。atera [ 他 ] 「 出 す 」 不 完了 
分 詞 。zituzten は izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 
の NORK ( 生 語 ), NOR (直接 目的 語 ) と も (に 3 人 称 複 数 の 坦 
合 。「3 複 は 3 複 を ン し た 」。【 他 助 ] と し て の izan と 他動詞 と し 
て の izan は 同じ 活用 を する (5 表 5, 11)。 主席 NORK は 二 
人 の 兄弟 。 ケ 

ardiak: atera zituzten の 直接 目的 語 。ardi [名 ] 「 羊 ] 十 定形 
複数 絶対 格 語尾 -ak, 「 羊 た ち を 」。 

larrera: larre [名 ] 「 牧 草地 」 二 定形 単数 方 格 語尾 -ra,「 牧 草 
地 へ 」。 


ここ 








《 あ る 日 , いつ も の よう に 彰 早 く (彼ら は ) 羊 た ち を 牧草 地 へ 出 
し た 》 


21-2. eta iluntzean。 ctxeratzeko ordua jritsi zenean。 
主語 了 詞 can 
時 の 副詞 節 

eta: [接続 ] 「 そ し て 」。 

ilnntzean: ihun-du [ 他 ] 「 賠 く な る 」 の -t(②cean 形 。 動 詞 の 
-t②)ean 形 は 時 を 表す 表現 で , 動詞 の 庄 根 に 付 し て 作ら れ ,「 こ す 
る 時 ・ し た 時 」 を 意味 する 。 こ こと で は 「 日 が 暮れ る 時 」。 -1②)ean 
形 は 動詞 の -tZ)c 形 「 す る こと 」 (ウト 41) の 内 格 形 と 考え られ 
る 。 動詞 の -t⑦e 形 は , 英語 で 言え ば 動 名 詞 に あたる も の で , 動 
詞 で ある と 同時 に 名 詞 の 性格 を も 併せ 持つ の で , 格 変化 する 。 こ 
こ で は 内 格 の 形 に な っ て いる と 言う わけ で ある 。「 日 が 葛 れる 時 
に 」。 

etxeratzeko ordua: iritsi zenean の 主語 。 etxeratzeko は 
etxera-tu [ 自 ] 「 家 へ 帰る 」 の -t2)eko 形 。 動詞 の -t(Z)cko 形 
は 動詞 の 語根 に 付 し て 作ら れる 。 こ こと で は 「ー す る た め の , - す 
べき 」 の 意 で 名 詞 ordua を 修 館 す る 。 英語 で 言え ば to 不定 詞 の 
形容 詞 用 法 の よう た 働き を する 。 ordua は ordu [名 ] 「 時 間 」 
定形 単数 絶対 格 語尾 -a。「 家 へ 帰る べき 時 間 が 」。 

iritsi zenean: iritsi は irits-i [ 自 ]「 着 く 」 の 不 完了 分 詞 。 
zenean は zen ぐ jzan [自助 ] 直 説法 過去 NOR 活用 。 NOR= 
3 単 ,「3 単 が こし た 」( ツ 1. 11, 表 9) に , 時 を 表す 副詞 館 を 作る 
語尾 -ean が 付い た 形 。 こ の 語尾 は 動詞 また は 助動詞 の 活用 形 に 
接続 し て 「 こ する 時 ・ し た 時 」 の 意 の 節 を 作る 。「 着 いた 時 に 」。 

《 日 が 暮れ て 家 へ 帰る 時 間 が 来 た 時 》 
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22-3. joan ziren Baltzolako leze-zulora。 
動詞 場所 の 副詞 旬 

joan ziren: joan は [ 自 ]「 行 く 」 完 了 分 詞 。ziren は ぐ izan 
[自助] 直 説 法 過去 NOR 活用 , NOR =3 複 ,「3 複 が ン し た 」 ( 字 
表 9)。 主語 は 二 人 の 兄弟 。 

Baltzolako leze-zulora: Baltzolako は 「 バ ルツ ォ ラ の ]」。 
lcze-zulora は leze-zulo [名 ] 「 洞 穴 」 十 定形 単数 方 格 語尾 Ta 
「 洞 穴 へ 」。 


《 一 人 の 兄弟 は ) バル ツ ォ ラ の 洞穴 へ 行っ た 》 





23. han ntzita zitnzten ganZak jasotzera。 


連 体 修飾 語 被 修 飾 語 動詞 -⑦cra 形 
(jasotzcra の 目的 語 ) 


広 han utzita zituzten gauzak は jasotzera の 直接 目的 語 と な 
る 句 で , その うち も han utzita zituzten は 名 詞 gauzak に か 
か る 連 体 修 館 節 。 
han は 【[ 則 ]「 あ そ と に , そこ と に 」。utzita は utz-i [ 他 ]「 飛 く 」 

の 完了 分 詞 形 二 完了 し た 状態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 -ta, 「 貫 いて 

し まっ た 状態 で 」。2ituzten は 前 出 の と お り (o ゆ 21) zan [ 他 ] 

「 持 つ 」 の 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 単純 形 、 NOR (直接 

目的 語 ) NORK (主語 ) と も に 3 複 の 場合 の 形 で 「3 複 が 3 複 を 

持っ て いた 」 で , utzita zituzten で は 「3 複 が 3 複 を 置い た 状 

参 で 持っ て いた 」, つま り 「 置 いて お いた 」 (cf utzi zituzten は 

「 骸 いた 」)。 だ が , この zttuzten は 。 次 の 名 詞 gauzak (⑬ 人 称 

複数 に あたる ) に か か る 連 体形 と な っ て いる た め 「3 複 が 置い て 

お いた と ころ の (3 複 )」 の 意 と な る 。 連 体 修 飾 節 を 形成 する た め 

の , 動詞 お よび 助動詞 の 活用 形 の 連 体 形 は , 活用 形 に 語尾 -(e)n 
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を 付 し て 作る が , zituzten の 様 に お と も と 語末 に -cn を 合 む も 
の に は 省略 され る の で 同形 と な る が , 連 体 形 で は 強 葵 は zituzt6n 
と , 後ろ に 置か れる 。 gauzak は gauza [名 ]「 も の , こと 」+ 定 
形 複数 絶対 格 語尾 -k。 gauza の 様 に も と も と -a で 終わ る 語 に 
は 絶対 格 複数 標識 と し て -k の み が 付 く 。 こ と こま で 「 彼 ら が あ そ 
と に 置い て お いた と ころ の 物 ( 複 ) を 」。jasotzera は jaso[ 他 ] 
「 取 る , 受け 取る , 二 付 ける 」 の -t(②era 形 で 「 取 り に 」。 動 詞 の 
-t②)era 形 は , 動詞 の -t②⑦e 形 「 ン する こと 」( ゆ 1 41, izatea の 
項 ) の 方 格 形 と 考え られ , 「 こ し に 」 を 表す 。 

《 彼 ら が あそこ に 過 い て お いた 物 を 取り に 》 


24. eta,。 bapatean, suge handi Dat agertu zitzaien。 
接 統語 記 主語 動詞 

eta: [ 立 続 ]「 す る と 」。 

bapateani [ 副 ] 「 突 然 ]。 

suge handi bat: この 文 の 主語 。suge [名 ] 「 蛇 」, handi [ 形 ] 
「 大 き な 」, と も に 修 館 語 を 伴う た め 不 定形 絶対 格 。 最 後 の 修 飾 語 
bat 「1( の )」 ゃ 不定 形 絶 対格 。「 一 匹 の 大 きた な 蛇 が 」。 

agertu zitzaien: agertu は [ 自 ]「 現 れる 」 完了 分 詞 。 zit- 
zaien は izan [自助 ] 直 説 法 現在 NOR-NORI 活用 , NOR ( 主 
語 )3 単 , NORI (間接 目的 語 与 格 )=3 複 の 場合 。「3 単 が 8 複 
に こし た ]」。 NOR-NORT 活用 は , 自動 詞 の も ぅ 一 つの 活用 パタ 
ー ン で , その 活用 に は 主語 NOR の ほか に 与 格 で 表 さ れる 間接 
目的 語 NORI「 に ] が 関わ っ て くる 。 agertu Zitzaien は 「3 
複 に 3 単 が 現れ た 」 だ が , こと で は NORI (間接 目的 語 ) に あ 
た る 3 複 は 「 二 人 の 兄弟 ]」, NOR ( 生 語 ) に あたる 3 単 は suge 
handi bat で ある 。izan [自助 ] の 直 説 法 現在 お よび 過去 , NOR- 
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一 概 120 王 
izan [自助 ] 直 説 法 現在 と 過去 NOR-NORI 活用 
NOR ( 計 語 ) が 8 単 /8 複 の 場合 
「3 単 /8 複 が て に こす る / し た 」 


(0 基 5 格 「oe) 現 坦 ぶ 湊 
sg. 1 niri「 私 に 」 zai(zki)*t gitzai(zki) dan 
2 hiri 「 お 前 に 」 Zai(Zki) k/n**zitzai (Zki) an/nan** 
3 hari「 彼 ( 女 ) に 」 zai(ZkDo zitzai(zki) on 
Pl 1 guri「 私 達 に 」 zai(zki)gu zitzai(zki) gun 
2 zuri「 あ な た ・ 妊 に 」zai(ZkD)zu zitzai(zki) zun 
2 zuei 「 あ な た 達 ・ 了 Zai(zki) zue zitzai(Zki) zuen 


3 haiei「 彼 ( 女 ) ら I に 」 zai(zkDe zitzai(Zki) en 


* -zki- は 複数 標 衣 で , NOR 三 主語 が 3 複 の 時 現れ る 。 
sg2 の -k-an は hiri が 男性 の 時 , -n, -nan は 女性 の 時 現れ 
る 。 

















NORI, NOR (主語 ) が 3 単 お よび 3 複 の 場合 の 活用 は 上 の と お 
り 。 な お 与 格 に つい て は 後述 する 。 
(する と 突然 彼ら に 一 匹 の 大 き な 蛇 が 現れ た 》 


(駅 〉 彼ら は 草地 と 畑 を 充分 持っ て いま し た 。 また, 羊 と 牛 は 農 
定 で し た 。 この 家族 の 中 で 羊 の 世話 を し て いる の は , 二 人 の 息子 
た らち で し た 。 / 
ある 日 , 彼ら は いつ も の よう に 彰 早く 羊 た ち を 牧草 地 へ 連れ 出 
し まし た 。 そし て 日 暮れ 時 に な っ て 家 へ 帰る 時 間 が 来る と パル 
ツ ォ ラ の 洞穴 の と ころ へ 過 い て きた 物 を 取り に 行き まし た 。 す る 


一 8 一 




























と 突然 , 彼ら の 前 に 1 匹 の 大 きた 蛇 が 現れ まし た 。 (中 接 目 的 語 ) NORK (主語 ) と も に 3 人 称 単数 の 場合 の 形 。「3 
日 が 3 単 を ン し た 」 ( ツ 1.21, zituzten の 項 , 表 11)。 

harri bat: hartu zuen の 直接 目的 語 。harri [名 ] 「 石 」 不 
旭 形 絶対 格 , bat 「1 つの 」 ゃ 不定 形 絶対 格 。「 一 つの 石 を 」。 


《 弟 の 方 が すぐ に 一 つの 石 を 取り 上 げた 》 





Txikicnak。berehala。hartu zuen harri bat eta 
indar handiaz bota zion sugeari。eta hura, izuturik 
eta minez,buztana cbaki zion eta。 zulorantz abiatu 
Zen Jastcrrean. Baina,。berriz, beste harri bat hartu 
zucn, berriro cre sugeari jaurtitzeko asmoz: baina。 
Zaharrenak orduan : 

ー Etzazu hil, utziozu bizirik、 ez digu kalterik 
egin cta! 

Zaharrenak hitz hauck csateaz bat zarata ikara- 
garri bat cntzun zutcn. Trumoi handi batck cdo 
egin izan balu bezalakoa. Bi mutilek、 izuturik 
]astcrka alde cgin zuten handik. 


25-6. eta indar handiaz bota Zion sugeariu 

接続 詞 副詞 動詞 間接 目的 諾 
cta: [接続 ]「 そ し て 」。 
indar handiaz: indar は [名] 「 カ 」 不定 形 絶対 格 , handiaz 
は bandi [ 形 ]「 大 
また な] 十 定形 単数 才 克 19 記 
由 格 語尾 -az 「< 内 格 「 こ で も っ て 」 
で も っ て 」。 indar 生物 ・ 無 生物 と も 
に か か る 。 暴 格 人 母音 で 終わ る 語 子音 で 終わ る 語 
道央 手段 方法 。 | 不定 形 門 -z 
材料 を 表す 。「 そ | 足 形 淫 台 
し て 大 き な 力 で 」。 | 定形 複数 -Gz 
bota zion: bo 
ta [ 他 ] 「 投 げ る 」 完了 分 詞 。 zion は izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 
NOR-NORI-NORK 活用 、 NOR ( 赴 接 目的 語 )、 NORI (間接 
目的 語 ) NORK ( 半 語 ) と も に 3 単 の 場合 の 形 で 「3 単 が 3 単に 
9 単 を こし た 」( 叶 表 14)。 NOR-NORI-NORK 活用 は 他動詞 
の 活用 の も う 一 つの パターン で 他動詞 文中 に 性 格 「 に 」 で 衣 
きれ る 間接 目的 語 が 含ま れる 時 , 動詞 ・ 助 動詞 は NOR-NORT- 
NORK 活用 を する 。 NOR-NORI-NORK 活用 に お いて は 
NOR (直接 目的 語 ) は 常に 3 単 ま た は 3 複 で ある 。 こと で は 


m9 め 一 











25. Txikienak, berehala,。 hartu zuen harri bat 
主語 動詞 直接 目的 語 

txikienak: 他動詞 hartu zuen の 主語 で 能 格 。txiki [ 形 ]「 小 
きい 」 十 最上 級 語尾 -en 十 定形 単数 能 格 語尾 -ak。「 最 も 小さ い 者 
が 」 を 意味 する 。 こ と の よう に 形容詞 や 位 罰 属 格 ・ 所 有 属 格 に さら 
に 定形 語尾 を 付す と こと に より 名 詞 伯 し 「 一 な 人 ・ 物 」 を 表す 。 と こ 
こと で 言う 「 最 も 小さ な 者 」 と は 二 人 上 兄弟 の 弟 の 方 を 指す 。 

berehala: []「 す ぐに 」。 1 

hartu zuen: この 文 の 動 詞 部 。hartu ほ 「 他 ] 「 取 る 」 完 了 分 
詞 。zuen は izan [ 他 助 ] 直 説法 過去 NOR-NORK 活用 , NOR 


ー=496 一 

















ー 表 14 一 
izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 と 過去 NOR-NORI-NORK 活用 
NORTI (間接 目的 語 ) が 3 単 の 場合 


NORK ( 生 語 ) 現 在 追 地 
sg. 1 3 (2ki)ot ni(zki)on 
2 っ 昌 呈 (2ki)ok/n hi(zki)on 
3 hark di(Zk)o ai(Zki)on 
pl 1 guk di(zkiogu geni2ki)on 
際 zuk di(zki)ozu zeni(zki)on 
2 。 zuek di(Zki)ozue Zeni(zki)oten 
Ki haiek (2k)ote 2(Zki)oten 


 -2ki- は -t- 同様 復 数 標識 で , NOR = 直接 目的 語 が 複数 の 時 現 
れる 。 5g. 2 現在 の -k は 主語 が 男性 の 時 , -n は 女性 の 時 現れ 
る 。 





NOR (直接 目的 語 ) は 前 文 の harri bat。 NORT (間接 目的 語 ) 
は sugeari。 与 格 に つい て は 表 15 参照 。 
sugeari: SugG 














名 ] 「 蛇 」 十 定形 単 三 近 5 一 
数 生 格 語 選 -ari 電信 Ir 
で , 「 蛇 に 」。bota 生物 ・ 無 生物 と も 
zion の 間接 目的 母音 で 終わ る 語 子音 で 終わ る 語 
語 。 与 格 は 「 こ に 」 | 未定 形 eri ュ 
を 表す 格 で , 絶対 | 呈 形 数 -ari 
格 , 能 格 と と も に | 定形 複数 -ei 
動詞 ・ 助 動詞 の 活 
ーー 鑑 一 


川 に 関わ る 格 で ある 。 こ こと まで 「 蛇 に ( 石 を ) 投 げ 付け た 」。 
《 そ し て す ど い カ で 石 を 虹 に 投げ 付け た 》 


96-8. eta hura,、izuturik eta minez。buztana ebaki zion eta。 
主語 動詞 接 統 詞 





Zulorantz abiatu Zen lasterrean。 
動詞 

王 文 は 。 hura abiatu zen。 izuturik eta minez は 挿入 句 , 

buztana >eta は 理由 を 表す 副詞 節 。 

ctai「 す る と 」。 

hura: 自動 詞 abiatu zen の 主語 で 3 人 称 単数 の 代名詞 の 絶 
対格 形 。 3 人 称 単数 の も の な ら ば 人 間 , 動物 , 無生物 に か か わら 
ず 使 用 する こと が で きる 。 ここ で は 申 を さして いる の で 「 そ れ 
は 」。 





ー 表 16 一 ー 表 17 一 
人 称 代名詞 指示 代名詞 
絶対 格 絶対 格 
8.1 mi 「 私 が / を )」 sg. hau 「 こ れ , この 人 ] 
2 hi 「 お 前 が / を ) hori 「 そ れ , その 人 ]」 


3 指示 代名詞 に 同じ hura 「 あ れ , あの 人 ] 

DL.1 gu 「 私 遅 ( が / を )」 pl. hauek「 こ れ ら (の 人 悦 )] 
2 zu 「 あ な た * 君 (が / を )」 horiek「 そ れ ら (の 人 達 )」 

2′ zuek「 あ な た 達 ・ 妊 達 (が / を )」 aiek 「 あ れ ら (の 人 六 )」 


3 指示 代名詞 に 同じ 
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zulorantz: zulo [名 ] 「 穴 」 十 定形 単数 方 向 格 語尾 -rantz,「 穴 純 形 で は その 直後 ) に 付い て 「 理 由 」 を 表す 節 を 作る 。 

の 方 へ 」。 《 す る と 蛇 は , ( 弟 が ) 尻尾 を 切っ た の で , 舗 え て 痛 が り , 凄い 勢 
abiatu zen: abiatu は [ 自 ] 「 向 か う 」 完 耳 分 詞 。zen は izan いで 穴 の 方 へ 向かっ た 》 

[自動] 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 単 は こし た 」 ( ツ 1 10-1, 表 9)。 





28-9. Baina。berriz。beste harri bat hartu zuen。 








一 表 18 一 直 楼 的 和 動詞 
方 向 格 「 の 方 へ 」 」 baina: [接続 ] 「 し か し 」。 
生 物 無生物 berriz:[ 副 ] 「 再 び 」。 
途 き で 子音 で MM 和 m beste harri bat: hartu guen の 直接 目的 語 。beste [ 形 ]「 他 
終わ る 語 終わ る 語 終わ る 語 終わ る 語 の , 別 の 」, harri [名 ]「 石 」 不 定形 絶対 格 , bat [数 ] 「1] も 不定 
不定 形 Tenganantz -enganantz -tarantz -etarantz 形 絶対 格 。「 も ぅ 一 つの 石 を 」。 
定形 単数 -arcnganantz -Tantz 。 -erantz hartu zuen: hartu は [ 他 ] 「 取 る 」 完了 分 詞 。zuen は izan 
定形 複数 -enganantz -etarantz 【 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 , 「3 単 が 3 単 を ン し た 」 
( ゆ 1 25, 表 11)。 主 語 は 助動詞 の 形 と 文脈 か ら 「 弟 」 で ある こと 
1asterrean : [ 副 ] 駆け足 で , 凄い 勢い で 」。 こ と こま で 「 す る と が わか る 。 
それ ( 巡 ) は 凄い 勢い で 穴 の 方 へ 向かっ た 」。 《 し か し , ( 弟 は ) もう一度 , も う 一 つ 石 を 取っ た 》 
izuturik eta minez: izuturik は izu-tu [ 自 ] 「 全 え る 」 寺 状態 
を 表す 副詞 を 作る 語尾 -rik,「 信 えて 」。minez は min [名 ] 「 痛 29. berriro ere sugeari jauritzeko asmoZ3 
み 」 十 不定 形 具 格 語尾 -ez。「 痛 で , 痛 が っ て 」。 副詞 名 間接 目的 語 副詞 旬 
buztana: 他動詞 ebaki の 目的 語 。 buztan [名 ] 「 尻 尾 」 十 定 berriro ere: berriro は [ 則 ]「 も う 一 度 」, ere は [一 ]「< も 」, 
形 単 数 絶対 格 語尾 -4,「 尻 尾 を 」。 f ま た じ 友 赤き 
ebaki zion: ebaki [ 他 ]「 切 る 」 完了 分 詞 。zion は izan [ 他 sugeari: suge [名] 「 蛇 」 十 定形 与 格 語尾 -ari。jaurtitzeko の 
助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 ,「3 単 が 3 単に 3 単 間接 目的 語 (1.26)。 「 能 に 」。 
を て し た 」( ウ 1 26, zion の 項 , 表 14), こと で は NOR (直接 目 jaurtitzeko asmoz: jaurtitzeko は jaurti [ 他 ] [投げ っ ぱぁ , 
的 語 )=buztana「 尻 尾 を 」, NORI (間接 目的 語 )sugeari「 務 蹴り 上 げ る 」 の -t②eko 形 。 こ こ で の -t(②)eko 形 は 1.21-2. et- 
に 」, NORK ( 宇 語 ) ニ 「 弟 が 」。「 が 上 に 尻尾 を 切っ た 」。 xcratzeko の 場合 と 同様 , 後続 の 名 詞 に か か る 修 節 語 の 役割 を 担 
eta: [接続 ]「 こ な の で 」 動 詞 部 の 直後 ( 衝 合 形 で は 助動詞 , 単 う 。 asmoz は asmo [名 ]「 つ も り 」 十 不定 形 具 格 語尾 -2, 「 つ も 
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り で 」。 『 動 詞 の -1⑦eko 形 十 asmoz』 で 「ー す る つも り で ]」。 一 表 19 一 
《 ま た し て も 蛇 に 投げ つけ る つも り で 》 izan[ 他 助 ] 命令 法 NOR-NORK 活用 
NOR (直接 目的 語 )=3 単 , 3 復 の 場合 
29-30. baina。 zaharrenak orduans NORK (主語 ) NOR (直接 日 的 語 ) 3 単 NOR (直接 目的 語 ) 3 複 
baina: [接続 ] 「 し か し 」。 sg 2 hik ezak/n itzak/n 
zaharrenak: zahar | 形 ] 「 年 長 の , 年 取っ た 」 填 繋ぎ の 子音 *- PL 2 zuk eza2u itzazu 
十 最上 級 語尾 -cn 十 定形 単数 能 格 語尾 -ak で ,「 最 も 年 長 の 者 が 」 2 zuck eZaZue 1tZaZue 
の 意 。 1 25. Txikicnak と 同じ 構造 で ある 。zahar の 語末 の 振る 1 人 称 お よび 3 人称 に 対す る 命令 は 拓 続 流 で 表 さ れる 。 ( 邊 。 
え 音 を 保つ た め , -r を 重ね て いる 。「 最 も 年 長 の 者 」 と は と こ | 上 81-3 dadila お よび Lamia, 1.71-2, gaitezen の 項 ) 
は 二 人 兄弟 の 兄 の 方 を 指す 。 この 文 で は 動詞 が 示さ れ て いな い が , か 
主語 が 能 格 な の で ,「 言 っ た 」 な ど , 他動詞 が 省略 され て いる と 考 《( あ な た は それ を ) 殺す な 》 
えら れる 。 
orduan: 「 そ の 時 , する と 」。 31、 utziozu bizirik。 
《 し か し その 時 見 が (言っ た utziozu: utz iezaioz の 短縮 され た 形 。 utz は ut2i [ 他 
「 放 っ て お く , その まま に し て お く 」 の 語根 。 iczaiozt は izan 
31. 一 Etzazu hil 他 助 ] 命令 法 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 ) 
etzazui ez ezazu を 発音 どおり に 綴っ た 形 。 ez は 硝 定 語 ょ NORI ( 則 疲 目的 語 )3 人 称 淫 。NORK=zuk 「 あ な た が ] 
ezazu は izan [ 他 助 ] 命令 法 NOR-NORK, NOR ( 記 接 目的 
語 )=3 単 NORK (主語 )=zuk 「 あ な た が 」 の 場合 の 形 で 「 あ た な 一 表 20 一 
た は 3 単 キ こし ろ 」。 ま た , 否 定 文 は 否定 辞 cz を 動詞 の 複合 形 izan [ 他 助 ] 命令 法 NOR-NORI-NORK 活用 
で は 助動詞 の 前 に , 単純 形 で は その 前 に 置い て 作る (142. ez NORI (間接 目的 語 )=3 単 , NOR (直接 目的 語 )=3 単 , 3 複 の 場合 
joatea, お よび 1.97, 1.104, 1.124 の ez の 項 )。 NORK (中 語 ) NOR ( 補 目 的 語 ) 3 NOR (直接 日語 ) 3 衝 
hil: [ 他 ] 「 殺 す 」, 語根 。 命 令 は , 『 本 動詞 の 語根 十 助 動詞 の 命 sg ir 16zsok7 が 4 iezazkiok/n 
令 決 』 で 表 さ れる 。 動 詞 hil は 語根 と 完了 分 詞 形 が た また ま 同 形 pL 2 guk iezaiozu jezazkiozu 
で ある 。 助動詞 到 an の 命令 法 の NOR-NORK 活用 は 次 の と み ー zaek jezai020 iezazkiozue 





お り 。 
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の 場合 の 形 「 あ な た は 3 単に 3 単 キ ン し ろ 」。 命令 法 の NOR- 
NORI-NORK 活用 は 表 20 の と お り 。 


bizirik: bizi [ 形 ] 「 生 き て いる 」 十 状態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 


ーk。「 生 き て 」。 
《( そ れ を ) 生 きた まま に し て お け 》 


31-2. ez digu kalter 反 egin eta! 
相 接 的 語 | 打 続 記 

動 過 
eZ digui 
NOR-NORI-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 ) ニ 3 単 , NORI 


ez [ 副 ] 否定 辞 。 digu は izan 【 他 助 ] 直 説 法 現 奉 





一 表 1 一 
izan 【 他 助 ] 直 説 法 現 在 と 過去 NOR-NORI-NORK 活用 
NOR (直接 目的 語 )=8 単 /3 複 , NORI (間接 
目的 語 )=1 複 「 私 達 に 」 の 場合 
「 こ が 私 達 に 3 単 /8 複 を する / し た 」 











NORK ( 生 語 ) 現 在 過去 
sg 1 mnik ー ー 
Di di(Zki)guk/n hi(zki)gun 
8 hark 遇 (2kDgu 2(Zki)gun 
pL 1 guk 宮 3 
2 zuk di(ZkiD)guzu zeni(zki)gun 
2 。 zuek 員 (Zki)guzue 。 zeni(zki)guten 
3 haiek di(zki)gute Zi(Zki)guten 
ー 4 一 









(間接 目的 語 )=1 複 , NORK (主語 ) 三 3 単 の 場合 で , 「3 単 が 私 た 
も に 3 単 を て する 」( 字 1.26. zion の 項 )。 





kalterik egin: kalterik は kalte [名 ] 「 被 害 」 十 分 格 語尾 + 下 。 

分 格 は 。 否 定 文 で は 「 少 し ゃ _ こ 

な い 」, 衣 定 文 で は 「 少 し で も ーー 表 :22ー 

ある 」 の 意 を 表す (不定 形 の 分 格 

で 定形 半数 定形 複数 は な い )。 生物 ・ 無 生物 と も 

kalte egin は [ 他 ]「 被 害 を 及 母音 で 子音 で 

尾 す 」。 終わ る 語 終 わる 語 
不定 形 ・rik -k 


eta:「 ン な の で 」。 
《( そ れ は 私 達 に ) 少し も 審 を 及ば さなか っ た の だ か ら 》 





93. 乙 aharrenak hitz hauek esateaz bat 

zaharrenaki esateaz「 言 う ] の 主語 。 定 形 単 数 能 格 。「 最 も 
年 長 の 者 が 一 見 が 」 ( 必 1.30)。 

hitz hauek: csateaz の 直接 目的 語 。 hitz [名 ] 「 言 葉 」 不定 
形 絶対 格 , hauck [ 形 ]「 こ れ ら の ~」 絶 対格 。「 こ れ ら の 言葉 を 」。 

csateaz bat: csateaz は csan[ 他 ]「 言 う 」 の -t②)caz 形 。 
-②eaz 形 は -t②e 形 の 具 格 と 考え られ る 。『 動 詞 の -t②)eaz 形 
+bat』 は 「ー す る と 同時 に 」 を 表す 。 csateaz bat は 「 言 うと 
同時 に 」。 

《 見 が こと れ ら の 言葉 を 言う と 同時 に 》 
93-4. zarata 衣 aragarri bat entzun Zuten。 

直接 目的 請 動 詞 
zarata ikaragarri bat: 他動詞 cntzun zuten の 目的 語 。 
ーー.(95。 ニ 





2arata [名 ] 「 騒 音 」 不定 形 絶対 格 , 区 aragarri [ 形 ]「 も の すご どい 』 


不定 形 絶対 格 , bat [数 ] 「1」 ゃ 不定 形 絶対 格 。 


cntzun zuten: entzun は [ 他 ]「 聞 く 」 の 完 耳 分 詞 。 zuten, 
は jan [ 他 助 ] 直 説 決 骨 去 NOR-NORK 活用 , NOR (直接 目 
的 語 ) ニ 3 単 , NORK (主語 )=3 複 の 場合 の 活用 形 。「3 複 が 3 音 


を ー し た 」 (1.21. zitozten の 項 , 表 11)。 
《 彼 ら は も ゃ の す ど い 音 を 聞い た 》 


34-5. Trumoi handi batek edo egin izan balu bezalakoa。 





主 語 


trumoi handi batek 
edo: egin izan balu の 
主語 で 全体 が 能 格 。 tru- 
moi [名 ] は 「 電 」, han- 
d [ 形 ]「 大 き な 」, と も 
に 不定 形 絶対 格 。 batek 


動 福 接続 詞 十 -koa 
広 全 体 が 前 項 の zarata ikaragarri bat と 同格 の 名 詞 旬 。 





一 表 23 一 


izan[ 他 助 ] 条件 法 条 件 


NOR-NORK 活用 


NOR (目的 語 )=3 単 /8 復 


NORK ( 生 語 ) 活用 

















ー つ 前 の 時 制 を 表す た め 動 詞 の 完了 分 詞 の 直後 に 思 か れる こと が 
る 。balu は , 助動詞 izan の 条件 法 条 件 NOR-NORK,NOR 
(中 接 目的 語 ), NORK (主語 ) と も に 3 単 の 場合 の 形 で 「 も し 3 単 
が 9 単 を キン し た ら 」。 bezalakoa は bezala「 こ の よう に 」 二 位置 
必 格 語尾 -ko 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a で 「 ご の よう な 物 ・ 人 」 
の 意 。 一 balu bezalakoa の よう に 『 条 件 法 条件 の 動詞 士 bezala 
(koa)』 で 「 あ た か も し た か の よう に (よう な 物 ・ 人 )」 を 表す 。 
《 大 き な 雪 か 何 か が 鳴 っ た か の よう な 音 を 》 


939-6. Bi mutilek。 izuturik, asterka alde egin zuten handik. 
主 証 動 詞 

bi mutilek: 他動詞 alde egin zuten の 主語 。 bi「 二 人 の 」, 
mutilek は mutil [名 ] 「 青 年 」 の 定形 複数 能 格 。 修 飾 語 と し て 数 
注 を 伴う 名 賠 は ふつ う 不 定形 絶対 格 と な る が , こと で の よう に 定 
形 に な る と , 「 そ の , くだ ん の 」 の 意味 が 加わ る 。「 そ の 二 人 の 青 
準 は 」( ツ 18, mutil biak の 項 )。 

izutarik: izu-tu [ 自 ]「 信 え る 」 二 状態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 








は bat [数 ] 1」 二 不定 形 | 9g. 1 人 称 nik banGOu rrik [伝え て 」( ゆ 1.8, zabaldurik の 項 )。 

能 格 語 屈 -ck。 cdo は 語 に lasterka: 1aster [ 詳 ]「 問 も な く , すぐ で に] 語尾 -ka。「 大 急ぎ 

名 に 後 肝 さ れ ,「 こ な ど : 3 。 hark balGOu で , 走っ て 」。 

て か 何 か が? だいたい] を | PL 1 gnuk DagenG9n alde egin zuten: alde egin は [ 他 ]「 去 る , 逃げ る 」 完了 分 

表す 。「 一 つの 大 きた 雪 2 。 2uk bazenGOu 鹿 。zuten は izan [ 他 助 ] 「3 複 が 3 単 を ン し た 」 ( ゆ 1 34 zuten 

か 何 か が 」。 で RahWSYCb&znGMtg の 0。 alde cgin は 特に 直接 有 的 語 を 伴う わけ で は な い が 他 和 
egin izan balu beza- 3 haiek balGOu(2)te 詞 と し て 扱わ れる 動詞 で NOR-NORK 活用 を する 。 この よう 


 -it- は NOR が 複数 の 時 現れ る 。 
マー は -i- と と も に 現れ る 股 ぎ の 


1akoa: egin [ 他 ]「 す る 」 た 他動詞 は 他 に も いく つか ある 。 





完了 分 詞 。 こ こ で は 雪が 
「 鳴 る 」 の 意 。 izan は , 





子音 。 


handik: han [名 / 副 ] 「 あ そこ (で , に )」 の 格 形 ,「 あ そこ か 








5」。 
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《 二 人 の 青年 は , 全 え て , 大 急ぎ で そこ を 去っ た 》 1 


< 訳 〉 弟 は すぐ さま 石 を 一 つ 拾 い , 由 め が け て 力 を 込め て 投げ ば つ 
け ま し た 。 す る と 蛇 は , 尻尾 を も が れ て , 舗 え , 痛 が りな が ら 計 
あっ と いら うま に 穴 の 方 へ 逃げ ま し た 。 し か し 弟 は , ゃ うら 一度 尋 回 
投げ つけ る つも り で , また 石 を 拾い 上 げ ま し た 。 け れ ど も その 量 
兄 が 言い まし た 。 」 

「 殺 すん じゃ な い , 生か し て お け 。 お れ た ち に 何 も し な か っ 大 
ん だ か ら 。』 

見 が そう 言う と 同時 に , 物凄い 大 音響 が 聞こ えま し た 。 ま る で 
大 き な 電 か 何 か の よう な 音 で し た 。 二 人 の 若者 は , 恐ろし く な っ 
て 大 催 て で そこ か 逃げ まり まし た 。 





Etxean、 gertaturiko guztia kontatu zieten、bai 
gurasoei eta bai arrebei cre. Guztiak kezka cta 
ardura bizitan geratu ziren. 1zan cre, ctxetik haim 
hurbil zen Baltzolako lezean halako sugetzar bat 
izatea ikaratan bizitzeko moduko berria zen! Eta 
Baltzolako inguruetara gehiago cz joatea crabaki 
zuten anaia biek. Arrisku handi bat zen eta suge 
hura, bai ardientzat cta bai beraientzat. 





37-8. Etxean。gertaturiko guztia kontatu zieten。 
直接 目的 語 動 詞 

bai gurasoei eta bai arrebei ere。 

間 導 目 的 語 
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ctxean: etxe [名 ]「 家 ] 十 定形 単数 内 格 語尾 -an,「 家 で 」。 

gcrtaturiko guztia: 他動詞 kontatu zieten の 直接 目的 語 。 
Mertaturiko は gerta-tu [ 自 ] 「 起 こる 」 の 完了 分 詞 十 接 尾 辞 
xriko。-riko は 動詞 の 完了 分 詞 に 付加 され 「 こ し た と ころ の 」 の 
意 の 連 体 修飾 語 を 作る 。guztia は guzti [ 代 ] 「 全 て の こと 」+ 定 
形 単 数 絶対 格 語尾 -a。「 電 と っ た と と の 全て を ]。 

kontatu zieten: kontatu [ 他 ]「 語 る 」 完了 分 詞 。 zieten は 
zan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR ( 直 
比 目的 語 ) ニ 3 単 , NORI (間接 目的 語 )=3 複 , NORK (主語 )= 
8 復 の 場合 の 形 で 「3 複 が 3 提 に 3 単 キ セン する 」( ツ 1.26, zion の 
項 。 表 24)。 こと で は NORIK は 「 二 人 の 兄弟 が 」 NORI は 
淡 項 の gurasoei と arrebei。NOR は gertaturiko guztia。 

bai gurasoei eta bai arrebei ere: “bai A eta baiB ere” 





一 表 24 一 
izan [ 他 助 ] 直 説法 現在 と 過去 NOR-NORI-NORK 活用 
NOR (E 接 目的 語 )=3 単 /3 複 , NORI (間接 目的 語 )=3 複 
「 こ が 3 複 に 8 単 /3 複 を て する / し た 」 











NORK (主語 ) 現在 過 示 
sg 1 nik di(zki)et mi(zki)en 
2 hik 中 (zkDek/n hi(zki)en 
3 hark (2ki)e gi(Zki)en 
pL 1 guk di(zki)egu geni(Zki)en を 
2 zuk di(zkiDezu zeni(Zki)en 
2 zuek 員 (Zki)ezue zeni(zki)eten 
3 haiek di(Zki)ete gi(zki)eten 
ーー 時 ニ 






























で 「A ゃ も B も 」。 こ と と で は A, B に 当たる 語 が 与 格 に な っ て いる 
の で 「A に も B に も 」。 gurasoei は guraso [名 ] 「 親 」 二 定形 
数 与 格 語尾 -ci で ,「 両 親 に 」。 arrebei は arreba [名] 「 男 兄弟 
か ら み た 姉 ま た は 妹 」 十 定形 複数 与 格 語尾 -ei で ,「 姉 妹 た ち に 』』 
-4 で 終わ っ て いる 語 に 複数 格 標識 が 付加 され る と き -a が 沙 
る 。 す な わ ち 与 格 で は *arrebaei で な く arrebei と な る 。 傘 節 館 。etxetik は ctxe [名 ] 「 家 ] 十 定形 単数 春 格 語尾 -tik, 「 家 
《 家 で , (彼ら は ) 両親 に も 姉 計 た ち に も , 起こ と っ た 全て の こと 名 か ら 」。 hain [ 副 ] 「 あ ん な に 」 形容 詞 , 副詞 を 修飾 する 。hurb 
語っ た 》 * は [ 剛 ] 「 近 くに 」。 zen は izan [ 自 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 単 
1 形 , NOR ( 生 語 )=3 単 の 場合 の 形 だ が , こと で は cgon と 同 
ド く 「 存 在 」 を 表し , Baltzolako lezean に か か る 連 体 修飾 形 で 
「 あ っ た と と ろ の 」。 と と ま で 「 家 か ら あ ん な に 近く に あっ た と と 
あの 」。 


動 同 
商 長 い 文 だ が , 骨組 は SGV の 弄 。 
izan ere: 「 そ れ と いう の も , それ も その は ず 」。 
ctxetik hain hurbil zen: Baltzolako lezean に か か る 連 体 


38-9. Guztiak kezka eta ardura bizitan geratu ziren. 
主 語 副詞 名 動詞 
guztiaki guzti [ 代 ]「 全 員 」 十 定形 複数 絶対 格 語 屈 -ak, 「 全 員 
が 」。 自 動詞 geratu ziren の 主語 。 
kezka eta ardura bizitan: kezka。ardura と も に [名 ]「 人 








配 , 不安 」 不定 形 絶対 格 。 eta「 こ と <」。bizitan は bizi [ 匠 | 9 6 

「 号 い , 激しい 」+ 不 定形 内 格 語尾 -tan「 に お いて , この 中 で 」 計 

kezka と ardura に か か る 。「 激 し い 不 安 の 中 に 」。 | 生 物 無生物 
geratu ziren: geratu は gera-tu [ 自 ]「( あ る 状態 に ) な る 計 母音 で か 母 朝 で 。 ,, 子 育 で 


終わ る 語 終わ る 語 終わ る 語 終わ る 語 
不定 形 -rengandik -engandik -tatik  -etatik 
定形 単数 -arengandik -tik -etik 
定形 復 数 -engandik -ctatik 


陥る 」 完 了 了 分詞 。ziren は izan [自助 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 
NOR=3 複 ,「3 複 が ン し た 」 (1. 15, 表 9)。 「(3 被 ) が 陥っ た 」。 


《 全 員 激しい 不安 に 陥っ た 》 | 


39-41. IZan ere, etxetik hain hurbil zen Baltzolako lezean 
連 体 修 錠 語 被 修飾 1 Baltzolako lezean: Baltzolako「 バ ルツ ュ ォ ラ の 」, lezean は 


jezc [名 ] 洞穴 」 (eze-zulo に 同じ ) 十 定形 半数 内 格 語尾 -an。 
欠 の 中 に 」。 
halako sugetzar bat izatea: 全体 が 自動 詞 zen の 主語 で 絶 








| 主語 
halako sugetzar bat izatea ikarafan Dizitzeko modnuko 








izatca の 主語 6 補 主 対格 。 halako [ 連 ] 「 あ の よう な 」。sugetzar [名 ] 「 大 蛇 」, -tzar 
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は 「 大 き な ー」 を 表す 指 大 語尾 。 bat「1 匹 の 」 絶対 格 。 こ とこ 
で izatea の 主語 。izatea は izan[ 自 ]「 い る , ある , で ある ] 剛 
の -t②ca 形 で 「 い る こと , ご で ある こと 」 の 意 。 動詞 の -4② 
形 の 定形 数 絶対 格 。 動詞 の -t⑦e 形 は 普通 名 詞 の よ うた 格 変 他 』 
する こと と が で きる が , その 除 に は 定形 羊 数 の 語尾 を 取る 。「 あ の | 
よう な 大 き な 蛇 が いる こと は 」。 

表 aratan bizitzeko moduko berria: 全体 が zen の 補語 で 
絶対 格 。 ikaratan は ikara [名 ] 「 麗 怖 」 不 定形 内 格 語尾 -tam 
「 恐 愉 の 中 で 」。bizitzeko は bizi izan [ 自 ]「 生 きる , 暮らす , 侍 
も 」 の -(②eko 形 で , 1. 21-2, 1. 29 の -t②cko と 同じ く 後 続 の 
名 詞 に か か る 。 moduko は modu [名 ] 「 方 法 、 状態 」 の 定形 削 
数 位置 属 格 で , berria に か か る 。 berria は berri [名 ]「= ニ ュー 
ス 」 定形 数 絶対 格 。『 動 詞 の -t(②)eko 形 十 moduko 十 名 詞 句 』 で 
「 こ する よう な ) ご する べき ) ご する に ふさ わし い <」。 「 恐 怖 の | 
中 で 暮らす に ふさ わし い = ュー ス 」。 た なお , bizi izan の -t(Zeko| 
形 は , 本 来 bi2i izateko と な る べき と ころ だ が , より 筒 潔 な 形 | 
と し て bizitzeko が よく 使わ れる 。bizi izan の よう な 熟語 的 な 
動詞 に よく 見 られ る 傾向 で ある ( ゆ 1.132, faltako の 項 )。 

2cn: ご jan [ 自 ] 直 説 法 通 去 NOR 活用 ,「3 単 は こ だ っ た 
( ぱ 表 9)。 こ こま で 「 恐 怖 の 中 で 暮らす べき = ニュース だ っ た 」。 

《 そ れ と いう の も , 家 か ら あ ん な に 近く に ある ベルツ ォ ラ の 洞 
穴 に あの よう な 大 き な 蛇 が いる と いう こと は , 恐怖 の 中 で 暮らす | 
べき = ニュ ー ス だ っ た か ら だ 》 


41-3. Eta Baltzolako inguruetara gehiago eZ joatea 





接続 詞 直接 目的 語 
erabaki Zntem anaia biek。 
動 詞 主 語 
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Baltzolako inguruetara gehiago ez joatea: 他動詞 erabaki 
uten の 直接 目的 語 。Baltzolako 「 バ ルッ 。 ラ の 」。 inguruetara 
は inguru [名 ]「 周 囲 , 近く 」 二 定形 複数 方 格 語尾 -etara,「 周 革 
へ 」。gehiago [ 副 ]「 も っ と 」, 否定 文中 で 用 いら れる と 「 も うこ 
れ 以 上 ン な い 」。ez joatea の ez は 耕 定 辞 。joatea は joan [ 自 ] 
「 符 く 」 の -t②ea 形 で 他動詞 erabaki の 目的 語 ,「 行 く こ と を 」 
( ゅ 1.41、 izatea の 項 ) だ が , 否 定 格 を 伴う の で 「 行 か な いと と 
ル 」。 こ の ez の 位 財 に 注意 。-t(Z)ca 形 や -t(Z)cko 形 な ど で は 
唱 詳 ce は その 直前 に 皿 く 。 こ こま で 「 バ ルツ ォ ラ の 周り に は も 
りこ れ 以上 行か な いと と を 」。 

crabaki zuten: erabaki は 【[ 他 ]「 決 め る 」 完 耳 分 詞 。Zuten 
は izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 , NOR=3 汗 。 
NORK=3 複 , 「3 複 が 3 単 を キン し た 」( ツ 1.21。zituzten の 項 , 
談 11)。「( 彼 ら は それ を ) 決め た 」。 

anaia bick: 他動詞 erabaki zuten の 主語 。anaia [名 ] 「 男 
見 弟 」。biek は bi 「 二 人 の 」 二 定形 複数 能 格 語尾 -ck。anaia に 
か か る 。「 二 人 の 兄弟 は 」( ゆ 1.35, bi mutilek の 項 )。 

《 そ れ で 二 人 の 上 兄弟 は バル ツ ォ ラ の 近く へ や う 行 か な た いと と に 
決め た 》 


43-4. Arrisku handi bat zen eta suge hura, bai ardientZzat 
主格 補語 動詞 接続 詞 主語 
eta bai beraientzat. 
arrisku handi bat: 主格 補語 。 arrisku [名 ] 「 危 険 」。 andi 
[ 珍 ] 「 大 き な 」 は と も に 不定 形 絶対 格 。 bat 「 一 つの 」 絶対 格 。 
「 一 つの 大 き な 人 危険 」。zen は ぐ izan [ 自 ]「3 単 は こ だ っ た 」 ( ぱ 
ト 15, ziren の 項 , 表 9)。 
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eta: [接続 ]「ー な の で 」( ツ 1.27, ebaki zion eta の 項 )。 
suge hura: 自動 詞 zen の 主語 。 suge [名 ] 「 蛇 」 不 定形 絶対 


格 。 hura [ 形 ]「 あ の 」。 


bai ardientzat eta bai beraicntzat: 
で 「A も B も 」。137-8 の “bai A eta bai B ere" に 同じ ai 
名 ] 「 羊 」+ 定 形 複数 目的 格 語尾 -cntzat 「 芋 
た ち に と っ て 」。 目 的 格 は 「 ン の た め に , に と っ て 」 を 表し , . 多 


ardientzat は ardi 


の 標識 は -cntzat。 
beraientzat は 
beraiek [ 代 ]「 彼 
ら 自 身 」 の 定形 復 
数 目的 格 「 彼 ら 自 
身 に と っ て 」。be- 
raiek は 3 人 称 和 
数 代名詞 haick 
「 彼 ( 女 ) ら 」 の 強調 
形 と きれ る 。 


《 そ の 辿 は 羊 た ち に と っ て も 彼ら 自身 に と っ て も 大 き な 人 危険 だ 


た の で 》 


< 択 〉 家 で , 兄弟 は , 両親 に も 姉妹 た ち に も , 起こ っ た 事 を 洗 W 


*bai A eta bai B2 











肉 似 め ま し た 。 


ーー 





e 
Guzti hau gertatu eta laster。anaia zaharrenak 


Oldaduzkara joan behar izan zuen, eta urrutira。 
上 Wincra ! 
Hilabete batzu igaro ziren、cta Gabon Gaua 








不定 形 
定形 単数 
定形 複数 


目的 格 
生物 ・ 無 生物 と も 


母 背 で 終わ る 請 子音 で 終わ る 同 


-Tentzat -entzat 
-arentzat 
-entzat 











lieldu zen. Anaia zaharrena ctxe-txokoaz, etxekoe2 
M bihotzeko bere maitcaz gogoratzcn zen soldadu s 
WEocn lekuan, cta tristetn egim Zen .…hain cderki 
patzen zituzten jaiak bere etxean .…! 





避 。 Guzti han gertatu eta laster。 


MuZti hau: 自動 詞 gertatu の 主語 。guzti [ 代 ] 「 全 て の こと 」 
記 光 形 絶対 格 , hau [ 形 ]「 こ の 」 絶 対格 。「 こ の 全て の と と が 」。 











gertatu eta 1aster: gertatu [ 自 ] [起こ る 」 完了 了 分 詞 , 助動詞 
0 が 省略 され て いる 。 1aster [ 副 ]「 間 も な く 」。 『 動 詞 の 完了 分 
古 cta laster』 で 「 こ し て すぐ 」。 


(に の 全て の こと が 起こ っ て すぐ )》 


らい 語り まし た 。 家 族 た ち は 全 員 激しい 不安 に 襲わ れ ま し た 。 と U-7. anaia zaharrenak soldadazkara joan behar izan Znen。 


ら の も , 家 か ら あ ん な に 近く に ある バル ツ ォ ラ の 洞穴 に そん な 
が 住ん で いる と 言う 事 は , びく びく し て 暮 ら さ ね ば な ら ぬ よう が 2 
ら せ だ っ た か ら で す 。 

その 巡 は , 半 こ にとって も 彼ら 自身 に と っ て ゃ 非常 に 危険 な 存 
っ た の で , 二 人 の 兄弟 は バル ツ ォ ラ の 周辺 に は も うら 近寄ら な いら 


8 











主 語 動 詞 
eta urrutira。gainera! 4 


| mnaia zaharrenak: 他動詞 joan behar' izam zuen の 主語 。 
Wa [名 ] 「 兄 弟 」 不定 形 絶対 格 , zaharrenak は zahar [ 形 ] 年 
識 の 」 十 繋ぎ の 子音 +- 十 最上 級 語尾 -en 二 定形 単数 衣 格 語尾 -ak| 
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「 最 年 長 の ン が 」 で anaia に か か る 。「 最 年 長 の 兄弟 が つ 
が J。 
soldaduzkara: soldaduzka [名 ]「 兵 役 」 二 定形 単数 方 格 語 
ra,「 兵 役 へ 」。 ) 
joan behar izan zuen: joan は [ 自 ]「 行 く 」。 behar i 
は 動詞 の 完了 分 詞 を 直前 に 伴い , 「 ン し な けれ ば な ら な い 」 
す 。 つま り と と で は 「 行 か た な けれ ば な ら な い 」。 この 場合 joy 
は 他動詞 behar izan の 支配 下 に 防 か れる の で , 全体 が 他 動 記 
活用 を する 。zuen は izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 
用 , NOR, NORK と も に 9 単 ,「3 単 が 3 単 キ ン し た 」(⑤1 
表 11)。 次 (に izan だ が , behar zucn が 「( い つ ゃ ) 必要 と し 
いた 」 を 表す の に 対し , behar ian zuen は 「( そ の 時 ) 必 
な っ た 」 を 表す 。izan が 不 完了 分 詞 , 未来 分 詞 の 形 を と っ た 場 
も 含め て 比べ る と : 
behar zuen 「( 過 示 に お いて 常に ) 必要 だ っ た 」 
behar izan zuen 「( 過 去 に お いて その 時 ) 必要 に な っ が だ 
behar izaten zuen 「( 過 去 に お いて 時 々 ) 必要 と し て いた 
behar izango zuen [( 過 去 に お いて ) 必要 だ っ た ろう 」 
eta: 「 そ し て 」。 
urutirai urruti [ 釧 ]「 遠 く 」 方 格 語尾 ra 「 こ へ 」 で , 隔 
く へ Js 
gainerai [ 副 ]「 そ の うえ 」。 た いて い 文 末 に 思 か れる 。 
《 喝 が 兵役 へ 行か ね ば な ら な く な っ た , その うえ 遠く へ 》 


較 「 何 か 月 か が 」。 

lero ziren: igaro は 「 自 ] 「( 時 ) が 過ぎ る 」 完 了 分 詞 。ziren 
用 izan [自助 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 複 が ン し た 」 ( ゆ 1.15, 
| 月 
(数 か 月 が 過ぎ た 》 


0 eta Gabon Ganua heldu Zen. 

Gabon Gaua: [名 ]「 ク リス マス ・ イ ブ 」 定形 単数 絶対 格 , 自 
入 旧 hcldu zen の 主語 。Gabon は 「 ク リス マス の 日 (12 月 25 
則 gau は 「 夜 」。 

leldu zen: heldu [ 自 ]「 到 来 す る 」 完了 分 詞 、 zen は izan 
則 田 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 単 が ン し た 」。 (⑤1 28, 表 9)。 

(そし て クリ スマ ス ・ イ プ が や っ て 来 た 》 


50. Anaia zaharrena etxe-txokoaz, etxekoez eta biho- 
詩 語 副詞 名 
tzeko bere maiteaz gOgOrAtZen Zen 
動 周 

mnaia zaharrena: 自動 詞 gogoratzen zen の 主語 。「 長 男 」 
計 形 准 数 絶対 格 ( ゆ 1.45)。 

etxe-txokoaz cta bihotzeko bere maiteaz: ctxe-txoko は 
Mc [名 ]「 家 」 と tkoko [名 ]「 際 っ こと 」 が 合わ さっ た 複合 語 で 
【 限 か な , 居心地 の 良い 家庭 」 の ニュアンス を 持つ 語 。 複合 語 で あ 
上 W を 示す た め に ハイ フン で 貞 ぐ 。-az は 定形 単数 具 格 語尾 「< 
了 つ いて 」。 ctxckocz は ctxe [名 ]「 家 定形 潤 略 族 必 
ko 定形 複数 具 格 語尾 -cz で 「 家 の も の た ち に つい て 」。ectxeko 
訴 原義 は 「 家 の 」 だ が 定形 語尾 (ここ で は 具 格 の 定形 語尾 -c2) が 
誕 い て 名 詞 化し 「 家 人 , 家族 の 者 」 の 意味 に な る 。 ecta は [接続 ] 


ンー 


48. Hilabete batzu igaro Ziren。 


hilabete batzu: 自動 詞 jgaro ziren の 主語 。 hilabete E 
「 一 か 月 」 不定 形 絶対 格 , batzu [ 形 ]「 い くつ か の 」, 不定 形 
ーー: 氏 一 



















「 そ し て 」。 bihotzeko bere maiteaz の bihotzeko は bi 
[ 多 ] 「 心 」 す 定形 単数 位置 属 格 語尾 -cko。 「 心 の 」。 bere [ 連 ] 
自身 の 」。maiteaz は maite [名 ] 「 愛 する 人 , 恋人 」 二 定形 単 
格 語尾 -az。「 鼻 か し いわ が 家 に つい て , そし て 心 の 恋人 に 
て J。 儲 

g0goratzen zen: gogoratzcn は gogora-tu [ 自 ]「 思 い 尊 
の 不 完了 分 詞 。『 具 格 の 名 詞 ( 旬 ) 十 gogora-tu』 は 「 を 思い 肌 
Zen は ぐ ijZan [自助 ]「3 単 が ン し た 」。 ま た , この よう か 
詞 の 不 完了 分 詞 と 助動詞 の 過去 形 の 組み 合わ せ (過去 時 制 不 
相 ) は 「 通 示 に お ける 習慣 的 行為 」 を 表す 。 (その 時 / 示 年 / 先 
以前 ctc, 習慣 的 に こし て いた )。 3 


50-1. soldadu zegoen lekuan。 
連 体 修 飾 節 被 修飾 語 
3 





soldadu は [名 ] 「 兵 士 」 不定 形 絶対 格 。 soldadu の あと に 
bezala [接続 ]「 ン と し て 」 が 省略 され て いる と 考え られ る 。 
goen は [ 自 ] egon「 い る , ある 」 直 説 法 過去 NOR 活用 
形 , NOR (主語 )=3 単 の 場合 の 形 。 つ まり dago の 過去 で [3 
が いた 」。 こ こと で は 次 の 名 詞 lekuan に か か る 連 体 修 館 形 で [8 
が いた と ころ の <」( ゆ 1.6, dago お よび 1.40, zen の 項 )。 枯 
の zituzten 同様 zegoen も -n で 終わ っ て いる の で 連 体形 
識 n は 省略 され る が , 絢 勤 は -cn に 置か れる 。 egon [ 自 ] 
説法 過去 NOR 活用 , 単純 形 は 表 27 の と お り 。 lekuan は 』 
【 釧 ] 「 場 所 」 十 定形 単数 内 格 語尾 -an,「 場 所 に お いて 」。 と こと 補 
「 兵 士 と し て ( 彼 が ) いた 所 に お いて 」。 

《 兵 士 と し て ( 彼 が ) い た 所 に お いて 長男 は 家 を , 家族 を , そ 昌 
心 の 恋人 を 思い 田 し て いた 》 が) 
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定 二 計 
egon[ 自 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 単純 形 


NOR ( 生 語 ) 活用 


sg. 1 ni nengoen 「 私 は いた 」 
2 hengoen 「 お 前 は いた 」 
3 hura zegoen  「 彼 ( 女 ) は いた 」 

PL 1 gu geunden 「 私 達 は いた 」 
2 zeunden 「 あ な た ・ 妊 は いた 」 


2 。 zuek zeundeten「 あ な た 達 ・ 料 達 は いた 」 
3 haiek zeuden 「 彼 ( 女 ) ら は いた 」 











51. eta tristetu egin zen.… 


tristetu egin zen: tristetu [ 自 ] 「 間 し む 」 完了 分 詞 。cgin は 
発 米 [ 他 ]「 す る , 行う , 作る 」 の 意 だ が , 本 動詞 の 直後 に つい て 
その 本 動詞 を 強調 する 役目 を 果たす こと が ある 。 バ スク 語 で は 一 
文中 の 最も 強調 し た い 語句 は 動詞 部 の 直前 に 乙 か れる の が 原則 だ 
が , 動詞 その も の を 強調 し た いと き は , この 様 に 動詞 部 の 本 動詞 
の 直後 に cgin を 置く 。 こ の cgin に より 「 喜 ん だ り 怒 っ た り し 
た の で は な し に , 悲し なせ と いう こと を し た の だ 」 と いう 内 容 が 天 
直さ れる 。 そ の 際 , 分 詞 と し て の 変化 は 本 動詞 (こと で は triste- 
(u) で な く egin が 担 ら め と と に な る 。 つ まり と こと で は 過去 完了 相 
の 文 な の で egin は 完了 分 詞 で ある が , 不 完了 相 , 未来 相 の 場合 
は それ ぞ れ 次 の よう に な る 。 

tristetu egiten zen (過去 不 完了 相 王 悲し ん で いた ) 

tristetu egingo zen ( 遂 未来 相 ニ 悲し ん だ だ ろう ) 

ーー 




















Zen は izan [自助 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 単 が こし た 
(1 11, 表 9。 主語 は anaia zaharrena。 | 


《 そ し て (長男 は ) 悲 し ん だ 》 り 


Honclako pentsakizunetan zegocla、 Baltzolako 
laitzuloa ere ctorri zitzaion gogora。 cta bcre golko- 
jko esan zuen: “Hantxe banengo, ctxetik hurbil ss 
51-2. hain ederki ospatzem zituzten jaiak bere etxean.…! OM 

動 詞 直接 的 語 
2 ederli: hain [ 副 ]「 あ ん な に 」, cderki [ 右 ]「 素 晴 ら ピ 

」。 

ospatzen zituzten: ospatzen は ospartu [ 他 ]「 祝 ら 」 の 不 
完了 分 詞 , zituzten は izan[ 他 助 ] 直 説 法 過 示 NOR-NORI 
活用 , NOR, NORK と も に 3 複 ,「3 被 が 3 複 を こし た 」( ゆ 枯 
21, 表 11)。「( 彼 ら 5 は それ ら を いつ も ) 祝っ て いた 」。 

jaiak: jai [名 ] 「 祭 り 」 十 定形 複数 絶対 格 語 屈 -ak。「 祭 り を 」。 
こと の 語 は 複数 形 で 用 いら れる の が 普通 。 こ こ で の 祭り と は クリ ス 
マス を 指す 。 

bere etxean: bere[ 連 ]「 彼 の 」, etxean は etxe [名 ] 「 家 」 
定形 単数 内 格 語尾 -an「 家 に お お いて 」。 | 

《 役 の 家 で は あん な に ゃ 素晴らし く 祭り の 祝い を する な らい 湾 
っ た の だ .…!》 4 


Pentsatu bazuen,。 pentsatu zuen! Ziplo!。 gizon 
lleusi cta zatar bat agertu gitzaion。eta ahots ahul 
latez。galdetu Zion : 

ー Baltzolako haitzulora joan nahi duzu? 6 

ー Bai。 Gabon Gaua cetxekockin batera igaro 
pahi nuke nik! 





09. Honelako pentsakizunetan zegoela。 
玉 過 名 動詞 +a 

導 時 を 表す 副詞 節 。 

honelako pentsakizunetan: honelako [ 連 ] 「 と この よう な ]」。 
pentsakizunetan は pentsakizun [名 ]「 考 え , 思索 」 十 定形 複数 
内 属 語尾 -ctan,「 考 え に S い て , 考え の 中 に 」。 

zegocla: zegoen ぐ [ 自 ] cgon, 直 説 法 現在 NOR 活用 単純 
形 ,」NOR =3 単 ,「3 単 が いた 」 ( ツ 1. 51 表 27) 二 時 を 表 了 す 副 詞 節 
を 作る 語尾 -1a。 接 尾 辞 -la は 主 に 動詞 の 単純 形 ま た は 継続 相 の 
動詞 に 付い て 「 こ し て いる その 時 」 を 衣 す 。 同 じ く 時 を 表す 接 選 
詳 -can「 こ する 時 」 ( ゆ 1.22, zenean の 項 ) に 比べ る と ,「 時 」 の 
簡 が 狭く ,「 こ し て いる まさ に その 瞬間 ] の 感じ が ある 。 

(《 こ の 様 な 思索 の 中 に いた その 時 》 





< 駅 〉 これ ら の 事 が 起こ っ て 間もなく , 見 が 兵役 を 勤め た 行か 湖 
けれ ば な ら な く な り ま し た 。 そ れ も 如 く へ 。 

数 か 月 が 過ぎ , クリ スマ ス ・ イ プ が や っ て 来 ま し た 。 長男 は 記 
兵役 の 地 で 使 か し い 家 を , 家族 を , そし て 愛す る 恋人 を 思い 由 し 請 
悲し く な っ て し まい まし た .… 彼 の 家 で は 本 当 人 素晴らし く ク リス | 
マス を 祝う な らい で し た か ら :…! 
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53-4. Baltzolako haitzuloa ere etorri zitzaion gogora。 





詩 語 動 詞 

Baltzolako haitzuloa ere: ctorri zitzaion の 主語 。haitzM 
1oa は haitzulo [名 ] 「 洞 穴 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。 cre 
「 こ も 」。「 バ ルツ ォ ラ の 洞穴 も 」。 】 
etorri zitzaion gogora: gogora は , gogo [名 ] 「 思 い 」 十 
形 単数 方 格 語 必 ra で 「 思 い へ 」。 ctorri は [ 自 ] 「 来 る 」, 完 | 
分 詞 。gogora etorri で 「 頭 に 浮か ぶ , 思い 出さ れる 」。z2itzait 
は izan [自助 ] 直 説 決 過 去 NOR-NORI 活用 , NOR (主語 ) 
3 単 , NORI ( 間 拉 目的 語 )=3 単 の 場合 の 形 で 「3 単 が 3 単に 


し た 」 (1.24。 2itzaicn。 表 12)。「3 単に 」 は 「 長 男 に 」 を 指 天 


語順 が gogora ctorri zitzaion で は な く ctorri ZitzaiOn gOgON 
と な っ て いる の は , この 文 の galdcgaia (最も 言い た い 事 ) 
Baltzolako haitzuloa cre で あり , し た が っ て と の 部 分 が | 
etorri の 直前 の 位置 を 占め ね ば な ら な か っ た た め 。 と この 語順 に 
っ て 「 バ ルツ ォ ラ の 洞穴 も 」 の 部 分 が 強調 され る 。 f 

《 バ ルツ ォ ラ の 洞穴 も 頭 に 浮か ん だ 》 


54-5. eta bere golkorako esan Zueni 


bere golkorako: bere は [ 運 ]「 彼 自身 の 」, golkorako 6 
golko [名 ] 「 ふ と と ろ 」 に 接尾 辞 -rako が 付い た 形 。-rako は . 
ら に 方 格 語尾 -ra 十 位置 属 格 語尾 -ko に 分 析 で きる 。 

esan zuen: esan は [ 他 ]「 言 う 」 完 耳 分 詞 , bcre golkor: 
esan で 「 独 り 言 を 言う 心 の 中 で 咳 く 」。 zuen は izan [ 他 ! 
直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 , NOR, NORK と も に 3 単 。 呈 
単 が 8 単 を ン し た 」 (⑤ ゆ 1 25, 表 11)。 

《 そ し て 独り 言 を 言っ た 》 
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55-6. “ Hantxe. banengo。etxetik hnrbil 1 の 


hantxe: han[ 副 ]「 あ そこ と に ・ で 」 十 強調 の 接尾 辞 -txe,「 ま 
さき に あそこ と に ・ で 」。 

banengo: cgon[ 自 ]「 い る , ある 」 の 条 促 法 条 件 NOR 活 
用 , 単純 形 , NOR (主語 )=ni「 私 は ] の 場合 の 形 で 「 も し 私 が 
いた ら 」。 仮定 を 表す 表現 の 代表 的 な も の と し て , 直 説 法 を 用 い 
る や り 方 と , 条件 法 を 用 いる や り 方 が ある が , 前 者 は ある 行為 や 


動作 や 状態 が 実現 可能 な 場合 , また は 実現 可能 と みな され る 場合 


に 用 いら れ , 後者 は 事実 に 反する 仮定 を 表す の に 用 いら れる 。 に 
xctik は etxe [名 ] 「 家 」 十 定形 半数 座 格 語尾 -tk, 「 家 か ら 」。 hur・ 
bl は [ 剛 ] [近く に 」。 

《「( ぼ ぽく が ) あ そ と に いれ ば な あ , 家 の 近 くに …])》 





一 28 一 
cgon [ 自 ] 条件 法 条 件 NOR 活用 単純 形 


NOR (主語 ) 活用 
sg 1 mi banengo 「 も し 私 が いた ら 」 
2 jj bahengo 「 も し お 前 が いた ら 」 
3 hara balego 「 も し 役 ( 女 ) が いた ら ] 
1 gu bageunde 「 も し 私 た ちがい た だら] 
2 zu bazeunde 「 も し あな た が いた ら 」 
2 zuek bazeundete 「 も し あな た た ちがい た ら 」 
3 haiek baleude 「 も し 彼 ( 女 ) ら が いた ら 」 攻 


pL 














57. Pentsatu bazuen。 pentsatu Zuen! 
pentsatu は [ 他 ]「 考 える ] 完了 分 詞 , bazuen は zuen ぐ izan 
ー 拓 3. 一 


[ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 , 「3 単 が 3 単 を キン し た ] 
に 条件 を 表す 接頭 辞 ba-「 も し な ら 」 が 付い た 形 で 。 ここ まで | 
「3 単 が 3 単 を 考え た な ら 」。 pentsatu zuen は 「 考 えた 」。 と の 症 
よう に 文字 どおり に 訳す と 。「 彼 が それ を 考え た ら 考 えた 」 と な 
る が , 『< 完 了 了 分 詞 十 ba- 二 助動詞 の 直 説 法 過 去 〉 十 < 過去 完了 相 の 
文 〉』 で , 起 と っ て し まっ た こと と へ の 後悔, 艇 惚 を 表す 事 が ある 。 請 
こと で は 「 ま さか そん な 事 を 考え る と は !」「 そ ん な 事 を 考え る が 
ら こ ん な 事 に な っ た 」。 
《 こ と も あろ うに そん な 事 を 考え て し まっ た )》 


57-8. iplo !, gizon itsusi eta zatar bat agertu Zitzaion。 
詩 衣 動 尊 
2iplo: [ 訓 ]「 突 然 」」 ここ で は 何 か が 突然 現れ た 時 の 撰 能 音 と 
し て 間 投 宙 の よう に 使わ れ て いる 。 





gizon itsusi eta zatar bat: 自動 詞 agertu zitzaion の 主語 


で 全体 が 絶対 格 。 gizon は [名 ]「 男 」, itsusi は [ 形 ] 「 醸 い 」, 
zatar は [ 形 ] 「 汚 い 」。 い ずれ も 不定 形 絶対 格 。bat は 「 一 人 の 」 


不定 形 絶対 格 。itsusi, zatar,bat と も に gizon に か か る 。 最 後 


の 修飾 語 bat に よっ て この 名 詞 旬 全体 が 絶対 格 と な っ て いる ( き 
12)。「 了 本 く 汚い 一 人 の 男 」。 


agertu zitzaion: agertu[ 自 ]「 現 れる 」 完了 分 詞 , zitzaion 


ぐ izan [自助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORI 活用 , NOR (主語 ) 
NORTI (間接 目的 語 ) と も K に 3 単 ,「3 単 が 3 単に こし た 」 (9⑦1.54. 
表 12)。 こと こ で は NOR は gizon bat NORI は 「 長 男 」。 
「 藤 く 汚 い 一 人 の 男 が 長男 に 現れ た 」。 

(突然 , ドロ ン ! と 一 人 の 醒 く 汚い 男 が ( 彼 に ) 現 れ た 》 
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58-9. eta ahots ahul batez。galdetu Zion: 


ahots ahul batez: ahots [名 ] 「 声 」, ahul [ 形 ]「 弱 々 し い 」, 
と も に 不定 形 絶対 格 。 batez は bat [数 ]「 一 つ (の )」 十 不定 形 具 
『 尾 -ezg「 一 つの で も っ て 」。 最 後 の 修 館 語 batez に より 殺 
金 体 が 具 格 と な る (o ゆ 1.2)。「 ひ と つの 弱 々 し い 声 で も っ て 」。 
galdetu zion: galdetu [ 他 ] 「 尋 ね る 」 完了 分 詞 。 zion は 
izan [ 他 助 ] 直 説 法 骨 示 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR ( 直 
接 目的 語 ), NORI (間接 目的 語 ) NORK (主語 ) すべ て 8 単 ,「8 
虎 が 3 単に 8 単 を とし た 」 ( ツ 1.26, 表 14)。 こ こ で は 「 そ の 男 が 
長男 に (次 の こと を ) 尋ね た 」。 
《 そ し て 弱 々 し い 声 で (その 男 が 長男 に 次 の こと と を ) 哨 ね た 》 


60. 一 Baltzoiako haitzulora joan nahi duzu? 

Baltzolako haitzulora: haitzulora は haitzulo 洞穴]」 定 
形 単数 方 格 語尾 -ra。「 バ ルツ ォ ラ の 洞穴 へ 」。 

joan nahi duzu: joan [ 自 ]「 行 く 」。 nahi izan は [ 他 ]「 欲 
する , 唱 む 」 だ が , 動詞 の 完了 分 詞 の 直後 に 岬 か れ ,「 し た い 」 
を 表す 。 ここ で は 「 行 きた い 」。 この 場合 動詞 の 完了 分 詞 は nahi 
izan の 支配 下 に 購 か れ , 全体 が 他動詞 の 活用 を する 。nahi izan 
は 1.46 の behar izan と 同様 の 使い 方 を する 動詞 で ある 。 duzu 
は izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 , NOR (直接 目 
的 語 )=3 単 , NORK (主語 )= ニ zuk「 あ な た が 」 の 場合 の 形 「 あ な 
た が 3 単 を シン する 」( 表 5)。 joan nahi duzu は 「 あ な た は 行 
きた い 」。 

《⑰ バ ルツ ォ ラ の 洞穴 へ ( 君 は ) 行 きた い の か J)》 
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61-2. 一 Bai。 Gabon Gana etxekoekin batera で 
CD 靖 ーー ー 才 Ahm 
坦 aro mahi muke mik! izan [ 他 助 ] 条件 法 帰結 現在 人 称 代名詞 能 格 
bai: [ 硬 ] 背 定 辞 はい, ええ 」 な 5 0 5g 1 nik [名 名 
の コ > ええ 」。 

Gabon Gaua: 定形 単数 絶対 格 , 他動詞 igaro nahi nuke OR 全滅 計 押 ka93 2 hik 「 玉 前 が 」 
の 直接 目的 語 で 「 ク リス マス ・ イ ブ を 」。 NORK ( 半 語 ) 活用 3 hark「 彼 ( 女 ) が 」 

etxekockin batera: ctxekockin は ctxe [名 ] 「 家 」 二 定形 単 sg 1 nik 。nGOu(②ke DL 1 guk 「 秋 建 が 」 
数 位置 属 格 語尾 -ko 十 定形 複数 共 格 語尾 -ckin 「 ン と と も に 」 で , 2 hik hGtOu⑦ke 2 zuk 「 あ な た * 因 が 」 
「 家 人 避 と と も に 」。ctxcko の 原義 は 「 家 の 」 だ が , 定形 語尾 を さ 3 hark 1GOu(2ke 2 zuek DB 紅 m 
ら に 付加 し て 「 家 PL. 1 guk genG6Du(2ke 9 haiek 「 彼 ( 放 ) ら が 」 
の 者 , 家族 」 の 意 一 表 29 一 2 zuk zenGOu の ke ed 
に な る 。 こ こ で は 共 格 「 こ と と も に 」 2 zuek zenG)ukete B6429NIN 3 
共 格 の 定形 語尾 が 生物 ・ 無 生物 と も 8 haiek 1GOu( の kete ミ 
MA 母音 で 終わ る 語 子音 で 終わ る 骨 ir は 革 目的 用 が 9 作 の 時 現 
0 共 衝 は 「ー | 未定 形 rekn -kin れる 板 数 本 識 。 は 1- と と 
と と も に 。 と 一 | 叶 形 数 OR ト も に 現れ る 上 英 ぎ の 子音 。 
炒 に 」 を 表す 格 。 1 TIO。OMUHDIHKGK SIO205 ge 
96anlcya[ 下 家財 人 CS nik: この 六 の 主語 。 人 衝 代 名 詞 mi の 能 格 形 「 私 が 」( ゆ 天 
に 」。 『 共 格 形 の 語句 十 batera』 で 「< と 一 緒 に , と 同時 に 」。 31。 

igaro nahi nuke: igaro [ 他 ] 「 過 ご す 」, nahi izan[ 他 ] は 動 《「 え え , クリ スマ ス ・ イ プ を 家族 と と も に 過ごし た い の で す ]」)》 
詞 の 完了 分 詞 を 直前 に 伴い 「 こ し た い 」 ( 必 1.60)。 nuke は izan 
【 字 助 ] 条件 法 帰結 現在 NOR-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 ) < 駅 > こん な と と を 考え て いる と , バル ツ ォ ラ の 洞穴 も 思い 出 
=3 単 , NORK (主語 )=nik 「 私 が 」 の 場合 の 形 ( 表 30)。 条件 され , ひと り 咳 きま し た ,「 あ そ と に いる ん だ っ た ら だ な あ , 家 の 近 
法 帰結 は 。 条件 節 た し で それ だ け 独 立 し て , 実現 の 可能 仁 の 低い く c 12 
事柄 を 表し た り , 読 曲 表 現 と し て 用 いら れる 。 こ こ で は nuke で よせ ば いい の に 彼 が そん な 事 を 考 を る と , 突然 ドロ ン ! と 一 
な く 直 説 の dut を 用 いで も よい と こと ろだ が 錠 曲 な 感じ を 出す 人 の 醒 く 治ら し い 男 が 目 の 前 に 現れ まし た 。 そ し て 弱 々 し い 声 で 
た め nuke が 使わ れ て いる 。 尋ね まし た 。 
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「 バ ルッ ツェ ラ の 洞穴 へ 行き た い の か い 」 
「 え え , クリ スマ ス ・ イ ブ を 家族 と 一 緒 に 過ごし た いな あと 思っ | 
て いる ん で す !」 





ー Baltzolako haitzulora neuk eramango zaitut 


txispa batek dirauen denboran: hara heldu on- 
doren, nik cmango dizkizudan bi gauza ctxera 
eramango dituzula agintzen badidazu. 

一 Ongi da! Eramango ditut zuk esaten dituzun 
bi gauza horiek. 

ftzok amaitzea eta Baltzolako haitzuloan aur- 
kitzea gauza bat bera izan zen、eta mutilarekin 
batera hantxe agertu zen gizon itsusi cta zatar 
hura ere. Eta hark csan zion: 

一 Itxaron apurtxo batean。 etxera cramango ditu- 
zula agindu dizkidazun gauzak oraintxe ckarriko 
dzkizut cta! 





63. Baltzolako haitzulora neuk eramango zaitut 
主語 動詞 
Baltzolako haitzulora: 「 バ ルツ ッ ュ ラ の 洞穴 へ 」( ツ 1.60)。 
neuk: 他動詞 eramango zaitut の 主語 。nik [ 代 ] 「 私 が 」 (ni 
の 能 格 形 ) の 強調 形 で 「 ほ か な ら ぬ 私 が 」。 
eramango zaitut: eramango は eraman [ 他 ] 「 連 れ て 行く 」 
未来 分 詞 , zaitut は izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活 


0 一 














一 表 32 一 
izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 と 過去 NOR-NORK 活用 
NOR (直接 目的 語 ) ニ 2Zu「 あ な た ・ 財 を 」 
「 こ が あな た ・ 君 を て する / し た ] 


NORK ( 生 語 ) 現在 過去 
sg. 1 mik Zaitut zintudan 
2 hik ー ー 
3 hark Zaitu gintuen 
pL 1 guk zaitugu Zintugun 
2 zuk ー ーー 
2 zuek ー ー 
3 haiek zaituztete intuzteten 











用 NORK ( 生 語 )=pik 「 私 が 」, NOR (直接 目的 語 ) ニ zu 「 あ な 
た を 」 の 場合 の 活用 形 , 「 私 が (nik) あな た を (zu) こす る 」 (⑤ 上 
表 )。 cramango Zaitut は 「 私 が あな た を 連れ て 行こ う 」。 な お , 
eramango zaitut は 。 未来 分 詞 と 現在 時 制 の 組み 合わ せ で , 現在 
か ら 見 た 未来 を 表す (現在 時 制 未来 相 )。 

《「 こ の 私 が バル ツ ォ ラ の 洞穴 へ 君 を 連れ て 行こ う 」》 


64. txispa batek dirauen denborans 
連 体 修飾 節 被 修 館 語 
ーー ーーー 


全 体 が 副詞 名 た な っ て いる 。 
txispa batek: dirauen の 主語 。 txispa [名 ] 「 火 花 」, batek 
は bat「 一 つの 」 の 能 格 形 で txispa に か か る 。「 一 つの 火花 が 」。 





dirauen: 動詞 dirau に 連 体 節 を 作る 語尾 -cn が 付い た 形 で 


denboran に か か る 。dirau は , iraun [ 他 ] 「 持 続 す る 」 直 説法 





現在 NOR-NORK 活用 単 
績 形 。 NOR (直接 目的 語 ) ニ 呈 立 9 

3 単 , NORK (主語 )=3 単 の jraun [ 他 ] 直 説 法 現 在 
場合 の 形 ( 選 右 表 )。「3 単 が | NOR-NORK 活用 単純 形 
持続 する 」。 iraun は 136 の NORK ( 王 語 ) 活用 
alde egin 同様, 特に 直接 目 | sg. 1 mik diraut 
的 語 を 伴う わけ で は な い が 他 2 hik dirauk/n 
動詞 と し て 扱わ れる 。NORK 
(主語 ) は txispa batek。 こ pL 


の 


hark diau 
guk diraugu 








と まで 「 一 つの 火花 が 持続 す 2 。 zuk dirauzu 
る と ころ の 」。 2 zuek dirauzue 
denboran: denbora [名 ] 3 haiek diraute 


「 時 間 」 二 定形 単数 内 格 語尾 ーーーーーーーーーーーーーー 
-ne「 時 間 に お いて 」。 と と まで 「 一 つの 火花 が 続く 時 間 に お いて 」 
だ が , つま り 「 非 常に 短い 時 間 で , 一 瞬 の うち に 」。 

《 火 花 が 一 つ 関 く 間 に 》 


64-5. hara heldu ondoren。 


hara は 【[ 副 ]「 あ そこ へ , そこ へ 」。heldu は [ 自 ] 着く 」 完 
了 分 詞 。ondoren は [接続] 動詞 の 完了 分 詞 を 直前 に 伴い 「 こ し 
た あと 」。 


《 そ こ に 着い た 後 》 








65-6. mik emango dizkizudan bi gauza etxera eramango 
直接 目的 語 (名 詞 節 ) 
dituzula agintzen badidazu 
動詞 

複雑 に 見 える が , 骨格 と な る 型 は 『 直 接 目的 語 十 動詞 』。 直接 

目的 語 に あたる の は 名 詞 節 nik - dituzula, 動詞 は agintzen 

badidazu。 ま ず 動 詞 部 か ら 見 て いこ うら 。 

agintzen badidazu: agintzen は agin-du [ 他 ] 「 約 束 す る 」 
の 不 完 了 分 詞 , badidazu は didazu ぐ izan [ 他 助 ] 直 説 法 現在 
NOR-NORI-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 )=3 単 , NORI 








一 吾 .34 一 
izan [ 他 助 ] 直 説 法 現在 と 過去 NOR-NORI-NORK 活用 
NOR (直接 目的 語 ) 三 8 単 /8 複 , 
NORI (間接 目的 語 ) ニ niri 「 私 に 」 
「 こ が 私 に 3 単 /3 折 を ン す る / し た 」 


NORK (主語 ) 現在 過 
sg. 1 113 ーー ー 
2 ik (2ki)dak/n hi(2ki)dan 
3 。 hark di(2kiDt (2ki)dan 
L 1 guk CT け ス 
2 。 zuk (2ki)dazu zeni(zki)dan 


2 zuek di(Zki)dazue zeni(zki)daten | ヶ 
3 。 haiek di(2ki)date gi(Zki)daten 


盗 -zki- は 直接 目的 語 が 複数 の 時 現れ る 。sg. 2 の -k は 主語 
hik が 男性 の 時 , -n は 女性 の 時 に 現れ る 。 











ーー 





(間接 目的 語 ) ニ niri 「 私 に 」, NORK ( 竹 語 ) 王 uk「 あ な た が 」 の 
場合 の 形 「 あ な た が 私 に 3 単 キ セン する 」 に 条件 を 表す 接頭 辞 bax 
「 も し て な ら 」 が 付い た も の (⑤ 表 3))。「 も し あな た が 私 に 約 東 


する な ら 」。 
護 次 に 直接 目的 語 を 見 て 行こ う 。 ま ず bi 一 dituzula か ら : 


bi gauza ctxera eramango dituzula: bi は 「 二 つの 」, 
gauza は 「 名 | 「 物 」 不定 形 絶 対格 。 eramango dituzu(la) の 目 
的 語 に あたる 。「 二 つの 物 を 」。ctxera は etxe 「 家 」 十 定形 単数 方 
格 語尾 +a,「 家 へ 」。eramango は eraman [ 他 ] 「 運 ぶ , 持っ で 





デ 表 :35 王 
izan [ 他 助 ] 直 説法 現在 と 過去 NOR-NORI-NORK 活用 
NOR (直接 目的 語 ) 三 3 単 /8 複 ,NORT (間接 目的 語 ) 
ーzuri「 あ な た * 膨 に 」/ zuei 「 あ な た 連 ・ 君 連 に 」 
「- が あな た ( 遅 ) に 3 単 /3 複 を する / し た 」 
NORK ( 宇 語 ) 現在 過去 
8g.。 1 nik 呈 (2ki)zu(e)t ni(zki)zu(e)m 
hik に に 
hark di(zki)zu(e) 21(Zki)zu(e)n 
guk (2kiD)zu(e)gu 
Zuk ーー こつ 


genizki)zu(Gn 


2 。 zuek ピー 拓 テ 
3 haiek di(zki)zu(e)te 2i(Zki)zu(c)ten 


竣 2ki- は 直接 目的 語 が 複数 の 時 , -e- は 間接 目的 語 が zuei の 
時 現れ る 。 
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67. 


用 
で 


( 韻 


行く 」 の 未来 分 詞 。dituzula は ditazu < ぐ izan 「 他 助 ] 直 説 法 現 


在 NOR-NORK 活用 , NOR (交接 目的 語 )=3 複 , NORK ( 生 
館 )=zuk。「 あ な た が 3 複 を ン す る 」(⑤ 表 5) に , 名 詞 節 を 作る 族 
必 ls が 付い た 形 。「 あ な た が 二 つ の 物 を 持っ て 行く だ ろう , と ]。 
残 っ た nik emango dizkizudan は , bi gauza を 修飾 する 連 


体 修飾 節 。 

nik: ni の 能 格 形 で emango dizkizndan の 主語 「 私 が ]。 
emango dizkizudan: emango は cman [ 他 | 「 与 える , 渡す 」 
未来 分 詞 。dizkizudan は dizkizut ぐ jzan [ 他 助 ] 直 説法 現在 
IOR-NORI-NORK 活用 、NOR (直接 目的 語 )= ニ 3 複 , NORI 
接 目的 語 )=zuri「 あ な た に 」, NORK ( 生 語 )=nik 「 私 が 」 の 
合 の 形 で 「 私 が あな た K に 3 複 を て する 」 (⑦ 表 35) の 連 体 形 。bi 


gauza を 修飾 する 。 従 っ て この 錠 体 修 館 節 は 「 私 が あな た に 与え 


で あろ うと ころ の (bi gauza 三 9 複 )」。 

《 私 が あな た に 渡す 二 つ の 物 を 家 へ 持っ て 行く と , (あな た が 私 
) 約束 する な ら J》 

ーOngi da! 


ongt は 【[|「 良 く 」。 da は jizan [ 自 | 直 説 法 現 在 NOR 活 
単純 形 、「3 単 は ー だ 」。 全 体 で 慣用 旬 の よう に. 「O.K.」 の 意味 
用 いら れる 。 


件 いい で す よ ょ J》 


67-8. Eramango ditut zuk esaten dituzun bi gauZa Aorlk, 


載 








動 軸 豆 接 目的 語 
と の 文 も L65-6 の 文 と 同じ く , 骨組 み は 『 動 詞 士 直接 目的 語 』。 
erarmango ditut: cramango は eraman | 他 ] 「 持 っ て 行く 」 
ー* ょ 6 一 








の 未来 分 詞 , ditut は izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORK 
用 , NOR (直接 目的 語 ) 三 3 複 , NORK ( 生 語 ) ニ n 近 「 私 が 」 の 
合 の 形 「 私 が 3 複 を ン っ する 」。 と こと ま で 「 私 が (zuk 以下 =3 複 
持っ て 行き まし ょ うら ]。 ! 

zuk esaten dituzun: bi gauza horiek を 修飾 する 連 体 節 。 
まず この 連 体 節 zuk csaten dituzun だ が , zuk は 人 称 代 名 | 
zu の 能 格 「 あ な た が 」 で esaten dituzun の 主語 。 csatent 
esan [ 他 ]「 言 う 」 の 不 完了 分 詞 , dituzun は dituzu ぐ izan [1 
甚 ]「 あ な た が 3 複 を ン す る 」( ツ 1.60, 65, 表 5) に , 連 体 修 館 
を 作る 語尾 -n が つい た 形 。 被 修飾 語 bi gauza horick が 複 
で ある た め duzu(n) で な く dituzu(n) と な る 。 と こと まで 「 あ が 
た が 言う と と ろ の <」。 

bi gauza horieck: bi は 「 二 つの 」, gauza は 【[ 名 ]「 物 』 
horick [ 形 ] は 絶対 格 で 「 そ れ ら の っ を 」。「 そ れ ら の 二 つ の 物 を 」 証 

《 あ な た が 言う と ころ の それ ら の 二 つ の 物 を (私 は ) 持っ て 行 前 
まし ょ 2》 


69-70. HHitzok amaitzea eta Baltzolako haitzuloan aurkitzea 





主 苗 
gauza bat bera iZan Zen。 
主格 補語 動詞 


hitzok amaitzea: hitzok は hitz [名 ]「 と と ば 」 の 定形 近 
い 複 数 絶対 格 。 近 い 複 数 は , 「 こ れ ら の 」 の 意味 の 複数 で ある 。 
普通 の 複数 形 は 例え ば 絶対 格 の 形 な ら ば -ak を 付 し て 作る の に | 
対し て , 近い 複数 は 語尾 -ok に よっ て 表 さ れる 。 こ の hitzok は 
amaitzea の 主語 で 「 こ れ ら の 言葉 が 」。 amaitzea は amai-tul 
〔 自 ] [終わ る 」 の -t②ea 形 (ウト 41。 izatea, 1 42, joatea の 項 )。 
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ここ で は 自動 詞 の 主語 と な る の で 「 終 わる こと は ]」。 


eta: 「 ン と <」。 
Baltzolako haitzuloan aurkitzea: haitzuloan は haitzulo 
[名 ] 「 洞 穴 」 定 形 単数 内 格 語尾 -an。 「 バ ルツ ュ ラ の 洞穴 の 中 に 」。 


aurkitzea は 。 前 出 amaitzca と 同様 aurki-tu [ 自 ] 「( 自 分 自身 
を ) 見 出 だ す , で ある , に いる 」 の -t(②)ea 形 。「 い る と と は 」。 

gauza bat bera: 主格 補語 。 gauza [名 ]「 こ と 」, bat [数 ] 
1 bera [ 形 ]「 同 じ そ の 」, 絶対 格 。「 同 じ ー つ の こと 」。 

2an zen: izan[ 自 ]「ー で ある 」 完了 分 詞 と , zen ぐ izan | 自 
助 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 , NOR=3 単 , 「3 単 が ンー だ っ た 」( 字 
1 11, 表 9) か ら 成る , izan [ 自 ] の 竹 合 形 。1.6, dago ぐ cgon の 
時 と 同じ く , 複合 形 と 単純 形 の 人 い を 比べ て みる と : 


現 在 過 到 
Polita izan da. (完了 相 ) Polita izan zen. 
「( 今 まで / た っ た 今 ) 「( そ れ ま で / そ の 時 ) 
きれ い だ っ た 」 きれ い だ っ た 」 
複合 形 ( Polita izaten da. ( 不 完了 相 ) Polita izaten zen. 
「( 日 頃 / 習 慣 的 に ) 「( 日 頃 / 習 慣 的 に ) 
きれ い だ , きれ きれ い だ っ た , きれ 
いな も の で ある 」 いな も の だ っ た 」 
Polita izango da. (未来 相 ) Polita izango zen. 
「( 将 来 / 未 来 ) 「( 将 来 / 未 来 ) 
きれ い だ ろ う 」 きれ い だ っ た ろう ] 
単純 形 Polita da. ( 不 完了 相 ) Polita zcn. 
「( 今 / 性 質 と し て ) 「( そ の 当時 / 條 質 と と 
きれ い だ 」 て ) きれ い だ っ た 』 


同じ 不 完了 相 で も 複合 形 で は 断続 性 が 表現 され る が , 単 加 形 で 
は 継続 性 が 表わさ れる 。 ま た 完了 相 の 複合 形 に は 明 間 性 ある い は 
(5 一 








その 時 まで の 継続 性 が 表 さ れる 。 ま た ほとん どの 動詞 は 複合 形 
か 持た な い が , そう し た 動詞 で は 復 合 形 の 不 完了 相 が 単純 形 に よ | 
る べき 不 完了 相 を も 表現 する 。 | 

《 こ れ ら の 言葉 が 終わ る の と バル ッ ォ ラ の 洞穴 人 自分 自身 を 見 | 
出 だ す の は 同じ ー つ の と と だ っ た 。( 二 つの 動作 が 同時 に 起こ っ 
た こと を 表す )》》 


70-2. eta mutilarekin batera hantxe agertu Zen 
動 奇 
品 Zon itsusi eta zafar hura cre 
主語 
mutilarekin batera: mutilarekin は mutil [名 ] 「 青 年 」 十 室 


形 単数 共 格 語 怖 -arekin, 「 青 年 と 共に 」。batera は bat [数 ]「1 」 


(の )」 二 定形 方 格 語尾 -cra の 形 だ だ が 前 に 共 格 名 詞 を 伴っ て 「 ン と | 


同時 に 」 を 表す 。hantxe は han [ 副 ]「 あ そこ と に 」 の 強調 形 「 ま 上 


さ に あそこ に 」。 


agertu zen: agertu [ 自 ]「 現 れる 」 完了 分 詞 。 zen は izan | 


[自助 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 , 「3 単 が ン し た 」 (1.11, 表 9)。 
gizon itsusi eta zatar hura cre: この 文 の 主語 。gizon [名 ] 
「 男 」, itsusi [ 形 ] 「 朋 い 」, zatar [ 形 ] 「 治 い 」 は いずれ も 不定 形 絶 
対格 。hura は | 形 ]「 あ の , その 」 絶対 格 。ere「 こ も 」。「 そ の 陳 
く て 汚 ら し い 男 も 」。 
《 そ し て 青年 と 同時 に 。 その 醸 く 汚 らし い 男 も ゃ そ と に 現れ た 》 


72. Eta hark esam zion: 


hark: 3 人 称 代名詞 hura の 能 格 形 。 こ と で は 「 役 が 」。 
esan zion: esan[ 他 ]「 言 う 」 完 了 分 詞 , zion は izan [ 他 助 ] 
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直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 , 「3 単 が 3 単に 3 単 を ン 
し た 」 ( つ 1.26)。NORK (主語 ) は hark, NORI (間接 目的 語 ) 
は 青年 , NOR ( 謙 目的 語 ) は 次 の せり ふ を 指す 。 

《 そ し て 彼 が ( 彼 に ) 言 っ た 》 


73. 一 Itxaron apurtxo batean。 

itxaron: [ 他 ] 「 待 つ 」 の 完了 分 詞 で , ここ で は 命令 形 と し て 使 
われ て いる 。 命令 を 表す の に , 命令 法 ( ウ 1. 31) の 代わ り に 動詞 
の 完了 分 詞 が 単独 で よく 使わ れる 。 

apurtxo batean: apurtxo は apur [名 ] 「 か けら : 少量 」 
指 小 辞 -txo, batean は bat [数 ] 「1」 十 定形 内 格 語 選 -ean。 全 
体 で 硬 詞 的 に 「 少 し の 間 ]。 

《「 少 し 待て J》 


73-5. etxera eramango dituzula agindn dizkidazun gauzak 
直接 目的 語 
oraintxe ekarriko dizkizut eta! 

動 記 理由 の 接続 詞 
凛と の 文 も 複雑 に 見 える が , 骨格 と な る の は 『 直 接 目的 語 十 動詞 』 
の 刑 で ある 。 ekarriko dizkizut が この 文 の 動詞 。 gauzak は 
その 直接 目的 語 。 ctxera _ dizkidazun は gauzak を 修飾 す 
る 連 体 館 だ が , その 節 の 中 に さら に agindu dizkidazu(n) と 
いう 動詞 部 と , その 目的 語 と な る 名 詞 節 ctxera dz が 

含ま れる 。 ま ず 骨 格 と な る 部 分 か ら 見 て いこ う 。 
-… gauZak oraintxe ekarriko dizkizut eta: gauzak は gauza 
[名 ] 「 物 」 十 定形 複数 絶対 格 語尾 - ト 。ekarriko dizkizut の 直接 目 
的 語 。 「( 複 数 の ) 物 を 」。 oraintxe は orain [名 / 副 ] 「 今 」 品 調 
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の 語尾 -txe, 副詞 と し て 「 た っ た 今 」。 ekarriko dizkizut の 上 
ekarriko は ckar-ri [ 他 ] 「 持 っ て 来る ] の 未来 分 詞 。 dizkizut 
は izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR 
(直接 目的 語 )3 複 , NORI (間接 目的 語 ) ニ zuri「 あ な た に 
| NORK ( 生 語 ) ニ nik 「 私 が 」,「 私 が あな た MC 9 複 を て する 」 ( ツ 1 
65, dizkizudan の 項 , 表 35)。3 複 の NOR ( 直 接 目的 語 ) は gau- 
zak。 こ こま で 「 私 は 物 ( 複 ) を あな た に 持っ て こよ う 」。 文末 の | 
eta は 理由 を 表す 接続 詞 「ー な の で 」 ( ツ 1.27)。 
廊 次 に gauzak を 修飾 する 節 を 見 て みよ う 。 ま ず 動 詞 の 連 体 形 か 
ら 。 
agindu dizkidazun: agindu は [ 他 ] 「 約 束 す る 」 完 了 分 詞 。 
dizkidazun は dizkidazu ご izan [ 他 助 ] 直 説 法 現在 NOR<- 
NORI-NORK 活用 , NOR (直接 月 的 語 ) ニ 3 複 , NORI ( 問 接 
! 目的 語 )=niri「 私 に 」, NORK (主語 )=zuk「 あ な た が 」 の 場合 
の 形 ,「 あ な た が 私 に 3 複 を ン す る 」 に 連 価 館 語 尾 -n が 付い た 
形 。 こ こま で が gauzak を 修飾 する 節 で , 「 あ な た が 私 に 約束 し 
た と ころ の (3 複 の 物 )」。 
etxera eramango dituzula: agindu の 目的 語 と な る 名 詞 節 。 
etxera 「 家 へ 」。cramango は eraman [ 他 ] 未来 分 詞 , dituzula 
は dituzu ian [ 他 助 ] 直 説 法 現在 NOR-NORK 活用 ,「 あ 
| な た が 3 複 を ン す る 」 十 名 詞 節 を 作る 語尾 la 「 こ と 」。 ここ まで 
「 あ な た が 家 へ 持っ て 行く だ ろう , と 」 ( ゆ 1.66)。 
《 あ な た が 家 へ 持っ て 行く と 私 に 約束 し た 物 を , 今 (あな た に ) 
持っ て 来る の で 》 


物 を 家 へ 持っ て 行く と わし に 約束 し て くれ る な ら ] 

「 い いで す と も ! あな た の 言う その 二 つ の 品 を 持っ て 行き まし 
ょ う 」 

と うら 言 い 終 わる と 同時 に , 長男 は バル ツ ォ ラ の 洞穴 に いま し た 。 
そし て あの 杯 い 汚 ら し い 男 も , 彼 と 一 緒 に その 同じ 場所 に 姿 を 現 
し まし た 。 男 は 言い まし た 。 

「 ち ょ っ と 待っ て いろ , お 前 が 家 に 持っ て 行く と 約束 し て くれ 
た 品物 を 今 す ぐ 持 っ て 来る か ら 」 





Eta handik laster han agertu zen urre zati handi 
batez eta zetazko gerriko bat ekarriz: eta mutilari 
emmanez。 CSan ZiOn: 

ー Har itzazu bi zera hauek, eta urrea gOrde 
ezazu zeuretzat, eta Zetazko gerrikoa emmaiozu ZuTe 89 
anaiari, eta。gainera。cSaiozu hiru egun barru etor 
dadila hona, Baltzolako haitzulora、becrarekin hit2- 
egin nahi dudala eta! 

Mutilak hartu zituen bai urrea eta bai zetazko 
gerrikoa。 eta gizon xahar cta itsusia agurtu eta 
cskertu ondoren。han joan Zen etxera Dozez saltoka 


eta korrika. 


76-7. Eta hamdik laster han agertu zen urre Zati handi 
batez eta zetazko gerriko bat ekarriz 3 
handik 1aster: handik は han[ 副 ]「 あ そこ と で 」 の 春 格 形 
ー05-ー- 





〈 択 〉 「 こ の わし が , バル ツェ ラ の 洞穴 に , 火花 が 一 つ 関 く 間 に 芝 
れ て いっ て あげ よう , そこ に 着い た 後 , 今 わし が 渡す ある 二 つ の 
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「 あ そこ と か ら 」。 こ こと で は 時 を 表し ,「 そ の 時 か ら 」。1aster は [ 副 
SU 

han: [ 副 ]「 あ そこ と に 」。 

agertu zeni agertu [ 自 ]「 現 れる 」 完了 分 詞 , zen ぐ izan [ 自 
助 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 「3 単 は と し た 」 (や 1L 1)。NOR 
( 生 話 ) は 「 長 男 は 」。 こ と まで 「 そ し て それ か ら す ぐに (その 男 は ) 
そこ と に 現れ た 」。 

urre zati handi batez: urre [名] 「 黄 金 」」 zati [名 ] 「 旧 」 
handi [ 形 ]「 大 き な 」 は いずれ も 不定 形 絶対 格 , batez は bat 
[数 ] 「1」 十 不定 形 具 格 語尾 -cz,「 一 つの を 伴っ て 」。 urre zati 
は 「 金 の 財 」 の こと だ が , この ure の よう に , 名 詞 は 不定 形 絶 
対格 の まま 他 の 名 詞 の 直前 に 僅か れ , 形容 詞 の 役 を する こと が で | 
きる 。「 大 き な 一片 の 金 と と も に 」。 

zetazko gerriko bat ckarriz: ckarriz は ekar-ri [ 他 ] 「 持 っ 
て 来る 」 の 完了 分 詞 十 語尾 -。『 動 詞 の 完了 分 詞 十 語 尾 -()z』 の 
形 で 「 こ し つつ , し な が ら 」 を 表す 。 -e- は , この 語尾 が 子音 
で 終わ る 語 に つく 時 の 踊 ぎ の 母 ( ゆ 1.8)。zetazko gerriko bat 
は ckarriz の 直接 目的 語 。zetazko は zeta [名 ] 「 綱 」+「- 製 の 」 
の 意 の 連 体 詞 を 作る 語尾 -zko ( ゆ 1. 7, harrizko の 項 )。 gerriko 
除 ] 「 ベ ルト , 答 」 不定 形 絶対 格 , bat 「 一 つの 」 は 絶対 格 。「 そ 
し て 紅 の 帯 を 一 本 持っ て 来 つ つ 」。 

《 大 き な 金 塊 と , そし て 綱 の 帯 を 持っ て 米 つ つ 》 


77-8. eta mutilari emanez。esan Zion 


eta mutilari emanez: mutilari は mutil 「 背 年 」 十 定形 音 数 
与 格 語尾 -ari, 「 青 年 に ]」。 emanez の 間接 目的 語 。 emanez は 
eman [ 他 ] 「 与 える 」 完了 分 詞 十 語 尾 -ez で , 「 与 えつ つ 」 (前 

0 








項 ekarriz)。 

csan zion: esan[ 他 ]「 言 う 」, zion ぐ izan [ 他 助 ] 直 説法 過 
まま NOR-NORI-NORK 活用 ,「3 単 が 3 単 を 3 単に 言っ た 」 ( ゆ 
1 26)。 NORK ( 計 語 ) は 本 い 男 , NORI (間接 目的 語 ) は 青年 を 
指す 。 

《 そ し て ( 男 は それ ら を ) 青 年 に な えな が ら , 彼 に 言っ た 》 


79. Har itzazu bi zera hauek. 
動詞 直接 的 

har itzazu: har は har-tu [ 他 ] 「 取 る 」 の 語根 。 itzazu は 
izan [ 他 助 ] 命令 決 NOR-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 )= 
3 複 , NORK (主語 )=zuk「 あ な た が 」 の 場合 の 形 , 「 あ な た は 
3 複 を て し な さい 」 (上 ゆ 表 19)。 

bi zera hauck: 他動詞 har itzazu の 直接 目的 語 。 bi 「2」, 
zera [名] 「 物 」, hauek [ 形 ]「 こ れ ら の 」 絶 対格 。「 こ れ ら の 二 つ 
の 物 を 」。 

《 こ れ ら の 二 つ の 物 を 受け 取り な さい 》 





79-80. eta urrea gorde eZaZu ZeuretZat。 
直接 目的 語 動詞 

urreai urre [名 ] [黄金 」 士 定形 単数 絶対 格 語尾 -a, 他動詞 
gorde ezazu の 直接 目的 語 。「 黄 金 を 」。 

gorde ezazu: gorde は [ 他 ] 「 し まう 」 の 語 (た また ま 完 了 
分 詞 と 同形 で ある )。ezazu は izan [ 他 助 ] 命令 法 NOR-NORK 
活用 , 「 あ な た は 3 単 を キン し な さい 」 ( ウ 1.31, Etzazu の 項 , 表 
19)。 

zeuretzat: zu「 あ な た 」 の 目的 格 形 zuretzat「 あ な た の た め 
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に 」 の 強調 形 で 「 あ な た 自身 の た め に 」。 
《 そ し て 黄金 は お 前 自身 の た め に し まっ て お き な さ い 》 


80-1. eta Zefazko gerrikoa emaiozu zure anaiariu 
直 鐘 目的 語 動詞 間接 目的 語 
Zetazko gerrikoa: emaiozu の 直接 目的 語 。 zetazko「 製 
の 」( ゆ 1.77)。 gerrikoa は gerriko [名 ] 「 帯 , ペル ト 」 十 定形 単 
数 絶対 格 語 尾 -a,「 製 の 帯 を 」。 
emaiozu: eman iezaiozu の 短縮 され た 形 。 eman は 「[ 他 ] 








一 表 36 一 
eman | 他 ] 命令 決 NOR-NORI-NORK 活用 短縮 形 
TOR 三 8 単 /3 複 NORT (間接 且 的 語 ) 「 に 」 
NORK=zuk, zuek の 場合 
「 あ な た / あ な た 達 は ー に 3 単 /8 複 を ケ え な さい 」 


NORTI (間接 目的 語 ) 活用 


8g. 1 niri emai(zki)dazu(e) 
2 hiri ー 
3 hari emai(zki)ozu(e) 
Pl. 1 guri emai(zki)guzu(e) 
六 Zuri の 
が Zuei ー 
3 haiei emai(2ki)ezu(e) 


次 -zki- は NOR が 3 複 の 時 , -c は NORK が zuek の 時 
現れ る 。 











こう 00 


「 な える 」 の 語根 (た また ま 完 了 分 詞 と 同形 )、 iezaiozu は izan 
| 他 助 ] 命令 法 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 ) 
お よび NORT (間接 目的 語 ) ニ 3 単 。 NORK (主語 ) ニ zuk で 「 あ 
な た は 3 単に 3 単 を キン し な さい 」 ( ツ 1 31, utziozu の 項 )。 NOR 
は zetazko gerrikoa。 NORT は zure anaiari。 こ の よう に いく 
つか の 動詞 は , 短縮 され た 命令 形 を 持つ 。 次 項 に 出 て 来る csan 
も その 一 つ (⑤ 表 37)。 

zure anaiari: cmaiozu の 間接 目的 語 。 zure は 「 連 ]「 あ な 
た の 」。anaiari は anaia [名 ] 「 兄 弟 」 二 定形 単数 与 格 語尾 rb 「 見 
現に 」。 
《 そ し て 組 の 帯 は お 前 の 弟 に 与え る の だ )》 


81-3. eta。 gainera。 esaiozu hiru egun barru etor dadila 
動 同 直接 目的 語 1 
hona。Baltzolako haitzulora。 
(直接 目的 語 1 の つづ き ) 
berarekin hitzegin nahi dndala eta! 
直接 目的 語 2 
文 文 全体 の 構造 は 動詞 csaiozu に , 直接 目的 語 と な る 名 詞 節 が 
ニニ っ 続い て いる 形 。 
gainera: [ 副 ]「 そ の うえ ]。 
esaiozu: csan iczaiOzu「 あ な た は 3 単に 3 単 を 言い な さい ] 
の 短縮 され た 形 。csan は 【 他 ]「 言 う 」 の 語根 (た また ま 完 了 分 | 
と 同形 )。 iezaiozu は izan [ 他 助 ] 命令 決 NOR-NORI-NORI 
活用 「 あ な た は 3 単に 3 単 を シン し な さい 」( 必 1.31, utziozu の 項 )。 
esan は , 命令 法 の NOR-NORI-NORK 活用 に お いて 前 項 の 
emaizkiozu と 同じ タイ プ の 短縮 形 を 持つ 。 前 頁 の cman の 活用 
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ー 表 37 一 
csan [ 他 ] 命令 法 NOR-NORI-NORK 活用 短縮 形 
NOR=3 単 , NORK ニ zuk, zuek「 あ な た ・ 
あな た 達 は て に 3 単 を 言い な さい 」 


NORI (間接 目的 語 ) 活用 


導 1 mimi esaidazu(c) 
2 hiri 遇 
3 hari esaiOZu(e) 
落 時 guri e8aiguZu(c) 
2 Zuri ー 
2 zuei ー 
3 haiei csaieZu(e) 


勤 -c は NORK が zuck の 時 現れ る 。 











形 の ema- の 部 分 が csa- に 変わ る だ け で 他 は 同じ で ある 。 
hiru egun barru etor dadila hona, Baltzolako haitzulora : 
この 部 分 は esaiozu の 目的 語 と な る 名 詞 節 。 hiru cgun barru 


は hiru [数 ] 「3 (の )」, egun [名 ] 「 日 」, barru は 後 置 詞 で 時 を 表 。 


す 語句 の 不定 形 絶対 格 を 伴い 「 一 以内 に 」。 こ こ で は hiru egun 
「 三 日 」 を 伴い 「 三 日 後に 」。 従 属 節 の 中 の 動詞 部 etor dadila の 
ctor は etor-ti [ 自 ] 「 来 る 」 の 語根 , dadila は izan [自助 ] 接続 
法 現在 NOR 活用 , NOR (主語 ) 三 3 単 の 場合 の 形 。 接 続 法 の 活 
用 形 に は -n で 終る も の と -la で 終わ る も の の 2 形 が あり dadila 
の -n 形 は dadin で ある 。-la は 既 田 の ditazula (1.66) な ど に 
見 られ る , 名 詞 節 を 作る 語尾 -1& に 由来 する 。 接続 法 で は 命令 
流 の と き と 同 じ く 動詞 は 語根 の 形 で 現れ る 。 接続 法 の 用 法 は いろ 
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一 表 38 一 
izan [自助 ] 接続 法 現 在 NOR 活用 
NOR ( 生 語 ) っ 形 形 

部 1 mm nadin nadila 

2 。 hi hadin hadila 

3 hura dadin dadila 
pl 1 gu gaitezen gaitezela 

2. zu zaitezen Zaitezela 

2 。 zuek Zaitezten Zaiteztela 

3 haiek daitezen daitezela 











いろ ある が , その うち の 一 つが , 直接 話 法 で の 命令 文 を 間接 語 波 
に する 時 接続 法 を 用 いる , と いう も の で ある 。 こ と で の 用 法 も 
それ で ある 。 つ まり 動詞 esaiozu の 支配 下 に ある 節 hiru bai 
tzulora の 基底 に は 命令 文 が ある の で , 間接 話 法 に する に あたり 
接 純 決 が 使わ れ た 。 hona は [ 瑞 ]「 こ こ へ 」。hemen 「 と ここ (で ・ 
に )」 の 方 格 形 。 Baltzolako haitzulora 「 バ ルツ ォ ラ の 洞穴 へ 」, 
hona と 同格 。 こ と まで 「 そ し て その うえ , 彼 に 言い な さい , 三 
日 後に ここ と へ, バル ツ ォ ラ の 洞穴 へ 来る よう に , と 。」 

berarekin hitzegin nahi dudala etal: と の 文 ふる 前 項 の 動詞 
esaioZzu の 目的 語 と な る 名 詞 節 。berarekin は 3 人 称 単数 代名詞 
bera の 共 格 形 「 彼 と 共に 」。hitzegin は [ 他 ]「 話 す 」 完了 分 詞 。 
litz egin と も 綴る 。 nahi jzan [他動詞 の 完了 分 詞 で 「 ご し 
た い 」 (つゆ 1 60)。 dudala は dut ぐ an [ 他 助 ] 直 説 法 現在 
NOR-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 )=3 単 , NORK (主語 ) 
三 nik 「 私 が 」 の 場合 の 形 「 私 は 3 単 を キン する 」 に , 名 詞 節 を 作る 
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語尾 -1a が 付い た 形 。「 私 が 彼 と 話し た い , と 」。 eta は [接続] 
「 こ な の で 」。 こ こま で 「 私 が 彼 と 話 を し た い の で , と 」。 

《 そ し て その うえ 彼 に 言い な さい , 私 が 彼 と 話し た いか ら , 三 日 
後に こと へ , バル ッ ォ ラ の 洞穴 へ 来る よう に , と 》 


84-5. Mutilak hartu zituen 
主語 動詞 
bai urrea eta bai zetazko gerrikoa。 
NINFizm . 語 半 上 前 馬 S | 肖 
mutilak: 他動詞 の 主語 。mutil [名 ] 「 青 年 」 寺 定形 単数 能 格 語 
尾 -ak。「 青 年 は 」。 
hartu zituen: hartu【 他 ] 「 取 る 」 完 了 分 詞 , zituen は izan 
【 他 助 ] 盲 説法 過去 _NOR-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 )= 
3 複 , NORK (主語 )=3 単 の 場合 の 形 で 「3 単 が 3 複 を ン し た 」。 


bai urrea cta bai zetazko gerrikoa: hartu zituen の 直接 」 


目的 語 。bai A (eta) bai B で 「A も B も 」 の 意 ( ゆ 149。 urrea 
は urre [名 ] [資金] 定形 音 数 絶対 格 語尾 -a, 「 黄 金 を 」。 zetazko 
gerrikoa も 定形 単数 絶対 客 。「 組 製 の 帯 を 」 ( ゆ 1 77)。 

( 青 年 は 金 ゃ 組 の 帯 も 受け 取っ た 》 


85-6. eta gizon xahar eta itsusia agurtu eta eskertu 
agurtu と cskertu の 直接 目的 語 
Ondoren。 
gizon xahar eta itsusia: 他動詞 agurtu と eskertu の 目的 
語 。gizon 「 男 」, xahar は zahar [ 形 ] 「 年 老い た 」 の 指 小 基 だ が , 
ここ で は 「 非 常に 年 老い た 」 の 含み が ある 。itsusia は itsusi [ 形 ] 
「 靖 い 」 二 定形 単 数 絶対 格 語尾 -a。「 非 常に 年 老い た 醒 い 男 を 」。 
ーー 





agurtu eta cskertu ondoren: agurtu[ 他 ]「 換 拶 す る 」, es- 
kertu[ 他 ]「 感 謝 す る 」, と も に 不 完了 分 詞 。ondoren [ 後 ]「ー し 
た あと 」( ツ 1.64-5)。『 動 詞 の 完了 分 詞 十 ondoren』 は 「 こ し た 
あと ]。 

《 そ し て 醒 い 老人 に 挨拶 し , 感謝 し た 後 》 


86-7. han joan Zen efxera pozez saltoka eta korrika。 


han: も と も と は 場所 を 表す 語 で 「 あ そこ , そこ (で , に )」 の 
意 だ が , と こと で は 「 そ れ か ら : や が て 」 を 表す 。 

Joan zen: joan [ 自 ]「 行 く 」 完 了 分 詞 , zen ぐ izan [自助 ] 直 
説法 現在 NOR 活用 「3 単 が こし た 』( ツ 1 11)。 「 彼 は 行っ た 」。 

etxera: 「 家 へ 」。 

pozez saltoka eta korrika: pozez は Poz [名 ] 「 頭 び 」 十 不 
定形 具 格 語 屈 -c み 「 再 ん で 」。 saltoka は salto 名 ]「 中 曜 」+ 重 
作 の 繰り 返し を 表す 玉 詞 語尾 -ka, korrika は korri-tu [ 他 ] 「 起 
る 」 の 語根 korri- 二 副詞 語尾 -ka (saltoka の -ka に 同じ ),「 走 っ 
て 」。 こ と こま で 「 そ れ か ら 再 ん で 跳び は ね て 家 へ 走 っ て 行っ た 。」 

《 そ し て 醒 い 老人 に 換 拶 し , 感謝 し た 後 , 音 ん で 味 び は ね な が ら 
家 へ 走っ て 行っ た 。》 


〈 訳 〉 そし て し ば らく し て , 男 は 大 き な 金 塊 と 綱 の 帯 を 一 本 持っ 
て 現れ まし た 。 そ し て 青年 に 手渡 し つつ , 言い まし た , 

「 こ の 二 つ の 品 を 受け 取る の だ , 金 は お 前 が 自分 の 物 と し て 取 
っ て お き , 綱 の 帯 は お お 前 の 弟 に や る の だ , そし て 三 日 後 に ここ へ , 
ズバ ルツ ォ ラ の 洞穴 へ 来る よう に 弟 に 伝え る の だ , わし が 話 が ある 
と 言っ て な !」 

青年 は , 金 も 綱 の 帯 も 受け 取る と , 柄 い 老人 に 挨拶 を し , 礼 を 
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述べ 長 び の あま り , 眺 び が 上がり ながら 走っ て 家 へ 帰っ て 行き ま 
し た 。 





【 


Mutil zaharrena ikustean ctxekock izan zuten 


poza, hura bai poza! Ongi-etorriaren algarak igaro 


Zirenean。hark gertatu gitzaiona kontatu Zicn ctxe-」 


koei, eta ondoren、urrearena eta zetazko gerrikoa- 
rena ere azaldu zien. 

一 Begira, gizon xahar cta itsusi hark urre multzo 
hau eta zetazko gerriko hau eman dizkit. Urrea 
niretzat dela csan dit。eta gerrikoa neure anaia- 
rentZat. 





88-9. Mntil zaharrena 記 nstean 
時 の 古 詞 名 
etxekoek izan zuten poza,hura bai poza! 
感嘆 文 構文 
mutil zaharrena ikustean: mutil zaharrena は ikustean 
の 直接 目的 語 。mutil [名 ] 「 青 年 」 不 定形 絶対 格 , zaharrena は 
2ahar [ 形 ]「 年 長 の 」 十 軸 ぎ の 子音 *-+ 最 上 級 語尾 -cn 十 定形 単 
数 絶対 格 語尾 -a,「 最 も 年 長 の を 」 ( ツ 1.49)。「 長 男 を 」。 ikus- 
tean は us-i [ 他 ]「 見 る 」 の -t②)can 形 「 見 た と き , 見 る と き 」 
( ゆ 1.21, iuntzean の 項 )。 と と まで 「 長 男 を 見 た と き 」。 
etxekoek izan zuten: poza に か か る 連 体 修飾 館 。etxekoek 
は ctxe [名 ] 「 家 」 二 定形 単数 位置 届 格 語尾 -ko 十 定形 複数 能 格 語 
尾 -ek, 「 家 の 者 た ち が ]。 ian 2uten の 主語 。 izan zuten の izan 
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信 他 動詞 で 「 持 つ 」。 zuten ぐ izan 【[ 他 助 ] 直 説 法 過 示 NOR<- 
NORK 活用 , 「3 複 が 3 単 キ ン し た 」 ( ゆ ト 17) は 芝 体 形 で , poza 
に か か る 。「 家 人 た ち が 持っ た と ころ の ⑬ 音 )]。 

poza: Poz [名 ]「 理 び 」 二 定形 単数 絶対 格 語尾 -4。 

hura bai poza: hura bai… は 感嘆 文 の 一 種 ・「 ン と いっ た 
ら !」。 

《 家 の 者 た ち が 彼 を 見 た 時 に 抱い た 商 び , その 再び が と いっ た ら 


89-91. Ongi-etorriaren algarak jparo Zireneam 








主 証 動詞 +-ean 
1 従 財 生 (時 の 刑 本 
hark gertatu zitzaiona kontatu zien ctxekoei 
主語 直接 目的 語 動詞 生島 
1 計 節 





ongi-etorriaren algarak: 従属 節 の 主語 。ongiretorriaren は 
ongi-etorri [名 ] 「 欲 迎 」 二 定形 単数 所 有 必 格 語尾 -aren, [歓迎 の 」。 
algarak は algara [名 ] 「 大 民 ぎ , 大 歓声 」 寺 定形 複数 絶対 格 語 屈 
-k。 「 大 駆 ぎ が 」。 

igaro zirenean: igaro は [ 自 ]「 過 ぎる 」 完了 分 詞 。 2iren は 
izan [自助 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 複 が ン し た 」 ( ツ ト 15) に , 
時 を 表す 語尾 -ean が 付い た 形 で 「3 複 が 過ぎ 志 っ た と き 」。 こと 
まで 「 歓 迎 の 騒ぎ が 過ぎ まっ た と き 」。 

hark: 主 節 の 主語 。 3 人 称 代 名 詞 hura の 能 格 形 , こと で は 
「 彼 が 」。 長 男 を 指す 。 

gertatu zitzaiona: kontatu zien の 直接 目的 語 。gerta 位 は 
[ 自 ] 「 起 と る 」 完 了 分 詞 , zitzaiona は 3 2itzaion く izan [自助 ] 直 
説法 過去 NOR-NORI 活用 , NOR (主語 ) お よび NORI ( 間 
接 目的 語 )3 単 ,「3 単 が 3 単に こし た 」 ( 字 1.59) 二 定形 単数 絶対 
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格 語尾 -a。 定形 語尾 は 動詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 に 付加 され それ を 
名 詞 化す る 。 NOR は .[( 起 こっ た ) その と と 」 で , と と で は -a 
で 表 さ れる 。NORI は 「 彼 に 」。「 彼 に 起こ っ た (その ) こ と 」。 
ctxekoei: etxe [名 ] 「 家 」 二 定形 単数 位置 属 格 語尾 -ko 十 定形 
複数 与 格 語尾 -et「 家 の 者 た ち に 」 (や 1.49, 61)。 
kontatu zien: kontatu は 「 他 ]「 語 る 」 完了 分 詞 , zicn は 


izan [ 他 助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR ( 直 


接 目 的 語 ) ニ 3 単 , NORI (間接 有 的 語 ) ニ 3 複 , NORK (主語 ) ニ 
3 単 の 場合 の 形 で 「3 単 が 3 複 に 3 単 キ ン し た 」。 NOR は ger- 
tatu zitzaiona, NORI (は ctxekoei、 NORK は hark。 こ こま 
で 「 彼 は 家 の 者 た ち に 彼 に 起こ っ た 事 を 語っ た 」。 

(歓迎 の 民 ぎ が 過ぎ 去っ た 時 , 彼 は 家 の 者 た ち に , 彼 の 身 に 起こ 
っ た 事 を 語っ た 》 


91-2. eta ondoren。urrearena eta zefazko gerrikoarena ere 
直接 且 的 語 





azaldu Zien。 
動 測 

ondoren: [ 副 ] 「 次 に 」。 

urrearena eta Zetazko gerrikoarena ere: 他動詞 azaldu 
zien の 直接 目的 語 。 urrearena は urre [名 ] [黄金 」 十 定形 単数 
所 有 属 格 語尾 -aren 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -。 で 「[( 例 の ) 黄金 の 
こと 」 の 意 ( ゆ 1 1 aldekoa の 項 )。 

zetazko gerrikoarena: zctazko は 「 綱 製 の 」 ( ゅ 1.80)。gerri- 
koarena も urrearena の 場合 と 同じ く , gerriko [名 ] 「 帯 」 定 
形 単 数 所 有 属 格 語尾 -aren 士 定形 半数 絶対 格 語尾 -。 で [( 例 の ) 
帯 の こと 」 の 意 。ere は 「 も 」。 
azaldu zien: azaldu [ 他 ] 「 説 明 す る 」 完了 分 詞 。 zien は 
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ご izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 、NOR 
お よび NORK=3 単 , NORI=3 複 ,「3 単 が 3 単 を 3 複 に こし 
た 」。NOR は urrearena - ere, NORI 人 は 前 項 の etxekoei 「 家 
人 た ち に 」, NORIK は 同じ く 前 項 の hark 「 彼 は ]。 

《( 彼 は ) 金 の と こと と 帯 の こと も (家人 た ち に ) 説 明 し た 》 


93. Begira。 

begira: 元 来 , begira-tu [ 他 ] 「 見 る , 見 つめ る 」 の 語根 だ が , 
こと で は 命令 形 の 代わ り に 用 いら れ て いる 。 こ の よう に 。 命令 を 
表す の に 助動詞 た し で 語根 の み また は 完了 分 詞 の み が 使わ れる 
( ゆ 1.73, itxaron の 項 )。 


93-4. gizon xahar eta itsusi hark urre maultzo hau eta 





詩 購 直接 目的 語 
Zetazko gerriko hau eman dizkit. 
( 四 接 目的 語 の 続き ) 動 


gizon xahar eta itsusi hark: 他動詞 eman dizkit の 主語 。 
gizon [名 ] 「 男 ], xahar [ 形 ]「 と て も 老い た 」, itsusi [ 形 ] 「 醒 い 」 
全て 不定 形 絶対 格 , hark は 指示 形容 詞 hura 「 あ の ・ そ の 」 の 人 能 
格 形 「 あ の ・ そ の > が 」。「 あ の と て も 年 老い た 醐 い 男 が 」。 

urre multzo hau eta zetazko gerriko hau: eman dizkit 
の 直接 目的 語 。urre multzo hau は urre [名 ] 「 黄 金 」」 multzo 
[名 ] 「 塊 」, hau [ 形 ]「 こ の 」 絶対 格 で 「 と の 黄金 の 塊 を 」。 こ の 
urre は 上 76 の nrre と 同じ く , 形容 詞 の よう multzo に 次 か 
る 。zetazko gerriko hau は 絶対 格 で 「 こ の 絹 の 帯 を 」。 

eman dizkit: eman [ 他 ] 「 与 える 」 完了 分 詞 , dizkit ぐ izan 
【 他 助 ] 直 説 法 現在 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR (直接 目 
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的 語 )=3 複 , NORI (間接 目的 語 ) ニ niri 「 私 に 」, NORK (主語 ) 


ニ 9 単 ,「3 単 が 私 に 3 複 を ン す る 」。 NORK は gizon - hark 

NOR は urre > hau。 ま た この 動詞 部 は , 完了 分 詞 と 現在 時 往 

の 組合 わせ で , 「 今 日 / 今 / 今 まで こし た 」 (現在 完了 相 ) を 表 ず 。 
《 そ の 本 い 老人 が 僕 に この 金 の 塊 と この 絹 の 帯 を くれ た ん だ 》 


94-6. Urrea niretzat dela esan dit。 eta 
月 的 語 1 ( 争 詞 節 ) 動詞 


gerrikoa neure anaiarenfzat。 


用 9 語 2 (名 詞 館 , dela が 省略 ) 
urrea niretzat dela: esan dit の 目的 語 に な る 名 詞 節 。urrea 
は urre [名 ] 「 次 金 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a, de(la) の 主語 ,「 金 


は 」。 niretzat は 【[ 代 ] ni の 目的 格 形 「 私 の た め に 」。dcla は da 


ぐ jan [ 自 ] 直 説 法 現在 NOR 活用 単純 形 「3 単 が ン だ 」( ウ 15) 
に , 名 詞 節 を 作る 語尾 -1a が 付い た 形 。『「 金 は 私 の た め に だ , と 」。 

esan dit: csan[ 他 ]「 言 う 」 完了 分 詞 , dit は izan[ 他 助 ] 
直 説 法 現 在 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 ) ニ 
3 単 。 NORI ( 問 接 目 的 語 )ーniri 「 私 に 」, NORK ( 王 語 )=3 章 
「8 単 が 私 に 3 単 を ン す る 」。 NORK は 前 項 の gizon - hark。 
「 彼 が 私 に 言っ た 」。 ここ まで 「 金 は 僕 の た め に だ と ( 彼 が 僕 に ) 言 
っ た 」。 

eta gerrikoa neure anaiarentzati と の 文 も 他動詞 esan dit 
の 目的 語 と な る 名 詞 節 だ が , dela (動詞 二名 詞 節 語 尾 ) が 省略 きれ 
て いる 。gerrikoa は gerriko [名 ] 「 帯 」 二 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。 
「 帯 は 」。neure は nire 「 私 の 」 の 線 調 形 。anaiarentzat は anaia 
「 兄 弟 」 定 形 単数 目的 格 語尾 -rentzat,「 兄 弟 の た め に 」。 と こと で 
は 「 弟 の た め に 」。 こと まで 「 そ し て 帯 は 僕 の 弟 の た め に (だ , 
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と )]。 
《「( 彼 は ) 金 は ぼく に , 帯 は 弟 に だ と 言っ た よ 」) 


(駅 〉 長男 の 姿 を 認め た と き の 家 族 の 音 び と 言っ た ら ! 歓迎 の 大 
叉 ぎ が 一 段落 し た あと , 長男 は 自分 の 身 に 起こ っ た と と を 家族 に 
話し , 続け て 金塊 の こと と 組 の 帯 の と と も 説明 し まし た 。 

「 ご らん よ , その 隙 い 老人 は この 金 の 塊 と この 綱 の 帯 を くれ た 
ん だ 。 金 は ぼく に 可 は 弟 に だ と 言っ た ん だ ]。 





Baina, anaiak ez zucn gerrikorik hartu nahi izan. 

ー Zcrtarako behar dut nik zetazko gerriko bat? 

Hori baino politagoa da aldean dudana! 一 zioen. 

一 Baina,gizon xaharrak zuretzat dela esan dit 
eta hiru egun barru Baltzolako haitzulora berarekin 
hitzegitera joateko ere esan dit 一 esan Zion anaia 
Zaharrenak. 





97. Baina。 anaiak ez Zuen gerrikorik hamrtu nahi izan。 
接続 詞 主語 直接 目的 語 
0 和 ーー 
baina: 「 し か し 」。 


anaiak: 他動詞 部 ez zuen .…hartu nahiizan の 主語 。anaia 
了 ]「 児 弟 (に と で は 弟 )」 補 形 当 能 格 語尾 -k 「 弟 が 」。 

gerrikorik: gerriko 「 薄 」 十 分 格 語尾 + 下 。 分 格 は 否定 文 で は 
「 ひ と つも こない , 少し も ゃ こない 」 を 表す (1⑪ 31。 kalter 近 の 項 )。 
「 帯 な ど 少し も 」。 
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eZ Zuen .…hartu nahi izani 


ez は 簿 定 辞 。zuen は ぐ izan 


[人 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 , 「3 単 が 3 単 を ンー し た ]。 
hartu は 【[ 他 ]「 取 る 」 完了 分 詞 。 nahi izan [ 他 ] 動詞 の 完了 分 
詞 と と も に 「ー し た い 」( ツ 1. 60)。 最 後 の izan は , ここ で は 
46 の joan behar izan zuen に 現れ る izan と 同様 の 働き を す 
る 。 izan を 合 む 場合 と 含ま な い 場合 を 比べ る と : 


現 在 過去 
Urrea hartu nahi du Urrea hartu nahi zuen. 
「( 今 / 常 に ) 金 を 取り た が っ て 「( そ の 当時 いつ ゃ ) 金 を 取り た 
いる 」 が っ て いた 」 
Urrea hartu nahi izan du. Urrea hartu nahi izan zuen. 
「( た っ た 今 / 今 まで ) 金 を 取り 「( そ の 時 ) 金 を 取り た が っ た 。 
た が っ た , 取り た が っ て き 取り た か っ た 」 
た 」 


Urrea hartu nahi izaten 
du. 


Urrea hartu nahi izaten 
Zuen. 


「( 昌 頃 / 習 慣 的 に ) 金 を 取り た  「( 当 時 日 頃 / 習 慣 的 に ) 金 を 取 
が っ て いる , 取り た が る も り た が っ て いた 」 
の だ ]」 
Urrea hartu nahi izango du. Urrea hartu nahi izango 
「( 将 来 ) 金 を 取り た が る だ ろ Zuen. 
う 」 (将来) 金 を 取り た が っ た だ ろ 


う 」 





す な わ も や hartu nahi zuen が 「 い つも 取り た が っ て いた 」 を 意 
味 す る の に 対し hartu nahi izan zuen は 「( そ の 時 ) 取り た が っ 
た 」 を 意味 する 。 こ こと で は 否定 文 な の で 「 取 り た が ら な か っ た 」。 
な お , nahi を 含 硝 定 文 の 語順 に 注意 。 衣 定 文 Gerrikoa har- 
tu nahi zuen. 否定 文 Rz zuen gerrikorik hartu nahi. 
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《 し か し , 弟 は 帯 な ど 受 け 取 り た が ら な か っ た 》 


98. 一 ertarako behar dut nik zetazko gerriko bat? 
右 問 副詞 動詞 主語 直接 目的 語 

zertarako: []「 何 の た め に 」。 疾 問 詞 を 含む 疑問 文 で は , 疑 
問 詞 が その 文 の galdegaia ( 文 の focus) と みな され る た め , 動 
詞 部 の 直前 に 億 か れる 。 ま た 疑問 詞 は 原則 と し て 文頭 に 置か れ 易 
い の で , 結局 ,『 凝 問 詞 十 動詞 部 十 他 の 要素 』 と いう 語順 が 原則 と 
な る 。 

behar dut: behar izan [ 他 ]「 必 要 と する 」, dut ぐ izan [ 他 
助 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 ,「 私 が 3 単 を キン する 」(⑤1 
67)。 

nik: ni「 私 | の 能 格 形 「 私 が 」。 他 動詞 bchar dut の 主語 。 

Zetazko gerriko bat: behar dut の 直接 目的 語 。「 一 本 の 紅 
の 帯 を 」 ( 必 177)。 


《 何 の た め に (お れ は ) 綱 の 帯 が 必要 な の だ 》 








99. HIori baino politagoa da aldean dudana! 
補 角 動詞 主語 

hori baino politagoa: hori [ 代 ] 「 そ れ 」 絶 対格 。baino [ 接 
続 ]「 ン ょ り も 」。「 そ れ よ りゃ も 」。politagoa は polit [ 形 ]「 す て 
き な 」 十 比較 級 語尾 -ago 士 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。「 よ りす て き 
な 」。 
da: ぐ izan[ 自 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 , 「3 単 は だ]。 ( 
15, 表 8) 

aldean dudana: aldean は alde [名 ] 「 側 , 脇 」 の 定形 単数 
内 格 「 側 に 」。 dudana は , dut ぐ ian [ 他 ] 直 説 法 現 在 NOR- 
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NORK 活用 単純 形 , 「 私 は 3 単 を 持っ て いる 」 の 連 体 形 dui 
た 定形 単数 絶対 閣 語尾 -s が 付い た 形 。 こ の 定形 語 必 に よっ 
動詞 が 名 詞 化 し 「 私 が 持っ て いる (3 単 の ) も の ] の 意 に な る 
1.90, zitzaiona の 項 )。 


《 そ れ よ りゃ も おれ の 時に ある も の の ほう が すてき だ )》 


99. 一 zioen. 

zioen: csan [ 他 ]「 言 う 」 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 き 
純 形 , NOR (直接 目的 語 )=3 党 。NORK (主語 )=8 当 の 場合 の 
活用 形 , 「3 汗 は 言う 」。 egon ( ゆ 1.112) や izan (@ ゆ 170) の ょ 
うに 単純 形 と 複合 形 を 比べ て みる と : 


現在 過去 
esan du esan uen。 
「( 今 / 今 まで ) 言っ た 」 「( そ の 時 ) 言 っ た 」 い 
esaten du. eSaten Zuen. 
補 合 形 / 「( い つも / 通 常 ) 言 っ て い 。 「( い つも / 通 常 ) 言 っ て い 
る 」 た 」 
e8ango du. e8angO Zuen. 1 
「( 将 来 / い つか ) 言 うだ ろ  「( 将 来 / い つか ) 言 っ た だ 
し が | ろう ] 
dio. 2ioen。 
2 「( 今 ) 言 5, 言っ て いる 」  「( そ の 時 ) 言 っ た , 言っ 
て いた 」 
《 彼 は 言っ た 》 


100. 一 Baina。 gizon xaharrak zuretzat dela esan dits 
反 続 詞 主語 直接 目的 語 (名 詞 節 ) 動詞 
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一 表 .39ー 
esan [ 他 ] 直 説 法 現 在 と 過去 NOR-NORK 活用 単純 形 
「- こ が 言う / 言 っ た 」 
NORK (主語 ) 現在 過去 
sg. 1 nik diot nioen 
2 bik dok/n hioen 
3 hark do Ziocn 
PL 1 guk diogu genioen 
2 zuk diozu Zenioen 
2 zuek diozue Zenioten 
3 haiek diote zioten 











式 主 侵 は gizon xaharrak csan dit。zuretzat dela は 名 詞 館 で 
動詞 esan dit の 直接 目的 語 。 


gizon xaharrak: 主人 節 の 主語 。 gizon [名 ]「 男 」, xaharrak 
は xahar [ 形 ]「 と て も 老い た 」 十 員 ぎ の 子音 r- 十 定形 単数 能 格 語 
尾 -ak。「 と て $ 年 老い た 男 は 」( ゆ 1.85)。 

Zuretzat dela: zuretzat は zu [ 代 ] の 目的 格 「 あ な た の た め 
に 」。 dela は da ぐ izan [ 自 ] NOR 「3 単 は こ だ 」 十 名 詞 節 を 作 
る 語尾 -1a, 「( 帯 は ) あな た の た め に だ , と 」 (ウツ 1.95)。 

esan dit: esan[ 他 ] 「 言 う 」 完了 分 詞 、 dit ぐ izan [ 他 助 ] 直 
説法 現在 NOR-NORILNORK 「9 単 が 私 に 3 単 キ ンー し た 」 全 
1.95)。 NOR (直接 目的 語 ) は zuretzat dela, NORI (間接 目的 
語 ) は 「 私 に 」, NORK ( 生 語 )=gizon xaharrak。 

《 し か し , 老人 は , お 前 に だ , と (私 に ) 言 っ た 》 


Re 





101-2. eta hiru egun barrn Baltzolako haitzulora bera- 
rekin hitzegitera joateko ere esan dit 


区 hiru > joateko は 他動詞 csan dit の 目的 語 と な る 名 詞 句 。 

hiru egun barru Baltzolako haitzulora joateko ere: hiru 
egun barru は 「 三 日 後に 」。hiru「3], egun [名 ] 「 昌 」,『 時 間 
を 表す 語句 士 barru』 は 「 後 に 」 を 表す 。 Baltzolako haitzulora 
は 「 バ ルツ ォ ラ の 洞穴 へ 」。 berarekin は bera[ 代 ] の 共 格 形 
「 彼 と 共に 」。 hitzegitera は hitzegin [ 他 ] 「 話 す 」 の -t(2)era 形 
「 話 し に 」( ゆ 1.23, jasotzera の 項 )。joateko は joan [ 自 ] 「 行 
く 」 の -t②eko 形 。 と こ で の -(②)eko 形 は , 「 こ する よう に 」 を 
表し , 1.82 の 助動詞 の 接続 法 dadila と 同じ く , 直接 話 法 で の 何 
令 文 を 間接 話 法 に する 時 用 いら れる 。 こと で は esan dit と と 
も に 「 行 く よ う に 言っ た 」。(-t(②)eko 形 に つい て は 1. 29, jaurti- 
tzeko, 1. 41。 bizitzeko の 項 )。 ere は 「 ン も 」, hiru joateko 
を 受け る 。 

esan dit: esan [ 他 ] 完了 分 詞 , dit ご izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 
在 NOR-NORI-NORK 活用 NOR (直接 目的 語 )=hiru > 
joateko。 NORI (間接 目的 語 ) ニ niri 「 私 に 」, NORK (主語 )= 
gizon xaharrak。「 彼 が 私 に (hiru 以下 を ) 言っ た 」 (1.95)。 

《 そ し て 三 日 後 に 。 ペ ルツ ォ ラ の 洞穴 へ 彼 と 話 を し に 行く よう 
に と ゃ (私 に ) 言 っ た 》 


102-3. esan Zion anaia zaharrenak. 
動 詞 主 語 
esan zion: csan[ 他 ] 完了 分 詞 , zion izan [ 他 助 ] 直 説法 
過去 NOR-NORI-NORK 活用 ,「3 単 が 3 単に 3 単 を キン し た 」 


(ウト 26)。NOR は 上 の せり ょ , NORK は anaia zaharrenak, 
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NORT は 「 弟 に 」。 
anaia zaharrenak: anaia 名] 「 兄 弟 」, zaharrenak [ 形 ]「 も 
っ と も 年 老い た 」 能 格 (1. 45), 「 長 男 が 」。esan zion の 主語 。 
《 長 男 が ( 弟 に ) 言 っ た 》 


〈 訳 〉 「 お れ が 何 の た め に 絹 の 帯 が 要 る ん だ よ ? それ より も 隣 に 
ある も の の ほう が いい よ !」 と 弟 は 言い まし た 。 

「 で も じい さん は 帯 は お 前 に だ っ て 言っ た ん だ よ 。 それ に 三 日 
後に じい さん と 話 を し に バル ツ ォ ラ の 洞穴 に 行く よう に と も 言っ 
た よ 。』 と 長男 は 言い まし た 。 





一 Ez, ez。 nik ez dut jantziko. Gure ctxe aurreko 
intxaurrondoari lotuko diot! 

Eta gerrikoa hartu eta intxaurrondoari lotzera 
joan zen. Lotu zion cta intxaurrondoa berotzen 
eta berotzcn hasi zen: ketan jarri zen ondoren, 
cta su-garretan azkenik. 

Etxeko denek ikusi zuten harriturik nola ctxe 
aurreko intxaurrondoa kiskalita geratu zen eta hura 
egon zen lekuan ikaragarrizko zuloa cgin zcn. 





104. 一 Ez, ez。 mik ez dut jantziko. 
主 大 動 過 
ez: 否定 辞 「 い いえ 」。 
mik: 1 人 称 単数 代名詞 ni の 能 格 形 「 私 が 」。 
ーーs8 の と っ 
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ez dut jantziko: cz は 耕 定 辞 。 dat は ぐ izan[ 他 助 ] 直 請 
説法 現在 NOR-NORK 活用 「 私 は 3 単 を ン す る 」。 NOR ( 直 
接 目 的 語 ) は 文脈 と 助動詞 の 形 か ら 「 帯 」 で ある と と が わか る 。 。 
jantziko は jantz-i [ 他 ] 「 着 る , 身 に 着け る 」 の 未来 分 詞 。 吾 定 
文 の 語順 に 注意 。 否定 辞 cz は , 自動 的 に 文 の focus に な る の 
で , 動詞 の 複合 形 で は 助動詞 の 直前 , 動詞 の 単純 形 で は その 直前 』 
に 四 か れる 。 


《 い や , いや , お れ は (それ を ) 身 に 着け な い だ ろ う 》 


1 
104-5. Gure etxe anrreko intxaurrondoari lotuko diot! 
間接 目的 語 動 訪 
gure ctxe aurreko intxaurrondoari: 他動詞 1otuko diot 』 
の 間接 目的 語 。gure [ 連 ] 「 私 た ちの 」, etxe は 【 名 ] 「 家 」 不定 形 
絶対 格 で , aurreko に 形容 詞 の よら に か か る 。 aurreko は aurrel 
[名 ] 「 前 方 」 定形 単数 位置 属 格 語尾 -ko, 「 前 方 の 」。 intxaurron・ 
doari は intxaurrondo [名 ] 「 衣 桃 の 木 」 十 定形 半 数 与 格 語尾 -ar 。 
「 詳 桃 の 木 に 」。 こ と まで 「 私 た ちの 家 の 前 の 胡桃 の 木 に 」。 
1otuko diot: lotuko は lot-u [ 他 ] 「 結 び 付 ける 」 の 未来 分 詞 。 
diot は izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR (直接 目的 語 )=9 単 , NORI (間接 目的 語 ) 三 3 単 , NORK 
( 衝 語 )=nik「 私 が 」,「 私 が 3 単に 3 単 を キン する 」。NOR (直接 用 
的 語 ) は 「 帯 」」 NORI ( 問 接 目的 語 ) は intxaurrondoari を 指 
す 。 
《( お れ は その 帯 を ) お れ た ちの 家 の 前 の 胡 桃 の 木 に 結び 付け ま | 
2》 








106-7. Eta gerrikon harta eta intxaurrondoari lotzera 


動詞 1 の 動 賠 」 loger の 間接 目的 語 
目的 語 


Joan Zen。 
動詞 2 

gerrikoa: gerriko [名 ] 二 定形 肖 数 絶対 格 語尾 -a,「 淀 を 」。 他 
動詞 hartu の 直接 目的 語 。hartu は 「 他 ] 「 取 る 」 完 了 分 詞 。 助 
動詞 が 省略 され て いる が , 『 計 語 二 動 詞 1 動詞 2 十 .…eta 動詞 n』 
の 構文 で は , 最後 の 動詞 の み が 完 全 な 活用 を し , それ 以外 の 動詞 
は 全て 完了 分 詞 の 形 で 現れ る こと が 多い 。 こ の 文 で は , 主語 で あ 
る 「 革 が 」 に 対し て 「 取 っ た 」Bhartu と 「 行 っ た 」joan zen と 
いう ぅ 二 つ の 動詞 が 並ん で お り , 最初 の hartu は 完了 分 詞 の み , 最 
後 の joan zen は 完了 分 詞 十 助 動 賠 の 完全 な 活用 を し て いる 。 

intxaurrondoari lotzera: intxaurrondoari は intxaurrondo 
[名 ] 「 萌 木 」 十 定形 半数 与 格 語尾 -ari, 「 胡 桃 の 木 に 」。 lotzera 
の 間接 目的 語 。 lotzera は lot-u [ 他 ] 結び付け る 」 の -t(Z)era 
形 「 結 び 付け に 」( ツ 1.23, jasotzera)。 直接 目的 語 は 「 和 帯 を ]。 

joan zen: joan [ 自 ] 「 行 く 」, zen は ぐ izan [自助 ] 直 説 法 
過去 NOR 活用 「3 単 が ー し た 」 (1 10)。 hartu の 主語 も joan 
の 主語 も 「 弟 ] で ある 。 

《 そ し て ( 弟 は ) 帯 を 取り 上 げ , (その 帯 を ) 前 桃 の 木 に 結び 付け に 
行っ た 》 





107-8. Lotm ziom eta intxarrondoa berotzen eta berotzen 
Hasi zens 


lotn zion: lota は 【 他 ] 「 結 び 付け る 」 の 完了 分 詞 , zion は 
izan [ 他 助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORTLNORK 活用 「3 単 が 9 単 
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に 3 単 を こし た 」(⑤1.26)。NORK は 「 弟 は 」, NOR は 「 和 帯 
を 」, NORI は 「 誠 移 の 木 に 」。 

etai [接続 | 「 す る と 」。 

intxaurrondoai intxaurrondo [名 ] 「 胡 桃 の 木 ] 十 定形 単数 絶 
対格 語尾 -a。hasi zcn の 主語 。「 胡 桃 の 木 は 」。 

berotzen eta berotzen hasi zen: hasi は [ 自 ]「 始 まる 」。 
『 動 詞 の 不 完了 分 詞 十 has』 は 「ー し 始め る 」 を 表す 。 と こと で 


bero-tu [ 自 ]「 閑 く な る 」 の 不 完了 分 詞 berotzen と と も に 「 熱 


く な り 始 め る 」。 berotzcn cta berotzen と , 不 完了 分 詞 を 繰り 
返す こと に よっ て 「 だ ん だ ん , ます ます 」 の 意味 が 添え られ る 。 
zen は izan [自助 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 「3 単 が こし た 」 (1 
10)。 

《( 弟 は 帯 を 胡桃 の 木 に ) 結び 付け た , する と 胡桃 の 木 は だ ん だ 
ん 熱く な り 始 め た 》 


108. ketan jarri zen ondoren。 

ketan: ke [名 ] 「 煙 」 二 不定 形 内 格 語尾 -tan,「 煙 の 中 に 」。 

jarri zen: jarri [ 自 ]「 あ る 状態 の 中 に 身 を お く 」 完了 分 詞 , 
2en は izan [自助 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 「3 音 が こし た 」。 
NOR は 前 項 の intxaurrondoa。「 煙 の 中 に 身 を お いた 一 煙 に 
包ま れ た 」 の 意 。 

ondoren: 「 次 に 」。 


(次 に ( 衣 桃 の 木 は ) 煙 に 包ま れ た 》 


109. eta su-garreftam azZkenik. 

su-garretan: su-gar [名 ] 「 秋 」 十 貞 ぎ の 子音 r- 十 不定 形 内 格 
語尾 -ctan, 「 共 の 中 に 」。 su-gar は su「 火 」 と gar 「 火 炎 」 か ら 
成る 復 合名 詞 。 
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azkenik: 「 最 後に 。 ついに 」。 前 項 と 同じ 動詞 jarri zen が 省 
略 さ れ て いる 。 
《 そ し て つい に 炎 人 (包ま れ た )》 


110-2. Cxeko denek ikusi zuten harritqrik nola etxe anr- 
詩 語 動 過 直接 目的 語 1 
reko intxaurrondoa kiskalita geratu zen eta hura egon 
( 記 接 目的 語 1 の 続き ) 直接 目的 語 2 
Zen lekuan ikaragarrizko zuloa egin zen. 
(直接 目的 語 2 の 続き ) 
文 動詞 部 に 直接 目的 語 と な る nola に 導 か れる 名 詞 館 が 二 つ 付 い 

て いる 。 

Etxeko denek ikusi zuten harrituriki ctxeko denck は 他 
動詞 ikusi zuten の 主語 。ctxeko は ctxe [名 ] 「 家 」 十 定形 単数 
位置 属 格 語尾 -ko, 「 家 の 」。denck は dcn { 代 ] 「 全 負 」 の 定形 複 
数 能 格 。「 全 員 が 」。 動 詞 部 ikusi zuten の ikusi [ 他 ] 「 見 る 」 完 
耳 分 詞 , zuten は izan [ 他 助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 , 
NOR=3 単 。 NORK=3 被 ,「3 複 が 3 単 を ン し た 」。NOR ( 直 
接 目的 語 ) は nola 以下 。 NORK=etxeko denek。 harriturik 
は harri-tu [ 自 ] 「 千 く 」 状 態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 -rik, 「 驚 い 
て 」。 こ こま で が 主 節 で 「 家 の 者 全員 が 驚い て (nola 以下 の 事 を ) 
見 た 」。 

nola etxe aurreko intxaurrondoa kiskalita geratu Zn: 
nola は , 元 来 , 疾 問 副詞 「 ど の よう に 」 だ が , 『nola 二 動詞 ・ 助 
動詞 の -n 節 』 が 名 詞 節 を 表す こと が ある 。 こ の nola も それ に 
あたり , 前 項 の kusi zuten の 目的 語 と な る 名 詞 館 を 導く 。ctxe 
aurreko は 「 家 の 前 の 」( ゆ 1.10。 intxaurrondoa は intxaur- 
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rondo [名 ] 「 彰 桃 の 木 」 二 定形 単数 絶対 格 語 選 -4「 彰 桃 の 木 が 」。 
geratu zen の 主語 。kiskalita geratu zen の kiskalita は kiskal- 
i [ 自 ]「 焼 け 焦 げ る 」 に 完了 し た 状態 を 表す 語尾 -ts が 付い た 形 - 
( ゆ 1.23, utzita)。geratu は [ 自 ]「( あ る 状態 に ) な る , 陥る 」 完 
了 分 詞 , zen は izan [自助 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 単 が ー し 
た 」。 こ と ま で 「 家 の 前 の 胡桃 の 木 が 焼け 焦 げ ば て し まっ た の を 」。 
eta hura egon zen lekuan iaragarrizko zuloa cgin Zent 
と の 文 も 前 項 の nola に 導 か れる 名 詞 節 で や は り ikusi zuten の 
目的 語 と な る 。 hura egon zen は ekuan に か か る 連 体 修 飾 節 。 
hura は cgon zen の 主語 で [ 代 ] 「 あ れ ・ そ れ が 」。intkaurron< 
doa を 指す 。cgon は [ 自 ]「 い る , ある 」 完 了 分 詞 、 Zen は iZan 
[ 自 了 助 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 単 が っ し た 」 だ が , ここ と で は 
1ekuan に か か る 連 体 形 で 「3 党 が ン し た と ころ の 」。 lekuan は 
1eku [名 ] 「 場 所 」 十 定形 准 数 内 格 語尾 an, 「 場 所 に 」。 こと まで 


「 を それ が あっ た と ころ の 場所 に 」。 な お , gon Zen と Zegocn は 。 - 


それ ぞ れ cgon 動詞 の 詩 語 が 3 人 称 単数 の 場合 の 中 説法 過去 の 複 
人形 と 単純 形 で ある が , 複合 形 cgon zen の 方 は 「( そ れ ま で ) 
あっ た ]」, 単純 形 zegoen は 「( そ の 時 ) あっ た 」 を 表す 。 複合 形 
と 単純 形 の 双方 を 持つ 動詞 は , cgon に 限ら ず , この 様 な 使い 分 
け の ある も の が 多い ( ゆ L6 dago, 1.70 izan zen。 1.99 zioen)。 
ikaragarrizko zuloa の karagarrizko は [ 連 ]「 も の す ど い 」, 
zuloa は zulo [名 ] 「 穴 」 二 定形 単数 絶対 格 語尾 -s。「 も の すご こい 
穴 が 」。 動詞 部 cgin zen の cgin は 本 来 他動詞 だ が , こと で は 
mloa と 結び 付き , 「 穴 が あく 」 と いら 自動 詞 を 形成 する 。 完了 分 
詞 。 zen は izan [自助 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 「3 単 が ポン し た 」。 
と こま で 「 そ れ が あっ た 場所 に も の す ど い 穴 が あい た の を 」。 

《 家 の みん な は , 家 の 前 の 胡桃 の 木 が 焼け 人 げ ば て し まっ た の を 
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そし て それ が あっ た 場所 に も の す ど い 穴 が で きた の を , 艇 喚 の う 
ち に 見 た 》 


< 駅 > 「 い や , 嫌 だ ね , 身 に 着け た りす る も ん か 。 家 の 前 の 胡桃 の 
木 に 結び つけ て や る !」 

そし て 帯 を 取り 上 げ , 胡 移 の 木 に 結び つけ に 行き まし た 。 帯 を 
結び つけ る と , 胡桃 の 木 は だ ん だ ん 熱く な り 始 め ま し た , そし て 
次 に は 煙 に 包ま れ , と うら と うら 火 を 噴い て 燃え 出し まし た 。 

家 の 者 全員 が , 家 の 前 の 胡桃 の 木 が 焼け こげ た さま を , そし て 
胡桃 が あっ た 場所 に は 巨大 な 穴 が で きた の を あっ け に と られ て 見 
つめ まし た 。 


Handik hiru cgunetara joan ziren bi anaiak 
Baltzolako leze-zulora、cta gizon xahar eta mantxu 
bat agertu zitzaien, eta gazteenari zuZen-ZuZen be- ils 
giraturik、galdera hau egin zion: 

ーー Zergatik ebaki zenidan besoa? 

一 Nik? Noiz ebaki dizut zuri besorik, inoiz ikusi 
ere eZ Zaitut egin eta? 

Baina。 gizonak。 falta zitzaion beso-zatia erakutsiz, 1 
honela esan zion : 

ーAhazturik duzu, biok hementxe zeundeten 
hin suge bati buztana cbaki zeniola? 

一 Hz ez dut ahaztu. Badakit ebaki niola. 








= 











113-4. Handik hirn egunetara joan ziren bi anaiak 
動詞 主語 
Baltzolako leze-Zulora。 
hand 授 hiru cgunetara: handik [ 副 ] 「 そ の 時 か ら 」( ツ 1 
76)。 biru [数 ] 「3」。 egunetara は egun [名 ] 「 日 」 十 不定 形 方 格 
語尾 -etara, 数 詞 を 伴っ て 「 一 日 後に ]」。 ここ まで 「 そ れ か ら 三 
日 後に 」。 
joan ziren: joan[ 自 ] 「 行 く 」 完 了 分 詞 、 ziren ぐ izan [自助 ] 
直 説 法 過去 NOR 活用 「3 複 が こし た 」 ( ゆ 1.22)。 
bi anaiak: 自動 詞 joan ziren の 主語 。bi「 二 人 の 」, anaiak 
は anaia [名 ] 「 見 弟 」 十 定形 複数 絶対 格 語 屈 -k, 「 そ の 二 人 の 兄 
弟 は 」。 
Baltzolako leze-zulora:「 バ ルッ ュ ラ の 洞穴 へ 」。 
《 二 人 の 兄弟 は バル ツ ォ ラ の 洞穴 へ 行っ た 》 


114-5. eta gizon xahar eta mantxu bat agertu Zitzaien。 
詩 証 動 過 

gizon xahar eta mantxu bat: agertu zitzaien の 主語 。 
gizon [名 ] 「 男 」, xahar 「 非 常に 年 老い た 」, mantxu [ 形 ] 「 井 腕 
の 」, いずれ ゃ 不定 形 絶対 格 。bat [数 ] 「1」 絶対 格 。「 ひ と り の 片 
腕 の と て も 年 取っ た 男 が 」。 

agertu Zitzaien: agertu[ 自 ]「 現 れる 」, zitzaien ぐ jizan [ 自 
助 ] 直 説法 過去 NOR-NORI 活用 「3 単 が 3 複 に した]」 ( ツ 1 
24)。 NOR (主語 ) ニ gizon - bat。 NORI (間接 目的 語 ) は 「 二 人 
の 兄弟 に 」 を 指す 。 

《 す る と 片腕 の 年 老い た 男 が (兄弟 に ) 現 れ た 》 
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115-6. eta gazfeenari zuzen-Znzen begiraturik。 
galdera han egin zion: 
直接 目的 語 動詞 
gazteenari zuzen-Zuzen begiraturik: gazteenari は gaztc 
形 ]「 年 少 の 」 二 最上 級 語尾 -cn 十 定形 単数 与 格 語尾 -ari,「 最 年 
少 の 者 に 」。 begiraturik の 間接 目的 語 。 最 年 少 の 者 と は ここ で 
は 弟 を 指す 。 zuzen-zuzen[ 副 ]「 ま っ すぐ に 」。 begiraturik は 
begira-tu [ 他 | 「 見 つめ る 」 十 状態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 -rik で 
「 見 つめ な が ら 」。 
galdcra hau: egin zion の 直接 目的 語 。galdera [名 ] 「 質 問 」 
不定 形 絶対 格 , au [ 形 ]「 こ の 」 絶 対格 。「 こ の 質問 を 」。 
cgin zion: egin[ 他 ]「 す る 」 完了 分 詞 , zion ぐ izan [ 他 助 ] 
直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 「3 単 が 3 単に 9 単 を ン 
し た 」。NOR (直接 目的 語 ) ニ galdera hau, NORT (間接 目的 語 ) 
gazteenari NORK (主語 ) は 「 老 人 が 」。 
《 を し て まっ すぐ に 弟 を 見 つめ な が ら (老人 は 弟 に ) この 質問 を 
し た 》 


117. 一 ergatik ebaki zenidan besoa? 
四 詞 動 . 詞 直上 的 放 

zergatik: [ 副 ]「 な ぜ 」。 

ebaki zenidan: cbaki は [ 他 ]「 切 断 する 」 完了 分 詞 , zeni 
dan は ぐ izan [ 他 助 ] 直 説法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR (直接 目的 語 ) 三 3 単 。 NORI (間接 目的 語 ) ニ niri 「 私 た 」, 
NORK ( 生 語 )zuk 「 あ な た が 」 の 場合 の 活用 形 「 あ な た が 私 に 
3 単 を ン し た 」(⑤ 表 34。3 単 の NOR は besoa。 

besoa: beso [名 ] 「 腕 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。ebaki zcni- 


大 詞 








dan の NOR (直接 目的 語 ) 「3 単 を ] に あたる 。 
《 な ぜ ( お 前 は 私 に ) 腕 を 切り 落と し た の だ め ⑳ 


118。 一 Nik? Noiz ebaki diznt zuri besorik 
左右 詞 動 瑞 則 接 目的 語 直接 目的 放 

nik: [ 代 ] 能 格 「 私 が 」。 

noiz: [ 副 ] 「 い つ ]。 

ebaki dizut: ebaki [ 他 ] 「 切 断 す る 」, dizut く izan [ 他 助 ] 直 
説法 現在 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 )=3 単 
NORI (間接 目的 語 ) 三 zuri 「 あ な た に 」, NORIK (主語 )= ニ nik 「 私 
が 」 の 場合 の 形 「 私 が あな た に 3 単 を っ す る 」( ツ 表 85)。「 私 が 
あな た (に (3 単 を ) 切断 し た 」。 

zurii zu [ 代 ] の 与 格 「 あ な た に 」。 cbaki dizut の 間接 目的 
語 。 

besorik: cbaki dizut の 謙 目的 語 。 beso [名 ]「 腕 」 分 格 
語尾 rk ( ゆ 1.31, kalteri の 項 )。 他 動詞 の 直接 目的 語 と し て 絶 
対格 を 取っ て も 良い と ころ だ が 分 格 を 用 いる こと に より , 「 腕 な 
ど 少 し で も 」 の 意味 が 含ま れる 。 括 問 詞 を 含む 疑問 文 の 語順 に つ 
いて は 1.98, zertarako の 項 参 照 。 

《 お れ が ? いつ (お れ が ) あん た の 腕 を 切断 し た 9 








118-9. inoiz ikusi ere ez zaitut egin eta? 
- 訓 軸 動 部 接 同 
inoiz :[ 副 ] 否 定 文中 で 「 今 まで 一 度 も こない 」 を 表す 。 
iusi ere ez zaitut egin: ez zaitut ikusi の , ez は 容 定 辞 , 
zaitut は izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 , NOR 
(直接 目的 語 ) ニ zu「 あ な た を 」, NORK ( 主 語 ) ニ nik 「 私 が 」,「 私 
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が あな た を ー す る 」( 必 表 32), ikusi は [ 他 ] 「 見 る , 会 う 」 完 了 
分 詞 で , 「 私 は あな た に 会 わな か っ た , 会 っ た こと が な い 」 の 意 。 
ere は , 「 も 」 だが, この 語 は , 日 本 語 の 「 も 」 に よく 似 て , 普 
通 この 語 に よっ て 限定 し た い 語句 の 直後 に 選 か れる 。 が , 限定 し 
た い 請 旬 が 動詞 の 場合 は ,『 動 詞 の 完了 分 詞 十 cre 十 egin』 の 形 を 
取ら ね ば な ら な い 。 ま た, その 場合 , egin が 分 詞 と し て の 変化 を 
する 。 この 文 は た また ま 完 了 相 の 文 な の で , cgin は 完了 分 詞 形 で 
ある が , 不 完了 相 , 未来 相 の 場合 は に 深 の よう に な る (151, tris- 
tetu egin zen)。 
ikusi cre cz zaitut cgin:  ( 今 ま で ) あ な た に 会 いも し な か っ 
た 
iusi ere ez zaitut egiten: (日 頃 ) あな た に 会 っ て も いな い 
ikusi cre cz zaitut cgingoi (将来 ) あ な た に 会 いも し な い だ ろ 
の 
語順 は cz zaitut 近 usi cre cgin / cgiten / egingo で も 可 。 
eta: 「 な の で 」。 


《 あ ん た に 会 っ た こと も な い の だ か ら 》 


120-1. Baina。gizonak。falta zitzaion beso-Zatia erakutsiz。 
主語 
honela esan zion: 
動詞 

gizonaki: gizon [名 ]「 男 」 二 定形 単数 能 格 語尾 -ak,「 男 が 」。 
erakutsiz と esan zion の 主語 。 

falta zzaion besorzatia: erakutsiz の 直 次 有 的 語 。 falta 
zitzaion は beso-2atia に か か る 連 体 修飾 節 。falta zitzaion は 
falta izan [ 自 ]「 欠 け て いる 」 の izan の 部 分 が zitzaion <izan 
[自助 ] 直 説 法 現在 NOR-NORI 活用 , NOR お ょ び NORI= 
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3 単 ,「3 単 が 3 単に こし た 」 の 形 に 活用 し た も の ( 必 1.54, 表 19), 
falta izan は biziizan (1.15) 同様, 熟語 的 な 動詞 。 また 2itzaio 
は 連 体 形 。 動 詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 で も と も と -n で 終わ る も の 
その まま 連 体形 に も な る が , 強 葵 は 最後 の 音 館 に 置か れる の が : 
通 ( ウ 1.23 zituzten, 1. 51 zegoen の 項 )。 beso-zatia は be 
zai [名 ] 「 腕 の 一 部 」 十 定形 単数 絶対 格 。「 彼 に 欠け て いる 腕 の : 
部 を 」, つま り 「 と れ て し まっ た 腕 の 一 部 を 」。 

erakutsiz: erakuts-i |[ 他 ]「 見 せる 」 に 語尾 -2 が 付い た 形 
「 見 せな が ら 」( 必 177, ekarriz の 項 )。 M 

honela: 「 こ の 様 に 」。 

esan Zion: esan[ 他 ] 「 言 う 」 完了 分 詞 , zion ぐ izan [ 他 助 | 
誠 説法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 , 「3 単 が 3 単に 3 単 を っ 
し た 」( ゆ 1.26)。 NOR (直接 目的 語 ) は 次 の せり ふ , NORI ( 
接 目 的 語 ) は 弟 , NORIK (主語 ) は gizonak。[( 男 は 弟 に 次 の こ 
と を ) 言っ た 」。 

《 し か し , 男 は , と れ て し まっ た 腕 を 見 せな が ら , ( 彼 に ) 次 の : 
に 言っ た 》 


122-3. 一 Ahazturik duzu。 biok hementxe zeumdeten 
動 語 

behin suge bai buztana cbaki zeniola? 

直接 目的 語 (名 詞 節 ) 
『 動 詞 直 接 目的 語 』 の 型 だ が , 目的 語 が 名 詞 館 に な っ て いる 。 

ahazturik duzu: ahazturik は ahaz-tu [ 自 / 他 ] 「 忘 れる 」 

に , 状態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 バ 小 が 付い た 形 「 忘 れ て 」( ツ 1 
3, zabaldurik の 項 )。 duzu は izan [ 他 ] 直 説 法 現 在 NOR- 
NORK 活用 単純 形 , NOR (直接 目的 語 ) ニ 3 単 , NORK (主語 ) 
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=Zuk 「 あ な た が 」,「 あ な た が 3 単 を 持っ て いる 」 だ が , 『 動 詞 の 
完了 分 詞 ゞ 下 十 zan [ 他 ]I』 は 「 こ し て し まっ て いる 」 を 表す 。 
こと で は 「 忘 れ て し まっ て いる 」。 ここ まで 「 お 前 は 忘れ て し ま 
っ て いる 」。 

biok hementxe zeundeten behin: biok は zeundeten の 
主語 。 bi [数 ]「 二 人 」 二 近い 復 数 形 の 絶対 格 語尾 -ok,「 あ な た た 
も 二 人 が 」。 hementxe は 「 ほ か な ら ぬ と と に 」( ゆ 1.10, horre- 
tantxe, 1 71, hantxe)。 zeundeten は egon [ 自 ]「 い る , ある 」 
直 説 法 過去 NOR 活用 , 単純 形 NOR (主語 ) ニ zuck の 場合 の 形 
「 あ な た た ちがい た 」 ( 表 27)。 こ と で は bchin を 修飾 する 連 体 
形 ( ゆ ウ 1 23, zituzten の 項 )。behin は [名 / 弄 ] 「 一 , ある 時 , か 
つて 」。 こ こと まで 「 一 度 お まえ た ち 二 人 が この 場所 に いた と き 」。 

suge bati: ebaki zeniola の 間接 目的 語 。suge 「 蛇 」 は 不定 
形 絶対 格 , bati は bat [数 ]「1」 二 与 格 語 居 -+。「 一 匹 の 時 に 」。 

buztana: buztan [名 ] 「 尻 尾 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。cba- 
ki zeniola の 直接 目的 語 。「 尻 尾 を 」。 

ebaki zeniola: cbaki [ 他 ] 「 切 断 す る 」 完 了 分 詞 , zeniola は , 
zenion ぐ izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR (直接 目的 語 )=3 単 , NORI (間接 目的 語 ) ニ 3 単 , NORK 
(主語 )=zuk 「 あ な た が 」 の 場合 の 形 「 あ な た が 3 単に 3 単 を キン レ 
た 」( 表 14) に , 名 詞 節 を 作る 語尾 -1a が 付い た 形 ( 必 1.66 
dituzula の 項 )。NORTI (間接 目的 語 ) は suge bati。 NOR ( 直 
接 目的 語 ) は buztana。 

《 か つて 一 度 お 前 た ち 二 人 が この 場所 に いた と き , 一 匹 の 巡 が 
尻尾 を 切断 し た こと を お 前 は 忘れ て し まっ て いる 》 


124. 一 Ez。 ez dut ahaztu. 
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ez3 「 い いえ 」。 い 
ez dut ahaztui ez は 簿 定 辞 。dut は izan [ 他 助 ] 直 計 
在 NOR-NORK 活用 「 私 が 3 単 を キン する 」。 ahaztu [ 他 ] [ 
る 」 完了 分 詞 。ahaz-tu は 自動 詞 と し て も 他動詞 と し て も 用 
れる が , ここ で は 他動詞 扱い 。 否 定 文 の 語順 に 注意 ( 必 1.104、 
《 い や , (私 は ) 忘 れ て は いな い 》 


124. Badakit ebaki niola. 
動 同 直接 上 的 語 ( 名 記 館 ) 
badakit: ba- は 月 定 を 強調 する 接頭 辞 (1. 17, bazutem 
項 )。dakit は jakin [ 他 ] 「 知 る 」 直 説法 現在 NOR-NORK 
用 単純 形 , NOR (直接 目 
的 語 )= 単 , NORK ( 主 
語 ) 三 nik「 私 が 」 の 場合 
の 形 で 「 私 が 3 単 を 知っ NOR-NORK 活用 単純 形 
て いる 」( 避 右 表 )。 NORK ( 生 語 ) 活用 
ebaki niola: badakit 雪 。 1 nik dakizkit 
の 目的 語 と な る 名 詞 館 。 2 。 hik dakikk/n 
ebaki は [ 他 ]「 切 断 す 3 hark dakieki) 
1 
2 


一 表 40 一 
Jakin [ 他 ] 直 説 法 現 在 


る 」 完了 分 詞 , niola は guk daki(zkgu 

nion ぐ jzan [ 他 助 ] 直 zuk daki(zki)zu 

説 活 過 去 NOR-NORI- 2 。 zuek dakickDzue 
NORK 活用 , NOR ( 門 9 haiek dakikDte 
接 目的 語 )=8 単 , NORT 
(間接 目的 語 ) 三 3 単 , の 時 現れ る 。 
NORK ( 生 語 )=nik 「 私 





文 ki- は NOR= 直 接 目 的 語 が 9 復 | 





が 」 の 場合 の 形 「 私 が 3 単に 3 単 を キン し た 」 た , 名 詞 節 を 作る 
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眉 -a が 付い た 形 。 NOR (直接 目的 語 ), NORI (間接 目的 語 ) 
は , それ ぞ れ 前 項 の buztana, suge bati。 


《( 私 が 蛇 に 尻尾 を ) 切断 し た と いう と と は わか っ て いる 》 


〈 訳 > それ か ら 三 日 経っ て , 二 人 の 上 兄弟 は バル ッ + ラ の 洞穴 へ 行 
きま し た 。 す る と 上 乾 腕 の な い 老 人 が 彼ら の 前 に 現れ , 次 男 を 真っ 
直ぐ に 見 据え な が ら , こう 尋ね まし た 。 

「 な ぜ 私 の 腕 を も ゃ い だ の だ ?] 

「 お れ が ? いつ お S れ が あん た の 腕 を も い だ ん だ ? あん た に 会 っ 
た こと さえ な い の に 」 

し か し 男 は と れ て し まっ た 腕 を 見 せ , この よう に 言い まし た 。 

「 以 前 一 度 お 前 た ち 二 人 が と の 場 に いた と き , 一 匹 の 蛇 の 尻 選 
を も い だ こ と を , お 前 は 忘れ て し まっ た の だ た ]」 
「 い や , 座れ て は いな いよ 。 蛇 の 尻 刷 を も い だ こ と は 知っ て い 
る よ 」 





一 Ba, ez zenion suge bati ebaki,。 niri baizik. is 
Suge hura neu naiz,eta orain hemen nago besorik 
gabe. Emaizkiozu eskerrak epoan daramazun kut- 
tan horri (gazteak beti crabiltzcn zuen bat). Hori 
aldean ez bazenu izan。 errukikarri zinatekeen! 
Baina, hala cre、Iturriondobetiar guztiok madarikaw 
tzen. zaituztet: “Zunen artean mantxurik。 herrenik, 
gorrik edo itsurik ez da inoiz faltako!”" 
Madarikazioa esan cta haitzulo barrura joan Zen。 
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eta han ezkutatu zen. 








125. 一 Ba, ez zenion suge bati ebaki, niri baizik. 
間接 目的 語 1 間接 目的 語 2 
動詞 











ba: [ 間 ] 「 だ か ら 」。 

ez zenion ebaki: cz は 定 辞 , cbaki は [ 他 ] 「 切 断 する 
zenion は izan [自助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活 
NOR (直接 目的 語 ) お よび NORI (間接 目的 語 )=3 単 。 NO 
( 生 語 )= ニ zuk 「 あ な た が 」。「 あ な た が 3 単に 3 単 を キン し た 」( き | 
123)。 否定 文 の 語順 に 注意 ( ゆ 1 10。 NOR は buztana, NO 
は suge bati。 こと まで 「 あ な た は ( 蛇 に 尻尾 を ) 切断 し な が 
た ]」。 

suge bati: bati は bat [数 ] 「1」 十 不定 形 与 格 語 居 -+。cb 司 
Zenion の 間接 目的 語 。「 一 匹 の 蛇 に 」。 

miri baizik: niri は ni [ 代 ] の 与 格 形 「 私 に 」。baizik 隊 
続 ] は 否定 文 の 文末 に 國 か れ , 「(ー で は な く ) で ある 」。 ここ 
は suge bati を 打ち 消し , niri を 青 定 し て いる 。「 蛇 に で は な 
私 に 」。 

《 だ か ら , (お 前 は ) 蛇 に (尻尾 を ) 切断 し た の で は な い , 私 に 
を 切断 し た の ) だ 》 


126. Snge hura neu naiz。 
詩 主 補語 動詞 
この 文 の 主語 。 suge「 蛇 」 不定 形 絶対 格 , hur 


Suge hura: 


は [ 形 ]「 あ の ・ そ の ] 総 対格 。「 あ の 蛇 は 」。 1 
【 代 ] mi の 率 調 形 で 「 私 と そ 」。 絶 対格 。 強 調 形 の 語 は 』 


109 に - 


neu: 












つね に 
る 。 
naiz: izan[ 自 ] 直 説 法 現在 NOR 活用 , 単純 形 NOR ( 主 
語 ) ニ ni「 私 は 」 の 場合 の 形 「 私 は ン で ある 」 ( ゆ 表 3)。 
《 そ の 蛇 は , だ れ あ ろう この 私 だ 》 


galdegaia ( 文 の focus) と し て 動詞 の 直前 の 位置 を 占め 


126-7. eta orain hemen mago besorik gabe. 


orain: [ 副 ] 「 今 」。 

hemen: [ 副 ]「 こ こ に 」。 

nagoi egon[ 自 ]「 い る , ある 」 直 説法 現在 NOR 活用 , 単 
純 形 NOR (主語 ) ニ ni 「 私 が 」,「 私 が いる 」 ( ゆ 表 8)。 

besorik gabe: besorik は beso [名 ] 「 腕 」 二 分 格 語尾 で 汗 で , 
gabe と 結び 付い て 「 一 つも な い 」 を 表す 。 gabe は 【[ 後 ]「- な 
し で 」。「 腕 な し で , 腕 の な い 状態 で 」。 ] 

《 そ し て 今 に こ に 腕 な し で いる 》 





127-8. Emaizkiozu eskerrak 
動詞 直接 目的 語 
1epoan daramazun kuttun horri 
間接 目的 語 

emaizkiozu: eman iezazkiozu の 短縮 形 「( あ な た は )3 単 に 
3 複 を 与え を なさい] ( 必 1.80, emaiozu の 項 , 表 36)。 

eskerrak: emaizkiozu の 直接 目的 語 。esker [名 ] 「 感 謝 」 十 
ぎの 子音 -*- 十 定形 複数 絶対 格 語尾 -ak で 「 感 席 を 」。 cskerra 
eman は 「 感 謝 する 」。 

1epoan daramaznn kuttun horri: emaizkiozu の 間接 目的 
語 , lepoan daramazun は kuttun を 修飾 する 連 体 節 。lepoan 
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一 表 1 一 
craman[ 他 ] 直 説 法 現在 
NOR-NORK 活用 単純 形 


NORK (主語 ) 活用 





gg. 1 nik darama(tza)t 
2 。 1 拓 darama(tza)k/n 
3 。 hark darama(tza) 

pl 1 guk darama(tza)gu 
2 zuk darama(tza)Zu 
2 。 zuek darama(t2a)zue 
3 haick darama(tza)te 

文 -za- は NOR = 直接 目的 語 が 3 額 の 時 

現れ る 。 








は 1epo [名 ] 「 首 」 二 定形 単数 内 格 語 選 -an,「 音 に 」。 daramazu 
は , daramazu ぐ eraman [ 他 ] 「 持 っ て 行く , 回 れ て いく (ここ 
で は 「 身 に 着け て いる 」)」 の 直 説法 現在 NOR-NORK 活用 温 
形 。 NOR (直接 目的 語 ) 王 3 単 , NORK (主語 ) ニ zuk 「 あ な た が 」 
の 場合 の 形 で 「 あ な た が 3 単 を 身 に 着け て いる 」 (⑤ 表 41) に , 進 
体形 語尾 -n が 着い た 形 。「 あ な た が 身 に 着け て いる と ころ の (⑬ 
単 )]。 kuttun は [名] 「 お 守り 」 不 定形 絶対 格 , horri は 指示 形 
容 詞 hori 「 そ の >」 の 与 格 形 , 「 そ の - に 」。 
《 お 前 が 首 に か け て いる その お 守り に 感謝 し ろ 》 


128. (gazteak befi erabiltzen zuen bat). 
錠 体 自 餅 節 彼 修 飾 語 
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gazteak: erabiltzen zuen の 主語 。gazte [名 ] 「 若 者 」 定 形 
間 数 能 格 語尾 -ak。「 若 者 が 」。 

betii [時] 「 い つも る 」。 

erabiltzen zuen: erabiltzen は crabili[ 他 ] 「 使 う 」 不 完了 
分 詞 、 zuen は 玉 an [ 他 助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 「3 
単 が 3 単 を ン し た 」 の 連 体形 で bat に か か る 。 

bat: ここ で は 名 詞 的 に 「 一 つの も の 」, kuttun「 お 守り 」 の 
代わ り に 代名詞 と し て 使わ れ て いる 。 

《 基 者 が いつ も 用 いて いた も の 》 


128-9. HHori aldean ez bazenu izan, errukikarri zinatekeen ! 
直接 目的 語 動詞 主格 補 話 動 周 
に ky デー と に | ーーー 一 放 人 

支 事実 に 反する 仮定 を 表す 条件 法 過去 の 文 。 

hori: [ 代 ] 「 そ れ 」 定形 単数 絶対 格 他動詞 ez bazenu izan 
の 直接 目的 語 , 「 そ れ を 」。 お 守り を 指す 。 

aldean: 「 側 に 」。 

ez bazenu izani ez は 褒 定 辞 。bazenu は izan [ 他 助 ] 条件 
法 条件 NOR-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 )=3 単 , NORK 
( 生 語 )=zuk 「 あ な た が 」, 「 も し あな た が 3 単 を キン し た ら 」 (⑤ 表 
23)。 izan は ここ と では 【 他 ] 「 持 つ 」 完 了 分 詞 。 izan bazenu は 
『 先 了 分 詞 十 助動詞 の 条件 法 』 で 過去 の 事実 に 反する 仮定 を 表し 
て いる 。「 も し あな た が それ (お まもり ) を 持っ て いな か っ た ら 』。 

errukikarri: [ 形 ]「 あ われ な 」。 

zinatekeen: izan [ 自 ] 条件 法 帰 結 過去 NOR 活用 , NOR 
( 生 語 )=zu 「 あ な た は 」 の 場合 の 形 で 「 あ な た は ー だ っ た だ ろう 」。 
主語 は 2 人 称 単数 。 すなわち 弟 。( 避 表 42)。 
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二 義 , 42 一 
izan [ 自 / 自 助 ] 条件 法 帰結 現在 と 過去 NOR 活用 
NORK (主語 ) 活 用 
sg. 1 mi nintzateke(en) 
2。 さ * hintzateke(cn) 
に hura jitzateke/zatekeen 
pL 1 gu ginateke(en) 
2 2Zu 2inateke(cn) 
2 zuek zinatekete(n) 
3 haiek Jirateke/ziratekeen 
支 -en が 付く と 過 技 形 に な る 。3 人 称 で は 前 者 が 現在 
形 , 後者 が 過 示 形 。 











《( お 前 が ) それ を 傍ら に 持っ て いな か っ た ら , (お 前 は ) あわ れ な 
と と に な っ て いた だ ろう 2》 


130-1. Baina。hala ere, Itarriondobetiar guztiok 
直接 目的 語 
madarikatzen zaituztets 
動 詞 

baina: 「 し か し 」。 

hala ere: 「 と は いう も の の 」。 

Iturriondobetiar guztiok: madarikatzen zaituztet の 直接 
目的 語 。Tturriondobetiar 「 イ トゥ リオ ンド ベティ の 家 の 人 」 定 
形 単数 絶対 格 。 家 の 名 や 名 字 や 地名 に 語尾 -⑩ar を 付 し て 「 家 
の 人 」「 の 人 」 の 意味 に な る 。guztiok は guzti [ 形 ]「 全 て の 」 
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近い 複数 の 絶対 格 語尾 -ok 「 あ な た た ち 全 て の を 」 で , Itur- 
riondobetiar に か か る 。 

madarikatzen zaituztet: madarikatzen は madarika-tu 
[ 他 ]「 呪 う 」 の 不 完了 分 詞 , zaituztet は izan[ 他 助 ] 直 説 法 現 
在 NOR-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 )= ニ zuek 「 あ な た た ち 
を 」, NORK (主語 )nik「 私 が 」 の 場合 の 形 で 「 私 が あな た た 
ち を < する 」( 表 49)。 


《 お 前 た ち イ トゥ リオ ンド ペティ 家 の 者 全員 を (私 は ) 呪 2》 





ーー 3・ー 
izan[ 他 / 他 助 ] 直 説 決 現 在 と 過去 NOR-NORK 
NOR (直接 目的 語 )=zuck「 あ な た 相 ・ 妊 達 を 」 
NORK ( 生 語 ) 現在 過去 
8g. 1 nik zaituztet gintuztedan. 
2 hik ー ー 
3 。 hark zaituzte Zintuzten 
BL) 1 guk zaituztegu zintuztegum 
2 。 zuk ー ー 
2 。 zuek ーー ー 
3 haiek zaituztete zintuzteten 











131-2. “nen artean mantxurik,。 herrenik。gorrik edo 
詩 艇 
itsur 武 ez da jnoiz faltako 1 の 
動 同 
zuen は [ 連 ]「 あ な た た ちの 」, artean は arte 
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Zuen artean: 


を 
























joan zen: joan [ 自 ]「 行 く 」, zen ぐ izan [自助] 直 説 法 過 示 
NOK 活用 「3 単 が か こし た 」 ( ゆ 1 10)。 

han: 「 あ そこ に 」。 

ezkutatu zen: ezkutatu は [ 自 ]「 隠 れる 」 完 了 分 詞 , zen は 
lnn [自助 ] 直 説 決 過 去 NOR 活用 「3 単 が ー し た ]。 

《 児 い の 言葉 を 言い , ( 彼 は ) 洞 穴 の 中 へ 入っ た , そし て そこ に 尻 
れ た 》 


[ 釧 ] 「 あ い だ 」 二 定形 単数 内 格 語尾 -an。 「 あ な た た ちの 間 
て 」。 

mantxurik, herrenik。 gorrik edo itsurik: それ ぞ れ 
【 多 ] 「 旧 腕 の 人 」, herren [名 ] 「 足 の 悪い 人 」, gor [名 ] 「 
えな い 人 」, iteu [名 ]「 目 の 見 えな い 人 」 十 分 格 語尾 ik 
も 自動 詞 ez da faltako の 主語 と な っ て いる 。edo は 「 ま 

ez da inoiz faltako: inoiz は 否定 文中 で 「 一 度 も > 
ez da faltako の cz は 奏 定 辞 。 da は izan [自助 ] 直 計 
NOR 活用 「3 単 が ン す る 」, faltako は falta izan [ 自 ] 
いる 」 の 未来 分 詞 で , 本 来 falta izango と な る べき と ころ 
falta izan, bizi izan な どの 熱 語 的 な 動詞 か ら 分 詞 や 
(-t②cea 形 , -t②eko 形 な ど ) を 作る 時, 特に 口語 で は fal 
biziko な ど と より 人 簡単 な 形 に 短縮 する 傾向 が 強い (1 41, 
tzcko の 項 )。 

《 お 前 た ちの あい だ に は , 井 腕 の 者 , 中 の 悪い 者 , 著 の 開 こ 
い 者 , また は 目 の 見 えな い 者 が 欠け る こと が な い だ ろ う 》 


MR) 「 そ れ だ よ , お まえ は 虹 の 尻尾 を も い だ の で は な い 。 わし 
の 腕 を 切り 落と し た の だ 。 そ の 由 は だ れ あ ろう と の わし だ 。 そ し 
YC 今 胸 を な くし て こと に いる の だ 。 首 に 掛け て いる その お 守り 
(若者 が いつ も 用 いて いた ゃ もの) に 感 放す る の だ な , それ が 側 に な 
か っ た ら お 前 は あわ れ な と と に な っ て いた だ ろう よ ! だ が それ で 
も お 前 た ち イ トゥ リオ ンド ペティ の 者 ども 全て を 呪っ て や る や , 
『 お 前 た ちの うち に は 井 腕 , 乾 足 , 耳 の 聞 と え ぬ 者 , また は 目 の 見 
ル ぬ 者 の 欠け る こと が な いで あろ うら 1!] 

老人 は この 呪い の 言葉 を 吐い て , 洞穴 の 中 に 入っ て 行き , そこ 
133-4. Madarikazioa esan eta haitzulo barrura joan に 姿 を 消し まし た 。 


eta han ezkutatu zen. 


madarikazioa: csan の 直接 目的 語 。 madarikazio [名 ] 
い の 言 葉 」 定 形 単数 絶対 格 語尾 -a,「 呪 い の 言葉 を 」。 

ean: [ 他 ] 「 言 う 」。 助 動詞 zuen が 省略 され て いる (ウツ 1 
hartu の 項 )。 点 

haitzulo barrura: haitzulo [名 ]「 岩 穴 」 は 不定 形 絶 諸 
barrura に た 形容詞 的 に か か る 。 barrura は barru [名 ] 中 
定形 単数 方 格 語尾 -ra,「 中 へ 」。 不 定形 絶対 格 の 名 詞 に 後 胃 
「< の 中 へ 」。 B 
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LAMTIA ETA GIZON 
APUSTULARIA 
ラミ ア と 賭け の 好き な 男 




































Lamia: [名 ] 「 ラ ミア 」。 バス ク の 伝説 。 民 話 に 登場 すね る キャ ラ 
ター。 定形 単数 絶対 格 。 

efa: [接続 ]「- と <」。 

gizon: [名 ] 「 男 」。 不定 形 絶対 格 。 

apustularia: apustulari [ 形 / 名 ] 「 賭 を する (人 ), 賭 好き な ( 

定形 音 数 絶対 閣 合 選 ・a。 と と で は gizon に か か る 形容 同 














Euskalerriko Kondaira edo lezaharretako bes 
pertsonaia batzu LAMIAK dira. 

Batzuren ustez。 Lamiak itsasneskak edo its 
andereak bezalakoak ziren,hau da, gerritik go 
emakume gorputza Zuten、ecta gerritik behera ar 
raiena bezalakoa. Bestc batzuk esaten zutenez 
gorputz osoa, oinak ezik、 emakumeena bezalak 
Oinak, ordea, hegaztienak bezalakoak,e 

















Zuten. 
iaietan bizi omen ziren. 
















1-2. Euskalerriko Kondaira edo Elezaharretako beste Dert: 
sonaia batzu LAMIAK dira. 
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Euskalerriko Kondaira edo Elezaharretako beste pertso- 
naia batzu: と の 文 の 主語 。Euskalerriko は Euskalerria [名 ] 
「 バ スク 地方 , バス ク 国 ] 二 位置 属 格 語尾 -ko「 の ]。 共通 ペ ス ク 
語 で は Euskal Herria と 線 る 。Kondaira は [名]「 伝 説 」 の 定 
形 単数 絶対 格 。 も と も と -a で 終わ る 語 な の で 絶対 格 で は 定形 ・ 
不定 形 同形 で ある 。edo は [ 反 続 ] 「 ま た は 」。Tlezaharretako は 
clezahar [名 ] 「 古 く か ら 伝わる お 話 」 十 繋ぎ の 子音 +- 二 定形 複数 
位置 属 格 語尾 -ctako。beste は [ 連 ] 「 別 の , 他 の , それ 以外 の 」。 
pertsonaia は [名 ] 「 珍 場 人 物 ], 後ろ に 修飾 語 を 伴う の で 不定 形 
絶対 格 。 kondaira 同様 , も と も と -a で 終わ る 語 。 batzu は 
珍 ]「 い くつ か の 」 不 定形 絶対 格 , pertsonaia に か か る 。「 バ ス 
ク 地 方 の 伝説 また は 説話 の 他 の 登場 キャ ラク ター の いく つか は 』」。、 


LAMIAK: lamia「 ラ ミア 」 十 定形 複数 絶対 格 語尾 -k。 主格 
補語 。 
dira: ぐ izan [ 自 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 単純 形 , 「3 後 は > 


で ある 」( 叶 表 3)。 
《 バ スク 地方 の 伝説 また は 普 話 の 他 の 登場 キャ ラク ター の いく 
つか は ラミ ア た ち で ある 》 


3-4. Batzuren ustez。Lamiak itsasneskak edo itsasandereak 
Dezalakoak ziren。 


batzuren ustez: batzuren は batzu [ 代 ] 「 何 人 か の 人 々 』 
ある 人 々 」 十 不定 形 所 有 属 格 語尾 -ren。「 あ る 人 々 の 」。 ustez は 
ute [名 ] 「 才 を 」 具 格 語 選 - る 「 考 え で も っ て ]。 を 

lamiak: この 文 の 主語 。lamia の 定形 複数 絶対 格 ,「 ラ ミア た 
ち は ]。 


itsasneskak edo itsasandereak bezalakoak: itsasneskak は 
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itsasncska [名 ] 「 人 急 」 二 定形 複数 絶対 格 語尾 -k, itsasandereak 
は itsasandere [名 ] 「 人 急 」 十 定形 複数 絶対 格 語尾 -ak。itsas- 
itsaso [名 ] 「 海 ] か ら 派生 し た , 複合 語 を 作る 要素 。 neska は [ 
「 少 女 , 娘 」, andere は [名] 「 婦 人 」。andre と も 言う 。cdo 
「 ま た は 」。bezalakoak は bezala 二 位置 届 格 語尾 -ko 二 定 
絶対 格 語 尾 -ak (⑤ Baltzola。 1. 35) で 「 の よう な も の ・ と と 
人 ( 復 )」 の 意 。 と と ま で 「 人 魚の よう な 者 た ち 」。 

ziren: ぐ jan [ 自 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 単純 形 , NOR ( 
語 )=3 複 の 場合 の 形 で 「3 複 は ン て で あっ た 」 ( 叶 表 9。 3 復 
NOR (主語 ) は 1amiak。 

《 あ る 人 々 の 考え で は , 
た 》 


』 


ラミ ア た ち は 人 魚の よう な 者 た ち だ 記 


hau dm L 


hau は 【[ 代 ] 「 こ れ 」 の 絶対 格 「 こ れ は 」, da は izan [ 自 ] 直 
説法 現在 NOR 活用 「3 単 は こ だ 」。 直訳 する と ,「 こ れ だ 」 と な 
る が , さら 詳し い 説明 , さら に わか りや すい 説明 を 付け 加え た 
いと き に 「 つ まり こう いう こと と で す 」 ぐ らい の 意味 で 使わ れる 主 I 
句 。 


《 つ まり 》 


を 5. gerritik gora emakume gorputza Zuten. 1 
gerritik gora: gerritik は gerri [名 ] 「 肛 」 定 形 単数 春 格 語 
尾 tk, 「 腰 か ら 」。 gora は 「 上 へ 」。 goi [名 ] 上 方 格 語 忌 

Ta と 考え られ る 。「 腰 か ら 上 へ 」。 
emakume gorputza: zuten の 目的 語 。 emakume は [名 ] 
「 女 」 の 不定 形 絶対 格 で , ここ で は 形容 詞 的 に gorputza に 前 軒 
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きれ て いる ( 必 Baltzola, 1.76,。 urre zati の 項 )。 gorputza は 
gorputz [名 ] 「 体 」 二 定形 単数 絶対 格 -a。「 女 の 体 を 」。 

zuten: ぐ izan [ 他 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 , NOR 
(直接 目的 語 )8 単 。 NORK (主語 ) 三 3 複 ,「3 複 は 3 単 を 持っ て 
いた 」。 NOR は cmakume gorputza, NORK は 「 ラ ミア た 
も 」。 

《 腺 か ら 上 は 女性 の 体 を 持っ て いた 》 


5-6. eta gerritik behera arraiena bezalakoa. 

etai 「 そ し て 』」。 

gerritik behera: gerrik は 前 項 と 同じ く 「 腺 か ら 」。behera 
は behe [名 ] 「 下 」 二 方 格 語尾 -rs で 「 下 へ 」。「 腺 か ら 下 へ 」。 

arraiena bezalakoa: arraiena は 
arrai [名 ] 「 魚 」 の 定形 複数 所 有 属 格 
arraien 「 急 の 」 に , 定形 単数 絶対 格 語 
尾 -& が 付い て 名 詞 化し た 形 で 「 魚 た 
ちの も の 」。 この 「 も の 」 と は ここ で 
は gorputza「 体 」 を 指し て いる 。 つ 
まり arraien gorputza と な る べき と 
と ろ を , 前 項 で すでに 用 いて いる 語 gorputza を 繰り 返さ な いた 
め に 定形 語尾 -a の み を 代名詞 の よう に 用 いた も の (上 表 参 照 )。 
bezalakoa は 「ー の よう な も の 」 ( 避 Baltzola, 1.35,。 Lamia。 1 
る 。 


《 原 か ら 下 は 魚の ( 体 の ) よ うな の を (持っ て いた 





arraicn gorDutza 
arraien (gorDut2)a 
arraien -a 


arraicna 











を 


6. Beste batzuk esaten zuteneZ。 
beste batzuk: beste [ 連 ]「 他 の 」, batzuk は batzu [ 代 ] 「 何 
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人 か の 人 々 : ある 人 々 」 十 不定 形 能 格 語尾 -k。「 他 の 何人 か の 太 
た ち が 」。 1 

esaten zutenez: esaten は csan[ 他 ]「 言 う 」 不 完了 分 詞 。 
zutenez は zuten ぐ izan [ 他 助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORK 活 
用 「3 複 が 3 単 を ン し た 」 十 接尾 辞 -2。 動 詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 に 
付く -ez の 用 法 は 様々 で ある が , こと と で は 「 彼 ら が 言っ て いた の 
に よる と 」 の 意 。 

《 ま た 別 の 人 達 が 言っ て いた こと に よる と 》 


7-8. gorputz osoa。 oinak ezik。 emakumeena bezalakoa 
Zutem. 


gorputz osoa: 2uten の 直接 目的 語 。gorputz [名 ] 「 体 」 不 
定形 絶対 格 , osoa は oso [ 形 ] 「 全 -」 の 定形 単数 絶対 格 。「 全 身 
を 」。 

oinak ezik: oinak は oin [名 ] 「 足 」 の 定形 複数 絶対 格 。ezik 
は [ 後 ] 「< 以 外 ]。 「 由 以 外 」。 

emakumecena bezalakoa: 目的 格 補語 。emakumeena は , 1 
6, arraiena と 同じ 構造 。cmakume [名 ]「 女 性 ] 二 定形 複数 所 
有恒 格 語尾 -cn 「 女 性 の 」 に , 定形 単数 絶対 格 語尾 -a が 付い て 名 
詞 化し た 形 で 「 女 た ちの も の 」。 こ の 「 も の 」 と は こと と で は gor- 
putza 「 体 」 を 指し て いる 。bezalakoa は 「 こ の よう な も の ] ( ゆ 
13-3)。 

、zuten: ぐ izan [ 他 ] 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 単純 形 
「3 複 が 3 単 を 持っ て いた 」。 


《 体 全体 は , 足 以外 は , 女性 の ( 体 の ) よ うな の を 持っ て いた 》 


8. Oinak。 ordea, hegaztienak bezalakoak。 
支 他動詞 zuten が 省略 され て いる 。 
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oinak: oin [名 ] 「 足 ] 十 定形 複数 絶対 格 語尾 -ak。 省略 され て 
いる 動詞 zuten の 直接 目的 語 で 「 足 を 」。 

ordea: [接続 ]「 し か し 」。 同じ 逆説 の 竣 続 詞 baina が 文頭 で 
用 いら れる の に 対し , ordea は 文中 また は 文末 で 用 いら れる 。 

hegaztienak は 1.5-6 の arraiena, 1.7 の emakumeena と 
同じ 構造 の 語 。hegazti [名 ] 「 鳥 類 」 十 定形 複数 所 有 属 格 語尾 -en 
「 こ た ちの 」 十 定形 複数 絶対 格 語尾 -ak で 「 鳥 類 た ちの も の ( 複 )]。 
この 「 も の 」 と は ここ で は oinak「 足 」 を 指し て いる 。 bezala- 
koak は 「 こ の よう な も の ( 複 )] ( ゆ 1.④。 


《 尽 は , し か し , 鳥 の ( 足 の ) よう な の を (持っ て いた )》 


8-9. eta ibaietan bizi omen ziren. 

ibaietan: ibai [名 ] 「 川 」 十 定形 複数 内 格 語尾 -ctan,「 川 ( 複 ) 
に た 」。 

bizi omen ziren: bizi ziren は bizi izan の izan の 部 分 が 
「3 複 は ー し た 」 に 活用 し た も の 。omen は 伝 了 の 小 辞 「> だ そう 
だ 」。「 住 上 で いた そう だ 」( 避 Baltzola, 1. 10)。 主語 は 1amiak 
「 ラ ミア た も]」。 

《 そ し て (ラミ ア た ちせ) 川 に 住ん で いた そう だ 》 


< 駅 〉 バス ク 地 方 の 伝説 また は 普 話 の も う 一 つの 登場 キャ ラク タ 
ー は , ラミ ア た ち で す 。 

ある 人 た ちの 考 を では, ラミ ア は 人 魚の よう な も の で し た , つ 
まり , 腰 か ら 上 は 婦 人 の 体 を し で いて , 妥 か ら 下 は 魚の よう 捧 体 
を し て いま し た 。 また 別 の 人 た ち が 言 うに は 。 足 以外 全身 が 委 
人 の 体 で し た 。 し か し 足 は 鳥類 の それ の 様 で , 河川 に 住ん な で いた 
ぞ 24G で ぼ 5 
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Orain aspaldi。Lekeitio ondoan gizon apustulari 


handi bat bizi zen. 

Bere lagunekin zegoen batetan, 1aminez。 sorginez. 
basajaunez hitzegiten hasi ziren cta lagunetariko 
batck esan zuen: 

ーー Badakizue atzo lamia batek ikaraldi ederra 
Pasarazi Ziola nire auzoko bati? 





10. Orain aspaldi 

orain は [名 / 副 ]「 今 」。 awpaldi は 「 し ば らく , 長い 間 」。 全 
体 で 「 今 か ら ( 数 えて ) ず っ と 前 」。 

《 今 か ら 何 年 も 前 ) 


10. Lekeitio ondoan 


Tekeitio は [ 央 名 ]「 レ ケイ ティ オ 」。 ス ペイ ン 側 バス ク 地 方 ど 
スカ イア 県 の 海 涯 部 (ビス ケー 浴 沿 単 ) に ある 景勝 の 漁師 町 。on- 
doan は 名 詞 の 不定 形 絶対 格 に 後生 さ れ 「 こ の そば に 」( 避 Ba 
tzola 1.5)。 


《 レ ケイ ティ オ の そば に 》 


10-1. gizon apustulari handi bat bizi zen。 


gizon apustulari handi bat: bizi zen の 主語 。 gizon は 
[ 洲 ]「 男 」, apustulari は 「 賭 け を する (人 )」 の 意 だ が ,「 し じゅ 
う 賭 け を し て いる (人 )」「 賭 け の 好き な (人 )」 を も 表す 。 名 詞 に も 
形容 詞 に も な り 得 る が , こと で は 形容 詞 と し て gizon を 修飾 す 
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る 。handi [ 形 ] 「 大 き な , 偉大 な , す ど い 」。 こ れ ら の 語 は いずれ 
ゃ 不定 形 絶対 格 で bat [数 ]「 一 人 の 」, 不定 形 絶対 格 に 修飾 され 
る 。 

bizi zen: bizi izan は [ 自 ]「 住 む , 暮らす 」。 2en は izan 
[自助 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 「3 単 が こし た 」。「3 単 が 住ん で い 
た ]」。 

(非常 に 賭け の 好き た な 男 が 住ん で いた 》 


12. Bere lagunekin zegoen batetan。 
支 時 を 表す 副詞 節 。bere zegocn は batetan に か か る 連 体 修 

節 節 。 

bere [ 連 ] 「 彼 の 」, lagunekin は 1agun [名 ] 「 友 だ ち 」 の 定形 
複数 共 格 。「 友 人 た ちと と も に 」。 zegocn は cgon [ 自 ] 直 説 法 過 
去 NOR 活用 単純 形 「3 単 が いた 」 の 連 体 形 ( ゆ Baltzola, 1 51) 
で batetan に か か る 。 zegoen の NOR (主語 ) は gizon apus- 
tularia。 batetan は bat [数 ]「1( の )」 の 不定 形 内 格 で , こと で 
は 「 あ る 時 に 」 の 意 。 

《( 彼 が ) 彼 の 友人 達 と いた ある 時 》 


12-3. laminez。sorginez。 basajaunez hitzegiten hasi zirem 


]aminez, sorginez, basajaunez: それ ぞ れ lamin (amia に 
同じ ) 名]「 ラ ミ = ェ ャ 」, sorgin [名 ] 魔法 使い , 魔女 」, basajaun 
[名 ] 「 森 の 主 」 定 形 複数 具 格 語尾 -c み 「 ン に つい て 」。 と れ 和 2 は 
いずれ ゃ も , バス ク の 神話 伝説 の 重要 な 登場 キャ ラク ター で ある 。 

hitzegiten hasi ziren: hitzegiten は hitzegin [ 他 ]「 話 す 」 
の 不 完 耳 分 詞 。hasi [ 自 ] 「 始 め る 」 完 了 了 分 詞 , ziren は 2an | 自 
助 ] 直 説 法 過去 OR 活用 「3 複 が こし た 」。 『 動 詞 の 不 完了 分 詞 
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十 has-i』 で 「> し 始め る 」 ( 避 Baltzola 1. 108)。 3 複 の NOR ( 主 
語 ) は gizon apostulari handia と その 友人 た も 。 

《 彼 の 友人 た ちと いた ある 時 , ラミ ア や , 魔法 使い や , 森 の 主 区 
つい て (彼ら は ) 話 を 始め た 》 


13-4. eta lagunetariko batek esan zuen: 


agunetariko batek: csan zucn の 主語 。 1agunetariko は 
1agun [名 ] 「 友 だ ち , 仲間 」 に , 「 こ の うち の 」 を 表す 語尾 -ctariko 
が 付い た 形 で 「 友 だ ちの うち の 」。 batck は bat [数 ] 「1」 十 不定 
形 能 格 語 居 -ek。 ここ で は 「 一 人 ある 人 」 を 表す 不定 代名詞 。 
「 友 人 達 の うち の 一 人 が 」。 

esan zuen: csan [ 他 ]「 言 う 」 完了 分 詞 , zuen ぐ jzan [ 他 助 ] 
直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 「3 単 が 3 単 を キン し た 」( Bal- 
tzola 1.25)。 


《 す る と 友だち の うち の 一 人 が 言っ た )》 


15-6. 一 Badakizue atzo lamia batek ikaraldi ederra pasa- 


raZi ziola mire auzoko bati? 


Badakizue は 動詞 , 以下 は その 直接 目的 語 と な る 名 詞 節 。 
badakizue: jakin [ 他 ] 「 知 る 」 直 説法 現在 NOR-NORK 活 
用 単純 形 , NOR (直接 目的 語 ) 3 単 , NORK=zuck「 あ な た た 
もち は , 君たち は 」 の 場合 の 形 「 あ な た た ち は 3 単 を 知っ て いる 」 
( 必 表 40) に , 衣 定 を 表す 接頭 辞 ba- が 付い た 形 。 “ez dakizue” 
が 「 あ な た た ち は 知 ら な い 」 を 表す の に 対し , “badakizue” は 
「 あ な た た ち は ( 知 ら な い の で は かく) 知っ て いる 」 を 表し て いる 。 
た だ し ez は 自立 語 , ba- は 接頭 辞 で ある こと に 注意 ( 避 Baltzola 
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1.17。 3 汗 の NOR (月 的 語 ) は atzo 以下 。「 あ な た た ち は 
(atzo 以下 の こと ) を 知っ て いる か ]。 
atzo > bati は 動詞 badakizue の 目的 語 と な る 名 詞 館 。 助 重 

詞 ziola は 名 詞 節 語尾 -la を 含む が , この 部 分 は , Baltzola の 

1.66,1.95 で の よう に 常に 従属 文 の 文末 に 置か れる と は 限ら ちず, 

と こと で の よう に 文 の 途中 に 置く こと も で きる 。 

atzo: [ 副 ] 「 昨 日 」。 

lamia batek: 他動詞 pasarazi zio(a) の 主語 。lamia は 不 
定形 絶対 格 , batek は bat 「 一 人 の 」 丁 不定 形 能 格 語尾 -ck。「 一 
人 の ラミ ア が 」。 

ikaraldi ederra: 動詞 の 直接 目的 語 。 ikaraldi [名 ] 「 麗 ろ し 
い 時 間 , 恐怖 の ひと と き 」 不 定形 絶対 格 。ikara [名 ] 「 恐 怖 」 と 。 
aldi [名 ] 「 時 間 , 期間 ] か ら 成 る 複合 語 。cderra は cder [ 形 ] 「 美 
し い , 率 晴 らし い 」 十 繋ぎ の 子音 -*- 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。 こ 
こと で は 皮肉 に 使わ れ て いる 。「 酷 く 恐 ちろ し い 時 を 」。 

Pasarazi ziola: pasarazi [ 他 ] は pasa [ 他 ] 「 過 ご す 」 十 araz- 
[ 念 ]「 こ さき せる 」 で, 「( 時 を ) 過 ご させ る 」 完了 分 詞 。 araz-1 ( ま 
た は eraz) は 使役 を 表す 動詞 。 使 役 動詞 は 他動詞 と な る の で 助 
動詞 は 他動詞 用 の 活用 を する 。 ziola は zion ぐ izan [ 他 助 ] 直 
説法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 , 「3 単 が 8 単に 9 単 を キン し 
た 」 十 名詞 節 を 作る 語尾 -a。 NOR (直接 目的 語 ) は ikaraldi 
ederra, NORTI (間接 目的 語 ) は 次項 の nire auzoko bati, NORK 
( 生 語 ) は lamia batek。 

nire auzoko bati: pasarazi zion の 間接 目的 語 。 nire 画 
「 私 の 」。 auzoko は auzo [名 ] 「 地 区 」 十 定形 単数 位置 属 格 語尾 
o。bati は bat 「1」 十 不定 形 与 格 語尾 -!。 こ こ で は 不定 代名詞 
と し て 「 あ る 人 に 」。「 私 の 地区 の ある 人 に 」。 
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《 昨 日, 一 人 の ラミ ア が , お れ の 地区 の ある 者 に , ひど い 有 麗 怖 joan zen: joan[ 自 ] [行く 」 完 了 分 詞 , zen ぐ izan [自助 ] 直 
時 間 を 過ごさ せ た っ て (君たち は ) 知っ て る か い 》 Ji 説法 過去 NOR 活用 「3 単 が ン し た 」( 避 Baltzola, 1. 11)。 


< 駅 〉 今 か ら 何 年 も 前 の こと 。 レ ケ イ テ ィ オ の 近く ょ て NSMT 
いち 価 と と 。 テ 近く に 本 M 
全便 仁 ので いま 者 《( 彼 は ) どこ へ 行っ た ん だ , いっ た い 》 

役 が 仲間 た ちと いた ある 時 , ラミ ア や , 魔法 使い や , 麻 の 半 
028 の HG 653 本 NN galdetu zion: galdctu は 「 導 ね る 」 完 了 分 詞 。zion ご izan 
鈴 T (WDWWs AmgW 6 四 交 0 全 直 説 法 過 去 NOR-NORTI-NORK 活用 , NOR (直接 上 

が 4 的 語 ) NORI (間接 目的 語 ) NORK (主語 ) 全て 3 単 。「3 単 が 

3 単に 8 単 を 尋ね た 」( 避 Baltzola, 1. 26)。 

一 Bai zera!l Nora joan zen, ba? 一 galdetu zion batek: [数 ] 1」 二 不定 形 能 格 語尾 -ek。 こ こと で は 「 あ る 人 が 」。 
batek. 0 《 あ る 者 が 尋ね た )》 

ーー Fa」 ea, esaiguzu zer gertatu zen!ー csan ucn 
3 ca は [ 間 ]「 ど れ ど れ : さあ ]」。 人 に 何 か を 促す 時 な ど に 用 いろ 。 

ー Ba, begira, 一 hasi zen 一 nire lagunari presaz きめ 9 
egin beharreko errekadu bat cman zioten, cta afal 
ostean irten zcn etxetik crrekadua cgitera. Erreka 19 esalgnzn zer gerfatn zen1 


igarotzerakoan,hots arraro bat cntzun zuen。 Gaua 支 問 接 疑問 文 で , zer gertatu zen は 他動詞 esaiguzu の 目的 語 


17-8. 一 galdetu ziom batek. 





19. 一 aea。 





Zen arren。ur ondoan zebilen ]amia baten silueta と な る 名 詞 館 。 

下 usi ahal izan zuen. esaiguzu: 命令 形 caan iezaguzu の 短縮 形 で 「 あ な た は 私 
た も ち に 3 単 を 言い な さい 」。 iezaguzu は ぐ izan [ 他 助 ] 命令 法 

17. 一 Bai zera! NOR-NORI-NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 )=3 単 , NORI 


(間接 目的 語 ) ニ guri「 私 た ち に 」, NORK (主語 )=zuk 「 あ な た が 」 

Po の た こと を | s か ) 

た NO 人 K2 の 形 。esaiozu ( Baltzola, 1. 81) の 間接 目的 語 「3 単に 」 が guri 

「 私 た ち に 」 に 変わ っ た 形 。 

nora: [ 副 ] 「 ど こ へ 」。 zer gertatu zen: 動詞 esaiguzu の 直接 目的 語 に あたる 名 詞 
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17. Nora joan zen。ba? 





節 。 zer [ 代 ] 「 何 」 絶対 格 形 で , gertatu zen の 主語 「 何 が 」 21-2. nire lagunari presaz egin beharreko errekadu bat 
gertatu は [ 自 ] 「 起 こる 」 完 了 了 分詞, zen ぐ ian [自助 ] 直読 
過去 NOR 活用 「3 単 が ン し た 」。 主語 の 3 単 は 疑問 代名詞 zer 
間接 疑問 文 の 従属 館 で は , duzu > duzun。 du > duen の 様 由 i 
動詞 ・ 甚 動詞 の 活用 形 に 語 必 -(n が 付き され る が (つま り 連 体 語尾 -ari。「 私 の 友だち に 」。 
と 同形 )) こと で の zen の よう に も と も と mn で 終わ る 活用 形 回 presaz cgin beharreko errekadu bat: eman zioten の 直 
は 省略 され る 。 こ と まで 「 何 が 起こ と っ た の か 」。 ] 接 有 目的 語 と な る 名 詞 名 。presaz は presa [名 ]「 上 緊急 」 十 不定 形 具 

《 さ あ , 何 が 起 と っ た の か (あな た は 私 た ち に ) 言 いな さい 》 格 語尾 -「 緊 急 に 」。 次 に errekadu は [名 ] 「 お つか い 」 不定 
形 絶対 格 , bat 「1」 も 不定 形 絶対 格 で 「 一 つの お つか い を ]。egin 
beharreko の beharreko は behar [名 ] 「 必 要 , 談 務 」 十 繋ぎ の 
子音 -* 位置 属 格 語尾 -cko の 形 で , 直前 に 動詞 の 完了 分 詞 を 
伴い 「 こ て し な けれ ば な ら な いと ころ の 」 を 衣 す 連 体 詞 。 こ とこ で は 
errekadu bat に か か り 「 急 いで し な けれ ば な ら な い 一 つの お つ 
か い 」 と な る 。 

eman zioten: eman は [ 他 ] 「 与 える 」 完 了 了 分詞, zioten は 
izan [ 他 助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 , NOR= 
3 単 , NORI=8 単 , NORK=98 複 ,「3 複 が 3 単に 3 単 キ ン し た 。」 
NORK (主語 ) 三 3 複 は 漠然 と し た 非 人 称 の 不 特定 多数 を 指す 。 と 
の よう に 8 複 を 主語 と する 活用 形 で 非 人 称 を 表す こと が で きる 。 


《 お れ の 友達 に , 息 急 に 成 さ ね ば な ら な い 用 事 を 与え た 》 












eman Zioten。 


nire lagunari: 他動詞 cman zioten の 間接 目的 語 。nire [ 連 ] 
「 私 の 」, 1agunari は 1agun [名 ] 「 友 だ ち , 仲間 」 十 定形 単数 与 格 


1 
19-20. 一 esan zuen mahai ertzekoak. 
csan zuen: esan[ 他 ] 「 言 う 」 完 了 分 詞 , zuen ぐ izan [ 他 ] 
直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 , 「3 単 が こし た 」 ( 避 Baltzola 
25)。 
mahai ertzckoak: mahai は [名 ]「 テ ー ブ ル 」 の 不定 形 絶対 
格 で ertzekoak に 修飾 語 と し て か か る ( き Baltzola 1.76, urre 
zat)。ertzckoak は ertz [名 ] 「 適 」 十 定形 単数 位置 属 格 語 屈 -ko 
定形 単数 能 格 語尾 -ak で 「 端 の 人 が 」 の 意 。「 テ ー ブ ル の 半 の 
人 が 」。 り 
《 テ ー ブ ル の 端 の 者 が 言っ た 》 
21. 一 Ba。begira。 一 - hasi zen 一 


ba: [ 間 ] 「 よ し : えー と 」。 
begira: [ 間 ] 「 い いか い 」。 説明 な ど を 始め る 際 の 切り 出し と 
し て 使わ れる 。 
hasi zen: hasi [ 自 ] 「 始 め る 」 完了 分 詞 , zen ご izan [自助 
直 説 法 過去 NOR 活用 「3 単 が こし た 」( 避 Baltzola 1. 11)。 
《「 よ し , いい か 」( 彼 は ) 話 し 始め た 》 
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22-3. eta afal ostean jrten Zen etxetik errekadua egitera. 


afal ostean : 「 夕 食後 に 」。afal は afari [名 ] [夕食 」 か ら 派生 
し た 語 で 連 体 詞 と し て 働く 。ostean は oste [名 ] 「 あ と 」+ 定 形 剤 
数 内 格 語尾 -an,「 後 で 」。 

irten zen: irten[ 自 ]「 出 る 」 完了 分 詞 , zen ぐ izan [自助 ] 
直読 法 過去 NOR 活用 「3 単 が こし た 」。TNOR (主語 ) は 「 そ の 
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友達 」。 
ctxetik: ctxe「 家 」 十 定形 単数 夫 閣 語尾 -Gk「 か ら 」。 
ら 」。 4 
errekadua egitera: errekadua は errekadu [名 ] 「 お つか V 
十 定 形 単数 絶対 格 語尾 - で cgitera の 目的 語 。cgitera は , eg 
【 他 ] 「 す る 」 の -t②)era 形 ,。「 し に 」( ゆ 1. 23, jasotzera)。 


《 そ れ で 夕食 後 , 用 事 を し に ( 彼 は ) 家 を 出 た 》 


23-4. Erreka igarotzerakoan。hots arraro bat entzun 


erreka jigarotzerakoan: erreka は [名] 「 小 川 」 の 定形 単 
対格 (も と も と -a で 終わ る 語 な の で *errekaa と な ら た ない) 
igarotzerakoan の 直接 目的 語 。 igarotzerakoan は igaro 
「 通 過す る 」 の -t②cerakoan 形 , 「 通 通す る と き に 」。 動詞 
-t②)erakoan 形 は 「ー す る と き に 」 を 表す 。 -t(Z)ean 形 ( Bi 
tzola 1.21, iluntzean) も 「ー す る と き に 」 を 表す が , 前 者 
「 こ する 直前 に : こす る 間際 に 」 を 表す と され る 。 し か し 実 
は 両者 は ほとん ど 区 別 な く 用 いち られ て いる よう で ある 。「 小 川 
通過 する と き に 」。 

hots arraro bat: 他動詞 の cntzun zuen の 直接 目的 語 。hoi 
[名 ] 「 音 」, arraro [ 形 ]「 変 な ), と も に 不定 形 絶対 格 , bat [数 
「1」 絶 対格 。「 一 つの 変 な 音 を 」。 

entzun zuen: entzun[ 他 ] 「 開 く 」 完了 分 詞 , zuen ぐ 
[人 動 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 , 「3 単 が 3 単 キ ン し た 』。 

《 小 川 を 渡る と き に , ( 彼 は ) 変 た 音 を 聞い た 》 


24-5. Gana Zen arren。 
gaua zen: gau[ 名 ]「 夜 」 十 定形 単数 絶対 格 語 必 -a。 zen 
ー126 一 


izan [ 自 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 単純 形 「3 単 は と だ っ た 」。 と こ 
まで 「 夜 だ っ た 」。 

arren: 動詞 の 完了 分 詞 また は 動詞 ・ 助 動詞 の 連 体 形 (語尾 -@n 
の 付い た 形 ) に 接続 し 譲歩 を 表す 名 ま た は 節 を 作る 。「 ン だ けれ 
ども 」。 と こと で は 二 動 詞 の 活用 形 で ある zen の 連 体形 に 控 続 し て 
いる 。 


《 夜 だ っ た けれ ども 》 


25-6. ur ondoan zebilen lamia baten silueta ikusi ahal 
izan Znem 

六 ur <gilueta は 他動詞 汰 usi ahal izan zuen の 直接 目的 諸 。 

ur ondoan zcbilen: jamia に か か る 連 体 修飾 節 。ur は [名] 

「 水 」 不 定形 絶対 格 で , 1. 20 の mahai crtzekoak の 場合 同様 , 後 

ろ の 名 詞 ondo(an) に か か る 。ondoan は 「 そ ば で 」。 zebilen は 

ibili [ 自 ]「 歩 く 」 直 説法 過去 NOR 活用 単純 形 , NOR (主語 ) 





一 表 令 一 
ji [ 自 ] 直 説 決 現 在 と 過去 NOR 単純 形 
NOR ( 生 語 ) 現在 過去 
8g. 1 mi nabil nenbilen 
2 。 hi habi henbilen 
3 。 hura dabil zebilen 
BL 1 gu gabiltza genbiltzan し 
2 zu Zabiltza zenbiltzan 
2 zuek Zabiltzate 2enbiltzaten 
3 haiek dabiltza zebiltzan 
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9 単 の 場合 の 形 「3 単 が 歩い て いた 」。 こと で は 連 体 形 な の 
こと まで 「 水 の そば を 歩い て いた と ころ の (9 単 )]。 に 
]amia baten silueta: lamia は 不定 形 絶対 格 。 baten は 
[数 ] 「1」 十 所 有 属 格 語尾 -en 「 こ の 」。 silueta [名 ]「 シ ル ェ ッ 

定形 単数 絶対 格 ,「 一 人 の ラミ ア の シル テット を ]。 

ikusi ahal izan zuen: ikusi [ 他 ]「 見 る 」 完了 分 詞 。 al 
izan は 動詞 の 完了 分 詞 の 直後 に 置か れ , 「 ン で きる 」 を 表す 。 
の 際 , 動詞 部 の 語順 は 『 動 詞 の 完了 分 詞 十 ahal 十 助動詞 』 と な 
また この 語 は 前 出 の behar izan。nahi izan と 文法 的 に よ ぐ 
た 使い 方 を され る が , これ ら の 動詞 が 本 来 他動詞 で あり , 本 
の 自 ・ 他 に か か わら ず 助 動詞 が 他動詞 用 の 活用 を する の に 対 
ahal izan お よび その 反意語 で ある cezin izan ( 後 出 ,1.60) 
それ 自体 他動詞 で も 自動 詞 で も な く , あく まで も 本 動詞 の 自 q 
が 助動詞 izan の 活用 を 決め る 。 次 に izan に つい て だ が , ご 
izan は , Baltzola 1.46 の behar izan お よび 同じ < 197, 
nabi izan に 見 られ る の と 同様 の 働き を し て いる 。 つま り j 
の ある な し , また izan の 分 詞 の 形 に よっ て 次 の よう な 遊 い が 
る : 












』 


過 雪 
所 usi ahal zuen 


「( そ の 当時 ) 見 る こと が 


現 在 
ikusi ahal du 
「( 今 ) 見 る と と が で きる 」 


きた 」 
誠 usi ahal izan dut 寺 usi ahal izan zuen 
「( た っ た 今 / 今 まで に ) 見 る 「( そ の 時 / そ の 瞬間 ) 見 る 
こと が で きた ]」 と が で きた 」 
辻 usi ahal izaten du ikusi ahal izaten zuen 
「( 日 頃 / 習 條 的 に ) 見 る と と  「( そ の 当時 日 頃 / 習 慣 的 


見 る と と が で きた 」 
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が で きる ] 


usi ahal izango du usi ahal izango zuen 
「( 将 来 ) 見 る こと が で きる 「( 将 来 ) 見 る と と が で きた 
だ ろう 」 だ ろう 」 
zuen は izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 「3 単 が 
3 単 を とし た 」。 
《 水 辺 を 歩く 一 人 の ラミ ア の シル エッ ト を ( 彼 は その 瞬間 ) 見 る 
と と が で きた 》 


< 駅 〉 「 ま さか !」 

「 ど こ へ 行っ た ん だ , いっ た いそ いつ は 」 
と , ある 者 が 尋ね まし た 。 

「 き さあ , 何 が 起こ っ た の か , 開か 選 ろ よ !」 
と , テー ブル の 端 に いた 者 が 言い まし た 。 

「 よ し , いい か 」 と , 話し 始め まし た , 「 お れ の 友達 が 急 を 要 す 
る 用 事 を 言い つか っ た の で , 夕食 の 後 , その 用 を 由 し に 家 を 出 た 。 
と 小川 を 渡る と き に , 変 な 音 を 開い た 。 夜 だ っ た が , 水辺 を 歩 
く 一 人 の ラミ ア の シル エッ ト が 見 えた 。」 





一 Ene, bada! Hark pasako zuen cstuasuna ! 
一 esan zuen beste ertzekoak. 

ー Eta zer egin zuen lamia hain hurbil ikustean? 
一 galdetu zuen beste batek. 放 90 
ーー Ba, ahal zucn arinen cta ahalik zarata ttikie- 
naz。inguru hartatik,ihes, izerdi-patsetan eta has- 
Perenka etxeratu zen。gauez,gehiago ez zela hara 


=629ー 










hnrbilduko。 munduko urre guztia cmanda ere。 
esanez. 





27. 一 ne, bada! 


ene: [ 間 ] 稀 き , 歓 音 , 悲 喚 な ど を 表す 。 
bada: [ 間 ] 「 ま あ !」。 


《 な ん と , まあ 》 


27. Hark pasako zuen estunsuna! 


支 感嘆 文 。hark pasako zuen は etuasuna を 修飾 する 連 体 館 。 
hark: [ 代 ] hura の 能 格 形 「 彼 ( 女 ) が 」。 | 
pasako zuen: pasako は Pasa [ 他 ] 「( 時 を ) 過 どす 」 の 未来 

分 詞 , zuen は izan [ 他 助 ]「3 単 が 3 単 を キン し た 」。 こと で は 後 

ろ の 名 詞 に か か る 連 体 形 。 ま た 『 未 来 分 詞 十 過 時 仙 』 の 組み 合 

わせ で , 過去 に お ける 未来 を 表す ( 過 夫 時 制 未来 相 )。「 彼 が 過 | 

し た で あろ うと ころ の ⑬ 単 )]。 
estuasuna: estuasun「 名 ]「 緊 急 事態, 危機 状態 」 十 定形 単数 

絶対 格 語尾 -4。 

《 彼 が 陥っ た で あろ 2 危機 と 言っ た ら !》 


28. 一 esan Zuen beste ertzekonk. 

esan zuen:「 役 が 言っ た 」( Baltzola 1.55)。 

beste ertzekoak: csan zuen の 主語 。beste は [ 連 ] 「 他 の 」, 
ここ と で は 「 ゃ も う 一 つの 」。 ertzekoak は ertz [名 ] 「 間 ] 十 定形 単数 
位置 属 格 語 必 -ko 十 定形 単数 能 格 語尾 -ak 「 端 の 者 が 」(⑤ ゆ 1 28)。 
この 語句 は 1. 20 の mahai ertzekoak 「 テ ー ブ ル の 端 の 人 が 」 に 
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呼応 する 表現 で , 「 も ら 一 方 の 端 の 人 が 」。 
《$ も 5 一 つの 端 の 者 が 言っ た 》 


29. 一 ta zer egin zuen lamia hain hurbil ikustean?. 


zer egin zuen: zer は [ 代 ] 「 何 」 絶対 格 。 他 動詞 cgin zuen 
の 直接 目的 語 で 「 何 を 」。 egin [ 他 ] 「 す る 」 完了 分 詞 , zuen は 
izan [ 他 助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 「3 単 が 8 単 キ ン レ 
た 」。 NOR (直接 目的 語 ) は zecr。NORK (主語 ) は 件 の 友達 。 
「( 彼 は ) 何 を し た か 」。 

jamia hain hurbil ikustean: 1amia は 絶対 格 で iustean 
の 直接 目的 語 「 ラ ミア を 」。 hain は 「 あ ん な に , そん な に 」, hur・ 
bil は 「 近 く で 」。 ikustean は ikus-i [ 他 ] 「 見 る 」 の -t2ean 形 
( 避 Baltzola 1. 21 iluntzean) で 「 見 た と き 」。 こと と まで 「 そ ん 
な に 近く で ラミ ア を 見 た と き 」。 

《 そ れ で , ラミ ア を そん な に 近く で 見 た と き , ( 彼 は ) どう し た 


30. 一 galdetu zuen beste batek。 

galdetu zuen: galdetu [ 他 ] 「 尋 ね る 」 完了 分 詞 , zuen ぐ 
jan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 「3 単 が 3 単 を し 
た 」。 NORK (主語 ) 三 3 単 は bcste batek,。NOR (直接 目的 語 ) 
=3 単 は 上 の せり ょ 。 

beste batek: beste [ 連 ]「 他 の , 別 の 」, batek は bat [数 ] 
「」 十 不定 形 能 格 語尾 -ekby と と で は 「 列 の ある 人 が 」 ( ゆ 118)。 

《 別 の 人 が 尋ね た 》 


31. 一 Ba。ahal zunen arinen 
ba : [ 近 続 ] それ で 。 
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ahal zuen arincn: 『ahal zucn 十 形容 詞 ・ 副 詞 の 最上 級 』 
「 可 能 な 限り >」。 zuen は izan [ 他 助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NOR 
活用 , NORKK=3 単 の 場合 の 形 。「(3③ 単 に ) 可能 な 限り ー」。zZux 
の 部 分 は 時 制 や 主語 の 人 称 に よっ て 変わ っ て くる 。arinen は 
【 証 ] 「 速 く 」+ 最 上級 語尾 -en,「 最 も 述 く 」。「( 彼 に と っ て ) 可能 
限り 速く 」。 ) 
《 そ れ で , で きる だ け 速 く 》 i 


31-2. eta ahalik zarata ttikienaz。 


ahalik zarata ttikienaz: 『ahalik (eta) 二 形容詞 ・ 副 詞 の 最 
級 』 で 「 可 能 な 限り <」 を 表す 。 zarata は [名 ] 「 肛 音 」 不 
絶対 格 , ttikienaz は ttiki [ 形 ] 「 小 さい 」+ 最 上 級 語尾 -cn キ 
形 単数 具 格 語尾 -az で , zarata に か か る 。「 で きる 限り 小さ 導 | 
次 で も っ て 」, つま り 「 で きる 限り 騙 彰 を た て ず に 」。 


《 可 能 な 限り 音 を 立て ず に 》 


32-3. inguru hartatik, ihes, izerdi-patsetan eta haspereml 
etxerath Zen。 


inguru hartatik: inguru [名 ]「 周 囲 , 付近 」 不定 形 絶対 格 』 
hartatik は hura [ 形 ]「 あ の , その 」 の 春 格 形 で 「 あ の ・ そ の ゃ 
か ら 」。 hes [ 副 ]「 逃 ば て 」。 izerdi-patsetan [ 副 ]「 大 汗 を か い 
て 」。 izerdi [ 釧 ]「 汗 」 と pats [名 ]「 大 き な 滴 ]」 か と 成る 複 
語 の 不定 形 内 格 。 hasperenka [ 副 ]「 息 を 切ら し て , あえ いで]」。 
hasperen [名 ] 「 た め 息 , 吐息 」 十 動作 の 繰り 返し を 表す 副詞 語尾 
-ka が 付い た も の ( 避 Baltzola, 1. 86-7)。 


ctxeratu zen: ctxeratu は [ 自 ]「 帰 宅 す る 」 完 了 分 詞 。 zen 


べく izan [自助 ]「3 単 は こし た 」( 避 10)。 「 彼 は 家 へ 帰っ た 」。 
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《 そ の 付近 か ら , 逃げ ば て, 大 汗 を か いて , 人 息 を 切ら し て ( 彼 は ) 家 
へ 帰っ た 》 


33-5. gauez, gehiago ez zela hara hurbildnko。 munduko 
mrre guztia emanda ere, eSanez 


交 gauez - ere まで は 文末 の esanez の 目的 語 と な る 名 詞 節 。 名 
調節 中 , munduko ere は 譲歩 を 表す 句 。 文 末 の esanez は 
esan [ 他 ] 「 言 う 」 十 語尾 -ez (Baltzola 1.77, ekarriz の 項 ) 
で ,「 言 いな が ら 」。 
gauez。 gehiago ez zela hara hurbilduko: gauez は gau 

[名 ] 「 夜 」 不 定形 具 格 語 屈 -e「 夜 間 に 」。gehiago は 否定 文中 

で 「 こ れ 以 上 こない 」。 ez は 否定 辞 。zela は zen ぐ izan [自助 ] 

直 説 決 過 去 NOR 活用 「3 単 が ー し た 」 丁 名 詞 節 を 作る 語尾 -1a。 

hara は 「 あ そこ へ 」。 hurbilduko は hurbil-du [ 自 ]「 近 付く 」 

の 未来 分 詞 。 と こま で 「 夜 間 に は あそこ へ は ( 彼 は ) も うこ れ 以上 

近づか な い だ ろ ら , と 」。 
munduko urre guztia: munduko urre guztia は cmanda 

の 直接 且 的 語 。 munduko は mundu [名 ] 「 世 界 」 二 定形 単数 位 

還 属 格 語尾 -ko。urre は [名 ] 「 黄 金 」 不 定形 絶対 閣 , guztia は 

guzti [ 形 ]「 全 て の 」+ 定 形 単数 絶対 格 語 選 -4 で urre に か か る 。 

ここ まで 「 世 界 の 全て の 金 を 」。 
cmanda ere:『 動 詞 の 完了 分 詞 十 -da+cre』 は 譲歩 表現 の 一 つ 

で 「 た と えー で も 」 を 表す 。cman は [ 他 ] える 」 の 完了 分 詞 。 

「 た と え (を) 与え た と し て も ゃ 」。 

《 た と え 世界 の 全て の 黄金 を も ちっ て も , も う 夜 に は あそこ へ 

は 近づか な い だ ろ うと , 言い な が ら 》 
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< 駅 〉 「 お や まあ ! どん な に 恐ろし か っ た と と か 1!」 
テー ブル の 端 に 座っ て いた も うら う 一 人 が 言い まし た 。 

「 そ れ で どう し た っ て , そん な 近く で ラミ ア を 見 た 時 中 
別 の 仲間 が 婦 ね まし た 。 

「 ち ん , で きる だ け 素 速く , な る た け 音 を 立て な いよ うに し て ぞ 
の 付近 を 脱出 し , 汗だく に な っ て 息 も 切れ 切れ に 家 に 帰っ た よ 
世界 由 の 金 を 全部 くれ た っ て 夜 に は も 2 二度と あそこ へ は 近づく 
も の か , と 言っ て ね ] 








Orduan, ordurarte isiik egon zen batek, hain 


ZuZen ere。aDustulari handia zenak, hau esan zuen : 

ーーAfari on bat jokatzen dizuet guztioi。 baietz 
bakar-bakarrik eta gauez。 lamiak bizi direla dioten 
leku horretatik igaro! 

ー Ezetz cgin ! 一 erantzun zion batek, 

一 Baietz! 一 apustulariak. 

一 Ongi da!l Bihar afal ostean izango da, eta 
nire auzokoa joan leku berberetik joango zara zu 
ere 一 csan zion auzokoarena kontatu zucnak. 





36-7. Orduan, ordararte jsiiik egon zen batek, hain zuzen 0 


ere。 apDuStulari handia zenak。 hau esan zuen: 


式 ordurarte - batek と apustulari > zenak は 同格 で esan 
zuen の 主語 。 


orduan: [ 副 ]「 そ の 時 」。 
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ordurarte iihk egon zen batek: この 文 の 主語 。ordurarte 
は 「 そ の 時 まで 」。 ieiliik は [ 副 ] 「 藤 か に 」「 生 っ て 」。 imil [ 形 ] 
「 表 か な 」 十 状態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 - 共 。 egon zen の egon 
は [ 自 ]「 こ で ある 」 完了 分 詞 。 zen は i2an [自助 ] 直 説 法 過去 
NOR 活用 「3 単 が ン し た 」。 と と で は 連 体 形 で , batek に か か 
る 。 batek は bat [数 ] 「1」 十 不定 形 能 格 語尾 -ek。 こ と で は 「 あ 
る 人 が 」 ( ウ 1 18)。 ここ まで 「 そ の と きま で 黙 っ て いた ある 人 
が ]。 

hain zuzen ere: ある 語句 を さら に 詳し く 言 いな お す 時 に 使 
われ る 。「 つ まり : 言い 換え れ ば 」。 

apustulari handia zenak: ordurarte > batek と 同格 。 
apustulari [名 ] 「 賭 け を する 人 」 不定 形 絶対 格 。 handia は handi 
形 ]「 大 き な ? 人 大 な 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a, apustulari を 
修飾 する 。 zcnak は zen< ぐ ijzan[ 自 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 
「3 単 は て だ っ た 」 十 定形 単数 能 格 語 選 -ak。 apustulari handia 
2cn は 「( 彼 は ) 非 常に 賭け 好き だ っ た 」 の 意 だ が , 動詞 部 に 定形 
語尾 (ここ で は 能 格 語尾 -ak) が 付い て 名 詞 化し 「 こ だ っ た 人 が 」 
と な る 。 

hau: [ 代 ] 「 こ れ 」 絶 対格 で csan zuen の 直接 目的 語 ,「 こ と れ 
を 」。 

esan zuen: csan[ 他 ]「 言 う 」, zuen [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR- 
NORK 活用 「3 単 が 3 単 を キン し た 」(⑤ Baltzola 1.55)。 

《 そ の 時 , それ まで 黙っ て いた ある 人 が , つま り , 攻 隊 は 
きだ っ た 男 が , こら 言 っ た 》 


38. 一 Afari on bat jokatzen dizuet guztioi。 
afari on bat: 他動詞 jokatzen dizuet の 直接 目的 語 。afari 
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は [ 省 ] 「 夕 食 」, on bat に 修飾 され る の で 不定 形 絶対 格 。on は 
[]「 良 い , 素晴らし い 」, bat に 修飾 され る の で 不定 形 絶対 格 。 
bat は [数 ] 「1」 絶 対格 。「 一 つの 素晴らし い 夕食 を 」。 

Jokatzen dizuet: jokatzen は joka-tu [ 他 ]「 賭 ける 」 の 不 
完了 分 詞 。 dizuct は ぐ i2an [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORI- 
NORK 活用 , NOR (直接 目的 語 ) ニ 3 単 , NORT (間接 目的 語 ) 
ニー2uei 「 あ な た た や ち に , 妊 た ち に 」, NORK (主語 ) 三 nik「 私 が 」, 
「 私 が あな た た ち IC 3 単 を ンー する 」( 表 35)。 

guztioi: jokatzen dizuet の 間接 目的 語 。 guzti [ 代 ]「 全 員 」 
十 定 形 近い 複数 与 格 語尾 -o1。「 あ な た た や 全員 に 」。 

《 あ は ) 君たち 全員 に , 素晴らし い 路 角 を 賭け よう 》 


38-40. baietz bakar-bakarrik eta gauez。 lamiak bizi direla 
dioten leku horretatik garo! 


baietz .…igaro!: baietz は 本 来 「 そ うだ, と 」 を 意味 する が 
『baietz … 動詞 の 完了 分 詞 』 で , 「 こ で きる と 賭け て も いい !: 絶 
対 に で きる ! し て みせ る !」 を 宜 す こと が ある 。 こ こ で は 文 
末 の 動詞 garo [ 自 ] 「 通 過す る 」 (完了 分 詞 ) と と も に ,「( こ を ) 通 
過 で きる と 賭け て も いい よ !」「( こ を ) 絶対 に 通れ る !」 と いう こ 
に 抽 

bakar-bakarrik: 「 た っ た 一 人 で 」。 bakarr 下 は bakar [ 形 ] 
「 唯 一 の 」 十 疫 ぎ の 子音 +- 十 副詞 を 作る 語尾 -, 一 人 で 」。 ba 
kar の 反復 に よっ て 意味 を 強め て いる 。 

gauez: gau [名] 「 夜 」 十 不定 形 具 格 語尾 -c「 夜 間 に 」。 

lamiak bizi direla dioten: leku を 修飾 する 連 体 節 。 また 
]amiak direla は 動詞 dioten の 目的 語 と な る 名 詞 館 。lamiak 
は lamia「 ラ ミア 」 二 定形 複数 絶対 格 語尾 -k, bizi direla の 主 
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語 で 「 ラ ミア た ち が 」。bizi direla は bizi izan [ 自 ]「 住 む , 生 
きる , 春 ち す 」 の izan が 主語 の 人 称 に 合わ せ て 活用 し て dira 
ぐ izan [自助 ] 直 説 法 現在 NOR 活用 「3 複 が っ する 」 と な っ た 
も の に 名 詞 館 を 作る 語尾 -la が 付い た 形 。 「 ラ ミア た ち が 住 ん で 
いる , と 」。 と の 名 詞 節 は dioten の 直接 目的 語 と な る 。 dioten 
は csan [ 他 ]「 言 う 」 の 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 単純 形 , 
NOR=3 単 , NORK=9 複 の 場合 の 形 diote「3 複 が 言っ て いる 」 
( ゆ 表 89) に 連 体 節 を 作る 語尾 -n が 付い た 形 。 この 場合 の 3 復 
の 主語 は 不 特 定 多数 の 「 彼 ら 」 の こと で 非 人 称 衣 現 で ある ( ゆ ト 
22, zioten の 項 )。「(… と ) 彼ら 5 が いっ て いる と ころ の つ (… と ) 言 
われ て いる と ころ の 」。 こと まで 「 ラ ミア た ち が 住 ん で いる と 言 
われ て いる と ころ の 」。 

leku horretatik: 前 項 の lamiak > dioten に 修飾 され る 。 
lcku は [名 ] 「 場 所 」 不 定形 絶対 格 , horretatik は hori [ 形 ]「 そ 
の 」 の 春 格 形 で 「 そ の か ら 」。 こ こま で 「 そ の 場所 か ら 」。 

《 夜 , た っ た 一 人 で , ラミ ア た ち が 住ん で いる と 言わ れ て いる そ 
の 場所 を 絶対 に 通っ て みせ る !》 


41. 一 zetz egin! 一 erantzun Zion batek。 


ezetz egin!: 前 項 『Baietz.… 動詞 の 完了 分 詞 』 の 反対 の 表現 
の 『Ezetz… 動詞 の 完了 分 詞 』 は , 「 絶 対 に ン で きっ こと こない! _ 
し な いと 周 け て も いい !」 を 表す 。 czetz は baietz の 反対 語 で 
「 候 う , と 」。 こ と で は egin [ 他 ] 「 す る 」 完了 分 詞 と と も に ,「 で 
きっ と な いね !」。 を 

erantzun zion: erantzun [ 他 ] 「 答 える 」 完了 分 詞 , 2ion は 
izan [ 他 助 ] 直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 「8 単 が 3 
単に 3 単 キ ン し た 」。NOR は 上 の せり ょ ぉ ぁ , NORI は 「 賭 け 好 き 
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な 男 に 」, NORK は batek。 

batek: erantzun zion の 主語 。bat [数 ]「1」 十 不定 形 能 格 
語尾 -ck (②1.18)。 こ と と で は 「 一 人 が 」。 

《「 で きっ こない ね !」 と ) 一 人 が 言っ た ) 


42. 一 Baietz! apustulariak. 
baietz:「 で きる と ゃ も ]。 bai より ゃ 強い 青 定 辞 
apustulariak: apustulari [名 ] 「 賠 け を する 人 」 十 定形 単数 能 
格 語尾 -ak。 動詞 esan zion 「( 彼 は ) 言っ た 」, erantzun Zi 
「( 彼 は ) 答え た 」 な ど が 省略 され て いる 。 
《「 で きる と も ゃ も!」 と 賭け 好き な 男 ( が 言っ た )》 








43. 一 Ongi da! Bihar afal ostean izango da 

ongi da:「 よ し 』 O.K.」。 

bihar: [ 副 ]「 明 日 」。 

afal ostean: 「 夕 食後 に 」。 afal は afari [名 ] 「 夕 食 」 か ら の 
派生 語 。 afari は 他 の 名 詞 ( 名 ) に 修 伯 語 的 に 前 蛋 さ れる 際 人 に ata 
の 形 を と る 。 ostean は oste [名 ] 「 後 」 十 定形 単数 内 格 語 必 -an 
「- 後 に 」( ゆ 1 22-3)。 央 

izango da: izango は izan [ 自 ]「 ン で ある : いる, ある 」 の | 
未来 分 詞 。 と こと で は 「 あ る 」 の 意 。 da は izan [自助 ] 直 説 法 現 
在 NOR 活用 , 「3 単 は こす る 」。 NOR (主語 ) は 「 賭 け 」。 f 

《 よ し , 明日 , 夕食 後に (その 賭け は ) あ る だ ろう 》 [ 


43-5. eta nire auzokoa joan leku herberetik joango Zara 
Zu ere. 
etai 「 そ し て 」。 
ー138 一 


nire auzokoa joan: leku に か か る 修飾 句 。nire auzokoa は 
自動 詞 joan の 主語 。 nire は 「 私 の 」。 auzokoa は auzo [名 ] 
「 地 区 」 十 定形 単数 位置 属 格 語尾 -ko 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a で 
「 地 区 の 者 が 」 ( ゆ 1.20)。 「 私 の 地区 の 者 が 」。 joan は [ 自 ] 「 行 く 」 
完了 分 詞 。 本 来 な ら ば 助動詞 の 連 体 形 zen が 付い て joan zen 
と なり 第 修飾 語 に か か る べき と ころ だ が , こと で は その 助動詞 が 
省略 され て いる 。 こ こと まで 「 私 の 地区 の 者 が 行っ た と ころ の 」。 

Jeku berberetik: 前 項 の nire … joan に 修飾 され る 。 leku 
[名 ] 「 場 所 」 不 定形 絶対 格 , berberetik は berber [ 形 ]「 同 じ 一 
つの 」+ 定 形 単数 春 格 語尾 -ctik で lcku に か か る 。「 同 一 の 場所 
か ら 」。 

joango zara: joango は joan [ 自 ] 「 行 く 」 の 未来 分 詞 。Zara 
は izan [自助 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 , NOR=zu「 あ な た , 
君 」,「 あ な た は する 」。 こ こ で の 未来 相 は 學 曲 な 命令 を 表す 。 

2u: [ 代 ] 「 あ な た , 販 」 絶 対格 。 joango zara の 主語 。 

ere: こも 」。 

《 そ し て , お れ の 地区 の 者 が 行っ た その 同じ 場所 か ら , お 前 も 行 
く の だ ぞ 》 


45. 一 esan Zion auzokoarena kontatu Zuenak。 


esan Zion: esan [ 他 ]「 言 う 」 完 了 分 詞 , zion ぐ izan [ 他 助 ] 
直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 , 「3 単 が 3 単に 3 単 を こ 
し 名 Jy 

auzokoarena: auzo[ 外 1「 地 区 」 寺 定形 潤 置 属 衝 語 必 -Ko 
士 定形 単数 所 有 属 格 語 居 -aren 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。auzo- 
ko まで で 「 地 区 の 」, -aren が 付い て 「 地 区 の 人 の 」 を 表す 。 そ 
と べき さら に -a が 付い て 「 地 区 の 人 の こと ・ も の 」 を 表す (5 右 


ー139 一 








表 )。 kontatu zuen(ak) の 目的 語 で 

「 地 区 の 人 の こと を ]。 入 
kontatu zuenak: esan Zion の 主 auz0-ko 

話 。 kontatu は [ 他 ] 「 語 る 」 完 了 分 地区 の 


詞 , zuenak は zuen ぐ izan [ 他 助 ] 直 auZo-ko-a 

説 過 示 NOR-NORK 活用 , 「3 単 | 地区 の 人 

が 3 単 を し た 」 定形 音 数 能 格 語尾 | UZ0-korarren 
地区 の 人 の 


-ak。 こ の -ak に より 動詞 部 kontatu 
zuen 「( 彼 は ) 語 っ た 」 が 名 詞 化し , 「 語 
っ た 人 が 」 と な る 。 


《 地 区 の 人 の こと と を 語っ た 者 が 言っ た 》 


auzo-ko-a-ren-a 
地区 の 人 の と と 





< 駅 〉 と , その 時 , それ まで 咽 っ て いた 一 人 が , つま り , くだ 
の す ど く 嗜 け 好 きか な 男 が ,。 この よう に 言い まし た 。 0 
「 お 前 さん た や 全員 と 晩 の 御馳走 を 賭け よう , 夜 , 一 人 きり 
ラミ ア た や ち が 住 ん で いる と いう 場所 を 通り 抜け る !」 
「 で きる わけ な いね !」 
仲間 の 一 人 が 答え まし た 。 
「 で きる と も !」 
と , 賭け 好き な 男 。 
「 よ し , 明日 の 夕食 後に し よう , お れ の 近所 の や つが 行っ た その 
場所 へ お 前 も 行く ん だ ぞ 」 
近所 の 住人 の 話 を し た 仲間 が 言い まし た 。 





Esan bezala。 bada。 hurrengo egunean。 zeharo 
ilaundu zuenean。han joan zen gure apustularia er= 
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reka aldera. 

Baina。bertaratn baino lehen,norbait hurbil ze- 
bilela ohartu zen lamia bat。 eta bidera irtenez。 
eSan Zi0n : 

一 Gabon! Bakarrik al zatoz? Ez al zara bel- 
dur。 alaP 

Eta lagunen aurrean hain harro agertu zen gi- 
Zona。 eta hain ausarta zegoena。 ikaraturik geratu ss 
Zen lamiaren ahotsa entzutean. 選 z zekiem zer esan. 
Baina。 noiz edo noiz。 horratio。 zerbait erantzun 
Zion lamiari : 

ー Ba.…ba ,… nik .… ez .… nekien .… 





46-7. Esan bezala、bada, hurrengo egunean,。Zeharo ilundu 
Zuenean。 


esan bezala:『 動 詞 の 完了 分 詞 十 bezala』 で 「ー し た よう に 」。 
こと こと で は csan[ 他 ]「 言 うみ 」 と と も (に 「 言 っ た よう に 」。 

bada: [接続 ]「 そ し て そこで]」。 

hurrengo egunean: hurrengo は 「 次 の 」。cegunean は egun 
[名 ] 「 日 」 二 定形 単数 内 格 語尾 -can。「 次 の 日 に 」。 

zeharo ilundu zuencan: zeharo[ 副 ]「 全 く 」。ihundu 
[ 他 ] 「 日 が 章 れ る 」 完了 分 詞 。 zuenean は zuen ぐ izan[ 他 助 ] 
「3 単 が 3 単 を キン し た 」+ 時 を 表す 副詞 節 を 作る 語尾 -can。「 障 く 
な っ た と き 」。 ベス ク 語 で は , ilhun-du の よう に 自然 現象 を 表す 
動詞 は , 主語 と し て 目 に 見 え ぬ 大 き な 力 , 神 の 力 を 想定 し て いる 
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の で 他動詞 扱い で ある 。 * 
《 そ こ で , 言っ た よう に , 次 の 日 , 完全 に 日 が 春 れ た と き 


47-8. han joan zen gure apustularia erreka aldera. 


han:「 や が て いよ いよ 」。 

Joan zen: joan [ 自 ]「 行 く 」 完 了 分 詞 , zen ぐ izan 赴 
走 説 法 過去 NOR 活用 「3 単 が ン し た 」 ⑤ Baltzola 1 1。 

gure apustularia: joan zen の 主語 。gure [ 連 ] は [ 角 た 
の 」 だ が 「 く だ ん の , 例 の 」 を も 表す 。 apustularia な は 定形 症 
絶対 格 。「 く だ ん の 賭け 好き な 男 は 」。 寺 

erreka alderai errcka [名 ] 「 小 川 」 不定 形 絶対 格 。 修飾 
し て 他 の 名 詞 句 に 前 塵 され て いる (⑤ Baltzola 1. 76, urre za 
aldera は aldc [名 ] 「 側 , 方 」 定 形 数 方 格 語 屈 -ra。 [小川 
方 へ 」。 

《 く だ ん の 賭け 好き な 男 は , 小川 の 方 へ 行っ た 》 


49-50. Baina、 bertaratu baino lehen。 norbait hnrbil zebil 
ohartu zen lamia bat。 


bertaratu baino lehen: bertaratu は [ 自 ]「 目 的 地 に 汗 く 
完了 分 詞 。『 動 詞 の 完了 分 詞 +baino lehen』 は 「 こ する 前 に 」 
「 目 的 地 へ 着く 前 に 」。 主 語 は apustularia。 

norbait hurbil zebilela: ohartu zen の 直接 目的 語 と な る 
詞 館 。 norbait [ 代 ] 「 誰 か 」 絶 対格 で 自動 詞 zebile(a) の 主語 』 
「 誰 か が 」。 hurbil は 「 近 く を 」。 zebilela は zebilen ぐ ibili [前 
「 歩 く 」 直 説 法 過 示 NOR 活用 単純 形 。 NOR =3 常 の 場合 の 
「3 六 は 歩い て いた 」 (1 25) 十 名 詞 節 を 作る 語尾 -la。 ここ まで 
「 府 か が 近く を 歩い て いる , と 」。 M( 
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ohartu zen: ohartu は [ 自 ]「 気 づく 」 完了 分 詞 。 zen は 
izan [自助 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 単 が ンー し た 」。 主語 3 単 は 
jamia bat。 「3 単 は 気づい た 」。 
]amia bat: 1amia [名 ]「 ラ ミア 」 不定 形 絶対 格 , bat [数 ] 「1」 
不定 形 絶対 格 , 「 一 人 の ラミ ア が 」。 自 動詞 ohartu zen の 主語 。 
《 し か し , ( 彼 が ) 目的 地 へ 着く より 先 に , 一 人 の ラミ ア が , 誰か 
が 近く を 歩い て いる の に 気づい た 》 


eta Didera irtenez。esan Zion: 

bidera: bide [ 争 ] 「 道 」 十 定形 単数 方 格 語尾 -ra。「 道 へ 」。 

irtenez: irten [ 自 ]「 出 る 」 に 語 必 -ez が 付い た 形 で 「 出 な が 
ら 」( Baltzola 1. 77, ckarriz の 項 )。 

esan zion: csan[ 他 ]「 言 う 」 完了 分 詞 、zion ぐ jzan [ 他 助 ] 
直 説 法 過 去 NOR-NORT-NORK 活用 「3 単 が 3 単に 3 単 を ンー 
し た 」 (⑤ Baltzola 1.26)。NORK=3 単 は ラミ ア , NORI=3 単 
は apustularia、NOR =8 単 は 次 項 の せり ふ 。 

《 そ し て 道 に 出 な が ら , (ラミ ア は 賭け 好き な 男 に 次 の こと を ) 言 
っ だ 》 


50-1. 


52. 一 Gabon! Bakarrik al zatoz? 


Gabon!:「 こ ん ば ん は 」。 本 来 の 形 は gau on。 

bakarrik: [ 副 ]「 一 人 で 」。 

al: 凝 問 を 表す 小 辞 。 いわ ゆる YES-NO 疑 問 文 で , 動 過 の 
複合 形 で は 助動詞 の 直前 に , 単純 形 で は その 直前 に 置か れる 。 
etorrri [ 自 ]「 来 る 」 の 直 説 法 現在 NOR 活用 単純 形 , 
「 あ な た は 来 つ つ あ る 」(⑤ 炊 


ZatOZ* 
NOR=zu「 あ な た , 財 」 の 場合 
頁 の 表 )。 
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etorrri [ 自 ] 命令 法 / 直 説法 現在 と 過去 単純 形 
NOR ( 生 証 ) 現在 過 示 
8g. 1 mi nator nentorren 
AA 語 hator hentorren 
3 hura dator Zetorren 
1 1。 8 gatoz gentozen 
2 20 Zat0Z ZentOZen 
2 。 zuek 2atOZte Zentozten 
3 haiek datoz Zctozen 
命令 法 は 2 人称 現在 の み 。 











《 こ ん ば ん は ! 一 人 で 来 た の ⑳ 


52-3. Ez al zara beldur。 ala? 
凛 耕 定 疾 問 文 。 


e2 は 否定 辞 。al は 疑問 を 表す 小 詳 (⑤ 前 項 )。 zara beldur 
難 語 的 な 動詞 beldur izan [ 自 ] 「 人 怖い 」 の izan が zara 「 あ 活 


た は だ 」 に 活用 し た も の 。 beldur は [ 釧 ] 「 恐 怖 」。ala は 
文 の 文 求 で 用 いら れる 小 辞 で 「 一 体 全体 : それ に し て も 」。 否 
疑問 文 の 語順 に 注意 。 衣 定 文 な ど と 比べ る と : 

衣 定 文 、 Belqur zara. 

圧 問 文 、 Beldur (al) zaraP 

否定 文 Ez zara beldur. 

否定 疑問 文 Ez (aD zara beldur? 

《 あ な た , 怖く な い の ⑳ 


一 吾 る 一 








54-6. Eta lagumen aurrean hain harro agertu Zen giZOna。 
eta hain ansarta zegoena。iKaraturik geratu Zen lamia- 
ren ahotsa entzutean。 


etai [ 続 ]「 す る と 」。 

lagunen aurrean hain harro agertu zen gizona: この 文 
の 主語 。lagunen > zen は gizona に か か る 連 体 修飾 館 。1agu- 
nen は lagun [名 ] 「 友 だ ち 」 十 定形 複数 所 有 必 格 語尾 -cn,「 友 人 
た ちの 」。aurrean は aurre [名 ] 「 前 方 ] 十 定形 単数 内 格 語尾 -an, 
「 前 で 」。 と と まで 「 友 人 た ちの 前 で 」。 hain は 「 あ ん な に 」, harro 
は [ 副 ] 「 誇 っ て , 得意 気 に 」。 ここ まで 「 あ ん な に 得意 気 に 」。 agcr- 
tu は 【 肖 「 現 れる 」 完了 分 詞 , zen ぐ i2an [自助 ] 直 説 法 過去 
NOR 活用 「3 単 が ン し た 」( き Baltzola 1. 11) の 連 体 形 。「 現 れ 
た と ころ の 」。 gizona は gizon [名 ] 「 男 」 二 定形 半数 絶対 格 語 必 
-「 男 が 」。「 あ ん な に 大 威張り で 友人 た ちの 前 に 現れ た 男 が 」。 

hain ausarta zegoena: 主語 1aguncn gizona と 同格 。 
hain は 「 あ ん な に 」, ausarta は ausart [ 形 ]「 大 胆 な 」 十 定形 単 
数 絶対 格 語 尾 -4。 zegoena は zegocn ぐ cgon [ 自 ] 直 説 法 過 志 
NOR 活用 単純 形 「3 単 は こと だ っ た 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。 
zegoen の 完了 分 詞 cgon は 「 存 在 する 」 を 意味 する が , こと で は 
形容 詞 (ausarta) を 伴っ て izan「 だ 」 と 似 た 働き を し て いる 。 
つま り ausarta zegocn は 「 大 胆 だ っ た 」 の 意 で ある が , izan と 
の 條 い は , “ausarta da” が ,「 彼 は その 伯 質 が 大 胆 で ある 」 を 
表す の に 対し , “ausarta dago "は,「 彼 は 今 の 状態 が 大 胆 で 
る 彼 は 今 大 胆 に な っ て いる 」 を 表す 。zegoena は その zegoen 
に 定形 単数 絶対 格 語尾 -a が 付い て 名 詞 化 し た 形 で 「- だ っ た 人 
が 」。 こ こま で 「 そ し て あん な に 大 胆 だ っ た 人 が 」。 

近 araturik geratu zen: araturik は 普 ara-tu [ 自 ]「 舗 え 
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る 」 状 態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 rik。 「 舘 えて 」。geratu は 【 章 


「( あ る 状態 に ) な る 」 完了 分 詞 (らら Baltzola 1.111)。 zen < 


[自助 ] 直 説 法 過去 NOR 活用 「3 単 が て し た 」。NOR =3 単 は 欄 


項 の 1agunen zegoena。 も 
1amiaren ahotsa entzutean: lamiaren ahotsa は cntZuteai 


の 目的 語 。lamiaren は lamia 十 定形 単数 所 有 属 格 語 必 -ren, 「 
ミア の 」。 ahotsa は ahots [名 ] 「 声 」 二 定形 単数 絶対 格 語尾 < 


「 ラ ミア の 声 を 」。entzutean は entzun[ 他 ]「 開 く 」 の -t⑦) 


形 , 「 開 いた と き 」(⑤ Baltzola 1.21, iluntzean の 項 )。 こ こま G 


「 ラ ミア の 声 を 開い た と き 」。 


《 そ し て 友達 の 前 で は あん な に 得意 に な っ て 大 腸 だ っ た 男 が , 
ミア の 声 を 開い た 時 , 
使え て し まっ た 》 一 表 46 一 





Jakin 【 他 ] 直 説 法 過去 
56. Ez zekien zer NOR-NORK 活用 単純 形 
eSan。 NOR=8 単 /8 複 


eZ: 簿 定 辞 。 NORK (主計 ) 活用 

zekien: jakin [ 他 ] nik neki(zkiDen 
「 知 る 」 赴 説 法 過去 hi heki(zki)en 
NOR-NORK 活用 単 hark zeki(zki)en. 
純 形 , NOR=39 音 , 5 guk geneki(zki)en 
NORK =3 単 の 場合 zuk eneki(zki)en 


の 形 で 「3 単 は 3 単 を 2 。 zuek zeneki(zkDten 有 


知っ て いた 」 ( 避 右 表 )。 3 haiek zeki(Zkiten 


NORK 三 8 単 は aDU | ki、 な NOR (直接 日 的 語 ) が 9 復 
tulariak、NOR =3 単 の 時 現れ る 。 


は zer 以下 。! 
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zer esan: jakin の 直接 目的 語 。zer [ 代 ] 「 何 」 は csan の 目 
的 語 で 「 何 を 」。 esan は [ 他 ]「 言 う 」 完 了 分 詞 。 困 akin 十 zer 十 
動詞 の 完了 分 詞 』 は 「 何 を ン し て いい か わか っ て いる 」。 zer の 部 
分 に は 様々 な 疑問 詞 が 立つ と こと が で きる 。 

《( 彼 は ) 何 を 言っ て いい か わか ら な か っ た 》 


57-8. Baina。noiz edo noiz, horratio。 zerDait erantzun Zion 
1amiari : 


noiz edo noiz:「 そ の うち 」。 

horratio: 「 や っ と 」。 

zerbait: [ 代 ] 「 何 か 」。 絶対 格 で erantzun zion の 直接 目的 
語 「 何 か を 」。 

erantzun zion: crantzun [ 他 ] 「 答 える 」 完了 分 詞 、 Zion ぐ て 
ian 【[ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 , NORK 
=9 単 は apustulariak。NOR =3 単 は zerbait。 NORI=3 単 は 
1amiari。 

]amiari: erantzun Zion の 間接 目的 庄 。lamia 十 定形 単数 
格 語尾 1「 ラ ミア に 」。 

《 し か し , その うち, や っ と 。 な に が し か ラミ ア に 答え た 》 


59. 一 Ba.…ba .…mik .…ez .…nekien .… 

ba: [ 間 ] 「 そ の .…」「 え ー と 」。 

nik: ni の 能 格 形 「 私 が 」。 

ez nekicn: ez は 耕 定 辞 。nekien は jakin [ 他 ] 「 知 る 」 赴 説 
法 過 去 NOR-NORK 活用 単純 形 , NOR=9 単 , NORK=nik 
「 私 が 」,「 私 は 知っ で いた 」 ( ウ 表 46)。 

《 え と …… そ の .… お S れ は … 知 ら な か っ た )》 
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< 駅 〉 その 言葉 どおり , 民 日 , あたり が 完全 に 開 に つつ まれ た と | 
き , くだ ん の 賭け 好き な 男 は 小川 の 方 へ 向かい まし た 。 1 

し か し , 彼 が 目的 の 場所 に 着く より 早く 一 人 の ラミ ア が , 誰 
か が 近く を うろつい て いる の に 気づき , 道端 に 出 て 彼 に 言い まし 
た , 

「 と こん ば ん は ! あん た , 一 人 で 来 た の ? 怖く な い の ?」 

する と 仲間 の 前 に あん な に 大 成 張り で 現れ た 男 が , あん な に 
大 胆 だ っ た 男 が , ラミ ア の 声 を 開く や , すっ か り 快 えて し まい ま 
し た 。 何 を 喋っ て いい の か わか り ま せん で し た 。 し か し それ で も 
な ん と か , ラミ ア に 何 が し か 言い まし た , 

「 そ .… そ の .… お れ .… し … 知 ら な か っ た ん だ .…」 





一 Baina。zer da。gazte,czin al duzu hitz egin? 
Hara! karatan zaude! 一 esan zion amiak,、 farre- 
Zantzu bat eginezj eta jarraitu zuen 一 Zatoz nire- 
kin : bihar zeu janez egingo dut gosaria cta! 

ta erreka behera joan zen lamiarekin. 

Baina,、apustularia。 beldurraren beldurraz,、nola 
ihes egin hasi zen pentsatzen, eta halako batetan .… 
Zapa! “Badakit! ツ 一 esan zuen bere golkorako. 
Eta lamiari : 1 

一 Aizu, mi jan baino lehen cz al duzu lihoaren | 
Historia entzun nahip 0 

一 Bai。 nahi dut! Rser gaitezen harriotan、nahi 


adina denbora dugu cta. Ni。 gainera。 oso kon- 
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dairazale naiz 一 erantzun zion lamiak. 





60. Baina。Zer da。 gazte, ezin al duzu hitz egin? 


baina:「 し か し : それ に し て も 」。 盤 き , 非難 を 表す 。 

zer da: zer は [ 代 ]「 何 」 定形 単数 絶対 格 , da の 主語 。 da 
は izan [ 自 ]「3 単 は こ だ 」。「 何 だ 」。 

gazte: [名 ] 「 若 者 」。 こと こ で は 呼び 掛け と し て 用 いら れ て いる 。 

ezin al duzu hitz egin: ezin izan は ahal izan の 反意語 
で 「 で きた ない 」 を 表し , 動詞 の 完了 分 詞 と と も に 用 いら れる ( ゆ 
1.26, ahal)。 その 際 の 語順 は , 原則 と し て 『ezin izan 十 ( 他 の 要 
素 ) 十 動詞 の 完了 分 詞 』 と な る 。 ここ で は 疑 問 文 な の で czin と 
izan の 間 に 疑 問 を 表す 小 辞 al が 挿入 され て いる 。duzu は izan 
[ 他 助 ] 直 説 法 現在 NOR-NORK 活用 , NOR=3 単 , NORK 
=Zuk「 あ な た が , 妊 が 」,「 あ な た が 3 単 を ン す る 」。 hitz cgin 
【 他 ] 「 話 す 」 完 了 分 詞 。 

《 そ れ に し て も , 何 な の , 着い の , し ゃ べ れ な い の 


61. 本 Hara! lkaratan zaude! 


haral: [ 間 ]「 お や !: あら !」。 

ikaratan zaude: ikaratan は 所 ara [名 ] 「 恐 怖 」 二 不定 形 内 
格 語尾 -tan。 zaude は cgon [ 自 ] 直 説法 現在 NOR 活用 単純 
形 , NOR=zu「 あ な た が 」, 「 あ な た が いる 」。「 あ な た は 恐怖 の 
中 に いる つ 怖がっ て いる ]」。 

《 お や ! 怖い の 9 


f 


61-2. 一 esan Zion lamiak。 farre-Zantzu bat eginezs 
esan zion: esan[ 他 ]「 言 う 」 完了 分 詞 , zion く izan [ 他 助 ] 
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直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 「3 単 が 3 単に 3 単 を < 
し た 」( 避 Baltzola 1.26)。NOR=3 単 は 前 項 の せり ふ , NORL 
三 3 単 は apustulariari、 NORK 3 単 は lamiak。 ) 

1amiak: lamia 十 定形 単数 能 格 語尾 -k「 ラ ミア が 」。 esan zion 
の 主語 。 

farre-Zantzu bat eginez: farre-2zantzu [名 ]「 か すか な 笑い 」 
は , farre [名 ]「 笑 い 」 と zantzu [名 ] 「 微 師 」 か ら 成 る 複合 語 。 
不定 形 絶対 格 。bat [数 ] 「1」, 不定 形 絶対 格 。farre-zantzu を 修 
飾 す る 。 ここ まで eginez の 直接 目的 語 。 eginez は egin [ 他 ] 
「 作 る 」 十 語尾 -ez。「 作 りな が ら 」( き Baltzola 1.77, ckarriz の 
項 )。「 か すか な 笑い を 作り な が ら つ か すか に 笑い な が ら ]。 


《 ラ ミア は か すか に 笑い な が ら ( 彼 に ) 言 っ た 》 


62. eta jarraitu zuen 一 

jarraitu zuen: jarraitu [ 他 ]「 続 ける 」 完了 分 詞 。 zuen ぐ 
izan [ 他 助 ]「3 単 が 3 単 を キン し た 」。 主語 は 1amiak。 (彼女 は ) 
続け た 」。 

《 そ し て (ラミ ア は ) 続 けた 》 


62-3. Zatoz nirekin 

zatoz: etor-ri [ 自 ]「 来 る 」 命 令 法 NOR 活用 単純 形 , NOR 
zu「 あ な た ・ 尾 」 の 場合 の 形 ,「 あ な た は 来 な さい 」。Ji。 zuek 
に 対す る 命令 は それ ぞ れ 『hator ”,“ zatozte ”。 etor-ri の 命令 
法 単純 形 は 直 説 法 現 在 単純 形 と 同様 の 活用 を する ( 必 1. 52, zatoz 
の 項 , 表 45)。 

nirekin: [ 代 ] ni の 共 格 形 , 「 私 と と も に 」。 

《 多 と いっ し ょ に 来 な さい 》 





63. Dihar zen janez egingo dnt gosaria eta! 


bihar: [ 副 ]「 明 日 」。 

zeu janez: 2eu は zu [ 代 ]「 あ な た ] 絶対 格 の 強調 形 。janez 
の 目的 語 。「 ほ か な ら ぬ あな た を 」。 janez は jan [ 他 ] 「 食 べ る 」 
に 語尾 -cz が 付い た 形 で 「 食 べ な が ら 」( Baltzola 1. 77, ckar- 
riz の 項 )。 

egingo dut: cgingo は egin [ 他 ] 「 す る 」 の 未来 分 詞 。 dut 
は izan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 , NOR =9 単 , 
NORK=nik 「 私 が 」 の 場合 の 形 ,「 私 は 3 単 を キン する 」。 NOR 
3 単 は 次 項 の gosaria。 

gosaria: gosari [名 ] 「 其 食 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a, egingo 
dut の 目的 語 。「 彰 食 を 」。 

etai [接続 ]「 こ な の で 」。 

《 明 日 , あな た を 食べ つつ 彰 食 を する か ら 》 


64. Eta erreka behera joan zen lamiarekin。 
erreka behera: erreka [名 ] 「 小 川 」 不 定形 絶対 格 、 behcra 
に 修飾 語 と し て か か る 。 behera は behe [名 ] 「 下 方 」 十 定形 方 格 
語尾 -ra で ,「 下 方 へ 」。「 小 川 の 下方 へ 」。 
Joan zen: joan [ 自 ]「 行 く 」 完 了 分 詞 , zen ぐ izan [自助 ] 直 
説法 過去 NOR 活用 「3 単 が ン し た 」。 NOR は apustularia。 
lamiarekin: lamia 十 定形 単数 共 格 語尾 -rekin。「 ラ ミア と と 
も に 」。 アァ 
《 そ し て ラミ ア と いっ し ょ に 小川 の 下 の 方 へ 行っ た 》 


65-6. Baina。apustularia。beldurraren beldurraz。nola ihes 
egin hasi zen pentsatzen。 


に し) に 











apustularia: こと の 文 の 主語 。 apustulari 寺 定形 単 表 絶 対格 語 
尾 -4。 

beldurraren beldurraz: 「 恐 怖 の あま り 」。 beldurraren は | 
beldur [名 ] 「 恐 怖 」 十 上 英 ぎ の 子音 +- 十 定形 単数 所 有 属 格 語 馬 
-aren, beldurraz は beldur 上 - 寺 定形 単数 具 格 語尾 -az。 こ の | 
よう に 『 同 じ 名 詞 の 定形 単数 所 有 属 格 十 定形 単数 具 格 』 で 「- の | 
あま り 」 を 衣 す こと が ある 。 例 : pozaren PoZaz (Poz は 「 音 
び 」)「 豆 び が の あま り 」。 

nola ihes cgin: pentsatzen の 目的 語 と な る 。 nola は [一 ] 
「 ど の ょ うに 」, ihes egin は [ 他 ] 「 逃 げ る 」 完了 分 過 。「 ど の よ 
うに 逃げ る べき か 」。 『 疑 問 詞 十 動 詞 の 完了 分 詞 』 の 形 の 間接 疑問 
に つい て は 1.56, zer csan の 項 参照 。 


hasi zen pentsatzen: hasi は [ 自 ]「 始 め る 」 完 了 了 分 詞 。Zcn 


は izan [自生 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 単 は こし た 」。 Pent< 
satzen は pentsa-tu [ 他 ]「 考 える 」 不 完了 分 詞 。『 不 完了 分 詞 十 
has-i』 で 「ー し 始め る 」( 避 Baltzola, 1. 108)。 

《 し か し , 賭け の 好き な 男 は , 恐怖 の あま り , どの よう に 逃げ る 
べき か , 考え 始め た 》 


66-7. eta halako batetan ..Zapa! “Badakit! ツ ーー esam 
Znuen bere golkorako。 

etai「 す る と 」。 

halako batetan:「 突 然 」。 

2apa!: [ 間 ]「 ペ ッ ! ト 5 ピカ ッ !」。 

badakit: ba- 青 定 を 強調 する 接頭 辞 二 jakin [ 他 ] 「 知 る 」 直 
説法 現在 NOR-NORK 活用 単純 形 , NOR=3 単 , NORK= 
nik 「 私 は 」, 「 私 は 3 単 を 知っ て いる 」( き Baltzola 1. 12。 
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csan zuen bere golkorako: esan [ 他 ] 「 言 う 」 完了 分 詞 , 
zuen ぐ izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 , 「3 単 は 
3 単 を と し た 」。 bere は [ 連 ]「 彼 の 」, golkorako は golko [名 ] 
「 ぁ ふと ころ 」 定 形 単数 方 格 語尾 -ra 十 位 財 属 格 語尾 -ko, bre 
golkorako esan は 「 自 分 の 胸 の うち で 言う 」( Baltzola 1.54- 
5。 

《 す る と , 突然 … ビ カッ ! 「 わ か っ た ぞ !」 ( 彼 は ) 自分 の 胸 の う 
ち で 言っ た 》 


68. Eta lamiari: 


1amiari: lamia 二 定形 単数 与 格 語尾 ri 「 ラ ミア に 」。 動詞 
esan zion「(3 単 が 3 単に 3 単 を ) 言っ た 」 が 省略 され て いる 。 


《 そ し て ラミ ア に (言っ だ )》 


69-70. 一 Aizu。 mi jan baino lehen ez al duzu Jihoaren 
historia entzun nahi? 

aizu: [ 間 ] (単数 の 人 に 対す る 呼び か け と し て ) 「 ね を) ちょ っ 
と 」。 

ni jan baino lehen: ni は 絶対 格 , jan の 目的 語 で 「 私 を 」。 
jan は 【[ 他 ] 「 食 べ る 」。 『 動 詞 の 完了 分 詞 十 baino 1ehen』 は 「ー 
する 前 に 」( ゆ 1 9)。「 私 を 食べ る 前 に 」。 

ez al duzu entzun nahi: この 文 の 動詞 部 。ez は 硝 定 敬 。al 
は 疾 問 を 表す 小 衣 。 duzu は izan 【 他 助 ] 直 説 決 現在 NOR- 
NORK 活用 ,「 あ な た は 3 単 を ンー す る 」。entzun は 【 他 ]「 開 く 」 
完了 分 詞 。『 動 詞 の 完了 分 詞 十 nahi izan』 は 「 し た い ] (G Bal- 
tzola 1.60)。「 あ な た は 3 単 を 聞き た く あ り ま せん か 」。 NOR= 
3 単 は 次 項 Hihoaren historia。 


一 群 野 一 . 











Hihoaren historia: 動詞 の 直接 目的 語 。Iihoaren は Hiho [名 ] 


「 珈 麻 」 十 定形 半数 所 有 属 格 語 選 -aren,「 重 麻 の 」。 bistoria は 
[名 ]「 歴 史 物語 」 定 形 単数 絶対 格 。 と と で は 「 物 語 。 束 語 」。 
《 お お い , お れ を 食べ る 前 に 重 訂 の 話 を 閉 き た く な いか い 》 


71. 一 Bai。 mahi dnt! 


bai: 背 定 基 。 

nahi dut: nahi izan が 記 説法 現在 NOR-NORK 活用 
NOR=3 単 NORK=nik 「 私 が 」 の 形 に 活用 し た も の 。 entzun 
が 省略 され て いる 。「 私 は (開く こと を ) 望む 」。 

《 え え , 開き た いわ 》 


71-2. ser gaitezen harriotan。nahi adina denbora dugu 
eta。 


eser gaitezen: c8er は GSer-i [ 自 ]「 庫 る 」 の 語根 。gaitezen 


は izan [自助 ] 接続 法 現 在 NOR 活用 , NOR=gu 「 私 た ち が 」 


の 場合 の 形 ( 避 Baltzola 1.82, dadila の 項 , 表 38)。 こと で は 
gu に 対す る 命令 「 私 た ち は こ しょう 」 を 表す 。 こ の よう に , 1 久 
称 , 3 人 称 に 対す る 命令 表現 で は 命令 法 の 代わ り に 接続 法 が 用 
いら れる 。「( 私 た ち は ) 座り まし ょ 5」。 

harriotan: harri [名 ] 「 石 」 十 近い 複数 の 定形 内 格 語尾 -otan。 
「 こ れ ら の 石 に お いて 」。 

nahi adina denbora: dugu の 目的 語 と な る 名 語句 。 nahi 
adina は 名 詞 ( 句 ) の 前 に 置か れ 「 欲 し い だ け の 」。 被 修飾 語 は 不定 
形 絶 対格 を と る 。denbora は [名] 「 時 間 」 不 定形 絶対 格 。「 欲 し 
い だ け の 時 間 を 」。 

dugu: izan[ 他 ] 「 持 っ て いる 」 直 説法 現在 NOR-NORK 
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活用 単純 形 , NOR=8 単 。 NORK=guk「 私 た ち が 」 の 場合 の 
形 「 私 た ち は 3 単 を 持っ て いる 」。 NOR=8 単 は nahi adina 
denbora。 

eta:「 な の で 」。 

《 こ れ ら の 石 の 上 に 座り まし ょ うう, (私 た ち は ) 欲し い だ け の 時 間 
を 持っ て いる か ら 》 


72-3. Ni。 gainera, oso kondairazale naiz 

mi:[ 代 ] 絶対 格 。 naiz の 主語 「 私 は 」。 

gainera: 「 そ の うえ 」。 

oso kondairazale: oso は 「 と て も 」。 kondairazale は , kon- 
daira [名 ] 「 伝 説 , 物語 」 十 zale [名 / 形 ]「 愛 好 者 (の )] か ら 成 る 客 
合 語 で , [ 形 / 名 ] 「 伝 説 ・ 物 語 好き の (人 )」。 主格 補語 , 不定 形 絶対 
格 。 

naiz: く izan [ 自 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 単純 形 「 私 は こ だ 」。 

《 そ の うえ 私 は 大 の 物語 好き な の 》 


73. 一 erantzun Zion lamiak。 


erantzun Zion: erantzun [ 他 ] 「 答 える 」 完了 分 詞 、zion て 
izan [ 他 助 ] 直 説 法 過 示 NOR-NORILNORK 活用 「9 単 が 9 単 
に 3 単 を ン し た 」( 叶 Baltzola 1.26)。 NOR=3 単 は 前 項 の せり 
ふ , NOR1=3 単 は apustulariari_NORK=3 単 は lamiak ( 
14D。 を 

lamiak: lamia 二 定形 単 表 能 格 語 必 -k, 「 ラ ミア が ]。 eran- 
tzun zion の 主語 。 

《 ラ ミア が 答え た 》 
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< 駅 〉 「 ち ょ っ と , 何 よ , あん た , ちゃ ん と し ゃ べ れ な い の ? 
ら ! 怖がっ て る の ね !」 ラミ ア は 微か な 笑い を 浮か べ て 言い ま 
た 。 そ し て 続け まし た , 「 私 と 一 緒 に お いで , 明日 朝食 に あん だ 
食べ て や る か ら !」 

そし て 賭け 好き な 男 は , ラミ ア と 一 緒 に 川下 へ と 下っ て 行き 
し た 。 い 
し か し 賭け 好き な 男 は , 恐 伏 の あま り , どう や っ て 逃げ ば ょ う 放 
考え 始め まし た 。 そし て 突然 … バ ペッ と ひら めい て , 「 わ か っ た ぞ ! 
と 胸 の うち で 言い まし た 。 そ れ か ら ラ ミア に ,。 

「 お い , お S れ を 食べ る 前 に 重 麻 の 話 を 開き た く は な いか ね 

「 え え , 開き た いわ ! この 石 の 上 に 座り まし ょ う , 時 間 は 虹 家 
だ け あ る か ら 。 そ の うら え , 私 っ て , 大 の 物語 好き な の よ ]」 
と ラミ ア は 答え まし た 。 












Eseri ziren、bada,cta gizonak, astiro-astiro, in0- 
jako presarik gabe ekin zion lihoaren historiari: 
一 Lehenik egin behar dena zera da: lurra gok 
datu。 lurra landu. Goldatu ondoren, simaurtu 
egiten da, hazia indartsuagoa izan dadin, eta lua 
samur-samur jarri denean。orduan creiten da Hihoa 





74. Eseri ziren。bada。 


eseri ziren: eseri[ 自 ]「 座 る 」 完了 分 詞 , ziren ぐ izan [ 朋 
助 ] 直 説 法 過 去 NOR 活用 「3 複 が ン し た 」。NOR=3 複 は la・ 
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mia と apustularia。 [彼ら は 座っ た 」。 
bada: [接続 ]「 そ し て 」。 
《 そ し て 役 ら は 座っ た 》 


74-5. efa gizomak, astiro-astiro。 inolako presarik gabe ekin 
Zion lihoaren historiari : 

gizonak: この 文 の 主語 。gizon 十 定形 単数 能 格 語尾 -ak。 「 男 
は 」。 

astiro-astiro: astiro は [ 刑 ]「 ゆ っ くり 」 だが, 同じ 語 を 二 鹿 
重ね て その 程度 を 強調 し て いる 。「 と て も ゆっ くり と 」( ツ 1.39, 
bakar-bakarr)。 

inolako presarik gabe: inolako は 連 体 詞 で , 否定 辞 ez gabe 
な ど と と も に 用 いら れ 「 ど ん な こも な い 」 を 表す 。 presarik は 
presa [名 ]「 緊 急 (性) 急ぎ 」 分 格 語尾 -rik (o ゆ Baltzola 131, 
kalterik)。 gabe [ 後 ] 「 な し で 」。 gabe は 分 格 形 名 記名 を 伴う 
こと と が 多い 。「 ど の よう な 此 急 性 も な し に 一 少し も 急 が ず に 」。 

ckin zion: ckin [ 他 ]「 と りか か る 」 完了 分 詞 , zion ぐ izan 
【 他 ] 直 説 法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 ,「3 単 が 3 単に 8 単 
を ー し た 」。 ekin は 与 格 の 名 詞 ( 句 ) を と り 「 に と りか か る 」。 
特に 直接 目 的 語 は と ら な い が 他 動詞 扱い と な る 動詞 。 ま た 間接 目 
的 語 を と る の で , 助 助詞 は NOR-NORI-NORK 活用 と な る 。 
NORK=8 単 は gizonak,。 NORI=3 単 は Iihoaren historiari。 

1ihoaren historiari: ekin zion の 間接 目的 語 。 Hihoaren は 
jiho [名 ] 「 了 麻 」 定形 単 数 記 有 属 格 語 選 -aren 「 こ の 」。 hits 上 6 
riari は historia [名 ] [歴史 物語 」 定 形 単数 与 格 語 尾 -ri。 

《 そ し て , 男 は , と て も ゆっ くり と , 少し も 急 が ず に 。 亜 誰 の 話 
に と りか か っ た 》 
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76. 一 Lehenik egin behar dena zera da: 

lchenik cgin behar dena: この 文 の 主語 。lehenik は [ 副 ] 
「 先 ず 第 一 に 」。 lehen [ 之 ]「 第 1 の 」 載 詞 語尾 - 共 と 分 析 で き 
る 。 cgin behar dena は 動詞 部 egin behar da の 連 体 形 de 
に 定形 単数 絶対 格 語尾 -a が 付い て 名 詞 化し た 形 。 cgtn は [ 他 ] 
「 す る 」 完了 分 詞 ,『 動 詞 の 完了 分 詞 寸 behar izan』 は 「 し な 
けれ ば な ら な い 」 を 表す 。da は izan [自助 ] 直 説 法 現在 NOR 
活用 「3 単 が ン す る 」。 この da は 非 人 称 表現 で , 本 動詞 が 他 動 還 
詞 , 自動 詞 に か か わら ず 用 いら れる 。 そ うら で な けれ ば こと は 他 動 
詞 behar izan に 合わ せ て izan の , 3 複 を 主語 と する 他動詞 用 
の NOR-NORK 活用 に よる 非 人 称 表 現 を 用 いて , cgin bcha 
dutena と し て も よい と ころ 。 つま り 3 複 を 主語 と する 他動詞 の 
非 人 称 dute と , 自動 詞 の 俳人 称 da は , 入れ 替え 可能 で ある 
「 ま ず し な けれ ば な ら な い ・ さ れ な けれ ば な ら な いこ と は 」。 

2era: [名 ] 「 物 」 だ が , ここ と で は 「 次 の よう な こと 」 を 表す 。 
絶対 格 で 主格 補語 。 

dai izan [ 自 ] 直 説法 現在 NOR 活用 単純 形 「3 単 は こ だ 」。 


(まず 第 一 に し な けれ ば な ら な いこ と は , 次 の こと だ :》 


76-7. 

urra goldatu: lurra は lur [名 ] 「 土 地 」 十 可 ぎ の 子音 "- 定 
形 単数 絶対 格 語尾 -a, goldatu の 日 的 語 , 「 土 地 を 」。 goldatu は 
[ 他 ] 「 す き 返 す 」。 

lurra landu: lurra は landn の 目的 語 。 最 初 の lurra と 同 
と 構造 で 「 土 地 を 」。 1andu [ 他 ] 「 耕 す 」。 
交 goldatu, 1andu と も に 完了 分 詞 形 で ある が , こと で は 辞書 の 


jurra goldatn。larra landu. 
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見 出し 語 の よう 法 , ニュ ー ト ラル な 形 と し て 扱わ あれ て いる 。 
(土地 を すき 返し , 土地 を 耕す 》 


77-8. Goldafu ondoren。simanurtn egiten da。hazia indart- 
suagoa izan dadin。 


goldatu ondoren: ondoren は 動詞 の 完了 分 詞 の 後ろ に 置か 
れ 「 し た あと で 」。goldatu は [ 他 ] 「 す き 返 す 」。 こと まで 「 土 
を すき 返し た あと 」。 

simaurtu egiten da: simaurtu は [ 他 ] 「 肥 料 を 与え る 」 完 
了 分 詞 。egiten は egin [ 他 ] 「 す る 」 の 不 完了 分 詞 。 こ の egin は 
本 動詞 simaur-tu を こと の 文 の focus と する た め 添 えら れ た も の 
( 避 Baltzola 1.51, tristetu egin の 項 )。da は 1.76 の da と 同 
様 , 非 人 称 の da。 他 動詞 に よる 非 人 称 表 現に よれ ば , da 一 dute 
と 入れ 才 え 可能 な の だ か ら , simaurtu egiten dute と な る 。 

hazia: hazi [名 ] 「 竹 子 」+ 定 形 単数 絶対 格 語尾 -a, 自動 詞 jzan 
dadin の 主語 。「 種 子 が 」。 

indartsuagoa izan dadin: indarteuagoa は indartsu [ 形 ] 
「⑦) 強 い 」 寺 比較 級 語尾 -ago 十 定形 半数 絶対 格 語尾 -s。「 よ り 強 
い 」。 主 格 補語 。 izan は izan [ 自 ]「- だ 」 の 語根 (語根 と 完了 
分 詞 が た また ま 同 形 )、 dadin は izan [自助 ] 接続 法 現 在 NOR 
活用 , NOR =3 単 の 場合 の 形 。 NOR は hazia。 接続 法 は 「> 
する よう に 」 を 表し , 動詞 の -t(2)eko 形 を 用 いて indartsuagoa 
izateko と し て も よい と と ころ 。 接続 法 に は -la 形 と -n 形 が ある 
が , -Ia 形 は お も に 命令 ・ 強 い 要望 を 表す と され る ( Bal 昌 la 
1.82, dadila)。 こ と まで 「 よ り 強 く あ る よう に 」。 

《( 上 を ) すき 返し た あと , 肥料 を 与え る , 種 が より 強 ぐ ある よう 
に 》 
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78-80. eta lunrra samur-5amur jarri denean, orduan ereil 
da lihoa .… 1 


urrai lur [名 ] 「 土 地 」 十 問 ぎ の 子音 UM 
-a, denean の 主語 。「 土 地 が 」。 


samur_samuri samur は [ 形 ]「 柔 ら か い 」。 肌 じ 所 を 


り 返 し て 程度 を 強め て いる ( ゆ 1.74。 astiro-astiro)。 

jarri denean: jarri は [ 自 ]「( あ る 状態 に ) な る 」 完了 分 詞 , 
denean は da ぐ izan [自助 ] 直 説 法 現在 NOR 活用 「3 単 は 々 
する 」 十 時 を 家 す 副詞 節 を 作る 語尾 ・nean。 こと まで 「 そ し て 直 
地 が と て も 楽 ら か く な っ た と き に 」。 

orduan:「 そ の 時 」。 

ereiten da: ereiten は crein [ 他 ] 「 種 子 を 庄 く 」 不 完了 分 詞 , 
da ぐ izan [自助 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 「3 単 は こす る 」 は 176 


の da と 同様 , 俳人 称 の da。da を dute と し て creiten dute 


と し て も よい と ころ 。ereiten の 直接 目的 語 は Hihoa。 
Hihoa: Hiho [名 ] 「 重 麻 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a, creiten の 
目的 語 。「 重 麻 を 」。 


《 そ し て 土 が 柔らか く な っ た ら , その と き 亜 麻 の 往 を 麻 く の だ 》 


< 駅 〉 そし て 二 人 は 腰 を 下ろ し , 男 は ゆっ くり , 少し ゃ 急 が ず 
に , 重 麻 の 話 を 始め まし た 。 

「 ま ず 始 め に し な けれ ば いけ な い の は , こう いう と と だ , つま り 
土地 を すき か え し , 耕す こと 。 す き 返 し た あと , 種 が より 丈夫 に 
な る よう に 肥料 を 与え る ん だ , そし て 土 が 柔らか く な っ た ら , そ 
と で 重 訂 を 植え る ん だ .…」 
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ー Baina, guzti hori lihoaz bakarrik cgiten da? 
Askotan ikKusi ditut nik baserritarrak lan horretan : 
eta gero, lihoa beharrean。 garia, artoa。 eta abar 
ernetzen Zaie 一 esan zion lamiak. 

ー HHalaxe da。 bai! eia da hori! 一 aitortu Zuen ss 
apustulariak 一 lurrari buruz esan dizudana beste 
hazi batzurentzat ere cgiten da, ia hazi guztientzat 
egiten da berdin cta.… 

ーー Eta noiz hasten da jihoaren lana? 一 galdetu 
zion amiak、jakiteko irrikaz beterik. PO 





81. 一 Baina。guzdi hori lihoaz bakarrik egiten da? 

guzti hori: cgiten da の 目的 語 。guzti は [ 代 ] 「 全 て の と と 」 
不定 形 絶 対格 , hort は [ 形 ]「 そ の -」 絶 対格 。「 そ の 全て の こと 
を 」。 

lihoaz bakarrik: Hihoaz は Hho [名 ] 「 重 麻 」 十 定形 単数 具 格 
語尾 -az。「 重 誰 に 関し て 」。 bakarrik は 「 こ だ け 」。「 陳 麻 に 関 
し て だ け 」。 

egiten da: egiten は egin [ 他 ] 「 す る 」 不 完了 分 詞 。 da は 
1.76 の da と 同様, 俳人 称 の da。 

《 で も その 全て の こと は , 重 麻 に つい て だ け , や っ て いる の 90 し 


82. Askotan jkusi ditut mik baserritarrak lan horretan 


askotan:「 し ょ っ ちゅ う , 何 度 も ]。 
ikusi ditnt: ikusi は 【 他 ]「 見 る 」 完了 了 分詞, ditut は izan 
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[介助 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 , NOR=3 閣 , NO 
三 nik「 私 が 」, 「 私 は 3 複 を っ す る 」。NOR =3 複 は baserritare 
rak。「 私 は ( 壮 夫 た ち を ) 今 まで に 見 て きた ]。 6 
mik: mi の 能 格 形 「 私 は 」。ikusi ditut の 主語 。 
baserritarrak: baserritar [名 ] 「 夫 」 十 繋ぎ の 子音 +- キ 
複数 絶対 格 語尾 -ak, kusi ditut の 直接 目的 語 。「 農 夫 た ち を 」 
1an horretan: lan [名 ] 「 仕 事 , 作業 」 不定 形 絶対 格 , horm 
tan は hori「 そ の 」 の 内 格 形 で 「 そ の に お いて 」。 
《 色 は 何 度 も 具 夫 た ち を その 作業 に お いて ( 今 まで ) 見 て き 
わ よ ょ 》 


83-4. eta gero,。 Hihoa beharrean。 garia。 artoa。 eta 紀 6 
ernetzen ZAie。 


gero:「 あ と で 」。 

jihoa beharrean: Hihoa は Hiho「 重 麻 ]」 の 定形 単数 絶対 閣 , 
beharrean は behar [名 ]「 必 要 」 十 繋ぎ の 子音 エ - 十 定形 単数 内 
格 語尾 -can だ が , 名 詞 の 後ろ に 難 か れ 「 の 代わ り に 」。「 重 
の 代わ り に 」。 

garia。 artoa cta abari この 文 の 主語 で , 名 全体 が ひと ま 
め と し て 単数 扱い と な っ て いる 。 garia。 artoa は それ ぞ れ ga 
[名 ] 「 麦 」, arto [名 ]「 と う も ろ こ し ] 二 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。 
eta abar は 「 な ど な ど エト セト ラ ]」。「 突 や と う も る こし な ど ぎ 
が 」。 

ernetzen zaie: ernetzen は erne[ 自 ] 「( 種 子 が ) 芽 を 出す 」 
不 完了 分 詞 。 zaie は izan [自生 ] 直 説 法 現在 NOR-NORI 活 
用 , NOR =3 単 , NORI=3 複 の 場合 の 形 「3 単 が 3 複 に こす る 」。 
NOR=3 単 は garia abar, NORI=3 複 は 「 農 夫 た ち に 」。 
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《 そ し て , その あと , 陣 麻 の 代わ り に , 麦 や と う も ろ こ と し な ど が 
(農夫 た ち に ) 芽 生え る 》 


84. 一 esan Zion lamiak. 

esan zion: esan [ 他 ] 「 言 う 」 完了 分 詞 , zion ぐ izan [ 他 助 ] 
直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 「3 単 が 3 単に 8 単 を て 
し た 」。 

lamiak: lamia 十 定形 単数 能 格 語尾 -k。 esan zion の 主語 。 
「 ラ ミア が 」。 

《 ラ ミア が ( 男 に ) 言 っ た 》 


85. 一 Halaxe da。 Dai! 


halaxe は hala [ 訓 ] 「 あ の よう に 。 そ の よう に 」 十 絢 油 の 語尾 
Xe 「 全 くそ の と お り 」。 da 人 は izan [ 自 ] 直 説 法 現 在 NOR 活 
用 単純 形 「3 単 は ン だ 」。bai は 表 定 辞 。「 は い : そう 」。 


《 そ う , 全く その と お り だ 》 


85. Egia da hori! 


egia は [名 ] 「 事 実 , 本 当 」 定形 間 数 絶対 格 。da は i2an [ 自 
動 ] 直 説 法 現在 NOR 活用 「3 単 は と だ 」。hori は 【[ 代 ]「 そ れ 」 
絶対 格 , da の 主語 ,「 そ れ は 」。 

《 そ れ は 本 当 だ 》 


85-6. 一 aitortn Zuen apustularink 一 (4 


aitortu zuen: aitortu は 【[ 他 ] 「 告 向 す る 」 完了 分 詞 , zuen 
は izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 「3 単 が 3 単 を 
こし た 」。NORK=3 単 は apustulariak。 
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apustulariak: apustulari [名 ] 「 賭 け を する 人 」 二 定形 単数 崩 
格 語尾 -ak。 MM 


( 剛 け 好き な 男 は (それ を ) 告 白 し た 》 


86-7. lurrari buruz esan dizudana beste hazi batzure 
ere egiten da。 


Jurrari buruz csan dizudana: cgiten da の 目的 語 。lurrai 
buruz の lurrari は lur [名 ] 「 土 地 」 十 帝 ぎ の 子音 +- 十 定形 単数 
与 格 語 居 -ari。 buruz は 後 置 詞 で ,『 与 格 名 詞 十 buruz』 で 「。| 
に つい て 」 を 表す 。「 土 地 に つい て 」。 csan は 「[ 他 ]「 言 う 」 史 
了 了 分 詞 , dizudana は dizut ぐ izan [ 他 助 ] 直 説 法 現在 NOR= 
NORI-NORK 活用 「 私 が あな た に 3 単 や ン す る 」 の 連 体形 
zudan に 定形 単数 絶対 格 語尾 -a が 付い て 名 詞 化し た 形 で 「 私 が 
な た に 言っ た こと 」( 避 Baltzola。 1. 90)。 

beste hazi batzurentzat ere: beste は [ 連 ]「 他 の 」。hazi は 
[名 ] 「 竹 子 」 不定 形 絶対 格 , batzurcntzat は batzu [ 形 ]「 い ぐ 
つか の 」+ 不 定形 目的 拘 語尾 -rentzat「 い くつ か の この た め K に 」 
ere は 「 こ も 」。 

egiten dai da た よる 非 人 称 表現 。「 行 な っ て いる , 行なわ れ 
て いる 」( ツ 1 76)。 

《 填 地代 つ いて (私 が あな た に ) 言 っ た こと は , 他 の いく つか の た 
ね に つい て も , 行なっ て いる 》 


87-8. ia hazi guztientzat egiten da berdin eta .… 


ia hazi guztientzati ia は 「 ほ と ん ど 」。 bazi [名 ] 「 種 子 」 
不定 形 絶 対格 , guztientzat は guzti [ 形 ] [全て の 」 定 形 複数 目 
的 格 語尾 -cntzab「 全 て の の た め に 」。 
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egiten da: da に よる 非 人 称 表現 。「 行 な っ て いる , 行なわ れ 
て いる 」 (1.76)。 

berdin:「 同 じ く 」。 

eta:「 な の で 」。 

《 ほ と ん ど 全 て の 種子 に つい て 同じ ょ うに 行なっ て いる の だ か 
5》 


89. 一 ta noiz hasten da lihoaren lana? 


eta:「 そ れ で 」。 

noiz: [ 副 ] 「 い つ 」。 

hasten da: hasten は has-i [ 自 ]「 始 まる 」 不 完了 分 詞 。da 
ぐ i2an [自助 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 「3 単 が ー す る 」。 

Hihoaren lana: この 文 の 主語 。 hoaren は Hiho 「 重 訂 」 二 室 
形 単数 所 有 履 格 語尾 -aren,「 重 麻 の 」。 1ana は 1an [名 ] 「 仕 事 
作業 」 二 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。「 陳 麻 の 作業 は 」。 


《 そ れ で , 重 麻 の 作業 は いつ 始ま る の ⑳, 


89-90. 一 galdetn zion lamiak。 jakiteko irrikaz beteri. 


galdetu zion: galdetu [ 他 ] [尋ね る 」 完 了 分 詞 , zion ぐ jzan 
【 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 「8 単 が 3 単に 3 
単 を ン し た 」( 避 Baltzola 1.26)。 

1amiaki この 文 の 主語 。lamia 十 定形 単数 能 格 語尾 よ ,「 テ ラミ 
テア が 」。 内 

jakiteko irrikaz beterik: jakiteko は jakin [ 他 ]「 知 る 」 の 
-t⑦eko 形 。 ここ で は 修 館 語 と し て rrikaz とか か る 。「 知 る た 
め の : 知る と 言う 」( 必 Baltzola, 1. 21-2)。 irrikaz は irrika [名 ] 
「 強 い 所 み , 渦 望 」 十 不定 形 具 格 語尾 -z。beterik は bete[ 自 ]「 一 
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杯 に な る 」 に 状態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 rik が 付い た 形 。 也 
名 詞 士 beterik』 は 「 で いっ ぱい に な っ て 」 の 意 。 と と まで 上 
る と 言う 熱望 一 知り た い 気 持ち で 一 杯 に な っ て 」。 1 

《 ラ ミア は ( 男 に ) 尋ね た , 知り た い 気持 ち で いっ ぱい に な ら 


< 駅 >〉 「 で も それ 全部 , 亜麻 を 植え る と きだ け や る の ? 虹 家 の , 
た ち が そ の 作業 を し て いる と ころ , 何 度 も 見 た わ ちよ 。 そ し て そ 6 
あと , 正 麻 じゃ な ぐ て , 寺 と か と う も ろ と し と か が 非 を 出す の | 
と ラミ ア が 言い まし た 。 qd。 

「 そ う , その と お り ! ほん と だ よ !」 と 誠 け 好き な 男 は 続け 
た , 「 今 土地 に つい て 言っ た と と は , ほか の 竹 を 植え る と き に お 
っ て いる と と だ , 人 ほとん どど ん な 租 を 植え る と き に ゃ 同じ ょ 51 
や っ て いる ん だ よ ::」 上 

「 そ れ で いつ 始ま る の , 亜麻 の 作業 は 7] ラミ ア は , 早く 知り 
く て うず うず し て 尋ね まし た 。 





一 Itxaron apurtxo bat。hori geroxeago ikusik 
dugu cta. Esan dizudan guztia egin 9 
]andaretxo erne berria zaindu egin behar ja 
da. Ereintza egin cta handik denboraldi batetar 
erretenak egin behar izaten dira soroan, ura lurrean 
behera ongi sar dadin、cta gero, jorratu egin behar 
izaten da. Eta hilabete batzu igaro ondoren cta 
]andarea handitu eta heldu denean, orduan biltzen 
da jihoa. Lihoaren bilketak honako lanok ditu: 
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91. Htxaron apurtxo bat。 

ipkaron: 「 待 つ 」 完了 分 詞 。 命令 法 の 代わ り に 用 いら れ て い 
る ( 避 Baltzola 1.73, itxaron)。 
[ 講 ] 「 少 し (の 間 )」。 


apurtxo bat: 
《 少 し 待て 》 
91-2. hori geroxeago 記 usiko dugu eta. 


hori: [ 代 ]「 そ れ 」 絶 対格 。ikusiko dugu の 直接 目的 語 。「 そ 
れ を 」。 (⑤ Baltzola, 1. 14) 

gcroxeago: gerOo「 あ と で 」 二 「 ほ ん の ちょ っ ぴり 」 を 表す 接 中 
辞 -*e- 二 比較 級 -ago。「 も う 少 し あと で 」。 

ikusiko dugu: iusiko は ikus-i [ 他 ] 「 見 る 」 未来 分 詞 。 こ 
と で は 「 わ か る 」 の 意 。dugu は iZan [ 他 助 ] 直 説 法 現 在 NOR- 
NORK 活用 , NOR=3 間 。NORK ニ guk「 私 た ち が 」 の 場合 
の 形 「 私 た ち は 3 単 を キン する 」。NOR は hori。 

ta: [接続 ]「 こ なの で ]」。 

《 そ れ は も うち ょ っ と し て か ら ( 私 た ち は ) わ か る だ ろう か ら 》 


92. san dizudan guztia egin ondoren。 

esan dizudan guztia: egin の 直接 目的 語 と な る 名 詞 句 。esan 
は 【 他 ]「 言 う 」 完了 分 詞 。 dizudan は dizut <jzan [ 他 助 ] 直 
説法 現在 NOR-NORI-NORK 活用 「 私 が あな た に 3 単 ギ ンー す 
る 」 の 連 体 形 で guztia に か か る 。「 私 が あな た に する と と ろ 
の ⑬ 章 )]。guztia は guzti [ 代 ] 「 全 て の こと 」 定 形 単数 絶対 格 。 
語尾 -8。「 私 が あな た に 言っ た 全て の こと を 」。 

egin ondoren: egin は [ 他 ]「 す る 」 完 了 分 詞 。『 動 詞 の 完了 
分 詞 ondoren』 は 「 し た あと で ]」。 

《 私 が あな た に 言っ た 全て の こと と を し た あと で )》 
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93-4. landaretxo erne berria zaindu egin behar izaten 


1andaretxo erne berria: 動詞 部 の 直接 目的 語 。landar 
は 1andare [名 ] 「 植 物 」+ 指 小 辞 -txo。「 小 さ な 植 物 ]。 不定 形 
対格 。crne berria は landaretxo を 修飾 する 形容 詞 句 。erne 
[ 自 ] 「 芽 生え る 」 の 完了 分 詞 。 berria は [ 形 ]「 新 し い 」 二 定形 
数 絶対 格 語 必 -s だ が , 『 動 詞 の 完了 分 詞 士 berria』 で 「- し た 
か り の 」 を 表す 。 こ こま で 「 芽 を 出し た ば か り の 小さ な 植物 を ] 

Zaindu cgin behar izaten da: zaindu は [ 他 ] 「 世 話 を 
る 」。bchar を 伴う た め 完 了 分 詞 。cgin は 【 他 ] 「 す る 」 の 完了 交 
詞 だ が , 本 動詞 zaindu を 文 の focua と する た め に 添え られ 
(5 Baltzola 1.51)。bchar は zaindu cgin を 伴い 「 世 話 を し 
けれ ば な ら な い 」。 izaten に よっ て ,「 世 話し な けれ ば な ら な い 』] 
と いう と と が , 習慣 的 , 反復 的 な こと を 表す ( ゆ Baltzola 1 
behar izan の 項 )。 

da: 1.76 の da 同様 , 非 人 称 表現 。 


《 基 生 を た ば か り の 小さ な 植物 を 世話 し な けれ ば な ら な い 》 





94. Ereintza egin eta handik denboraldi batetara 】 
ereintza: [名 ] 「 種 麻 き 」。 定形 単数 絶対 格 。 cgin の 直接 且 的 
主 。 1 
egini [ 他 ] 「 す る 」 完 了 分 詞 。 
etai:「 そ し て 」。 
handik: 「 あ の 時 ・ そ の 時 か ら 」。 
denboraldi batetara: denboraldi は [名] 「 一 定期 間 」 不 室 
形 絶対 格 , batetara は bat 「1」 十 不定 形 方 格 語尾 -etara。 こ とこ 
で は 「 あ る 」。「 あ る 一 定 の 期間 が 経っ た ら 」。 
《 福 二 き を し て , 一 定期 間 が 経っ た ら 》 
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95. erretenak egin behar izafen dira soroan。 


erretenak: egin の 目的 語 。erreten [名 ] [用 水路 」 十 定形 複数 
絶対 格 語尾 -ak。 

cgin behar izaten dira: この 文 の 動詞 部 で 「3 複 を ン し な け 
れ ば な ら た ない 」。 dira は ian [自助 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 
「3 複 は こす る 」 だ が , ここ と で は 1 76, 78 の da と 同様 , 非 人 称 
表現 で ある 。egin の 目的 語 erretenak が 複数 な の で , da で な く 
dira を と る 。 他 動詞 に よる 非 人 称 表現 を 使え ば , erretenak が 復 
数 な の で crretenak cgin bchar izaten dituzte と な る 。 つま 
り da 一 dute が 入れ 替え 可能 で あっ た よう ら に, dira - dituzte 
が 入れ 替え 可能 で ある 。cegin は 【[ 他 ] 「 作 る 」 完了 分 詞 で behar 
と と も に 「 作 ら な けれ ば な ら た ない 」。izaten は izan [ 自 ] の 不 完 
了 分 詞 ( ゆ 1.93)。 

soroan: soro [名 ] 「 着 定形 単数 内 格 語尾 -an。 soro は 通 
常 一 種類 の 作物 が 植え て ある 畑 を さす 。 


《 庫 に 用 水路 を 作ら な けれ ば な ら な いも の だ 》 


95-6. ura lurrean behera ongi sar dadin。 


ura: ur [名 ] 「 水 」 定 形 半数 絶対 格 語 
語 。「 水 が 」。 

1urrean: lur [名 ] 「 土 地 , 土 」 十 繋ぎ の 子音 エ - 十 定形 単数 内 格 
語尾 -ean。「 土 の 中 に 」。 behera は behe [名 ] 「 下 方 」 十 方 格 語 
尾 Ya,「 下 へ ]。 

ongi: [ 副 ]「 よ く 」。 

sar dadin: sar は sar-tu [ 自 ]「 入 る 」 の 庄 根 。dadin は izan 
[自助] 狂 続 法 現 在 NOR 活用 「3 単 が こす る よう に 」( ゆ 1 78 と 
Baltzola 1. 82)。 


-a, gar dadin の 主 


2 
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《 水 が 土 の 中 で 下 の 方 へ よく 入る よ うに) 


96-7. efa gero, jorratn egin behar izaten da. 

gero:「 そ の あと ]。 

jorratu egin behar izaten da: jorratu は 【[ 他 ] 「 雑 草 を | 
く 」 完 了 分 詞 。cgin は jorratu を 文 の focus に する た め に 洲 忠 
られ た “強調 の cgin ?。 behar izaten da は 「 ン し な けれ ば だ 
ら な いも の だ 」(1.93)。 

《 そ し て その あと 雑草 を 除 か な けれ ば な ら な いも の だ 》 』 


97-8. Eta hilabete batzu jgaro ondoren eta landarea han。 
ditu eta heldu denean。 


hilabete batzu: igaro の 主語 。hilabete [名 ] 「 一 か 月 」 不 室 
形 絶対 格 。 batzu [ 形 ] 「 い くつ か の 」 不定 形 絶対 格 。「 何 か 月 か 
が 」。 
jaro ondoren: jgaro[ 自 ] 「( 時 が ) 過ぎ る 」 完了 分 詞 。 【 動 過 
の 完了 分 詞 十 ondoren』 は 「ー し た あと で 」 を 表す 。「 過 ぎ た あ と 
で 」。( ゆ 1 77, goldatu ondoren)。 y 

andarea: handitu - denean の 主語 。landare [名 ] 「 植 物 」 
定形 単数 絶対 格 語尾 -a。「 植 物 が 」。「 重 麻 」 を 指す 。 _- 

handitu cta heldu denean: handitu は [ 自 ]「 大 きく な る 」 
完了 分 詞 。eta は 「 そ し て 」。 hcldu は [ 自 ]「 成 震 す る 」 完 了 分 
詞 。denean は da ぐ izan [自助 ] 直 説 法 現在 NOR 活用 「3 単 
は する 」 の 巡 体 形 den 二 時 の 副詞 節 を 作る 語尾 can 「3 単 が ー 
する と き 』」( ツ 1.47)。 ここ まで 「 大 きく な っ て 鷲 し た 時 に 」。 

《 そ し て 何 か 月 か が 過ぎ , 植物 (陳腐) が 大 きく な っ て 熟 し た 時 
な 》 
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98-9. ordnan biltzen da Hihoa. 


orduan: [ 副 ]「 そ の 時 」。 

biltzen da: biltzen は bil-du [ 他 ] 「 集 ある 」 不 完了 分 詞 。da 
ぐ izan [自助 ] は 1 76, 78 の da と 同じ く 圧 人 称 表現 。 

Hihoa: biltzen da の 目的 語 。 liho「 重 麻 」 十 定形 単数 絶対 格 
語尾 -a。「 重 麻 を 」。 

《 伯 その と き に た, 算 麻 を 収穫 する ])》 


99. TLihoaren bilketak honako anok ditn: 


jhoaren bilketak: ditu の 主語 。 lihoaren は liho「 重 麻 」 
士 定形 単数 所 有 属 格 語尾 -aren,「 重 座 の 」。 bilketak は bilketa 
[名] 「 収 集 , 収穫 」 十 定形 半数 能 格 語尾 -k。「 収 穫 は 」。 

honako lanok: ditu の 目的 語 。 honako は 之 体 詞 で 「 と の 
よう な 。 以下 の よう な 」。 lanok は 1an [名 ] 仕事 作業 」 定 形 
近い 復 数 の 絶対 格 語尾 -ok。「 こ の よう な 作業 を 」。 

ditu: で izan [ 他 ] 赴 説 決 現 在 NOR-NORK 活用 単純 形 「3 
単 が 3 複 を 持っ て いる 」。 NORK=93 単 は Hihoaren bilketak, 
NOR =3 被 は honako lanok。 


《 亜 座 の 収穫 は , 次 の よう な 作業 を 持っ て いる 》 


< 駅 > 「 も ちょ っ と 待て よ 。 それは も う 少 し あと で わか る か ら 。 今 
言っ た と と 全て が 済ん だ ら , 芽 を 出し た ば か り の ちっ ちゃ か な 植 物 。 
の 世話 を し て や ら な けれ ば な らん 。 種 生き が 済ん で 一 定 の 期間 が 
過ぎ た ら , 畑 に 用 水路 を 掘ら な けれ ば な らん , 水 が 地下 に 良く 魏 
みみ 込ん で いく よう に な , で , それ か ら , 雑草 を 取り 除 か な けれ ば 
な らん の だ 。 そ れ か ら 何 か 月 か 過ぎ て 植物 が 大 きく 成長 し た ら , 
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そし た ら 下 護 が と れる の だ 。 重 麻 の 収穫 は , こん な 作業 か ら 成 
て いる , つま り 」 





Anurrena,。csan bezala、bildu cgitcn da soroan, 
ondoren, lehortzeko zabaldu egiten da. Leho 
dencan。biguntzen uzten da, eta beharrezko bali 
berriro ere lehortzen jarri. Gero garbitu cgit 
da。 eta garbiturik denean, makila eta zurezko orri 
batzuren bidez。 zehatu. Ondoren, ardatzcan jarri 
cta irun ahal izateko、kardatu cgiten da. Horren 
ondoren。 astalkatu、 gero。 egosi。 uretan garbitu 
harilkatu, eta azken 近 。izara eta jantzietan crabilike 
den mihisea cegiten da. 6 





100. Aurrena, esan bezala,。bildu egiten da soroan。 


aurrena:「 ま ず ]。 1 

csan bezala: csan[ 他 ]「 言 う 」。 bezala [接続 ] 動詞 の 完 
分 詞 の 後ろ に 加 か れ 「 こ し た よう に , する よう に 」。「 言 っ た よう 
に た 」 (⑤ ゆ 1.46)。 

bildu egiten da: bildu は [ 他 ]「 集 め る, (作物 を ) 取り 入れ | 
る 」 完 了 分 詞 。egiten は cgin の 不 完了 分 詞 形 だ が 本 動詞 bildu 
が 文 の focus な の で 添え られ た “強調 の egin ” (Baltzola 1 
51)。da ぐ ian [自助 ] 非 人 称 の da (1 76, 78)。「( 他 の こと で 
は た なく) 取り 入れ を する の だ 」。 目的 語 は 「 和 亜麻 を 」。 

soroani soro「 畑 」 二 定形 肖 数 内 格 語尾 -an。 


一 凛 2 一 


《 ま ず , 言っ た よう に , 畑 で , ( 重 麻 を ) 取り 入れ る の だ 》 


100-1. eta ondoren, lehortzeko zabaldu egiten da. 

ondoren : [ 副 ] 「 次 に ]。 

1ehortzeko は lehor-tu [ 自 / 他 ] 「 東 く / 間 か す 」 の -t②eko 形 , 
「 東 く よ う に / 萌 か す た め に 」。 こと で は 「 重 麻 が 間 く 」 と も 「 陳 
麻 を 乾 か す 」 と も 解釈 で きる 。 

zabaldu cgiten da: zabaldu は [ 他 ] 「 広 げ る 」。 cgiten da 
は 前 項 に 同じ 。「( 他 の と と を する の で は た なく) 広げ る の だ 」。 

《 そ し て 次 に , (亜麻 が ) 間 燥 する よう に , 広げ る の だ 》 


101-2. Lehortu denean。 biguntzen uzten dau 

1ehortu denean: lehortu [ 自 ] 「 間 く 」 完了 分 詞 , denean は 
da ぐ jzan [自助 ]「3 単 が っ する 」 の 連 体 形 den 十 時 の 副詞 徹 語 
尾 -ean ( ウ 1.47)。「( 重 麻 が ) 東 い た と き に 」。 

biguntzcn uzten dai uzten は 他動詞 utz1 の 不 完 耳 分 詞 だ 
が ,『 動 詞 の 不 完了 分 詞 十 utz-1』 は , 「 こ させ る , こす る に まかせ 
る 」 を 表す 。 こ こ で は は bigun-du [ 自 ]「 秒 ら か く な る 」 の 不 完了 
分 詞 biguntzen と と も に ,「 柔 ら か く な る に まかせ る , 楽 ら か く 
な る よう に 放っ て お く 」 の 意 。 

da: [自助 ] 俳人 称 の da ( ゆ 1.76, 79。 

《( 下 麻 が ) 義 いた ら , 和 柔らかく な る よう に 置い て お く 》 


102-3. eta beharrezko balitz。berriro ere lehortzen jarri 則 


beharrezko: [ 形 ]「 必 要 な 」。 
balitz: izan [ 自 ] 条件 法 条 件 NOR 活用 単純 形 , NOR=3 単 
の 場合 の 活用 形 で 「 も し 3 単 が ー な ら 」 ( 避 表 49)。 自動 詞 2an 
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の 単純 形 の 活用 は [自動] 
izan の 場合 と 同じ 。 一 表 347 一 
berriro cre: 「 ま た し | 8 [ 自 / 自 重 ] 条件 法 NOR 活用 
て も : も う 一 度 」。berri- (自動 詞 で は 単純 形 ) 
ro は [ 右 ]「 も う 一 度 , ま NOR ( 生 語 ) 活用 
た 」, ere は 「 こ も 」。 sg 1 mm banintz 
1ehortzen jarri: 1e- 2 hi bahintz 
hortzen は lehor-tu [ 自 3 hura balitz 
/ 仙 ] 「 蓄 く / 艇 か す 」 の 不 | pl 1 gu bagina 
完了 分 詞 で ある が , ここ 2 bazina 
で は 「 花 く / か す と い 2 。 zuek bazinate 
う 動 作 の 中 に 」 と いう 5 内 balira 





格 的 意味 を 含む 。 jarri 
は [ 他 ] (ある 状 意 ・ 場 所 に ) 置く 」。「 艇 かす と い 5 動作 の 中 に 
く 」 と は 「 東 燥 させ る 」 と いう と と 。 1 


《 を し て も し 必要 な ら , も う 一 度 , 洲 燥 させ る 》 


103-4. Gero garbitu egiten da。 
gero: 「 そ の あと 」。 


garbitu cgiten da: garbitu は 「[ 他 ]「 き れい に する , 況 5 引 


の 完了 分 詞 。cgiten da は 1.100 に 同じ 。 
《 そ の あと , ( 草 麻 を) きれ いた する 》 


104. eta garbitnrik demean。 有 


garbiturik: garbittu [ 自 / 他 ]「 き れい に な る / き れい に する 」 
十 状 態 を 表す 硬 詞 語尾 -rik。「 き れい に な っ て 」。 
denean: 1.102 と 同様 だ が , こと で は egon の よら に ,「< と : 
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いら 状態 で ある 」 と いう ら 意 味 で 使わ れ て いる 。 
《 そ し て きれ いな 状態 に な っ た ら 》 


104-5. makila eta zurezko orrika batzuren bidez。Zehatu. 


makila eta zurezko orrika batzuren bidez: bidez は 後 軒 
詞 。『 所 有 属 格 形 の 名 詞 ( 句 ) 二 bidez』 で 「- を 通じ て , を 手段 
と し て 」 を 表す 。 こ こと で は 所 有 属 格 形 の 名 詞 名 に あたる の は ma 
kila > batzuren。makila [名 ] 「 槍 」。cta [接続 ]「 こ と て 」。 zu- 
rezko は zur [名 ] 「 木 材 」 十 接尾 辞 -(e)zko 一 製 の 」 で 「 木 制 の 」 
(5 Baltzola, 1.7)。 orrika は [名] 「 大 型 の や っ と と 」。 makila, 
Zurezko orrika と も に 後ろ に 修飾 語 batzuren が 付く の で 不定 
形 絶対 格 。 batzuren は batzu [ 形 ]「 い くつ か の 」 二 不定 形 所 有 
属 格 語尾 -ren,「 い くつ か の この 」。 こ と こま で 「 棒 と ,。 いく ぐつ か の 
木 負 の や っ と こと に よっ て 」。 

2chatu: [ 他 ] 「 叩 きつ ぶす 」。 完 耶 分詞 形 だ が , 1 76-77 gol- 
datu, landatu 次 項 の jarri と 同様, 助動詞 な し で = ュー トラ ル 
な も の と し て 扱わ れ て いる 。 

《 棒 と いく つか の 木 制 の や っ と こ を 使っ て , ( 重 訂 を ) 叩き つぶ 
す 》 


105. Ondoren。ardatzean jarri 


ondoren は 「 次 に 」。ardatzean は ardatz [名 ] 「 紗 鍵 」 十 定形 
単数 内 格 語尾 -ean。jarri [ 他 ]「 蛋 く , 取り 付け る 」。 


《 次 に , (亜麻 を ) 編 鍵 に 取り 付け る 》 
106. eta irun ahal izateko。kardatu egiten da. 
irun ahal izateko: ahal izateko は ahal izan の -t(⑦)eko 
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形 で , 動詞 の 完了 分 詞 を 直前 に 伴っ て 「ー す る こと が で きる よ 
に 」 を 表す 。 ここ で は irun [ 他 ]「( 系 を ) 紡ぐ 」 の 完了 分 詞 と と 
も に 「 紡 ぐ や こと が で きる ょ うに 」。 

kardatu cgiten da: kardatu は 「[ 他 ] 「( 織 維 を ) け ば だ て る | 
完了 分 詞 。egiten da は 1.100 に 同じ 。 


《 そ し て , 紡ぐ こと が で きる よ うに ,( 重 麻 の 統 維 を ) け ば だ て る 


106-8. Horren ondoren, astalkatn。gero, egosi, uretan gi 
bitu。harilkafn。 


horren ondoren: ondoren は , 所 有 属 格 形 の 名 詞 名 の 後に | 
か れ 「 こ の あと で 」 を 表す 。 こと で は Hori [ 代 ] 「 そ れ 」 の 所 
必 格 形 horren 「 そ れ の 」 を 伴い 「 そ れ の あと で 」。 astalkatu 
【 他 ] 「( 織 維 を ) か せ に か ける 」 完了 分 詞 。 「 

gero: [ 副 ]「 そ れ か ら 」。 

egosi: [ 他 ] 「 書 る 」 完 了 分 詞 。 

uretan garbitu。 harilkatu: uretan は ur [名] 「 水 」 十 不 
内 格 語尾 -ctan, 「 水 の 中 で 」。garbitu は [ 他 ] 「 洗 う 」 完 了 分 詞 
harilkatu は 【 他 ]「 和 巻き に 巻き 取る 」, 完了 分 詞 。 

《 そ の あと , ( 弧 維 を ) か せ に か け , それ か ら 煮 て , 水洗 いし , 攻 
巻き に 巻き 取る 》 


108-9. eta azkenik, izara eta jantzietan erabiliko dem 
mihisea egiten da. 
azkenik: 「 最 後に , つい た 」。 
izara eta jantzietan erabihko den: mihisea に か か る 連 佑 
修 館 節 。 izara は [名]「 シ ー ツ 」 不定 形 絶対 格 。 jantzietan は 
Jantzi [名 ]「 着 る 物 」 十 定形 複数 内 格 語尾 -etan。 この 内 格 語尾 
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は izara に も か か る 。「 シ ー ツ と 着る 物 に お いて 」。erabiliko は 
erabl-i [ 他 ] 「 使 う 」 の 未来 分 詞 。den は 非 人 称 の da ぐ izan [ 自 
助 ] の 連 体 形 。「 使 う で あら うと ころ の 」。 

mihisea: mihise [名 ] 「 麻 」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 -a, cgiten 
da の 目的 語 。 

cgiten da: cgiten は cgin [ 他 ] 「 作 る 」 の 不 完了 分 詞 。da ぐ 
izan [自助 ] は 非 人 称 の da。 

《 を そし て ついに, シー ツ や 着る 物 人 天 いて 使わ れる で あろ う 麻 
が で きる の だ 》 


< 駅 〉 「 ま ず 第 一 に , いま 言っ た よう に , 畑 で 摘み 取り を する 。 そ 
れ か ら 次 に , 東 燥 する よう に 広げ て 忠 く ん だ 。 間 い た ら , 抄 ら か 
く な る まで 放っ て お く 。 も し 必要 な ら , も う 一 度 , 間 か す 。 そ れ 
か ら , きれ い に し て , きれ い に な っ た と ところで, 棒 と 木 鎧 の や っ 
と こ を 使っ て 打ち 砕く ん だ 。 そ の あと 牙 鍵 に か け て , そし て , 紡 
げ る よう に , け ば だ て る 。 こ の あと か せ に か ける 。 それから 浅 て , 
水洗 いし , 系 巻き に 巻き 取る 。 そ し て つい に , シー ツ や 着る 物 を 
作る の に 使う 席 が で きる ん だ 。」 





Apustulariak guzti hau oso geldiro-geldiro esaten io 
zion lamiari、denbora luzatzeko。eta lamiak arin 
kontatzcko esaten bazion ere, gizonak cz zion ka- 
surik cgiten. 

Baina。 bapatean oilar batek goizeko kukurrukua 
Jo zuen。eta lamia, lasterka。ezkutatzera joan Zeni 1 
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lamiak czin ziren gordclekuetatik kanpo 山 e 
oilarrak kukurrukua joz gero. 

一 Bai。 memela galanta naizela! Zein cderk 
engainatu nauzun! Baina。hurrengoan ez da horz 
relakorik gertatuko! 一 esan zion oihuka jamiaki | 
arineketan alde cgincz. 





110-1. Apustulariak guzti hau oso geldiro-geldiro esatem 
Zion lamiari, denbora luzatzeko, 


apustulariak: この 文 の 主語 。 Bi 
-4k。「 賭 け の 好き な 男 は 」。 
guzti hau: esaten zion の 目的 語 。guzti は [ 代 ] 「 全 て の と 
と 」 不定 形 絶対 格 , hau は [ 形 ]「 こ の 」 絶 対格 。「 と の 全て の ご 
と を 」。 
oso geldiro-geldiro: oso [ 副 ] 「 俳 常に 」。 geldiro は 「 の ち 
く ]。 語 を 繰り 返す こと に よっ て その 語 を 強調 する こと が ある ( 
1.39, bakar-bakarrik, 1. 74, astiro-astiro, 1. 79, samur-samur) 
「 す どく ゆっ くり 」。 
esaten は csan [ 他 ] 「 言 う 」 の 不 完了 分 詞 , zion 
ぐ く ian [ 他 助 | 直 説 法 週 寺 NOR-NORI-NORK 活用 [3 単 が 
3 単に 3 単 を ン し た 」 ( く Baltzola 1 26)。 過去 時 制 不 完了 相 
NORKK=3 単 は apustulariak、NORI=3 単 は lamiari、NORR 
3 単 は guzti hau。 
1amiari: esaten zion の 間接 目的 語 。 1amia 寺 定形 単数 格 
語尾 で も 「 ラ ミア 人 だ]。 
denbora luzatzeko: denbora [名 ] 「 時 間 」 定形 単数 絶対 析 
ー178 一 


esaten ZiOni 





luzatzeko の 目的 語 。「 時 間 を 」。luzatzeko は luza-tu [ 他 ] 「 延 
ば す 」 の -t②ceko 形 ,「 延 ば す た め に 」。 

(賭け 好き な 男 は , 時 間 を か せ ぐ た め KC, ラミ ア に と 
ゆっ くり ゆっ くり 話し た 》 


れ ら 全て を 


111-2. eta lamiak arin kontafzeko esaten bazion ere。 


1amiak: lamia 二 定形 単数 能 格 語尾 -k, esaten bazion の 主 
語 。「 ラ ミア が 」。 

arin kontatzeko: arin [ 副 ]「 速 く 」。kontatzeko は konta- 
tu [人 1 「 語 る 」 の -t⑫cko 形 で 「 語 る よう に 」。 命 令 を 表す の で , 
接続 法 を 用 いて も いい と ころ 。 

csaten bazion ere: csaten は csan[ 他 ]「 言 う 」 不 完了 分詞 , 
bazion は 条件 を 表す 接頭 辞 ba-「 も し 」 二 gion ぐ ian [ 他 助 ] 直 
説法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 「3 六 が 3 単に 3 単 を キン し 
た 」 だ が ,『ba- 二 動詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 十 cre』 で , 「 た と えー だ と 
し て も 」 を 表す 。 


《 そ し て , た と え ラ ミア が ( 男 に ) 速 く 語 る よう に 言っ て も 》 


112-3. gizonak ez zion kasurik egiten. 


gizonak: gizon 十 定形 単数 能 格 語尾 -ak。 こ の 文 の 主語 。「 男 
が 」。 

cz zion kasurik cgiten: ez は 耕 定 辞 。 Zion は izan [ 他 助 ] 
「3 単 が 3 単に 3 単 キ ン し た 」。 kasuri cgiten は ぐ kasu egi 
[ 他 ] で , izan の NOR-NORI-NORK 活用 を 助動詞 と し て と 
り , 「 を 気 に 留 め る 」 の 意 。 日 本 語 の 「 こ を 」 の 部 分 が NORT 
に あたる 。 ま た , ここ と で は kasu は 否定 文中 に 現れ る た め に 分 格 
形 (kasurik) と な っ て いる 。egiten は cgin の 不 完 了 分 詞 。 


ー79 一 


《 男 は (ラミ ア の 言う こと を ) 気 に 留め な か っ た )》 


114-5. Baima。 bapatean, oilar batek goizeko kukurrukua 
jo Zuen。 


bapatean:「 突 然 」。 


oilar batek: jo zuen の 主語 。oilar [名 ] 「 お ん どり 」 不 定形 』 


絶対 格 。 batek は bat [1」 十 不定 形 能 格 語 必 -ck。「 一 羽 の お ん 
どり が 」。 

goizeko kukurrukua: jo zuen の 目的 語 。 goizeko は goiz 
[ 多 ] 「 彰 」 十 不定 形 位 飛 属 格 語尾 -cko,「 商 の 」。 kukurrukua は 


kukurruku [名 ]「 ュ ケ コ ッ ョ ー( の 除 き 声 )」 十 定形 単数 絶対 格 語尾 


-4。「 萌 の コケ コッ コー を 」。 


jo zuen: jo [ 他 ] 「( 音 を ) 放 つ 」 完 了 分 詞 。zucn は izan[ 他 


動 ]「3 単 が 8 単 を ン し た 」。 
《 し か し , 突然 一 羽 の お ん どり が 彰 の コケ ュ ッ ュー を 放っ た 》 


115. eta Iamia, 1asterka。 ezkutatzera joan Zen 


eta:「 す る と 」。 

amia: joan zen の 主語 , 定形 単数 絶対 格 。「 ラ ミア は 」。 

1asterka :「 大 急ぎ で , 走っ て 」。 

ezkutatzera: czkutatu [ 自 ] [隠れ る 」 の -t2)era 形 ,「 隠 れ 
に 」。 

joan zen: joan[ 自 ]「 行 く 」 完了 分 詞 。 zen ぐ izan [ 自 助 
「3 単 が っ し た 」 ( 避 Baltzola 1.11)。 


《 す る と ラミ ア は 走っ て 隠れ に 行っ た 》 
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116. lamiak ezin ziren gordelekuetatik kanpo ii eta 

amiak: この 文 の 主語 。 lamia 十 定形 複数 絶対 格 語 選 -k,「 ラ 
ミア た ち が 」。 

ezin ziren ib 山 : この 文 の 動詞 部 。 ezin ziren は czin izan 
「 こ する こと が で き な い 」 が NOR 直 説 法 現 在 「3 復 が ー で き な 
い 」 に 活用 し た も の 。 bb 制 [ 自 ] 「 歩 く 」 完 了 分 詞 と と も に 「 彼 女 
ら は 歩く こと が で き な か っ た 」( ツ 60)。 

gordelekuetatik kanpo: kanpo は 後 飛 詞 で , 松 格 形 の 名 詞 
旬 の 後ろ に 置か れ ,「 こ の 外 に お いて 」。gordelekuetatik は gor< 
deleku [名 ] 「 隠 れ 場所 」 二 定形 複 数 春 格 語尾 -ctatik。「 了 れ 場所 
の 外 で 」。 

eta: [接続 ]「 ン と なので]」。 

《 ラ ミア た ち は , 隠れ 場所 の 外 を 歩く こと が で き な か っ た の で 》 


117. oilarrak kukurrukua joz gero. 

oilarrak: joz の 主語 。oilar [名 ] 「 お ん どり 」 十 貞 ぎ の 子音 *・ 
士 定形 単数 能 格 語尾 -ak。「 お ん どり が 」。 

kukurrukua: kukurruku [名 ]「 ュ ケ ュ ッ ュ ー]」 十 定形 単数 絶対 
格 語尾 -4。 joz の 目的 語 。「 コ ケ コ ッ コ ー を 」。 

joz gero: joz は jo [ 他 ] (鳴き 声 な ど を ) 放つ 」 十 具 格 語尾 
-2。 gero は 「 後 で 」。『 動 詞 の 完了 分 詞 十 -? 十 geroJ は 「 し た 
ら : て し た あと は 」 の 意 。 

《 お ん どり が コケ コッ コー と 鳴い た あと は 》 

f 

118. 一 Bai。 memela galanta naizela! 

Bai (naiz)elal: 「 な ん て で し ょ う !」。『Bai 十 動詞 ・ 助 重 
詞 の 活用 形 十 -(e)la 月 は , 感嘆 文 構文 の 一 つ 。 

memela galanta: memela は [名 ] 「 馬 鹿 な 女 , 軽 は ずみ た な 
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女 」 galanta は galant [ 形 ] 巨大 な : す ど い 」 十 定形 単数 綴 頑 
格 語尾 -4。 
naizela: naiz < ぐ izan [ 自 ] 直 説 法 現 在 NOR 活用 単純 形 「 各 
は だ 」 十 名 記 節 語尾 -(e)la。 
《 秒 は な ん と いう 大 馬鹿 者 な ん だ ろう 0!) 
<J 
118-9. ein ederki engainatn nauzun! ) 
Zein > (nauzu)n!: 前 項 『Bai 一 -(e)la と 同じ く ,『Zein 寺 
動詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 十 -e)n も 感嘆 文 構文 の 一 つ 。「 な ん て “| 
で し じょう!」。 
ederki engainatu nauzu(n): cdcrki は cder [ 形 ] 「 素 晴らし 
い 」† 副 詞 を 作る 語 屈 -ki「 素 晴らし く 」。 こ こと で は 皮肉 と し て 使 
われ て いる 。 cngainatu は 【[ 他 ] 「 だ ます 」 完了 分 詞 。 nauzun 
は nauzu ぐ izan [ 他 助 ] NOR-NORK 記 説法 現在 , NOR=mi 





本 48 三 『 
izan [ 他 / 他 助 直 説法 現在 と 過去 NOR-NORK 活用 | 
NOR =ni「 私 を 」 
NORK ( 生 語 ) 現在 過去 
8g 1 。 nik ーー ー 
み hik nauk/n ninduan/nan 『 
8 hark/ nau ninduen 
pL 1 guk ー う 
2 。 zuk mauZu ninduzun 
2 zuek nauzue ninduzuen 
3 haiek naute ninduten 











ー182 一 


「 私 を 」」 NORK=zuk 「 あ な た が 」 の 場合 の 形 「 あ な た が 私 を ン 
する 」 語 必 -n (⑦ 表 48)。 
《( あ な た は 私 を ) な ん て うま くだ まし た の で し ょ う !》 


119-20. Baina。hurrengoan ez da horrelakorik gertatuko ! 


hurrengoan: 「 次 回 は 」。 

horrelakork: この 文 の 主語 。 horrelako [ 芝 ] 「 そ の よう た 」 
に 分 格 語尾 -rik が 付い て 名 詞 化し た 形 で 「 そ の よう な こと と は ひ 
と つ ゃ (こない )」。「 そ の よう な こと 」 と は 。 今 起こ っ た こと を 指 
す の で , 日 本 語 で は 「 と の よう な こと と 」 と 言う べき と ころ 。 ま た 
表 定 文 の 主 彼 で あれ ば 絶対 格 形 (horrelakoa) を と る と ころ で あ 
る が , 否定 文 の 主語 な の で 分 格 形 と な っ て お り , 府 定 の 気持 ち を 
強め て いる 。 

ez da gertatuko: この 文 の 動詞 部 。ez は 否定 辞 。 da は ian 
[ 目 助 ] 次 説法 現在 NOR 活用 「3 単 が こっ する 」。 gertatuko は 
gertatu [ 自 ]「 起 こる 」 の 未来 分 詞 。「 起 こら な い だ ろ ちら 」。 

《 で も , 次 回 は , と ん な こと と は 絶対 起 と ら な いで し ょ う 0》 


120. 一 esan zion oihuka lamiak。 

esan zion: esan [ 他 ]「 言 う 」 完了 分 詞 、 zion ぐ izan [ 他 助 ] 
「3 単 が 3 単に 3 単 キ ン し た 」( 避 Baltzola 1.26)。 

oihukai: oihu [名 ] 「 叶 び 」 二 動作 の 繰り 返し を 表す 語尾 -ka。 
「 是 が つつ 」(⑤ Baltzola, 1. 86-7)。 ャ 

1amiak: この 文 の 主語 。 lamia 十 定形 単数 能 格 語尾 - よ 。 ラ ミ 
ア が 」。 

《 ラ ミア が 叶 び な が ら ( 男 に ) 言 っ た 》 
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121. arineketan alde eginez. 
arineketan は [ 副 ]「 走 っ て 」。alde cginez は alde egin [ 他 ] 


「 逃 げ る , 去る 」 十 具 格 語尾 -cz。「 逃 ば つつ 」(⑤ Baltzola 1.77。 


ekarriz)。 


《 類 っ て 逃げ な が ら 》 


< 駅 〉 賭け 好き な 男 は , と れ ら 全て を , 時 間 を か せ ぐ た め に 実に 


ゆっ くり の ん ぴり ラミ ア に 語っ て ゆき まし た 。 そ し て , ラミ ア が 


も っ と 速く 語る よう に 言っ て も , 聞く 耳 を 持ち ませ ん で し た 。 

し か し , 突然 , 一 羽 の お ん どり が コケ コッ ュー と 鳴い て 彰 を 告 
げ ま し た 。 す る と ラミ ア は , 身 を 隠す べく , 泡 を 食っ て 逃げ 出し 
まし た 。 と いう の は , ラミ ア た ち は , お ん どり が コケ コッ コー と 
鳴い た が 最後 , 隠れ 家 の 外 を うろ つく こと は で き な か っ た か ら で 
す 。 

「 な ん と いう 大 馬鹿 者 な ん で し ょ う , 私 っ た ら ! まん ま と だ まし 
て くれ た わ ね ! で も , この 次 は こん な ふう に は いか な いか ら ね 則 
ラミ ア は , 走り な が ら 叫び まし た 。 








Tamia urrundu zencan, gure apustularia, oraindik 
beldurrez eta izerditan blai eginda, jaiki zen cta 
ordurarte izan zituen patxada eta lasaitasun itxura 
guztiak galdu zitucn。 izan cere,。 guztiok ditngun 
tentsio eta bizi-nahiak eman bait zioten hala hitz 
egiteko adorea. 

Gero, dena pasaturik zela eta arriskurik cz ze- 


ー494 一 





goela ikusi zucnean, ctxera joan Zen cta ohean 
etzan Zen, Juze-luze. 

Hurrengo egunean, Lckeition, 1agunek zer moduz 
地 抽 Zen lamiarekin galdetu ziotencan,。 gertatu 
2itzaion guztia kontatu zien、 eta berriz ez zucla 
apusturik egingo aitortu zien。 lamiak ia-ia jan 
Zuela cta.… 





122. Lamia urrundu Zenean。 

Jamia: urrundu zenean の 主語 。 定 形 単数 絶対 格 。「 ラ ミア 
が 」。 

urrundu zenean: urrundu は [ 自 ]「 彰 ざか る 」 完了 分 詞 。 
zenean は zen ぐ izan | 自助 ]「3 単 が か ン し た 」 寺 時 の 副詞 館 を 作 
る 語尾 -can ( Baltzola 1.22)。 


《 ラ ミア が 遠ざかっ た と き )》 


122-3. gure apustularia。 oraindik beldurrez eta izerditan 
plai eginda, jaiki Zen 
gure apustularia: と の 文 の 主語 。 gure [ 連 ] 「 私 た ちの j く 
だ ん の 」。 apustularia は apustulari 十 定形 単数 絶対 閣 語尾 -a。 
「《 だ ん の 賭け 好き た な 男 が 」。 


oraindik beldurrez eta izerditan blai eginda: oraindik 


190 


135 


[ 碧 ] 「 ま だ 」。beldurrez は beldur [名 ] [玉生 ぎ の 子音 


十 不定 形 具 格 語尾 -c「 恐 れ て 」。izerditan は izerdi [名 ] 「 沖 ] 
十 不定 形 内 格 語尾 -tan, 「 洋 を か いて 」。blai eginda は blai cgin 
[ 自 ]「 が し ょ 洒 れ に な る 」 十 状態 を 表す 語尾 -da。「 び し ょ 深 れ に 
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な っ て 」。 
jaiki zen: jaiki [ 自 ]「 起 き 上 が る 立ち 上 が る 」 完了 分 
zen は izan [自助 ] 「3 単 が こし た 」。 
《 く だ ん の 賭け 好き な 男 は , まだ 吉 ろ し く て , 汗だく に な っ で 訓 


立ち 上 が っ た 》 5 


124-5. eta ordurarte izan Zitnen Datxada eta asaitaSm 
jitxura guztiak galdu zituen。 
ordurarte izan zituen: patxada guztiak に か か る 連 体 
修 節 節 。ordurarte は 「 そ れ ま で ]」。izan [ 他 ] 「 持 つ 」 完了 分 詞 , 
zituen は izan 【[ 他 助 ]「3 単 が 3 折 を こし た ] の 連 体 形 。 「 
まで 彼 が 持っ て いた と ころ の 」。 


patxada eta lasaitasun itxura guztiak: galdu gituen 半 


直接 目的 語 。 patxada [名 ] 「 の ん ぴり さ , 悠々 さ 」, 1Asaitasul 
[名 ] 「 沙 ち 着き , 平穏 」, 両方 と も 不定 形 絶対 格 で , 修 館 語 と し * 
itxura [名 ]「 見 か け 」 に か か る (Baltzola。 1 76, urre zat0。 
itxura は , 後ろ に 修 館 語 が 付く の で 不定 形 絶対 格 。 guztiak は 
gu24 [ 形 ] 「 全 て の 」 十 定形 複数 交 対 格 義 尾 -ak。 「 全 て の 悠々 記 
し た , 落ち 着い た 見 か け を 」。 

galdu zituen: galdu [ 他 ]「 失 うぅ 」 完了 分 詞 , zituen ぐ izanm 
[ 他 助 ]「3 単 が 3 複 を こし た 」。 

《 そ し て , それ まで ( 彼 が ) 持 っ て いた , 全て の 算 々 と し た 内 
着い た 見 か け を 和 失っ た 》 


125-7. izan ere, gnztiok ditugun tentsio eta bizicnahiak 


eman bait ziofen hala hitz egiteko adorea. E 
izan ere:「 そ れ と いう の も ]。 1 
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guztiok ditugun: tcntsio cta bizi-nahiak に か か る 連 体 修 
人 節 節 。 guztiok は guzti [ 代 ]「 全 員 」 十 近い 複数 の 定形 能 格 語尾 
-Ok で ditugun の 主語 。「 私 た ち 全 員 が 」。 ditugun は ditugu 
ぐ izan [ 他 ] 「 持 っ て いる 」 直 説 法 現在 NOR-NORK 活用 単純 
形 , NOR=3 複 , NORK=guk「 私 た ち が 」 の 場合 の 形 「 私 た 
もち が 3 複 を 持っ て いる 」 連 体形 語尾 -mw。 ここ まで 「 私 た ち 全 員 
が 持っ て いる と ころ の 3 複 )」。 

tentsio eta bizinahiak: この 文 の 主語 。tentsio [名 ] 「 苗 」 
不定 形 絶対 格 。bizi-nahiak は bizi 「 生 きる 」 と nahi [願望 」 か 
成る 害 合 語 bizi-nahi [名 ] 「 生 きた いと 願う 気持 も, 生 へ の 執 
着 」 二 定形 単数 能 格 語尾 -ak。 この 能 格 語尾 は tentsio に も か か 
り , 名 全体 は 複数 扱い と な っ て いる 。 

eman bait zioten: この 文 の 動詞 部 。cman [ 他 ] 「 与 える 完 
了 分 詞 , zioten ご izan [ 他 助 ] 直 説 法 過去 NOR-NORI-NORK 
活用 , NOR, NORI=3 単 , NORK=93 複 ,「3 複 が 3 単に 3 常 
を こし た 」( ゆ 1.22)。bait は 「 こ て な の で 」 を 表す 。 本 来 , 動詞 ・ 
助動詞 の 活用 形 に 付く 接頭 冬 で , baizioten と 綴 ら れる こと も あ 
る 。 NOR1=3 単 は 「 賭 け 好 き な 男 に 」 を 指す 。 NOR=3 単 は 
次 項 の hala < adorea。 

hala hitz cgiteko adorea: hala []「 あ の よう に , その よ 
うに 」。 hitz egiteko は hitz egin [ 他 ] 「 話 す 」 の -t②eko 形 
「 話 す た め の 」 で adorea に か か る 。 adorea は adore [名 ]「 画 
気 」 二 定形 単数 絶対 格 語尾 -a。「 あ の よう に 話す 画 気 を 」。 

《 そ れ と いう の も , 私 た ち み ん な が 持っ て いる 馬 張 と 生 へ の 凌 
着 心 が , ( 彼 に ) あ の よう に 話す 協 気 を 手 えた の だ か ら 》 


128-9. Gero, dena pasaturik zela eta arriskurik ez zegoela 
一 当 37ー- 








ikusi zuenean。 

gero:「 そ の あと 」。 

dena pasaturik zela: ikusi zuenean の 直接 目的 語 と な る 名 
詞 館 。dena は den [ 代 ] 「 全 て の こと 」 十 定形 半数 絶対 格 語 必 -4。 
ze(la) の 主語 ,「 全 て の こと が 」。pasaturik は pasatu [ 自 ]「 過 
ぎる 」+ 状 態 を 表す 副詞 を 作る 語尾 + 下 , [過ぎ て し まっ て 」。z2ela 
は 2en ぐ izan [ 自 ] 「3 単 が (と いう 状態 ) だ 」 十 名 詞 節 語尾 -(⑯)la 
ここ と まで 「 全 て の こと と が 過ぎ て し まっ た , と 」。 

etai 「 そ し て 」。 『 

arriskurik ez zegoela: これ る usi zuenean の 直接 目的 語 。 
arrisku [名 ] 「 危 険 」 十 分 格 語 選 赴 , ez zegocla の 主語 。「 少 し 
の 危険 も 」。 否定 文 の 主語 と し て 現れ る 分 格 (1 119-120)。 ez 
は 硝 定 辞 。 zegoela は zegoen ぐ cgon [ 自 ] 直 説法 過去 NOR 
活用 単純 形 「3 単 が ある 」 十 名詞 館 語尾 -()l。「 存 険 は な い , と 」。 

ikust zuenean: iusi は [ 他 ] 「 見 る 認識 する 」 完了 詞 , 
zuenean は zuen ぐ izan [ 他 助 ]「3 単 が 3 単 キ ン し た 」 十 時 の 一 
同 節 語尾 -can。「 役 が わか っ た 時 」。 1 

《 そ の あと , 全て が 過ぎ 去っ た と , そし て も 2 危険 は な いと , わ , 
か っ た と き 》 


129-30. etxera joan Zen eta ohean etzan zen。 luze-lnze. 


ctkerai ctxe「 家 」+ 定 形 単数 方 格 語尾 -ra, 「 家 へ 」。 

joan zen: joan [ 自 ]「 行 く 」 完了 分 詞 , 2cn く izan [自助 ]「3 
単 が ン し た 」。NOR=3 単 は 「 賭 け の 好き な 男 が 」。( Baltzola 
1.11)。 

ohean: ohe [名 ]「 ベ ッ ド 」 定 形 単数 内 格 語尾 -en。「 ベ ッ ド 
に た 」。 
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ctzan Zen: etzan[ 自 ]「 横 に な る 」 完 了 分 詞 , zen ぐ izan [ 自 
助 ]「3 単 が こし た 』。 「 彼 は 横 に な っ た 」。 

luze-luze: luze は ここ で は 副詞 で , 「 長 く 」。 同 一 語句 の 繰り 
返し は 強調 表現 の ひと つ ( ゆ 1.110, geldiro-geldiro)。 


《( 彼 は ) 家 へ 帰り , ペッ ド に 長 々 と 横 に な っ た )》 





131-2. Hurrengo egunean, Lekeition。lagunek zer modnz 
好 近 zen lamiarekin galdetn ziotenean。 


hurrengo egunean: hurrengo [ 連 ] 「 次 の 」, cgunean は 
egun [名 ] 「 日 」 十 定形 単数 内 格 語尾 -can。 副 詞 名 と し て 「 翌 日 」。 

Lekeition: Lekeitio [ 央 名 ] 十 内 格 語尾 nm 「 レ ケイ ティ オ に お 
いて 」。 

1agunek: この 文 の 主語 。lagun [名 ] 「 友 だ もち 」+ 定 形 複数 能 格 
釘 尾 -ck。「 友 人 た ち が 」。 

zer moduz jibii zen lamiarekin: galdetu ziotenean の 
目的 語 と な る 名 詞 節 。 間 接 疑問 。 zer moduz は 「 ど の よう に ]。 
ib 缶 は [ 自 ]「 歩 く 」 完了 分 詞 。ibil-i は ここ で は 「 過 ご す 」 の 意 。 
zen は ぐ izan [自助 ]「3 単 は ン し た 」 だが, 間接 疑問 文 の 従属 節 
で は 動詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 は 語尾 -()n を と ら な けれ ば な ら な い 。 
Zen の よう に 本 来 -n で 終わ る 活用 形 は その まま で ある 。 NOR 
3 単 は 賭け 好き た な 男 。lamiarekin は 1amia 十 定形 単数 共 格 語尾 
ekin。「 ラ ミア と と も に 」。 と と まで 「 ラ ミア と と も に どう 過 ど 
し た か 」。 

gdetu ziotenean: galdctu [ 他 ] 「 才 ね る 」 完了 分 詞 、2io6- 
nean は zioten ぐ an [ 他 助 ]「3 複 が 3 単に 3 単 シ ン し た 」+ 時 
の 副詞 節 語 尾 -ean。 NOR =9 単 は zer - lamiarekin、NORI 
ー9 単 は 賭け 好き な 男 , NORK=3 複 は lagunek。「( 彼 ら が 彼 に ) 
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尋 ね た と き に 」。 


《 較 晶 , レ ケ イ テ ィ オ で , 友人 た ち が , ( 彼 が ) ラミ ア と どう 過ぎ 


し た か ( 彼 に ) 尋ね た と き 》 


132-3. gertatn zitzaion guztia kontatu zien。 


gertatu zitzaion: guztia に か か る 連 体 修飾 館 。 gertatu は ほ 
[前 「 旭 と る 」 完了 分 詞 , zitzaion は izan [自助 ] 直 説 法 過 央 
NOR-NORTI 活用 NOR, NORT=3 単 ,「3 単 が 9 単に こし た 」 
だ が , ここ で は 連 体 形 。 NOR =3 単 は guztia、 NORI=3 単 は 
賭け の 好き た な 男 。「3 単 に 起 っ た と ころ の (⑬ 単 )」。 

guztiai: kontatu zicn の 目的 語 。guzti [ 代 ] 「 全 て の こと 」 十 
定形 単数 絶対 格 語尾 -a「 全 て の こと を 」。 

kontatu zien: kontatu [ 他 ] 「 語 る 」 完了 分 詞 , zicn 
【 他 助 | 直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 ,「3 単 が 3 複 に 
3 単 を こし た 」。NORK=3 党 は 賭け の 好き な 男 , NORI=3 複 は 
友人 た も ち も , NOR =3 韻 は gertatu - guztia ( 避 Baltzola 1.90)。 


《( 彼 に ) 起 こと っ た こと の 全て を ( 彼 は 彼ら に ) 語 っ た 》 


133-4. eta berriz ez Zuela apusturik egingo aitortu zjen。 


berriz ez zuela apusturik egingo: aitortu zien の 直接 目 
的 語 と な る 名 詞 節 。berriz は [ 副 ]「 も 5 一 度 」。 耕 定 文中 で 「 二 
度 と 再び こない 」。 ez は 硝 定 辞 。 zuela は zuen ぐ izan[ 他 助 ] 
「3 単 が 3 単 を ンー し た 」 丁 名 詞 節 語尾 -()la。apusturik egingo は 


ぐ apustu egin [ 他 ] 「 賭 け を する 」。apustu は 否 定 文 の 中 の 目的 


語 友 の で 分 格 形 を と る 。cgingo は cgin の 未来 分 詞 。 
aitortu 2ien: aitortu [ 他 ] 「 告 碧 す る 」 完了 分 詞 。, zien は 
izan [ 他 助 ] 「3 単 が 3 複 に 3 単 を キン し た 」。 NORK=3 単 は 賭け 
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好き な 男 , NORI=3 複 は 友人 達 , NOR =3 単 は berriz cgin- 
gos 

《 そ し て , も う 二 度 と ( 彼 は ) 賭 け を し な い だ ろ うと ( 彼 は 彼ら に ) 
告白 し た 》 
134-5. Jamiak ia-ia jan Zuela eta.… 
廊 こ の 文 も , 前 項 の aitortu zien の 目的 語 の 一 部 と な る 名 詞 節 。 

lamiak: lamia 十 定形 単数 能 格 語尾 -k。 jan zuela の 主語 。 
「 ラ ミア が 」。 

ia-ia:「 あ や うく 」。 

jan zuela: jan[ 他 ] 「 食 べ る 」 完了 分 詞 、zuela は zuen ぐ 
izan [ 他 助 ]「3 単 が 3 単 を キン し た 」 十 名 詞 節 語尾 ・⑥la (⑤ 前 項 )。 
NOR=3 単 は 賭け の 好き な 男 。 

ta: [接続 ] 「 ン な の で 」。 
《 ラ ミア が あや らく ( 彼 を ) 食 べ る と と ろだ っ た か ら , と 》 


< 駅 〉 ラミ ア が 遺 く へ 示 っ て し まっ た と き , くだ ん の 賠 け の 好き 
な 男 は まだ 信 え て , 汗だく の まま 立ち 上 が り ま し た 。 そ し て その 
と きま で 彼 が 持っ て いた 見 か け の 沙 ち 着き と 悠々 さ は , きれ いき 
っ ぱり どこ か へ 行っ て し まい まし た 。 そ れ と いら の も , だ れ も が 
持っ て いる 緊張 と 生 へ の 執着 が , 彼 に あの よう に 話 を する 画 気 を 
与え た の で すか ら 。 

それ か ら , 全て が 終わ っ て , も うら 危 険 は な いと わか っ た と き , 
家 へ 帰り , ペッ ド の 上 に 長 々 と 横 に な り ま し た 。 

翌日 , レ ケ イ テ ィ オ で 友人 た ち が ラ ミア と どら 過 ど ご し た か 季 ね 
た と き , 彼 は 起こ と っ た こと の 全て を 皆 に 語り , ゃ う 二 度 と 賭け な 
ど し な いよ と 告 哲 しま し た , な に し ろ す ん で の と ころ で ラミ ア に 
食べ られ る と ころ だ っ た の だ か ら , と …。 
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語 舞 
記述 に つい て 


1、 原則 と し て , と の テキ スト の 中 で の 意味 を 中 心 に 掲げ た 。 

2. 名 詞 , 形容 詞 で は 見 出し 語 は 不定 形 絶対 格 。 そ の 後に 一 字 
下げ て 変化 形 を 掲げ た 。 

3. 動詞 で は , 見 出し 語 と し て 完了 分 詞 形 を 掲げ , 続け て 不 完 
了 分 詞 , 未来 分 詞 の 形 を 掲げ た 。 


さい ー 


abia-tu (abiatzen,abiatuko) [ 自 ] (へ ) 向かう , 出発 する 。 
adina [接続 ] ごと 同じ くら い の 。nalhi adina 一 好き な だ け の ~。 
adore [名 ] 衣 気 。 
adorea 《adore の 定形 単数 絶対 格 ) 勇気 (が ・ を )。 
afal [ 連 ] 夕食 の 。afal ostean 夕食 後 。 
afari [名 ] 夕食 。 胸 袋 。 
ager-tn (agertzen, agertuko) [ 自 ] 現れ る , 姿 を 現す 。 
agin-du (agintzen, aginduko) [ 他 ] 約束 する 。 
agur-tn (agurtzen。 agurtuko) [ 他 ] 挨拶 する 。 
ahalik [ 副 ] で きる だ け 。ahalik eta lasterren で きる だ け 速 く 。 
ahal izan [ 動 ] で きる 。 
ahaz-tu (ahazten, ahaztuko) [ 自 / 他 ] 忘れ る 。 
ahazturik 忘れ て 。 
ahots [名 ] 声 。 
ahotsa (ahots の 定形 単数 絶対 格 》 声 (が ・ を )。 
ahul [ 形 ] 弱 々 し い 。 
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mitor-tun (aitortzen。aitortuko) [ 他 ] 告白 する 。 
aizu [ 間 ] ね え , も し ゃ も し 。 
串 [ 小 ] 疑問 を 表す 。 
ala [接続 ] それ と も 。 
alde [名 ] 側 , 脇 。 
mldean (alde の 定形 単数 内 格 》 側 に お いて 。 
aldeko 《alde の 定形 単数 位置 属 格 ) 一 方 面 の 。 
mldekoa 《aldc の 定形 半数 位置 属 格 十 定 形 単数 絶対 格 語 選 -4) 
方 面 の も ゃ の ・ こ と と ・ 人 (が ・ を )。 
aldera 《alde の 定形 単数 方 格 》 一 方 面 へ 。 
alde egin [ 他 ] 逃げ る , 去る 。 
alde eginez 逃げ つつ , 去り つつ 。 
algara [名 ] 高笑い , 中 笑 。 
algarak 《algara の 定形 複数 絶対 格 ) 大 歓声 ・ 高 笑い (が * を )。 
amai-tn (amaitzen,amaituko) [ 自 ] 終わ る 。【[ 他 ] 終え る 。 
amaitzea 《amai-tu の -t(②)ea 形 》 終わ る こと 。 終え る こと 。 
anafa [名 ] 兄弟 。 
anaiak ①⑪ 《anaia の 定形 複数 絶対 格 ) 兄弟 (が ・ を )。 ⑱ (定形 
単数 能 格 》 兄弟 が 。 
anaiarentzat 《anaia の 定形 単数 目的 格 ) 兄弟 の た め に 。 
anaiari 《anaia の 定形 単数 与 格 ) 兄弟 に 。 
apur bat [名 / 副 ] 少し 。 
apurtxo bat [名 / 副 ] ほん の 少し 。 
apurfxo batean [ 副 ] 少し の 間 。 
apustu [名 ] 賭け 。 
apustnrik 《apustu の 分 格 》 (4 
apustu egin [ 他 ] 賭け を する 。 
apustulari [ 形 / 名 ] 賭け を する (人 )。 
apustularia (apustulari の 定形 半数 絶対 格 ) 賭け を する ~( が ・ 
を ), 賭け を する 人 (が ・ を )。 
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mrdatz [名 ] 炒 細 。 ょ 
ardafzeam 《ardatz の 定形 単数 内 格 》 紗 鍵 に お お いて 。 j 
mrdi [名 ] ( 雌 ) 羊 。 可 
ardiak (ardi の 定形 複数 絶対 格 ) 羊 た ち ( が ・ を )。 ES 
ardientzat 《ardi の 定形 複数 目的 格 ) 羊 た もち に と っ て 。 
mrdura [名 ] 心配 。 不安 。 
mim [ 副 ] 速く 。 
arinen (arin の 最上 級 ) 最も 速く 。ahal zuen arinen (3 単 が ) 
で きる だ け 速 く 。 
arineketan [ 副 ] 注 っ て , 大 急ぎ で 。 
arrai [名 ] 人 。 - 
arraiena 《arrai の 定形 複数 所 有 属 格 に 定形 絶対 語尾 が 
つい た 形 》 魚 た も の も ゃ の ・ こ と (が ・ を )。 門 
arraro [ 形 ] 変 な 。 
arreba [名 ] (兄弟 の 中 で の ) 姉妹 。 
arrebei 《arrcba の 定形 複数 与 格 ) 姉妹 た ち に 。 
arren [接続 ] (助詞 の 完了 分 詞 また は 動詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 の 連 。 
体形 に 接続 し ) に も ゃ か か わら ず , こ だ け れ ど ゃ 。 
arrisku [名 ] 危険 
arriskurik 《arrisku の 分 格 》 
arte [名 ] あい だ 。 
artean 《arte の 定形 単数 内 格 ) 間 に お いて 。 
arto [名 ] と う も ろ こ し 。 
amrtoa 《arto の 定形 単数 絶対 格 ) と うふ もろこし (が ・ を )。 『 
amrtzain [名 ] 羊 飼い 。 
artzainak 《artzain の 定形 複数 絶対 格 》 羊 飼 いた ち 
askotan [ 副 ] し ょ っ ちゅ う 。 
msmo [名 ] つも り 。 
a8moz 《asmo の 不定 形 具 格 , 動詞 の -t(Z)eko 形 を 直前 伴い 》。 
て する つも り で 。 






(が * を )。 
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aspaldi [名 / 副 ] し ば らく 。 長 い 問 。orain aspaldi いま か ら 何 年 
も 前 。 
astalka-tu (astalkatzen, astalkatuko) [ 他 ] ( 織 維 を ) か せ に 掛け 
る 。 
astiro [一 ] ゆっ くり 。 
atiro-astiro と て も ゆっ くり 。 
aftera (ateratzen, aterako) [ 他 ] 出す 。 
atzo [名 / 副 ] 昨日 。 
aurki-tu (aurkitzen。aurkituko) [ 自 ] 見 出さ きれる, ある 。 
aurkitzea 《aurki-tu の -t(②Z)ea 形 》 見 出さ れる こと 。 
aurre [名 ] 前 。 
aurrean (aurre の 定形 単数 内 格 》 前 に お いて 。 
aurreko 《aurre の 定形 単数 位 慎 必 格 ) 前 の 。 
aurrena[ 副 ] まず 。 
ausart [ 形 ] 大 腸 な 。 
ausarta 《ausart の 定形 単数 絶対 格 》 大 胆 な (が * を )。 
muz0 [名 ] 集落 部 沙 , 地区 。 
auzoko 《auzo の 定形 単数 位置 属 格 ) 集落 の 。 
auzokon (auzoko に 定形 単数 絶対 格 語尾 が つい た 形 )》 。 集落 の 
も の ・ こ と ・ 人 (が ・ を )。 
azaldu (azaltzen。 azalduko) [ 他 ] 説明 する 。 
azkemik [ 副 ] 最後 に 。 


bar [ 拉 豆 ] 背 定 辞 。 ba-+ 動 詞 ・ 助 動 記 の 活用 形 cre た と え 
や (た と し ) て も 。 

ba [ 間 ] 《 司 紀 , 藻 き , 言い 淀 み , ka は 和 隊 絢 それ で 。 

bada [接続 ] そし て 。 そ の よう に 。 

badakit [ 他 ] 《dakit に ba- が 付い た 形 》 私 8 間 を 知っ で い る 。 
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badakizn [ 他 ] 《dakizu に ba- が 付い た 形 》) あな た は 3 単 を 知っ 
て いる 。 

badakizue [ 他 ] 《dakizue に ba- が 付い た 形 》 あな た た ち は 3 単 
を 知っ て いる 。 - 

bai [ 副 ] は い 。 そ う 。 Bai zera! まさ か ! Bai 十 動詞 ・ 助 動詞 の 


活用 形 十 -e)la! な ん て こ な ん だ ろう 5! bai A eta bai B (ere) 


A も B も 。 

baietz [ 副 ] は い , と 。 そう だ , と 。 Baietz 二 動詞 の 完了 分 詞 ! 
きっ と ーー できる! で きる と 脱 け て も いい ! 

baima [接続 ] し か し 。 

baino [接続 ] (形容 詞 ・ 副 詞 の 比較 級 と と も に 》 こよ りゃ も 。 動詞 
の 完了 分 詞 baino lehen こす る 前 に 。 

baif- [接頭 ] 《 動 詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 に 付い て 》 な の で 。 

baizik [接続 ] 《 藻 定 文 の 文末 で 》) ご で は な くだ 。 

bakar-bakarrik[ 副 ] た っ た 一 人 で 。 ま さ に ーー だけ 。 

bakarrik [ 副 ] た っ た 一 人 で 。 だ け 。 

balitz ご izan (条件 法 条 件 NOR 活用 , NOR =hura の 場合 》 [ 自 
助 ] も し 3 単 が っ す れ ば 。[ 自 ] (単純 形 ) も し 3 単 が ン な ら ば 。 

Baltzola [ 央 名 ] バル ツ ょ ラ 。 

Baltzolako 《Baltzola の 位置 届 格 ) バル ツ ォ ラ の 。 

balu ご izan (条件 法 条 件 NOR-NORK 活用 , NOR=hura 
NORK ニ hark の 場合 》 [ 他 助 ] も し 3 単 が 3 単 を シン すれ ば 。 
【 他 ] (単純 形 ) も し 3 単 が 3 単 を 持っ て いれ ば 。 


banengo [ 自 ] ぐ egon 《 条 件 法 条件 NOR 活用 単純 形 , NOR ニ 


mi の 場合 》 も し 私 が いれ ば 。 ・ 
bapatean[ 副 ] 突然 。 


Darra [名 ] 中 , 内 部 。[ 後 ] 《 時 を 現す 語句 と と も に 》 後に 。hiru 
egun barru 三 日 後 に 。 


barrura 《barru の 定形 単数 方 格 》 中 へ 。 
basajaun [名 ] バシ ャ ハウ ン 。 麻 の 主 。 
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basajaunez 《basajaun の 定形 複数 具 格 ) バン シャ ハウ ン に つい 
て 。 
baserri [名 ] 農家 。 山 の 田舎 家 。 
baserria 《baserri の 定形 単数 絶対 格 ) 農家 (が ・ を )。 
baserritar [名 ] 農夫 。 
baserritarrak 《bascrritar の 定形 複数 絶対 格 ) 農夫 た ち ( が ・ を )。 
pat [数 ] 1。 動 詞 の -tZ)eaz 形 bat ご する と 同時 に 。 
batean 《bat の 定形 内 格 》 egun batean ある 日 。 
batek 《bat の 不定 形 能 格 》 
baten 《bat の 不定 形 所 有 属 格 ) 
batera 《bat の 定形 方 格 ) 共 格 の 語句 十 batera > する と 同時 に 。 
batetan 《bat の 不定 形 内 格 》 
batetara 《bat の 不定 形 方 格 》 
batez 《bat の 不定 形 具 格 ) 
bati 《bat の 不定 形 与 格 》 
patzu [ 代 / 形 ] いく つか (の )。 何 人 か (の )。 
patzuren 《batzu の 不定 形 所 有 属 格 》 
patzurentzat 《batzu の 不定 形 目的 格 》 
bazenu izan 《 条 件 法 条 件 NOR-NORK 活用 , NOR=hura, 
NORK ニ zuk の 場合 》 [ 他 助 ] も し あな た が 3 単 キ セン すれ ば 。 
【 他 ] (単純 形 ) も し あな た が 3 単 を 持っ て いれ ば 。 
bazion ご izan 《zion に , 条件 を 表す 接頭 辞 ba- が つい た 形 ) 
[ 他 助 も し 3 単 が 3 単に 3 単 を キン し た ら 。 
bazuen izan 《zucn に 条件 を 表す 接頭 辞 ba- が つい た 形 》 [ 他 
助 ] も し 3 単 が 3 単 を キン し た ら 。 
begira [ 他 ] begira-tu の 語根 。 [ 間 ] ほら 。 見 て 。 え ー と ね 。 凍 
begira-tu (begiratzen, begiratuko) [ 他 ] 見 る , 見 つめ る 。 
pegiraturik 見 つめ て 。 
behar izan [ 他 ] ① が 必要 で ある 。 ②⑫ 《 動 詞 の 完了 分 詞 を 直前 
に 伴っ て 》 こし な けれ ば な ら な い 。 


ー197ー 








beharrean [接続 ] 《 動 詞 の 完了 分 詞 を 直前 に 伴い 》 する か わり 
に 。 
beharreko [ 連 ] (動詞 の 完了 分 詞 を 直前 に 伴い 》) こす る べき と 。 』 
beharrezko [ 形 / 連 ] 必要 不可 欠 な 。 
behe [名 ] 下 。 
behera 《behe の 方 格 》 下 へ 。 
beheraxego [ 副 ] も う 少 し 下方 に 。 
behi [名 ] ( 雌 ) 生 。 
behiak 《behi の 定形 複数 絶対 格 ) 生 た ち (が ・ を )。 
behin [名 / 副 ] 一 度 。 か つて 。 
belardi [名 ] 草地 。 
beldur [名 ] 恐怖 , 恐れ 。 
peldurraren beldurraz あま り の 恐ろし さ に 。 ! 
beldurrez 《beldur の 不定 形 具 格 》 恐 れ て 。 
peldur izan [ 自 ] 怖い 。 
bera [ 代 ] それ 。 そ の も の 。 そ の 人 。 1 
berarekin 《bera の 共 格 形 》) それ ・ そ の も の ・ そ の 人 と と も に 。 
beraiek [ 代 ] それ ら 。 そ れ ら の も の 。 そ の 人 た ち も 。 
beraientzat 《beraick の 目的 格 ) それ ら ・ そ れ ら の も の ・ そ の 』 
人 た ちの た め に 。 
berber [ 形 ] 同じ ヒー つの 。 
berberetik 《berber の 定形 単数 春 格 ) 同じ 一 つの か ら 。 
berdin [ 形 ] 同じ 。 [ 副 ] 同じ く 。 
bere [ 連 ] それ の 。 そ の 人 の 。 
Derehala [ 副 ] すぐ さま 。 
berezko [ 連 ] 自然 に で きた 。 も と も と の 。 賠 有 の 。 
pero-tn (berotzen, bcerotuko) [ 自 ] 瞬 ま る 。 熱く な る 。 
berri [ 形 ] ① 新しい 。 ⑧ (動詞 の 完了 分 詞 士 ) し た ば か り の 。 
【 鈴 ] 知ら せ 。 = ニュース 。 
berria 《berri の 定形 単数 絶対 格 》 
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berriro [ 副 ] 再び が, も うら 一 度 。 berriro cre も う 一 度 。 
berriz [ 副 ] ① 一 方 。 ② 再び , も う 一 度 。 
pertara-tu (bertaratzen, bertaratuko) そ と へ 着く 。 
beso [名 ] 腕 。 
besoa 《bcso の 定形 単数 絶対 格 》 腕 ( が ・ を )。 
besorik 《beso の 分 格 》 
beso-zati [名 ] 腕 の 一 部 。 
beso-zatia 《beso-zati の 定形 単数 絶対 格 ) 腕 の 一 部 (が ・ を )。 
beste [ 連 ] 他 の 。 別 の 。 
besteetan 《bestc の 定形 複数 内 格 》 他 の 時 に お いて 。 
bete (betetzen, beteko) [ 他 ] 満た す 。[ 自 ] 満ち る 。 
beterik ( 具 格 の 名 詞 句 十 ) で いっ ぱい で 。 
beti [名 / 副 ] いつ も 。 
bezala [接続 ] て よう に 。 csan bezala 言っ た よう に 。 
bezalako [ 連 ] 一 の よう な 。 
bezalakoa 《bczalako の 定形 単数 絶対 格 ) この よう な も の ・ こ 
と ・ 人 (が ・ を )。 
bezalakoak 《bezalako の 定形 複数 絶対 格 ) て の よう な も の ・ 
こと ・ 人 た ち ( が ・ を )。 
Bi [数 ] 2。 
biak 《bi の 定形 複数 絶対 格 》 
Diek (bi の 定形 複数 能 格 
biok 《bi の 定形 近い 複数 絶対 格 ・ 能 格 》 
bide [名 ] 道 。 
pidera 《bide の 定形 単数 方 格 ) 道 へ 。 
pidez [ 後 ] (所有 属 格 名 詞 名 を 直前 に 伴い ) を 通じ て 。 円 
pigun-du (biguntzen, bigunduko) [ 自 ] 柔らか く な る 。 
bihar [名 / 副 ] 明日 。 
pihotz [名 ] 心 。 
pihotzeko 《bihotz の 定形 単数 位置 属 格 》 心 の 。 
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jil-dn (biltzen。 bilduko) [ 他 ] 集め る , 収穫 する 。 
bilketa [名 ] 収集 , 収穫 。 1 
bilketak 《bilketa の 定形 単数 能 格 》 
bizi [ 形 ] 激しい , 厳し い 。 
bizirik (bizi 二 状態 の 語尾 + 了 》 生き て いる 状態 で 。 
bizitan 《bizi の 不定 形 内 格 ) 激しい < に お いて 。 
Hizi izan (bizi izaten。 izango) [ 自 ] 住む , 生き る , 暮らす 。』 
pizitzeko 《bizi izan の -t②)eko 形 。 形 容 詞 的 》 生き る た あの 
生き る べき 。 
pizi-mahi [名 ] 生 へ の 渦 望 。 
bizirnahiak 《bizi-nahi の 定形 単数 能 格 ) 生 へ の 当 望 が 。 
Bizkaia [ 央 名 ] ビス カイ ア 。 
Bizkaiko 《Bizkaia の 位置 届 格 ) ビス カイ ア の 。 
blai egin [ 自 ] ずぶ 演 れ に な る 。 
blai eginda ずぶ 濡れ に な っ て 。 NR 
bost [数 ] 5。 ( 
bota (botatzen。 botako) [ 他 ] 投げ る , 捨て る 。 
buruz [ 後 ] 《 与 格 名 詞 名 を 直前 に 伴い 》 に つい て 。 
buztan [名 ] 尻尾 。 
buztana (buztan の 定形 六 数 絶対 格 》 尻尾 (が ・ を )。 







0 


da ぐ izan 《 直 説法 現在 NOR 活用 , NOR =hura の 場合 》 昌 
助 ] 3 単 が っ する 。 [ 自 ] (単純 形 ) 3 単 は こ だ 。 

dadila < ご izan [自助 ] dadin の 別 形 。 ( 

dadin ご izan [自助 ] (接続 法 現 在 NOR 活用 , NOR =hura 
場合 ) 3 単 が ン す る よう に 。 ト 

dago ぐ egon [ 自 ] ( 赴 説 法 現 在 NOR 活用 単純 形 , NOR= 
の 場合 》 3 単 が 存在 する 。 
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dakit ぐ jakin [ 他 ] ( 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 , NOR= 
hura, NORK 王 nik の 場合 》 私 は 3 単 を 知っ て いる 。 

dakizn ぐ jakin [ 他 ] 《 直 説法 現在 NOR-NORK 活用 単純 形 , 
NOR =hura, NORK ニ zuk の 場合 》 あな た は 3 単 を 知っ て 
いる 。 

dakizne ご jakin [ 他 ] ( 直 説法 現在 NOR-NORK 活用 単純 形 , 
NOR=hura, NORK=zuek の 場合 ) あな た た ち は 3 単 を 
知っ て いる 。 

daramazu ぐ erarman [ 他 ] 《 直 説法 現在 NOR-NORK 活用 単純 
形 , NOR=hura, NORK=zuk の 場合 》) あな た は 3 単 を 運 
ん で いる ・ 連 れ て いる ・ 持 っ て いる 。 

daramazun (daramazu に 連 体 形 語尾 -n が 付い た 形 》 あな た が 
運ん で いる ・ 連 れ て いる ・ 持 っ て いる と ころ の 一 。 

dela 《da izan に 名 詞 節 を 作る 語 選 -la が 付い た 形 》 [自助 ].3 
単 が ン っ する , と 。 [ 自 ] (単純 形 ) 3 単 が ン だ , と 。 

den 《da ぐ jzan に 語尾 -n が 付い た 形 ) [自助 ] ⑩ ( 連 体 形 》 3 単 
が こす る と ころ の 。 ⑨ 《 間 接 疑問 文 の 名 詞 節 ) 3 単 が っ する 
か 。 [ 自 ] (単純 形 ) ① 《 連 体形 》 3 単 が ン で ある と ころ の 。 
@ 《 間 普 疑 問 文 の 名 詞 節 ) 3 単 が っ か 。 [ 代 ] 全部 , 全員 。 

dena 《da ぐ izan の 連 体 形 den に 定形 単数 絶対 格 語尾 が 付い た 
形 》) こす る も の ・ こ と ・ 人 (が ・ を )。 

denak 《den [ 代 ] の 定形 複数 絶対 格 ) 全部 (が ・ を )。 全 員 ( が ・ を )。 

dembora [名 ] 時 間 。 

denboran 《dcnbora の 定形 単数 内 格 》 時 間 に お いて 。 

denboraldi [名 ] 一 定 の 時 間 ・ 期 間 。 

denean 《da ぐ jan の 連 体 形 den に 時 を 表す 副詞 節 を 作る 語尾 』 
-ean が 付い た 形 》 [自助 ] 3 単 が か ン っ する 時 ・ し た 時 。[ 自 ] 3 単 
が っ で ある 時 。 

didazn ぐ izan [ 他 助 ] ( 直 説法 現在 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR=hura, NORT=niri、NORKーzuk の 場合 》) あな た 
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が 私 に 3 単 キ ン する 。 


dign <jan [ 他 助 ] 《 直 説法 現在 NOR-NORI-NORK 


NOR=hura。 NORI= ニ guri。NORK=hark の 場合 》。8| 
が 私 た ち に 3 単 を シン する 。 

Dima [ 固 名 ] ディ マ 。 

Dimak (Dima の 肖 格 形 》) ディ マ が 。 | 

diot ぐ izan [ 他 助 ] ( 直 説 決 現 在 NOR-NORI-NORK 活用 』 
NOR =hura, NORI=hari、NORK =nik の 場合 》 衝 が 3 
単に 3 単 キ ン す る 。 Te 

diote ご csan [ 他 ] ( 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 単純 形 , NOR 
=hura, NORK=haiek の 場合 》 3 複 が 言っ て いる 。 

dira ご jizan ( 直 説 法 現在 NOR 活用 , NOR=haick の 場合 
[自助 ] 3 複 が っ する 。 [ 自 ] (単純 形 ) 3 複 が っ だ 。 

diran ご iraun [ 他 ] 《 直 説法 現在 NOR-NORK 活用 単純 形 較 
NOR =hura, NORK =hark の 場合 》 3 半 が 続く 。 

diranen [ 他 ] (dirau 連 体形 語尾 -en) 3 単 が 続く と と ろ の … 請 


direla (dira ぐ izan に 名 詞 館 を 作る 語尾 -la が 付い た 形 ) [自助 


3 複 が っ する , と 。 [ 自 ] (単純 形 ) 3 複 が だ , と 。 

dit ご izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 現 在 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR=hura, NORI=niri、 NORK=hark の 場合 》 3 単 2 
私 に 3 単 を する 。 

ditm ご izan ( 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 , NOR=haiek 
NORK=hark の 場合 》 [ 他 助 13 単 が 3 複 を ン す る 。 [ 他 ( 
純 形 ) 3 単 が 3 複 を 持っ て いる 。 

ditugn ご izan ( 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 , NOR=hai 


NOR 反 guk の 場合 》 [ 他 助 | 私 た ち が 3 復 を ン す る 。 [人 箇 


(単純 形 ) 私 た ち が 3 複 を 持っ て いる 。 

ditmgan [ 他 馬 ] 《ditugu izan に 連 体 形 語 忌 -n が 付い た 形 ) 私 
た ち が こ する と ころ の (3 複 )。 M 

ditut ご izan [ 他 助 ] 《 直 説法 現在 NOR-NORK 活用 , NOR= 
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haiek,。 NORK=nik の 場合 》 私 が 3 複 を ン す る 。 

dituzn ぐ izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 現在 NOR-NORK 活用 , NOR 
ーhaiek, NORKK=zuk の 場合 ) あな た が 3 複 を ン す る 。 

dituzula 《dituzu ご ian に 名 詞 節 を 作る 語尾 -la が 付い た 形 》 
あな た が 3 複 を て する , と (いう こと)。 

ditazan 《dituzu ぐ izan に 連 体 修飾 語尾 -n が 付い た 形 )》 あな た 
が < する と と ろ の (83 複 )。 

dizkidazu ご izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 現 在 NOR-NORI-NORK 活 
用 , NOR=haiek, NORI=niri NORK 王 zuk の 場合 ) あ 
な た が 私 に 3 複 を や ン す る 。 

dizkidazun 《dizkidazu ぐ izan に 連 体 形 語尾 -n が 付い た 形 》 あ 
な た が 私 に する と こと ろ の (83 複 )。 

dizkit ご izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 現 在 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR =haiek, NORI=niri、 NORK=hark の 場合 ) 3 単 が 
私 に 3 複 を こす る 。 

dizkizudan 《dizkizut ぐ izan に 連 体 形 語尾 -n が 付い た 形 》 私 
が あな た に する と ころ の (3 補 )。 

dizkizut ご izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 現在 NOR-NORI-NORK 活 
用 NOR=haiek。 NORI=zuri、 NORK=nik の 場合 》 私 
が あな た に 3 複 を ン す る 。 

dizudan 《dizut<izan に 連 体 形 語尾 -n が 付い た 形 》 私 が あな 
た に こす る と と ころ の (⑬ 単 )。 

dizudana 《dizut ぐ jan の 連 体 形 に 定形 単数 絶対 格 語尾 -a が 付 
いた 形 》 私 が あな た に こす る と ころ の も の ・ こ と ・ 人 (が ・ を )。 

dizuet ご izan [ 他 助 ] 《 直 説法 現在 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR=hura, NORI=zuei。NORK=n 計 の 場合 》 私 が ぎ 
な た た も MC 3 単 キ ン す る 。 

dizut ご izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 現在 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR=hura, NORI=zuri、 NORK=nik の 場合 》 私 が あ 
な た に 3 単 を キン する 。 
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dndala 《dut < ぐ izan に 名 詞 節 を 作る 語尾 -Ia が 付い た 形 》 W 
し が 3 単 を こす る , と (いう と と )。 

dadana 《dut く izan に 連 体 形 語 尾 -n と 江本 
が 付い た 形 》 私 が 持っ て いる と ころ の 3 単 (が ・ を )。 ) 昌 

degu ぐ izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 現在 NOR-NORK 活用 , NOR 
hura, NORK =guk の 場合 ) 私 た ち が 3 単 キ ンー する 。 

dut ご izan ( 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 , NOR=hur 
NORK=nik の 場合 》 [ 他 助 ] 私 が 3 単 を ン す る 。【[ 他 ] ( 間 
形 ) 私 が 3 単 を 持っ て いる 。 

dazn ぐ izan ( 直 説 法 現 在 NOR-NORK 活用 , NOR=hurm 
NORK=zuk の 場合 》 [ 他 助 ] あな た が 3 単 や ン す る 。【 個 
(単純 形 ) あな た が 3 単 を 持っ て いる 。 
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ea [ 間 ] さて 。 さ あ 。 ど れ ど れ 。 
-ean [接尾 ] つ -(en)ean. 
ebaki (ebakitzen、ebakiko) [ 他 ] 切断 する 。 ル 
eder [ 形 ] 美しい , 素晴らし い 。 
ederra 《eder の 定形 単数 絶対 格 )。 
ederki [ 副 ] 美しく , 素晴らし く 。 
edo [接続 ] また は 。 【[] な ど 。 か 何 か 。 
egia [名 ] 本 当 , 真実 
egin (cgiten, cgingo) [ 他 ] ① する 。 ② 作る 。 ⑨ 木 動詞 を 文 の 
focus と する た め に 助動詞 的 に 浅 えら れる (“強調 の egm 前 
eginez 《cgin に 語尾 -c2 が 付い た 形 ) ⑳ し な が ら 。⑨ 作 りな が りら 計 
egitera (cgin の -t(Z)era 形 》 ① こし に 。 @⑨ 作り に 。 
egon (egoten, cgongo) [ 自 ] ① 存在 する 。 ⑧ (一 時 的 な 状態 )『 
で ある 。 
egos-i (egosten, egosiko) [ 他 ] 潮 る 。 
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egun [名 ] 日 。 egun batean ある 日 。 
egunetara (cgun の 不定 形 方 格 ) handik hiru cgunetara そ 
れ か ら 三 日 後に 。 
ekarrri (ckartzen、ckarriko) [ 他 ] 持っ て 来る , 連れ て 来る 。 
ekarriz 《ckar-ri に 語尾 -z が 付い た 形 》 持っ て 来 つ つ 。 
ekin (ekiten,ekingo) [ 他 ] 開始 する , 着手 する 。 
-⑯Ia [ 拉 尾 ] 動詞 や 助動詞 の 活用 形 に 付い て 名 詞 節 を 作る 語尾 。 
elezahar [名 ] 昔話 。 
elezaharretako (clezahar の 定形 複数 位置 届 格 ) 普 話 の 。 
emaiozu [ 他 ] 《eman iezaiozu の 短縮 形 ) あな た は 3 単に 3 単 を 
与え な さい 。 
emaizkiozu [ 他 ] (cman iezazkiozu の 短縮 形 ) あな た は 3 単に 
3 複 を 与え な さい 。 
emakume [名 ] 女性 。 
emakumeen 《emakume の 定形 複数 所 有 属 格 》 女 達 の 。 
emakumeena (emakumeen に 定形 単 迷 絶 対格 語尾 が 付い た 形 》 
女 直 の も の ・ こ と 。 
eman (ematen,emango) [ 他 ] 与え る 。 
emanda (cman に 完了 ・ 状 態 の 語尾 ・da が 付い た 形 ) cmanda 
ere 与え た と し て も 。 
emanez (cman に 語尾 -cz が 付い た 形 ) 与え つつ 。 
・(@n [接尾 ] 動詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 に 付い て 候 体 形 を 作る 語尾 。 
enel [ 間 ] お や | まあ ! 
em)ean [接尾 ] 動詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 に 付い て 時 を 現す 副詞 館 を 
作る 語尾 。 RE 
engainartu (engainatzen,engainatuko) [ 他 ] だ ます 。 し 
entzun (entzuten、entzungo) [ 他 ] 開く 。 
entzutean (ntzun の -t②)ean 形 ) 閉 い た 時 , 閉 く 時 。 
erabaki (crabakitzen,erabakiko) [ 他 ] 決め る 。 
erabil-i (erabiltzen。 erabiliko) [ 他 ] 使う 。 
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eraknts-i (crakusten。erakutsiko) [ 他 ] 見 せる 。 
erakutsiz 《erakuts-i 近 語 尾 -z が 付い た 形 》 見 せつ つ 。 
eraman (eramaten。 eramango) [ 他 ] 持っ て 行く , 連れ で 行く 語 
erantzum (erantzuten。erantzungo) [ 他 ] 答え る 。 * 
erdi [名 / 形 ] 半分 。 ordu erdi 30 分 。 
ere [接続 ] 
erein (ereiten、creingo) [ 他 ] (種子 を ) 麻 く 。 
ereintza [名 ] 種 護 き 。 
erne (ernetzen, crneko) [ 自 ] 芽生 える 。 
erreka [名 ] 小川 。 
errekadu [名 ] お 使い 。 
errekadua 《crrekadu の 定形 単数 絶対 格 ) お 使い (が ・ を )。 靖 
erreten [名 ] 用 水路 。 
erretenak 《crreten の 害 形 複数 絶対 格 ) 用 水路 (が ・ を )。 
errukikarri [ 形 ] 憐 れ む べき 。 
ertze [名 ] 端 
ertzekoa 《ertze の 定形 単数 位置 属 格 crtzeko に 定形 単数 絶 
格 語尾 が 付い た 形 》 端 の ぁゃ の ・ 人 (が ・ を )。 
ertzekoak (ertzcko の 定形 単数 能 格 ) 端 の る の ・ 人 が 。 
esafguzn [ 他 ] 《esan iczaguzu の 短縮 形 ) あな た は 私 た ち に 3 
を 言い な さい 。 
esaiozn [ 他 ] 《esan iezaiozu の 短縮 形 》) あな た は 3 単に 3 を 
いな さい 。 
esan (esaten。e8ango) [ 他 ] 言う 。 所 有 属 格 代名詞 十 golko 
esan の 胸 の 内 で 言う 。 】 
esanez (csan に 語尾 -ez が 付い た 形 ) 言い つつ 。 
esateaz (csan の -t(②)eaz 形 》 csateaz bat 言う と 同時 に 。 議 
eser [ 自 ] eser-i の 語根 。 
eser-i (esertzen, eseriko) [ 自 ] 座る 。 


esker(rak) [名 ] 《 通 常 複 数 形 で 用 いら れる )》 感謝 。 謝 辞 。 
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esker-tu (cskertzen,eskertuko) [ 他 ] 感謝 する 。 
estuasun [名 ] 危機 状態 , 皿 事 態 。 
estuasuna 《cstuasun の 定形 単数 絶対 格 ) 危機 状態 (が ・ を ), 上 緊 
急 事態 (が ・ を )。 
eta [接続 ] ⑥ そし て 。 ② こと <。 ⑥ (文末 で ) な の で 。 
eta abar な ど な ど 。 エ ト セ トラ 。 
etor [ 自 ] ctor-ri の 語根 。 
etor-ri (etortzen。 etorriko) [ 自 ] 来る 。gogora etor-ri 思い 出す 。 
etxe [名 ] 家 , 家庭 
etxean (ctxe の 定形 単数 内 格 ) 家 で , 家 に 。 
etxeko (ctxe の 定形 単数 位置 属 格 ) ①⑪ 家 の 。 ② 家人 。 
etxekoa 《ctxeko ⑫ の 定形 単数 絶対 格 ) 家人 (が ・ を )。 
etxekoei 《etxeko ② の 定形 複数 与 格 ) 家人 た ち に 。 
etxekoek 《ctxeko ② の 定形 複数 能 格 ) 家人 た ち が 。 
etxekoekin 《ctxcko ② の 定形 複数 共 格 ) 家人 た ちと と も に 。 
etxekoez 《ctxeko ② の 定形 複数 具 格 》) 家人 た ち に つい て 。 。 
etxera 《ctxe の 定形 単数 方 格 ) 家 へ 。 
etxetik 《etxe の 定形 単数 春 格 ) 家 か ら 。 
etxeratu (ctxeratzen, etxeratuko) 帰宅 する 。 
etxeratzeko 《ctxera-tu の -t(②)eko 形 , 形容 詞 的 》 家 へ 帰る ペ 
き 。 
etxe-txoko [名 ] 居心地 の いい 我が家 。 
etxe-txokoaz 《ctxe-txoko の 定形 単数 具 格 》 我が家 に つい て 。 
etzan (ctzaten,etzango) [ 自 ] 横たわる 。 
etzazn ぐ izan [ 他 助 ] ez ezazu の 短縮 形 。 
Euskalerria [名 ] バス ク 地 方 。 バス ク 国 。 
Euskalerriko 《Euskalerria の 位置 属 格 ) バス ク 地 方 の 。 バ パス 
ク 国 の 。 
ez [ 副 ] 否定 辞 。 い いえ 。 ち が うら 。 で は な い 。 
ezazu ぐ izan [ 他 助 ] 《 命 令 法 NOR-NORK 活用 , 


一 30 一 


NOR =hura。 















NORKーzuk の 場合 の 活用 形 ) あな た は 3 単 キ ン し な ぎ 
ezetz [一] いい え , と 。 ちがう , と 。 Ezetz 二 動詞 の 完了 條 | 
ー で きっ こない ! * 
ezik [接続 ] だけ で な く 。 
ezin izan [ 動 ] て で き な い 。 
ezkutartu (czkutatzen。ezkutatuko) [ 自 ] 隠れ る 。 
ezkutatzera (czkuta-tu の -t(Z)era 形 ) 隠れ に 。 


叶 写 定 


falta izan (falta izaten。 izango) [ 自 ] 欠け て いる 。 
farre-zantzu [名 ] 微か な 笑い 。 笑 いた そう な 素振り 。 
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gabe.[ 後 ] 《 た いて い 分 格 名 詞 句 と と も に )》 な し で 。 peak 
gabe 急 が ず に 。 besorik gabe 腕 な し で 。 
Gabon! [ 間 ] 今 學 は 。 7 
Gabon Gaua [名 ] クリ スマ ス ・ イ プ ブ 。 
gainera [ 副 ] その うえ 。 
gaitezen ぐ izan [自助 ] (接続 法 現在 NOR 活用 NOR=amn の 
場合 の 活用 形 ) 私 た ちがっ する よう に 。 し まし ょ う 。 潤 
galant [ 形 ] 巨大 な 。 
galanta (galant の 定形 単数 絶対 格 》 4 
galdera [名 ] 質問 。 に 
galde-tu (galdetzen, galdetuko) [ 他 ] 尋ね る 。 
galdu (galtzcn。 galduko) [ 他 ] 舌 う 。 
garbi-tu (garbitzen, garbituko) [ 他 ] きれ い に す る 。 
garbiturik 《garbi-tu に 状態 を 表す 語尾 ik が 付い た 形 》 
れい で 。 き れい な 状態 で 。 N 
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gari [名 ] 雲 。 
garia 《gari の 定形 単数 絶対 格 》 雄 ( が * を )。 
gan [名 ] 夜 。 
gaua 《gau の 定形 単数 絶対 格 ) 夜 (が ・ を )。 
gauez 《gau の 不定 形 具 格 》 夜間 に 。 
gauza [名 ] も の , こと 。gauza bat bera 同じ 一 つの も の ・ こ と 。 
gauzak 《gauza の 定形 複数 絶対 格 》 複数 の も の ・ こ と (が ・ を )。 
gazte [ 形 ] 若い 。 [名 ] 若者 。 
gazteak 《gazte の 定形 単数 能 格 》 若い (人 ) が 。 
gazteen 《gazte の 最上 級 形 ) 最も 若い (人 )。 
gazteena 《gaztcen の 定形 単数 絶対 格 ) 最も 若い (人 )( が ・ を )。 
gazteenari 《gazteen の 定形 単数 与 格 ) 最も 着い (人 ) に 。 
gehiago [ 副 ] ①⑬ も っ と た くさ ん 。 ② ( 容 定 文 で ) も うこ れ 以 上 > 
な い 。 
geldiro[ 副 ] の ろ の ろ と 。 
geldiro-geldiro 非常 に の ろく 。 
gerarfu (geratzen, geratuko) [ 自 ] (ある 状態 に ) な る 。 
gero [ 副 ] あと で 。 動詞 の 完了 分 詞 士 -(@)z gero し た な ら 。 
し た 後 。 
geroago[ 副 ] も っ と あと で 。 
geroxeago[ 副 ] も う 少 し あと で 。 
gerri [名 ] 用 。 
gerritik 《gerri の 定形 単数 春 格 ) 腺 か ら 。 
gerriko [名 ] 帯 。 ベ ルト 。 
gerrikoa 《gerriko の 定形 単数 絶対 格 》 帯 (が ・ を )。 
gerrikoarena 《gerriko の 定形 単数 所 有 属 格 gerrikoaren に 
形 単数 絶対 格 語尾 -A が 付い た 形 》 帯 の こと 。 
gerrikorik 《gerriko の 分 格 形 ) 
gerta-tu (gertatzen,gertatuko) [ 自 ] 起こ る 。 
gertaturiko [ 連 ] 起こ っ た と ころ の 。 
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gizon [名 ] 男 。 。 
gizona 《gizon の 定形 単数 絶対 客 ) 男 (が ・ を )。 ! 
gizonak 《gizon の 定形 単数 能 格 ) 男 が 。 
gogo [名 ] 思い 。 
gogora 《gogo の 定形 単数 方 格 ) 思い へ 。gogora ctor_ri 思 W 
軸 す 。 頭 に 浮か ぶ 。 ャ 
gOgorarftu (gogoratzen。 gogoratuko) [ 自 / 他 ] 思い 出す 。 
goiz [名 ] 彰 。 [] 彰 に 。 早 く 。 goizean goiz 萌 早 く 。 9 
goizeko 《goiz の 定形 単数 位置 属 格 ) 彰 の 。 
golda-tu (goldatzen。 goldatuko) [ 他 ] (土地 を ) すき 返す 。 耕す 
golko [名 ] ふと ころ 。 bere golkorako csan 自分 3 単 ) の 胸 の 
うち で 言う 。 
gor [ 形 / 名 ] 革 の 不 自由 な (人 )。 
gorrik 《gor の 分 格 形 )。 
gora[ 副 ] 上 へ 。 
gorde (gordctzen,gordeko) し まう 。 
gordeleku [名 ] し まい 場所 隠れ 場所 。 * 
gordelekuetatik 《gordelcku の 定形 複数 卒 格 ) 隠れ 場所 か P 講 
gorputz [名 ] 体 。 
gorputza 《gorputz の 定形 単数 絶対 格 ) 体 ( が ・ を )。 
gosari [名 ] 草食 。 
gosaria 《gosari の 定形 単数 絶対 格 ) 彰 食 (が ・ を )。 
guraso(ak) [名 ] ( 両 ) 親 。 
gurasoei 《gurasoak の 定形 複数 与 格 ) 両親 に 。 
gure [ 連 ] 私 た ちの 。 く だ ん の 。 
gz [ 形 / 代 ] 全て の (人 ・ も の ・ と こと)。 
9 人 《guzti の 定形 単数 絶対 格 》 全て の (人 ・ も の ・ こ と ) (が ・ 
guztiak (guzti の 定形 単数 能 格 ) 全て の (人 ・ も の ・ と と ) が 。 請 
guztientzat 《guzi の 定形 複数 目的 格 ) 全て の (人 ・ も の * と 
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と ) に た と っ て 。 

guztioi 《guzti の 定形 近い 複数 与 格 ) 全て の (人 ・ も の ・ と と ) 
に 。 

gnztiok (guzti の 定形 近い 復 数 絶対 格 ・ 能 格 》 全て の (人 ・ も 
の ・ こ と ) が 。 


三 昔 


hain [ 副 ] あん な に 。 hain zuzen ere つま り 。 詳し く 言 えば 。 

hainbat [ 連 ] あん な に た くさ ん の 。 

haitzulo [名 ] 岩 穴 。 
haitzuloa (baitzulo の 定形 単数 絶対 格 ) 岩 穴 (が * を )。 
haitzuloan 《haitzulo の 定形 単数 内 格 ) 岩 穴 で ・ に 。 
paitzulora 《haitzulo の 定形 単数 方 格 》 岩 穴 へ 。 

hala [ 副 ] あの よう に 。 

hala ere [一] と は 言え 。 

halako[ 連 ] あの よう かな 。 

halako batetan [ 副 ] 突然 。 

halaxe [ 訓 ] まさ し く あ の よう に 。 

han [ 副 ] ⑪⑬ あ そ と に ・ で 。 ⑧ そし て 。 や が て 。 そ れ か ら 。 

handi [ 形 ] 大 き な 。 
jandia 《bandi の 定形 単数 絶対 格 ) 
handiz (handi の 不定 形 具 格 》 

handik [一 ] ① あ そ と か ら 。 ② あの と きか ら 。 handik 1aster 
それ か ら 間 も な く 。 勿 

handi-tu (handitzen, handituko) [ 自 ] 大 きく な る 。 

hantxe [ 副 ] まさ し く あ そこ に ・ で 。 

har [ 他 ] har-tu の 語根 。 

Hara [ 副 ] あそこ と へ 。 

hara! [ 間 ] お や ! あら ! 








harilkartm (harilkatzen, harilkatuko) [ 他 ] 糸 を ※※ 巻 き に 巻き 取 
る 。 
ark (3 人称 代 名 詞 ・ 指 示 形容 詞 hura の 能 格 形 ) [ 代 ] あれ が 。 
あの 人 が 。 [ 形 ] あの が 。 
harkaitz [名 ] 岩 。 
harkaitzezko [ 連 ] 侍 で で きた 。 
harri [名 ] 石 。 
harriotan 《harri の 定形 近い 複数 内 格 ) この 複数 の 石 に ・ ko 
harritn (harritzenharrituko) [ 自 ] 驚く 。 
harriturik 柳 い て 。 
harrizko [ 連 ] 石 で で きた 。 
harro [ 形 ] 診 っ た 。 得 意気 な 。 成 張っ た 。 
hartatik [ 形 ] 《 指 示 形 容 過 hura の 率 格 形 ) あの か ら 。 
harrtu (hartzen。 hartuko) [ 他 ] 取る , 受け 取る 。 
has-i (basten, hasiko) [ 自 ] 始め る , 始ま る 。 
hasperen [名 ] た め 息 。 
hasperenka [ 副 ] 息 を 切ら し て 。 喘 いで 。 
hau (3 人 称 単数 代名詞 ・ 指 示 形 容 詞 絶対 格 》 [ 代 ] これ (が ・ を )。 
と の 人 (が ・ を )。hau da つま り , こう で す 。[ 形 ] と の (が ・ 
を )。 
auek (⑬ 人称 複数 代 名 衣 ・ 指 示 形 容 詞 絶 対格 お お よび 能 格 》 [ 代 ] 
と これ ら ( が ・ を )。 この 人 た ち ( が ・ を )。 [ 形 ] と れ ら の (が ・ 
を )。 
hanetako 《hauck の 位置 属 格 》 と れ ら の の 。 
hazi [名 ] 種子 。 
azia 《hazi の 定形 単数 絶対 格 》 種子 (が ・ を )。 
hegazti [名 ] 鳥 。 
hegaztienak 《hegazti の 定形 複数 所 有 属 格 hegaztien に 定形 
複数 紛 対格 語尾 が 付い た 形 》 鳥 た ちの も の ・ と と (が ・ を )。 
eldu (heltzen。 helduko) [ 自 ] ① 着く , 到来 する 。 ⑨ 熱 す 。 
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Hemen [ 副 ] こと で ・ に 。 
hementxe [一 ] まさ し く こ こと で ・ に 。 
herren [ 形 / 名 ] 足 の 不 自由 な (人 )。 
herremik 《herren の 分 格 》 
herri [名 ] 村 , 町 , 地域 , 地方 , 国 。 
herria 《herri の 定形 単数 絶対 格 》 
jil (hiltzen, hilgo/hilko) [ 他 ] 殺す 。 
Hilabete [名 ] 一 か 月 。 
Mira [数 ] 3。 
historia [名 ] ① 歴史 。 ⑨ 物語 。 
Historiari 《bistoria の 定形 単数 与 格 》 ① 歴史 に 。 ② 物語 に 。 
Hitz [名 ] 言葉 。 
Hitzok 《bitz の 定形 近い 複数 絶対 格 ) と れ ら の 言葉 (が ・ を )。 
Hitzegin (hitzegiten、 hitzcgingo) [ 他 ] 話す 。 
Hitzegiteko 《hitzegin の -t(2)cko 形 、 形容 詞 的 》 話す た め の 。 
Hitzegitera 《hitzegin の -t②)era 形 》) 話し に 。 
hona [ 副 ] ここ へ 。 
honako [ 連 ] この よう た 。 
honela [ 副 ] この よう に 。 
honelako [ 連 ] この よう な 。 
honen 《bau の 所 有 属 格 ) この この 。 こ の 人 の , と れ の 。 
honetatik (hau の 春 格 ) [ 代 ] この っ か ら 。 
hori 《⑬ 人 交 単 数 代名詞 ・ 指 示 形容 詞 絶対 格 ) [ 代 ] それ (が ・ を )。 
その 人 (が ・ を )。 [ 形 ] その (が ・ を )。 
Horiek 《3 人 称 複数 代名詞 ・ 指 示 形 容 詞 絶 対格 お よび 能 格 》 [ 形 ] 
それ ら の (が ・ を )。 【[ 代 ] それ ら ( が ・ を )。 その 人 た ち ( が ・ 
を )。 
horratio [接続 ] それ に も か か わら ず 。 そ れ で も 。 
horrelako [ 連 ] その よう た 。 
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horrelakorik 《horrelako の 分 格 》 ( 吾 定 文 で ) その よう な と と は 
少し も ゃ こない 。 

horren 《hori の 所 有 属 格 》 その この 。 そ れ の 。 その 人 の 。 

horretan 《hori の 内 格 》) その > に お いて 。 

horretantxe 《horretan の 強 調 形 》) まさ に その 一 に お いて 。 

horretatik 《hori の 春 格 ) その か ら 。 

horri (hori の 与 格 ) その て に 。 そ れ に 。 そ の 人 に 。 

hots [名 ] 音 。 

hura 《3 人 称 単数 代名詞 ・ 指 示 形容 調 絶 対格 》 [ 形 ] あの (が ・ を )。 
[ 代 ] あれ ・ あ の 人 (が ・ を )。 bura bai poza! あれ こそ 喜 が 
と 言う も の だ ! 

harbil [ 形 ] 近い 。 [] 近く に 。 

harbil-du (hurbiltzen, hurbilduko) [ 自 ] 近づく 。 

hurrengo [ 芝 ] 次 の 。 hurrengo egunean 対 目 に 。 

hurrengoan [一 ] 次 に 。 こ の 次 に 。 

















に こり に 













ja [ 副 ] ほとん ど 。 

jaria [ 副 ] あやうく, すん で の と と ろ で s 

ibm [名 ] 川 。 

ibaietan 《ibai の 定形 複数 内 格 ) 複数 の 川 に お いて 。 

iii (Gibiltzen, ibihko) ① 歩く 。 ② 過ごす 。 

iezaguzn ご izan [ 他 助 ] (命令 法 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR=hura, NORT= ニ guri, NORKーzuk の 場合 ) あな た 
は 私 た ち に 3 単 を キン し な さい 。 

iezaiozn て izan [ 他 助 ] 《 命 令 法 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR =hura, NORT=hari、 NORK 王 zuk の 場合 ) あな た 
は 3 単に 3 単 を キン し な さい 。 

iezazkiozn ご ぐ izan [ 他 助 ] 《 命 令 法 TOR-NORI-NORK 活用 , 
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NOR =haiek、NORT ニ bari。 NORK =zuk の 場合 ) あな 
た は 3 単に 3 複 を ン し な さい 。 
igaro Ggarotzen。 igaroko) [ 他 ] ①⑩ (時 を ) 過ごす 。 (場所 を ) 
通る 。 [ 自 ] ① (時 が ) 過ぎ る 。 ⑧ (場所 を ) 通る 。 
igarotzerakoan (garo の -t②cerakoan 形 》) 通る と き に 。 通 る 
直前 に 。 
ihes [ 訓 ] 逃げ て 。 
ihes egin[ 他 ] 逃げ る 。 
ikara [名 ] 恐怖 。 
ikaratan (ikara の 不定 形 内 格 ) 恐怖 の 中 で 。 舗 えて 。 
ikaragarri [ 形 ] 物凄い 。 恐 ろ し い 。 
ikaragarrizko [ 連 ] 物 凌 い 。 
ikaraldi [名 ] 各 み し いひ と と き 。 
ikarartu Gkaratzen。 ikaratuko) [ 自 ] 伝え る 。 怖 が る 。 
ikaraturik (ikara-tu に 状態 を 表す 語 中 -rik が 付い た 形 ) 信 
六 !Gs 
ikms-i Gkusten、 ikusiko) [ 他 ] 見 る 。 
ikustean 《Gkus-i の -t(2)can 形 ) 見 る と き 。 見 た と き 。 
ilun-du (iluntzen, ilunduko) [ 他 ] 日 が 暮れ る 。 
ilantzean lun-du の -t⑦can 形 》 日 暮れ 時 に 。 
indar [名 ] 力 。 
indartsu [ 形 ] 力強い 。 
indartsuagoa (indartsu の 比 級 の 定形 単数 絶対 格 ) より 力 強 
い < (が を)。 
Tmdasi [ 固 名 ] イン ドゥ シ 。 
jngnr [名 ] 周 較 周辺 。 し 
inguruetako (inguru の 定形 複数 位置 必 格 ) 複数 の 周辺 の 。 
inguruetara (inguru の 定形 複数 方 格 》 複数 の 周辺 へ 。 
ingurura (inguru の 定形 単数 方 格 , 時 を 表す 語句 と と も に 》 だ 
いた い 。 ordu erdi ingurura 30 分 ぐら い 。 
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inoiz [一 ] ① (疑問 文 で ) 一 度 で も 。 か つて 。 
度 も こない 。 
inolako [ 連 ] 《 呑 定 文 で どん な こも な い 。 
jntxaurrondo [名 ] 胡桃 の 木 。 
intxanrrondoa (intxaurrondo の 定形 単数 絶対 格 ) 胡桃 の 木 
(が ・ を )。 
jntxaurrondoari (intxaurrondo の 定形 単数 与 格 》 胡桃 の 木 に 。 
jraun (Grauten, iraungo) [ 他 ] 続く 。 持 続 する 。 
jrits-i (iristen, iritsiko) [ 自 ] 到着 する 。 
jrrika [名 ] 渦 望 。 
jrrikaz 《irrika の 不定 形 具 格 》 渦中 し つつ 。 jakiteko irrika 
知り た いと いう 熱望 。 
jrten (irteten irtengo) [ 自 ] 出る 。 
jrtemcz 《irten に 語尾 -cz が 付い た 形 》 出 な が ら 。 
jrun (iruten, irungo) [ 他 ] 紡ぐ 。 
jsil [名 ] 静か な 。 
jisilik 静か な 状態 で 。 
itsasandere [名 ] 人 魚 。 
itsasandereak (itsasandere の 定形 複数 絶対 格 ) 人 魚 た ち ( が ・ 
を )。 
itsasneska [名 ] 人 魚 。 
itsasneskak itsasncska の 定形 複数 絶対 格 )》 人 魚 た ち ( が ・ を )。 
itsm [ 形 / 名 ] 目 の 見 えな い (人 )。 
itsurik itsu の 分 格 ) 
itsusi [ 形 ] 柄 い 。 
itsusia itsusi の 定形 単数 絶対 格 ) 本 いこ (が ・ を )。 
Iturriondobeti [ 固 名 ] (農家 の 名 ) イト ゥ リオ ンド ペティ 。 
turriondobetiar [ 形 / 名 ] イト ゥ リオ ンド ベティ の (人 )。 
itxaron (itxaroten、 itxarongo) [ 他 ] 待つ 。 


itxura [名 ] 見 か け 。 外 見 。 


@ (否定 文 で 》 一 
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itzazn で izan [ 他 助 ] (命令 法 NOR-NORK 活用 , NOR= 
haick、NORK ニ zuk の 場合 ) あな た は 3 複 を ン し な さい 。 
izan [ 自 ] ① で ある 。 ② 存在 する 。 [ 他 ] 持つ 。 [ 和 助 ] 自動 詞 に 
付い て NOR, NOR-NORT 活用 , 他動詞 に 付い て NOR- 
NORK, NOR-NORI-NORK 活用 を する 。 
jzateko 《izan の -t(②)eko 形 , 目的 》 で ある よう K。 
izan ere [ 副 ] それ と いう の も 。 そ れ も そ の は ず 。 
jzara [名 ] シー ツ 。 
izen [名 ] 名 前 。 
izena 《izen の 定形 半数 絶対 格 ) 名 前 (が ・ を )。 
izeneko 《izen の 定形 単数 位 冒 属 格 , 固有 名 詞 を 直前 に 伴っ て 》 
て と いう 名 の 。 
izerdi [名 ] 汗 。 
izerditan 《izerdi の 不定 形 内 格 》 汗 を か いて 。 
izerdicpatsetan[ 副 ] 沖 だ く で 。 
iz-tu (izutzen, izutuko) [ 自 ] 合え ん る 。 ぞ っ と する 。 
izutarik (izu-tu 二 状態 を 表す 語 屈 - 下 》 ぞっと し て 。 人 快 えて 。 


に 


ja [名 ] 祭り 。 休 日 。 
jaiak 《jai の 定形 複数 絶対 格 》 複数 の 祭り (が ・ を )。 
jaiki (jaikitzen, jaiko) [ 自 ] 起き 上 が る , 立ち 上 が る 。 
jakin (jakiten, jakingo) [ 他 ] 知る , 知っ て いる 。 
jakiteko 《jakin の -t⑦cko 形 , 形容 詞 的 》 知る た め の , る 
べき 。 
jan (jaten。 jango) [ 他 ] 食べ る 。 
janez 《jan に 語尾 -cz が 付い た 形 》 食べ つつ 。 
jantz-i (jazten, jantziko) [ 他 ] 着る 。 身 に 着け る 。 
jantzi [名 ] 表 服 。 着 る 物 。 
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jantzietan 《jantzi の 定形 複数 内 格 》 複数 の 衣服 に お いて 。 
jarrai-tu (jarraitzen。 jarraituko) [ 他 ] 続け る 。 
jar-ri (jartzen, jarriko) [ 他 ] ある 状態 に お く 。 
jaso (jasotzen, jasoko) [ 他 ] 片付け る 。 
jasotzera 《jaso の -t⑦②cra 形 》 緒 付 け に 。 
jaurdi (jaurtitzen, jaurtiko) [ 他 ] 放 る , 投げ る 。 
jaurtitzeko 《jaurti の -t②cko 形 , 形容 詞 的 》 放 る た め の 。 
放 ろ うと いう 。 
jentil [名 ] 典 教 侍 。 ク リス ト 教 徳 で な い 者 。 魔物 。 Jentil Zubi 
庵 物 の 橋 。 
jo (jotzen, joko) [ 他 ] 打つ 。( 音 を ) 放つ 。 
joan (joaten, joango) [ 自 ] 行く 。 
joatea 《joan の -t②ea 形 》 行く と と 。 
joateko 《joan の -t⑦②cko 形 。 命令 》 行く よう (に 。 
joka-tu (jokatzen, jokatuko) [ 他 ] 賭け る 。 
jorrartn (jorratzen, jorratuko) [ 他 ] 雑草 を 取る 。 

































三 了 三 










kalte [名 ] 被害 .、 ダメ ー ジ 。 
kamlterik 《kalte の 分 格 : 否定 辞 と と も に 》 少し の 被害 も ゃ マ た な 
い 。 
kalte egin [ 他 ] 被害 を 与え る 。 
kanpo [ 後 ] 《 春 格 形 の 語 名 と と も に 》 の 外 に お いて 。 
karda-tu (kardatzen, kardatuko) [ 他 ] (繊維 を ) け ば だ た 芯 る 。 
kasu [名 ] 注意 , 留意 、 配慮 
kasurik 《kasu の 分 格 : 否定 辞 と と も に 》 少し の 配慮 も こない 。 
kasu egin[ 他 ] 気 に 留め る 。 
ke [名 ] 煙 。 
ketan 《ke の 不定 形 内 格 》 煙 の 中 に お お いて 。 
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kezka [名 ] 心配 , 不安 。 
kiskali (kiskaltzen。 kiskaliko) [ 自 ] 焼け 熊 げ る 。 





kiskalita 《kiskali に 完了 を 表す 語尾 -ta が 付い た 形 》 焼け 焦 


ば て し まっ て 。 

kondaira [名 ] 伝説 、 説 話 , 物語 。 
kondairazale [ 形 / 名 ] 物語 好き な (人 )。 
konta-tn (kontatzen。 kontatuko) [ 他 ] 語る 。 

kontatzeko 《konta-tu の -t(Z)cko 形 。 命令 ) 語る よう に 。 
korrika [ 副 ] 走っ て 。 
kukurruku [名 ] コケ コッ ュー。 

kukurrukua (kukurruku の 定形 単数 絶対 格 》 
kuttan [名 ] お 守り 。 


-la [ 手 尾 ] 一 -(⑯)la 
Jagun [名 ] 友だち , 仲間 。 
1agunari 《lagun の 定形 単数 与 格 ) 友だち に 。 
1agunek 《1agun の 定形 複数 能 格 ) 複数 の 友だち が 。 
agunekin 《1agun の 定形 複数 共 格 》 複数 の 友だち と と も に 。 
1agunen 《lagun の 定形 複数 所 有 属 格 ) 復 数 の 友だち の 。 
1agunetariko 複数 の 友だち の うち の 。 
lamia [名 ] ラミ ア 。 
Iamiak ① 《lamia の 定形 単数 能 格 ) ラミ ア が 。 
定形 複数 絶対 格 ) ラミ ア た ち ( が ・ を )。 
amiarekin 《lamia の 定形 単数 共 格 ) ラミ ア と と も に 。 
lamiaren 《1amia の 定形 単数 所 有 属 格 》) ラミ ア の 。 
1amiari (Iamia の 定形 単数 与 格 ) ラミ ア に 。 
lamiek 《lamia の 定形 複数 能 格 ) ラミ ア た ち が 。 


Jamima っ amia 
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@ 《amia の 


を 























Jaminez (amina の 定形 複数 具 格 )》 ラミ ア に つい て 。 
1an [名 ] 仕事 , 作業 。 1 
Iana 《Jan の 定形 肖 散 絶対 格 》 作業 (が ・ を )。 
Jamok (1an の 定形 近い 複数 絶対 格 》 これ ら の 作業 (が ・ を )。 
landare [名 】 植物 。 
Jandarea (landare の 定形 単数 絶対 閣 》 植物 (が ・ を )。 
Jandaretxo [名 ] 小さ な 植物 。 
lamrdu (Jantzen, 】anduko) [ 他 ] (寺地 を ) 耕す 。 耕作 する 。 " 
1arre [名 ] 牧草 地 。 
1arrera jarre の 定形 単数 方 格 》 牧草 地 へ 。 
Jasaitasun [名 ] 落ち 着き 平穏 さ 。 
Jaster [ 副 ] 問 も な く 。 動詞 の 完了 分 詞 十 cta laster こし て する で 
選 。 
Jasterka [ 副 ] 大 急ぎ で 。 
Jasterrean [一 ] 駆け 足 で 。 湊 い 勢 いで 。 
1ehen [ 硬 ] 以前 動詞 の 完了 分 詞 十 baino lehen こす る 前 た 。 
Jehenik [一 ] まず 。 第 一 に 。 
1ehor-tm (chortzen, lehortuko) [ 自 ] 北 く 。 [ 他 ] 東 か す 。 
1ehortzeko (lehor-tu の -t②)cko 形 , 目的 》 散 く よう に 。 
Lekeitio [ 固 名 ] レ ァ イ テ ィ オ 。 
Tekeition 《Lekeitio の 内 格 》 レ ケ ァ イ テ ィ オ に お いて 。 
1eka [名 ] 場所 。 
1ekuan (leku の 定形 単数 内 格 )》 場所 に お いて 。 
1epo [名 ] 首 。 
1epoan (lepo の 定形 単数 内 格 》 首 に お いて 。 
1eze [名 ] 洞穴 。 
1ezean 《leze の 定形 単数 内 格 》 洞 穴 に お いて 。 
1ezearen 《leze の 定形 肖 数 所 有 属 格 ) 洞穴 の 。 
1eze-zulo [名 ] 洞穴 。 
1eze-zuloa (lcze-zulo の 定形 単数 絶対 格 》 洞穴 (が ・ を )。 
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1eze-zulora 《leze-zulo の 定形 単数 方 格 ) 洞穴 へ 。 
Hiho [名 ] 重 麻 。 
Hihoa 《Hiho の 定形 単数 絶対 格 ) 重 訂 (が ・ を )。 
1ihoaren (liho の 定形 単数 所 有 属 格 》 重 座 の 。 
Hihoaz (ho の 定形 単数 具 格 》 重 麻 に つい て 。 
Jot-n (lotzen, lotuko) [ 他 ] 結び 付け る 。 
Jotzera 《lot-u の -t②)cera 形 》 結び 付け に 。 
lar [名 ] 土地 。 大 地 。 
Iarra (lur の 定形 単数 絶対 格 ) 土地 (が ・ を )。 
arrari (ur の 定形 単数 与 格 》 土地 に 。 
arrean (lur の 定形 常 数 内 格 ) 土地 に お いて 。 
Jaza-ta (luzatzen, luzatuko) [ 他 ] 太 ば す 。 
uzatzeko (uza-tu の -t⑦)eko 形 , 目的 》 古 ば すす ため に 。 
luze [ 形 ] 長い 。 [一 ] 長く 。 
luze-luze 長 々 と 。 
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madarika-tu (madarikatzen、 madarikatuko) [ 他 ] 呪 ぅ 。 
madarikazio [名 ] 呪い , 呪い の 言葉 。 
madarikazioa (madarikazio の 定形 単 毅 絶対 格 ) 呪い (が ・ を )。 
mahai [名 ] テー ブル 。 
maite [名 ] 愛す る 人 。 
maitea (maite の 定形 単数 絶対 格 ) 愛す る 人 (が ・ を )。 
maiteaz 《maite の 定形 単数 具 格 ) 愛す る 人 に つい て 。 
makila [名 ] 棒 。 
mantxu [ 形 / 名 ] 片腕 の (人 )。 
mantxua mantxu の 定形 単数 絶対 格 ) 緒 腕 の (人 )( が ・ を )。 
mantxurik (mantxu の 分 格 》 
memela [ 形 / 名 ] 馬鹿 な ( 女 )。 軽 は ずみ な ( 女 )。 
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mendi [名 ] 山 。 

mendietan 《mendi の 定形 複数 内 格 ) 山々 に お いて 。 
mihise [名 ] 許 。 

mihisea (mihise の 定形 単数 絶対 格 ) 麻 ( が ・ を )。 
min [名 ] 痛み 。 

minez (min の 不定 形 具 格 ) 痛 久 で も っ て 。 
modu [名 ] 方 法 , 状態 。 zer moduz? どの 様 に 。 

moduko (modu の 定形 単数 位置 届 格 動詞 の -t②)cko 形 を 直 

前 に 伴っ て 》 こす る べき 。 こす る に 値する 。 

maltzo [名 ] 塊 。 群れ 。 urre multzo 金 の 塊 。 
mundu [名 ] 世界 。 

munduko (mundu の 定形 数 位置 属 格 ) 世界 の 。 
mutil [名 ] 少年 

mutilak 《mutil の 定形 常 数 能 格 》 青年 が 。 

mutilarekin (mutil の 定形 単数 共 格 》 

mutilari (mutil の 定形 単数 与 格 》 背 

mutilek (mutil の 定形 複数 能 格 》 青年 た ち も が 。 


= 


nago ぐ て cgon [ 自 ] 《 直 説法 現在 NOR 活用 単純 形 、 NOR =ni の 
場合 ) 私 が いる 。 

mahi [名 ] 望み 。 nahi adina 欲し い だ け 。 

nahit izan [ 他 ] ① が ほし い 。 @ (動詞 の 完了 分 詞 を 伴っ て 》 
し た い 。 

mahikoa [ 連 ] 売 分 な 。 

maiz ぐ izan ( 直 説 法 現 在 NOR 活用 , NOR =ni の 場合 》 [自助 ] 
私 は と する 。 [ 自 ] (単純 形 ) 私 は ー だ 。 

maizela (naiz て izan に 名 詞 節 を 作る 語尾 -cla が 付い た 形 》 [ 自 
助 私 が こす る と (いう こと )。 [ 自 ] (単純 形 ) 私 が こ だ ど (や 
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うこ と )。 

mauzu ご izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 現在 NOR-NORK 活用 NOR= 
mi NORK =zuk の 場合 》 あな た が 私 を ン す る 。 

nmauzun [ 他 助 ] (nauzu ぐ izan に 間接 疑問 文 で の 名 詞 節 を 作る 請 
尾 -n が 付い た 形 》 

mekien ご jakin [ 他 ] ( 直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 , NOR= 
hura, NORK =nik の 場合 ) わた し は 3 単 を 知っ て いた 。 

meska [名 ] 少女 。 

meu 《ni の 強 調 形 》) この 私 こそ (が *・ を )。 

neuk (nik の 紀 形 》 この 私 こそ が 。 

meure (nire の 強調 形 》) この 私 の 。 

i 人 1 人称 単数 代 名 格 ) 私 (が ・ を )。 

mik 《1 人称 半数 代名詞 能 格 》) 私 が 。 

miola [ 他 助 ] (nion く ian に 名 詞 節 を 作る 語尾 -1a が 付い た 形 》 
私 が 3 単に 3 単 を キン し た , と (いう と と )。 

mion ぐ izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR =hura, NORI=hari,。 NORK=nik の 場合 》 私 が 3 
単に 3 単 を こし た 。 

mire [ 連 ] 《1 人 称 単数 代名詞 所 有 属 格 》 私 の 。 

mirekin (1 人 称 単数 代名詞 共 格 ) 私 と と も に 。 

miretzat 《1 人称 単 数 代名詞 目的 格 ) 私 の た め に 。 

miri 《1 人 称 単数 代名詞 与 格 》 私 に 。 

moiz [ 副 ] いつ 。 noiz edo noiz その う も 急 に 。 

nola [ 副 ] どの 様 に 。 

nora[ 副 ] どこ へ 。 

norbait [ 代 ] 誰か 。 

muke <jzan [ 他 助 ] (条件 法 帰結 現在 NOR-NORK 活用 , NOR 
=hura, NORK=nik の 場合 》 私 は 3 単 を キン す る だ ろう 。 








本 


ohar-tu (ohartzen。 ohartuko) [ 自 ] 気が付く 。 
ohe [ 釧 ] ベッド 。 
ohean 《ohe の 定形 単数 内 格 ) ベッ ド に お いて 。 
gihuka [ 副 ] 叫ん で 。 
eilar [ 釧 ] お ん どり 。 
oilarrak (oilar の 定形 単数 能 格 ) お ん どり が 。 
ein [ 争 ] 足 。 
oinak (oin の 定形 複数 絶対 格 ) 複数 の 足 (が ・ を )。 
omen [ 小 ] 《 伝 開 を 表す 》) だ そう だ 。 
on [ 形 ] 良い 。 
endo [名 ] そば 横 。 
ondoan (ondo の 定形 単数 内 格 : 不定 形 絶対 格 ま た は 所 有 属 格 
の 名 詞 ( 句 ) を 直前 に 伴い 》 この 側 に お いて 。 
ondoren [ 副 ] 次 に 。 [接続 ] (動詞 の 完了 分 詞 十 ) こし た あと 。 
ongi [ 副 ] 良い 。 Ongi dal いい と も ! 
ongi-etorri [名 ] 歓迎 。 
ongiretorriaren (ongi-ctorri の 定形 単数 所 有 属 格 ) 歓迎 の 。 
orain [名 / 副 ] 今 。《 時 を 表す 語 を 後ろ に 伴い 》 今 か ら ー 前 。orain 
aspaldi 今 か ら か な り 前 。 
oraindik [ 副 ] まだ 。 
oraintxe[ 副 ] 今 す ぐ 。 た っ た 今 。 
ordea [接続 | し か し 。 
ordu [名 ] 時 間 。 時 刻 。 ordu crdi 30 分 。 
ordua 《ordu の 定形 単数 絶対 格 ) 時 間 ( が ・ を )。 
orduan [ 副 ] その 時 。 
erdararfe [名 / 削 ] その 時 まで 。 
errika [名 ] や っ と こ 。 
oso[ 副 ] と て も 。 [ 形 ] 全 。 一 全体 。 
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osoa 《oso の 定形 単数 絶対 格 》 全 ( が ・ を )。 
ospa-tn (ospatzen、ospatuko) [ 他 ] 祝う 。 
ste [名 ] 後 。 

ostean 《oste の 定形 単数 内 格 》 この 後に ・ で 。 


ビー ルー 


pasa (pasatzen, Dasako) [ 自 ] (時 が ) 過ぎ る , (出来 事 が ) 起 と る 。 
【 信 ] (時 を ) 過ごす 。 
pasaturik 過ぎ て 。 
pasaraz-i (Dasarazten。 Pasaraziko) [ 他 ] (時 を ) 過ごさ せる 。 
patxada [名 ] 平穏 、 の ん き 。 
pentsakizun [名 ] 考え ど と 。 
pentsakizunetan (pentsakizun の 不定 形 内 格 》 考え ど と に お い 
て 。 
pentsa-tu (Dentsatzen。Dentsatuko) [ 他 ] 考え る 。 
pertsonaia [名 ] 谷 場 人 物 , キャ ラク ター。 
polit [ 形 ] きれ いな , 可愛 い 。 
politagon (polit の 比較 級 politago の 定形 単数 絶対 格 》 
poz [名 ] 音 び 。 
poza (poz の 定形 単数 絶対 格 ) 音 び (が ・ を )。 
pozez 《poz の 不定 形 具 格 》 次 ん で 。 
presa [名 ] 緊急 , 急ぎ 。 
presarik 《presa の 分 格 ) presarik gabe 急 が ず に 。 
presaz (presa の 不定 形 具 格 》 急い で 。 


saltoka [ 副 ] 跳び 跳ね な が ら 。 
samur [ 形 ] 楽 ら か い 。 
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Samur-Samur と て も 和 柔らかい 。 
sar[ 自 ] sar-tu の 語根 。 
sartu (sartzen。sartuko) [ 自 ] 入る 。 
seme-alaba(k) [名 ] 息子 と 娘 た ち 。 
silueta [名 ] シル エッ ト 。 
simaurrtu (simaurtzen。 simaurtuko) [ 他 ] 肥料 を 与え る 
soldadu [名 ] 兵士 。 
soldaduzka [名 ] 兵役 。 

soldaduzkara (soldaduzka の 定形 間 数 方 格 ) 兵役 へ 。 
sorgin [名 ] 魔女 , 麻 法 使い 。 

sorginez (8orgin の 定形 複 到 際 格 ) 魔女 に つい て 。 
soro [名 ] 癌 。 

soroan 《soro の 定形 半数 内 格 》 畑 に お いて 。 
su-gar [名 ] 炎 。 

su-garretan (su-gar の 不定 形 内 格 》 炎 の 中 に お いて 。 
suge [名 ] 蛇 。 

sugea 《suge の 定形 単数 絶対 格 ) 牙 (が ・ を )。 
sugeari (suge の 定形 単数 与 格 ) 巡 に 。 
sugetzar [名 ] 大 蛇 。 


は SE 


tentsio [名 ] 緊張 。 
friste-tu (tristetzen, tristetuko) [ 自 ] 大 し く な る 。 
frumoi [名 ] 雷鳴 
teiki [ 形 ] 小さ い 。 
tkienaz ttiki の 最上 級 tiikien の 定形 単数 具 格 ) 最も 小さ 
めで 。 
txiki [ 形 ] 小さ い 。 
tikienak 《bxiki の 最上 級 txikicn の 定形 単数 能 格 》 最も 小さ 
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い ー が 。 
txispa [名 ] 火花 。 


0 


ugari [ 形 ] 大 量 の 。 
WT [名 ] 水 。 ur ondoan 水辺 に 。 
mra 《ur の 定形 単数 絶対 客 ) 水 (が ・ を )。 
wretan 《ur の 不定 形 内 格 ) 水 の 中 に お いて 。 
mrre [名 ] 黄金 。 
rrea 《urre の 定形 単数 絶対 格 ) 黄金 (が ・ を )。 
mrrearena (urre の 定形 単数 所 有 属 格 urrearen に 定形 単数 絶 
対格 語尾 が 付い た 形 》 資金 の こと 。 
Urrekoatxa[ 固 名 ] ウレ ュ ア チャ 。 
mrrunrdu (urruntzen, urrunduko) [ 自 ] 遺 ざ か る 。 
mrruti [ 副 ] 遠く に 。 [名 ] 遺 く 。 
wrrutira (urruti [名 ] の 定形 単数 方 格 》 遺 く へ 。 
uste [名 ] 考え 。 
wstez 《uste の 不定 形 具 格 , 所 有 属 格 名 詞 ( 句 ) を 直前 に 伴っ て 》 
て の 考え で は 。 ー が 思う に 。 
wtz [ 他 ] utz-1 の 語根 。 
utz-i (uzten,utziko) [ 他 ] ① ある 状態 に する 。 ⑨ 軟 く 。 6 
izita 《utz-i に 完了 ・ 状 態 を 表す 語尾 -ta が 付い た 形 ) 思い 
た 状態 で 。 
utziozn [ 他 ] utz iezaiozu の 短縮 形 。 F 


己 役 


xahar [ 形 ] 非常 に 年 導 い た 。 
*aharrak 《xahar の 定形 単数 能 格 ) 非常 に 年 老い た ンー が 。 
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zabal-dun (zabaltzen, zabalduko) [ 自 ] 広がる 。 [ 他 ] 広げ る 。 
zabaldurik 《zabal-du に 状態 を 表す 語尾 + 小 が 付い た 形 》 広 
が っ て 。 
zahar [ 形 ] 年 長 の 。 
zaharren (zahar の 最上 級 ) 最も 年 長 の 。 
zaharrena (zaharren の 定形 半数 絶対 格 ) 最も 年 長 の っ (が ・ 
を )。 長 男 (が ・ を )。 
zaharrenak (zaharren の 定形 半数 能 格 ) 最も 年 長 の ー が 。 長 
男 が 。 
zaie ぐ izan [自助 ] 《 直 説法 現在 NOR-NORI 活用 , NOR= 
hura, NORI=haiei の 場合 》 3 単 が 3 複 に こす る 。 
zain-du (zaintzen, zainduko)[ 他 ] 世話 する 。 
zaitut ご izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 現在 NOR-NORK 活用 , NOR 
2u, NORK=nik の 場合 》 私 が あな た を する 。 
zaituztet ぐ izan [ 他 助 ] 《 直 説法 現在 NOR-NORK 活用 , NOR 
zuek, NORK=nik の 場合 》 私 が あな た た ち を っ す る 。 
zapa! [ 間 ] パッ ! 
zara ぐ izan ( 直 説 法 現在 NOR 活用 , NOR=zu の 場合 》 [ 自 
助 ] あな た が こす る 。 [ 自 ] (単純 形 ) あな た は だ 。 
zarafta [名 ] 原音 。 雑音 。 
zatar [ 形 ] 汚い 。 
za 全 [名 ] 片 。 
zatoz etor-ri [ 自 ] ( 直 説法 現在 お よび 命令 法 NOR 活用 単純 
形 , NOR=zu の 場合 ) あな た は 来 つ つ あ る 。 あ な た は 来 な 
さい 。 
zande ご egon[ 自 ] ( 直 説 法 現 在 NOR 活用 単純 形 。 NOR=zu 
の 場合 ) あな た は いる 。 あ な た は (ある 状態 ) で ある 。 
zazpi | 数 ] 7。 


ー228 一 





zebilela 《zcbilen ぐ ibil-i に 名 詞 節 を 作る 語尾 -1a が 付い た 形 》 
3 単 が 歩い て いる, と (いう と と )。 

zebilen ご iil-i [ 自 ] 《 直 説法 過去 NOR 活用 単純 形 , NOR= 
hura の 場合 ) 3 単 が 歩い て いた 。 

zegoela [ 自 ] (2egoen ぐ cgon に 時 を 表す 一 詞 節 を 作る 語尾 1a 
が 付い た 形 ) 3 単 が いる その 時 に 。 

zegoen ぐ egon [ 自 ] ( 直 説 法 過去 NOR 活用 単純 形 , NOR= 
hura の 場合 》 3 単 は いた 。3 単 は (ある 状態 ) だ っ た 。 

zegoena (zegocn ぐ egon に 定形 単数 絶対 格 語尾 -a が 付い た 形 》 
(ある 状態 ) だ っ た 3 単 (が ・ を )。 

zeharo[ 副 ] 全く 。 完 全 に 。 

zeha-tu (zehatzen, zehatuko) [ 他 ] 叩き つぶ す 。 

zein [ 副 ] な ん て 。 Zein 二 動詞 ・ 助 動詞 の 活用 形 -(n! な ん て 
ー な の だ ろう ! 

zekien ご jakin [ 他 ] (《 直 説法 過去 NOR-NORK 活用 単純 形 , 
NOR=hura、NORKK=hark の 場合 》 3 単 は 3 単 を 知っ て 
いた 。 

zela (zen ぐ izan に 名 詞 節 を 作る 語尾 -la が 付い た 形 》 

Zen ぐ izan ( 直 説 法 過去 NOR 活用 、 NOR 三 hura の 場合 ) [ 自 
助 ] 3 単 が こし た 。 [ 自 ] (単純 形 ) 3 単 が ン だ っ た 。 

zenak zen ぐ i2an に 定形 単数 能 格 語尾 -ak が 付い た 形 》 [自助 ] 
て し た 3 単 が 。[ 自 ] ー だ っ た 3 単 が 。 

zemean 《zen ぐ izan に 時 を 表す 副詞 節 を 作る 語尾 -can が 付い 
た 形 》 [自助 ] 3 単 が ン し た 時 。 [ 自 ] (単純 形 ) 3 単 が だ っ 
た 時 。 

zemidan ぐ izan [ 他 助 ] ( 直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活 
用 , NOR =hura, NORI ニ niri, NORK=zuk の 場合 ) あ 
な た が 私 に 3 汗 を ン し た 。 

zeniola 《zenion ぐ izan に 名 詞 館 を 作る 語尾 -la が 付い た 形 》) あ 
な た が 3 単に 3 単 を キン とし た と (いう と と )。 
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Zenion <izan [ 他 助 ] ( 直 説法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 
NOR =hura, NORT=hari、 NORK=zuk の 場合 ) あな た 
が 3 単に 8 単 を こし た 。 

zer [ 代 ] 何 。 

2era [名 | 物 。 

zerbait [ 代 ] 何 か 。 

Zergatik [ 副 ] な ぜ 。 

zer moduz [ 副 ] どの 様 に 。 

zertarako [一 ] 何 の た め に 。 

Zeta [名 ] 絹 。 

zetazko [ 連 ] 製 の 。 

Zen [ 代 ] (zu の 強調 形 ) まさ に あな た と そ ( が ・ を )。 

zeundeten ぐ egon [ 自 ] ( 直 説 法 過去 NOR 活用 単 形 、 NOR= 
Zuek の 場合 。 ま た 人 連 体 形 で も ある 》 あな た た ちがい た (^)。 

zeuretzat 《Zuretzat の 強調 形 ) ほか な ら ぬ あな た の た め に 。 

ien ぐ izan【[ 他 助 | ( 直 説 法 過 去 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR =hura。 NORI=haicii NORK=hark の 場合 ) 3 単 
が 3 複 に 3 単 を ン し た 。 

zietem ぐ ian [ 他 助 ] 《 直 説法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 
NOR=hura。 NORI=haiei、 NORK =haiek の 場合 》 3 複 
が 3 複 に 3 単 を キン し た 。 

zinatekeen ご izan 《 条 件 法 帰 結 過 去 NOR 活用 , NOR=zu の 
場合 》 [ 自 動 ] あな た は こし た だ ろう に 。 [ 自 ] (単純 形 ) あな 
た は ーー だ っ た ろう に 。 

zioen ご csan [ 他 ] ( 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 単純 形 , NOR 
hura, NORK=hark の 場合 》 3 単 が 言っ (て い ) た 。 

ziola (Zion に 名 詞 節 を 作る 語尾 -la が 付い た 形 )] 

Zion ぐ izan[ 他 助 ] 《 直 説法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 
NOR =hura。NORI=hari NORK=hark の 場合 ) 9 単 
が 3 単に 9 単 を と し た 。 
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zioten ぐ izan [ 他 助 ] 《 直 説法 過去 NOR-NORI-NORK 活用 , 
NOR =hura, NORT=hari、 NORK=haick の 場合 》 3 複 
が 3 単に 3 単 を キン し た 。 

ziofenean (zioten ぐ izan に 時 を 表す 副詞 館 を 作る 語尾 -ean が 
付い た 形 》 3 複 が 3 単に 3 単 を キン し た 時 に 。 

ziplo! [ 間 ] ドロ ン ! [ 財 ] 突然 。 

ziren ぐ izan ( 直 説 法 過去 NOR 活用 , NOR=haiek の 場合 》 
[自助 ] 3 複 が こし た 。 [ 自 ] (単純 形 ) 3 複 が ンー だ っ た 。 

Zirenean (ziren く izan に 時 を 表す 副詞 節 を 作る 語尾 -can が 付 
いた 形 》 [自助 ] 3 複 が ンー し た 時 。 [ 自 ] (単純 形 ) 3 複 が っ だ 
っ た と き 。 

Zituen < izan ( 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 , NOR =haick。 
NORK=hark の 場合 》) [ 他 助 ] 3 単 が 3 複 を こし た 。 [ 仙 ] 
(単純 形 ) 3 単 が 3 複 を 持っ て いた 。 

zituzten ご izan ( 直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 , NOR =haiek。 
NORK =haick の 場合 ) [ 他 助 ] 3 複 が 3 複 を こし た 。 [ 他 ] 
(単純 形 ) 3 復 が 3 複 を 持っ て いた 。 

zitzaien ぐ izan | 自助 ] 《 直 説法 過去 NOR-NORI 活用 , NOR 
hura, NORI=haiei の 場合 )》 3 単 が 3 複 に と し た 。 

zitzaion ぐ izan [自助 ] ( 直 説法 過去 NOR-NORI 過去 , NOR 
=hura, NORI=hari の 場合 ) 3 単 が 3 単に こし た 。 

zitzaiona (zitzaion に 定形 単数 絶対 格 語尾 が 付い た 形 ) 3 単に こ 
し た と ころ の 3 単 ( が ・ を )。 

Zm 《⑫ 人 称 単数 散 称 代名詞 絶対 格 ) あな た (が ・ を )。 

mbi [名 ] 橋 。 

Znela 《zuen! < く izan に 名 詞 節 を 作る 語尾 -Ia が 付い た 形 ) 四 

zuem ご izan ( 直 説 法 過 去 NOR-NORK 活用 , NOR =hura, 
NORK=hark の 場合 》 [ 他 助 ] 3 単 が 3 単 を キン し た 。 [ 他 ] 
(単純 形 ) 3 単 が 3 単 を 持っ て いた 。 

zuen?[ 連 ] あな た た ちの 。 


5 ニ 














zuenak (zuen! <izan に 定形 六 数 能 格 語尾 が 付い た 形 》 [ 他 助 ] 
3 単 が ン し た と と ころ の 83 単 が 。 [ 他 ] 8 単 が 持っ て いた と ころ 
の 3 単 が 。 

zuenean 《Zzuen! < izan に 時 を 表す 副詞 節 を 作る 語 必 -ean が 付 
いた 形 》 [ 他 助 ] 3 単 が 3 単 を ン し た 時 に 。[ 他 ] (単純 形 ) 3 単 
が 3 単 を 持っ て いた 時 に 。 

zuk (2 人 称 単数 杉 称 代名詞 能 格 ) あな た が 。 

zulo [名 ] 穴 。 

zulorantz 《zulo の 定形 単数 方 向 格 》 穴 の 方 へ 。 

zur [名 ] 木材 。 

2uretzat 《2 人 称 単数 公称 代名詞 目的 格 ) あな た の た め に 。 

zurezko [ 連 ] 木製 の 。 

Zuri 《2 人 称 単数 人 散 称 代名詞 与 格 ) あな た に 。 

zuten ぐ izan ( 直 説 法 過去 NOR-NORK 活用 , NOR =hura, 
NORK=haick の 場合 ) [ 他 助 ] 3 複 が 3 単 を キン し た 。 [ 他 ] 
(単純 形 ) 3 複 が 3 単 を 持っ て いた 。 

Zutenez (zuten < く izan [ 他 助 ] に 語尾 -)z が 付い た 形 )》 3 複 が 
3 単 を キン し た と と ろ に よる と 。 

zuzen [ 副 ] 真っ 直ぐ に 。 zuzen-zuzen どこ まで も 真っ 直ぐ に 。 
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